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表  紙：正規分布に従う確率変数が別の正規分布に従う閾値を超過する場合にでき
る歪んだ分布を非対称正規分布（skew-normal distribution）というが，本研
究はこの考え方を企業の倒産事象に応用したものである。企業の信用リス
ク値分布は財務内容の変動により変化するが金融情勢を反映して閾値（与
信判断基準）もまた変化する。その結果，閾値により切断されてできる倒
産企業分布は歪度のある独特の分布となる。本図シミュレーションは閾値
の変動幅（標準偏差σ2）が小さければ倒産企業の信用リスク値（Z）分布
の歪みが大きくなり（図手前）閾値の変動幅が大きくなれば倒産企業の分
布の歪みが小さくなる（図奥）様子を示している。 

（大野 忠士，山下 智志，椿 広計（2011）与信判断が確率変動する時の倒
産企業の信用リスク値分布のモデル化―Skew-normal 分布の応用―，統計
数理 59（1）p.10より転載） 
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 統計数理研究所は，大学共同利用機関としての使命を果たすために，統計数
理にかかわる研究者コミュニティの方々へ共同研究のためのさまざまな研究
資源を提供しています。なかでも，統計科学では世界最大規模となるスーパー
コンピュータは，無くてはならない研究資源ですが，その運用管理には相当の
電力を必要とします。ご存じのように，平成 23 年度の夏は東京電力管内にお
きまして法律に基づく 15％の節電要請があり，スーパーコンピュータの運用
には大変苦労いたしました。研究所の総力をあげて節電のための諸々の工夫と
努力を行いましたが，結果として研究者の方々には十分にご満足いただける計
算資源提供サービスができなかったことを心苦しく思っております。 
 このように昨年度は電力を含めたエネルギー問題に悩まされた一年でした
が，国全体の予算環境がより厳しくなる中，法人第二期の中期目標・中期計画
内の研究所の掲げる二つの大きな事業―NOE形成事業と統計思考力育成事業
―に関しましては大きな進捗がありました。最近，大学共同利用機関のさらな
る機能強化策が打ち出されており，そこでは，個人やグループ単位の共同研究
はもちろん，もっと大きい組織レベルの共同研究が奨励されています。NOE
形成事業はこの潮流を先取りする形で始めたもので，平成 24年 1月には既存
の 2つの戦略的研究センターを廃止し，統計的機械学習研究センターとサービ
ス科学研究センターを新設いたしました。これにより本研究所の研究センター
はすべて NOE型となり，既設の 3センターとあわせて 5つの分野を主とする
NOE形成事業の推進体制が整いました。本事業の下，当該分野における国内
外の有力な研究組織と学術研究協定等を結ぶことにより，これまでよりも粒度
の大きい共同研究の実施が可能となりました。 
 もう一つの事業，統計思考力育成事業につきましても平成 23 年度は大きな
進展がありました。統計思考力を備えた T型人材育成―専門分野の深い知識
（縦棒）と統計数理という分野横断型の広い知識（横棒）を備えた人材育成―
を行う事業推進のための組織として統計思考院を新たに設置し，研究所内で最
も広い研究室スペースを人材育成の場に割り当てました。そこでは，新しい統
計数理の創成を目指す研究者や学生，固有分野の研究で統計数理の必要性を感
じた人等，さまざまな人が集い切磋琢磨しながら統計思考の訓練や研究をする，
いわば「道場」の気風を持つ場となることを目指しています。ここからデータ
爆発時代における学術のキュレータ的人材（次世代司書）が数多く誕生するこ
とも期待しています。 
 この年報は，共同研究・共同利用，先端的な統計数理の研究，総合研究大学
院大学を通した教育を中心とする，統計数理研究所の平成 23年度における活
動をまとめたものです。人間社会の不確実性が著しく増大するグローバル化時
代に，合理的予測とリスク解析に携わる学問としての統計数理へ寄せられる社
会の期待は，今後より増大すると思われます。この期待に応えるよう，一そう
の努力を傾ける所存ですので，統計数理研究所の活動に対する皆様のご理解を
いただきますとともに，今後ともご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ
ます。 
 

   平成 24年 4月 

統計数理研究所長 

樋口 知之
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【機 構 図】平成 24. 4. 1現在 
                       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【職 員】平成 24. 4. 1現在 

区 分 所 長 教 授 准教授 助 教 小 計 事務職員 技術職員 合 計 

現 員 1 17 20 12 50 13（29） 10（2） 73（31） 
 ※（ ）内は統合事務部の総数を示す。 

 2 組  織 
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【運営会議委員】平成 24. 4. 1 現在 

氏  名 現          職 発令年月日 

秋 山   泰 東京工業大学大学院情報理工学研究科教授 平成 24.4.1 

家   正 則 自然科学研究機構国立天文台 TMTプロジェクト室教授／研究連携主幹 〃 

栗 原 考 次 岡山大学副理事（教育担当）／大学院環境学研究科教授 〃 

清 水 邦 夫 慶應義塾大学理工学部教授 〃 

照 井 伸 彦 東北大学大学院経済学研究科教授 〃 

西 井 龍 映 九州大学マス・フォア・インダストリ研究所数学テクノロジー先端研究部門教授 〃 

矢 島 美 寛 東京大学大学院経済学研究科教授 〃 

横 山 詔 一 人間文化研究機構国立国語研究所理論・構造研究系教授  〃 

鷲 尾   隆 大阪大学産業科学研究所教授 〃 

渡 辺 美智子 慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科教授 〃 

椿     広  計 統計数理研究所教授（副所長） 〃 

田 村 義 保 統計数理研究所教授（副所長） 〃 

丸 山   宏 統計数理研究所教授（副所長） 〃 

松 井 知 子 統計数理研究所教授（モデリング研究系研究主幹） 〃 

中 村   隆 統計数理研究所教授（データ科学研究系研究主幹） 〃 

栗 木   哲 統計数理研究所教授（数理・推論研究系研究主幹） 〃 

中 野 純 司 統計数理研究所教授（統計科学技術センター長） 〃 

柏 木 宣 久 統計数理研究所教授（モデリング研究系） 〃 

吉 野 諒 三 統計数理研究所教授（データ科学研究系） 〃 

江 口 真 透 統計数理研究所教授（数理・推論研究系） 〃 

福 水 健 次 統計数理研究所教授（数理・推論研究系） 〃 

 

【アドバイザリーボード委員】平成 24. 4. 1 現在 

氏  名 所   属・役   職 発令年月日 

Zhi Geng Professor  
School of Mathematical Sciences, Peking University 平成 22.4.1 

John Brian Copas Professor  
Department of Statistics, University of Warwick 〃 

Nikolai Petrovich Dolbilin Leading Scientific Researcher  
Department of Geometry and Topology, Steklov Mathematical 
Institute, Russian Academy of Sciences 

〃 

Lutz Edler 〃 
Michael I. Jordan Pehong Chen Distinguished Professor  

Department of Electrical Engineering and Computer Science (EECS),  
Department of Statistics, University of California, Berkeley 

〃 

Jae Chang Lee Professor  
Department of Statistics, Korea University 〃 

Ker-Chau Li Director and Distinguished Research Fellow  
Institute of Statistical Science Academia Sinica  
Professor Statistics Department and Mathematics Department, UCLA 

〃 

Ashis SenGupta Head and Professor  
Applied Statistics Unit, Indian Statistical Institute 〃 

David Vere-Jones Emeritus Professor  
School of Mathematics Statistics and Computing Science Victoria,  
University of Wellington 

〃 

Edward Wegman Professor  
Center for Computational Statistics, George Mason University 〃 

Mike West  The Arts & Sciences Professor of Statistical Science  
Department of Statistical Science, Duke University 〃 
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【共同利用委員会委員】平成 24. 4. 1現在 

氏  名 職          名 発令年月日 

内 田 雅 之 大阪大学大学院基礎工学研究科教授 平成 23.6.1 

及 川 昭 文 総合研究大学院大学教授 〃 

濱 崎 俊 光 大阪大学大学院医学系研究科准教授 〃 

藤 井 良 宜 宮崎大学教育文化学部教授 〃 

森   裕 一 岡山理科大学総合情報学部教授 〃 

松 井 知 子 統計数理研究所教授（モデリング研究系研究主幹） 〃 

吉 野 諒 三 統計数理研究所教授（データ科学研究系） 〃 

宮 里 義 彦 統計数理研究所教授（数理・推論研究系） 〃 

吉 本   敦 統計数理研究所教授（数理・推論研究系） 〃 

 

【研究倫理審査委員会】平成 24. 4. 1 現在 

氏  名 職          名 発令年月日 

盛 山 和 夫 関西学院大学社会学部・教授 平成 24.4.1 

佐 藤 恵 子  京都大学大学院医学研究科 子どもの健康と環境に関する全国調査 
京都ユニットセンター・特定准教授 〃 

中 山 ひとみ 霞ヶ関総合法律事務所・弁護士 〃 

操 木   豊 立川市立第一小学校・校長 〃 

中 村   隆 統計数理研究所教授（データ科学研究系研究主幹） 〃 

椿   広 計 統計数理研究所教授（副所長） 〃 

松 井 茂 之 統計数理研究所教授（データ科学研究系） 〃 

前 田 忠 彦 統計数理研究所准教授（データ科学研究系） 〃 

 

【所内主要会議】 
会   議   名 開 催 日 

平成 23年度第 1回運営会議   平成 23.7.27 

平成 23年度第 2回運営会議 平成 23.11.25 

平成 23年度第 3回運営会議 平成 24.3.19 

平成 23年度第 1回共同利用委員会 平成 23.6.6 

平成 23年度第 2回共同利用委員会 平成 23.10.31 

平成 23年度第 3回共同利用委員会 平成 24.2.17 
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【研究所の 1年間の動き】 
年 月 日 記          事 

平成 23.4.1 樋口 知之教授 所長就任 
統計思考力育成事業を始動 

平成 23.10.5 国立国語研究所と基本協定書を取り交わし 

平成 23.11.2 統計思考院設立記念式典 

平成 24.1.1 予測発見戦略研究センター／新機軸創発センター 廃止 
統計的機械学習研究センター／サービス科学研究センター／統計思考院 設置 

平成 24.1.30 ノルウェー産業科学技術研究所 情報・コミュニケーション技術部 
コミュニケーションシステムと学術研究協定を締結 
サービス科学研究センター設立記念シンポジウム 

平成 24.2.16 イギリス UCL計算統計的機械学習センターと協定を締結 
シンガポールインフォコム研究所人類語科学技術部と学術研究協定を締結 

平成 24.2.23 統計的機械学習研究センター設立記念  
平成 23年度 数学・数理科学と諸科学・産業との連携研究ワークショップ 
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【職 員】平成 24. 4. 1現在 

    

所  長  樋 口 知 之  

    

副所長（研究企画・人事） 椿   広 計 （兼務） 

副所長（評価） 田 村 義 保 （兼務） 

副所長（予算・広報） 丸 山   宏 （兼務） 

    

モデリング研究系 研究主幹 松 井 知 子 （兼務） 

 時空間モデリンググループ 教  授 柏 木 宣 久  

  教  授 樋 口 知 之 （兼務） 

  准 教 授 庄   建 倉  

  准 教 授 上 野 玄 太  

  助  教 中 野 慎 也  

 複雑構造モデリンググループ 教  授 田 村 義 保  

  教  授 中 野 純 司  

  准 教 授 伊 庭 幸 人  

  准 教 授 瀧 澤 由 美  

  准 教 授 三分一 史 和  

  助  教 小 山 慎 介  

 潜在構造モデリンググループ 教  授 丸 山   宏  

  教  授 松 井 知 子  

  准 教 授 川 﨑 能 典  

  准 教 授 佐 藤 整 尚  

  准 教 授 吉 田   亮  

    

データ科学研究系 研究主幹 中 村   隆 （兼務） 

 データ設計グループ 教  授 中 村   隆  

  教  授 吉 野 諒 三  

  准 教 授 丸 山 直 昌  

  准 教 授 前 田 忠 彦  

  准 教 授 土 屋 隆 裕  

  助  教 河 村 敏 彦  

 計量科学グループ 教  授 山 下 智 志  

  教  授 松 井 茂 之  

  准 教 授 島 谷 健一郎  

  准 教 授 逸 見 昌 之  

  助  教 清 水 信 夫  

  助  教 野 間 久 史  

 3 職員・名誉教授等 
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 構造探索グループ 教  授 椿   広 計  

  教  授 金 藤 浩 司  

  准 教 授 足 立   淳  

  准 教 授 黒 木   学  

  助  教 曹     纓  

  助  教 尾 碕 幸 謙  

  助  教 朴   堯 星  

    

数理・推論研究系 研究主幹 栗 木   哲 （兼務） 

 統計基礎数理グループ 教  授 栗 木   哲  

  准 教 授 西 山 陽 一  

  准 教 授 間 野 修 平  

  助  教 志 村 隆 彰  

  助  教 加 藤 昇 吾  

  助  教 小 林   景  

  客員教授 今 野 良 彦 （日本女子大学）
 学習推論グループ 教  授 江 口 真 透  

  教  授 福 水 健 次  

  准 教 授 池 田 思 朗  

  准 教 授 藤 澤 洋 徳  

  准 教 授 持 橋 大 地  

 計算推論グループ 教  授 宮 里 義 彦  

  教  授 吉 本   敦  

  教  授 伊 藤   聡  

  助  教 伏 木 忠 義  

    

リスク解析戦略研究センター センター長 椿   広 計 （兼務） 

  副センター長 山 下 智 志 （兼務） 

  教  授 椿   広 計 （兼務） 

  教  授 山 下 智 志 （兼務） 

  教  授 栗 木   哲 （兼務） 

  教  授 松 井 茂 之 （兼務） 

  教  授 江 口 真 透 （兼務） 

  教  授 金 藤 浩 司 （兼務） 

  教  授 柏 木 宣 久 （兼務） 

  教  授 吉 本   敦 （兼務） 

  准 教 授 逸 見 昌 之 （兼務） 

  准 教 授 黒 木   学 （兼務） 

  准 教 授 間 野 修 平 （兼務） 

  准 教 授 三分一 史 和 （兼務） 

  准 教 授 川 﨑 能 典 （兼務） 

  准 教 授 西 山 陽 一 （兼務） 

  准 教 授 佐 藤 整 尚 （兼務） 
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  准 教 授 庄   建 倉 （兼務） 

  准 教 授 藤 澤 洋 徳 （兼務） 

  准 教 授 足 立   淳 （兼務） 

  助  教 志 村 隆 彰 （兼務） 

  助  教 曹     纓 （兼務） 

  助  教 加 藤 昇 吾 （兼務） 

  助  教 野 間 久 史 （兼務） 

  特任准教授 岩 田 貴 樹  

  特任助教 久保田 貴 文  

  特任助教 山 田 隆 行  

  客員教授 宮 本 定 明 （筑波大学） 

  客員教授 高 橋 倫 也 （神戸大学） 

  客員教授 岩 崎   学 （成蹊大学） 

  客員教授 佐 藤 俊 哉 （京都大学） 

  客員教授 加 藤 洋 一 （日本科学技術連盟）
  客員教授 松 浦 正 明 （がん研究会）
  客員教授 清 水 邦 夫 （慶應義塾大学）
  客員教授 南   美穂子 （慶應義塾大学）
  客員教授 大 瀧   慈 （広島大学） 

  客員教授 今 中 哲 二 （京都大学） 

  客員教授 吉 田 延 雄 （環境省） 

  客員教授 滝 沢   智 （東京大学） 

  客員教授 吉 田 朋 広 （東京大学） 

  客員教授 國 友 直 人 （東京大学） 

  客員教授 津 田 博 史 （同志社大学）
  客員教授 本 田 敏 雄 （一橋大学） 

  客員教授 宮 本 道 子 （秋田県立大学）
  客員教授 吉 羽 要 直 （日本銀行） 

  客員教授 遠 田 晋 次 （京都大学） 

  客員教授 岸 野 洋 久 （東京大学） 

  客員教授 下 平 英 寿 （大阪大学） 

  客員准教授 片 桐 英 樹 （広島大学） 

  客員准教授 奥 原 浩 之 （大阪大学） 

  客員准教授 北 野 利 一 （名古屋工業大学）
  客員准教授 原   尚 幸 （新潟大学） 

  客員准教授 大 西 俊 郎 （九州大学） 

  客員准教授 手良向   聡 （京都大学） 

  客員准教授 大 橋   順 （筑波大学） 

  客員准教授 立 森 久 照 （国立精神・神経医療研究センター）
  客員准教授 冨 田   誠 （東京医科歯科大学）
  客員准教授 堀 口 敏 宏 （国立環境研究所）
  客員准教授 亀 屋 隆 志 （横浜国立大学）
  客員准教授 二 宮 嘉 行 （九州大学） 



 
9 

  客員准教授 遠 藤   暁 （広島大学） 

  客員准教授 石 川   仁 （東京理科大学）
  客員准教授 加 茂 憲 一 （札幌医科大学）
  客員准教授 木 島 真 志 （琉球大学） 

  客員准教授 尾 張 敏 章 （東京大学） 

  客員准教授 安 藤 雅 和 （千葉工業大学）
  客員准教授 清 水 泰 隆 （大阪大学） 

  客員准教授 深 澤 正 彰 （大阪大学） 

  客員准教授 米 澤 隆 弘 （復旦大学） 

  客員准教授 庄 野   宏 （鹿児島大学）
    

データ同化研究開発センター センター長 樋 口 知 之 （兼務） 

  副センター長 田 村 義 保 （兼務） 

  教  授 樋 口 知 之 （兼務） 

  教  授 田 村 義 保 （兼務） 

  教  授 中 野 純 司 （兼務） 

  准 教 授 佐 藤 整 尚 （兼務） 

  准 教 授 上 野 玄 太 （兼務） 

  准 教 授 吉 田   亮 （兼務） 

  准 教 授 伊 庭 幸 人 （兼務） 

  助  教 中 野 慎 也 （兼務） 

  特任准教授 長 尾 大 道  

  特任助教 Zapart, Christopher Andrew   

  特任助教 齋 藤 正 也  

  客員教授 鷲 尾   隆 （大阪大学） 

  客員准教授 小野寺   徹 （東芝 電力システム社）
  客員准教授 福 島 孝 治 （東京大学） 

  客員准教授 中 村 和 幸 （明治大学） 

     

調査科学研究センター センター長 吉 野 諒 三 （兼務） 

  教  授 吉 野 諒 三 （兼務） 

  教  授 中 村   隆 （兼務） 

  准 教 授 前 田 忠 彦 （兼務） 

  准 教 授 土 屋 隆 裕 （兼務） 

  助  教 尾 碕 幸 謙 （兼務） 

  助  教 朴   堯 星 （兼務） 

  客員准教授 吉 川   徹 （大阪大学） 

  客員准教授 阿 部 貴 人 （国立国語研究所）
  客員准教授 松 本   渉 （関西大学） 

     

統計的機械学習研究センター センター長 福 水 健 次 （兼務） 

  副センター長 松 井 知 子 （兼務） 

  教  授 福 水 健 次 （兼務） 
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  教  授 松 井 知 子 （兼務） 

  教  授 江 口 真 透 （兼務） 

  教  授 宮 里 義 彦 （兼務） 

  教  授 伊 藤   聡 （兼務） 

  准 教 授 池 田 思 朗 （兼務） 

  准 教 授 持 橋 大 地 （兼務） 

  助  教 伏 木 忠 義 （兼務） 

  助  教 小 林   景 （兼務） 

  助  教 小 山 慎 介 （兼務） 

  客員教授 池 上 敦 子 （成蹊大学） 

  客員教授 土 谷   隆 （政策研究大学院大学）
  客員教授 和田山   正 （名古屋工業大学）
  客員教授 後 藤 真 孝 （産業技術総合研究所）
  客員教授 津 田 宏 治 （産業技術総合研究所）
  客員准教授 品 野 勇 治 （ZIB） 

  客員准教授 金 森 敬 文 （名古屋大学）
     

サービス科学研究センター センター長 丸 山   宏 （兼務） 

  教  授 丸 山   宏 （兼務） 

  教  授 樋 口 知 之 （兼務） 

  教  授 椿   広 計 （兼務） 

  教  授 松 井 知 子 （兼務） 

  教  授 中 野 純 司 （兼務） 

  准 教 授 黒 木   学 （兼務） 

  助  教 河 村 敏 彦 （兼務） 

  助  教 清 水 信 夫 （兼務） 

  客員教授 本 村 陽 一 （産業技術総合研究所）
  客員教授 津 本 周 作 （島根大学） 

  客員教授 照 井 伸 彦 （東北大学） 

  客員教授 山 形 与志樹 （国立環境研究所）
  客員准教授 石 垣   司 （東北大学） 

  客員准教授 佐 藤 忠 彦 （筑波大学） 

  客員准教授 岡 田 幸 彦 （筑波大学） 

     

統計思考院  院  長 中 野 純 司 （兼務） 

  副 院 長 川 﨑 能 典 （兼務） 

  教  授 丸 山   宏 （兼務） 

  特命教授 馬 場 康 維  

  特命教授 石 黒 真木夫  

  特命教授 長谷川 政 美  

  特任助教 小 森   理  

  技術補佐員 岩 瀬 里 絵  
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統計科学技術センター センター長 中 野 純 司 （兼務） 

副センター長 川 﨑 能 典 （兼務） 

総括室長 渡 邉 百合子 

専 門 員 田 中 さえ子 

計算基盤室長 中 村 和 博 

早 坂   充 

蛭 田 智 則 

情報資源室長 田 中 さえ子 （兼務） 

松 野 秀 夫 

守 重 友理枝 

技術補佐員 黒 田 晃 子 

技術補佐員 菅 原 聡 美 

メディア開発室長 渡 邉 百合子 （兼務） 

長 嶋 昭 子 

宮 園 法 明 

技術補佐員 新 沼 千華子 

図書室 室  長 中 野 純 司 （兼務） 

島 谷 健一郎 （兼務） 

守 重 友理枝 （兼務） 

運営企画本部 本 部 長 樋 口 知 之 （兼務） 

椿   広 計 （兼務） 

田 村 義 保 （兼務） 

丸 山   宏 （兼務） 

内 山   亮 （兼務） 

木 下 聡 子 

事務補佐員 田 中 利 沙 

企画室長 椿   広 計 （兼務） 

小 川 光 明 （兼務） 

評価室長 田 村 義 保 （兼務） 

伊 藤   聡 （兼務） 

金 藤 浩 司 （兼務） 

小 川 光 明 （兼務） 

宮 園 法 明 （兼務） 

広報室長 丸 山   宏 （兼務） 

金 藤 浩 司 （兼務） 

夛 田 健 一 （兼務） 

須 藤 文 雄 （兼務） 

長 嶋 昭 子 （兼務） 

客員教授 滑志田   隆 （森林総合研究所）
知的財産室長 丸 山   宏 （兼務） 

土 屋 隆 裕 （兼務） 

佐 野 智 典 （兼務） 
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田 中 さえ子 （兼務） 

NOE推進室長 椿   広 計 （兼務） 

松 井 知 子 （兼務） 

河 治 一 郎 （兼務） 

木 下 聡 子 （兼務） 

極地研・統数研統合事務部 部  長 德 田 次 男 

共通事務センター長 内 山   亮 

企画グループ（統数研担当） 企画グループ長 夛 田 健 一 

総括チームリーダー 小 川 光 明 

専門職員 須 藤 文 雄 

専門職員 佐 野 智 典 

チームリーダー（総務担当） 須 藤 文 雄 （兼務） 

チームリーダー（人事担当） 遠 藤 三津雄 

山 田 礼 二 

チームリーダー（財務担当） 新 井 弘 章 

チームリーダー（研究支援担当） 佐 野 智 典 （兼務） 

河 治 一 郎 

事務補佐員 新 保 祥 子 

事務補佐員 菱 田 桂 子 

事務補佐員 飯 島 聡 美 

企画グループ（極地研担当） 企画グループ長 戸 部 精 侯 

総括チームリーダー 江 連 靖 幸 

チームリーダー（総務担当） 大 下 和 久 

チームリーダー（人事担当） 瀬 戸 教 仁 

チームリーダー（学術振興担当） 大 下 和 久 （兼務） 

チームリーダー（予算・決算担当） 櫻 井 道 仁 

専門職員 熊 谷 宏 靖 

専門職員 石 崎 教 夫 

共通事務センター 総括チームリーダー（総務担当） 小 坂   孝 

チームリーダー（総務担当） 小 坂   孝 （兼務） 

事務補佐員 小 島 和 子 

事務補佐員 長 吉 真 弓 

総括チームリーダー（会計担当） 坂 本 好 司 

チームリーダー（契約担当） 平 沼 智 恵 

専門職員 大 川 由美子 

専門職員 山 田 義 洋 

チームリーダー（用度担当） 阿 相 和 良 

古 賀 洋二郎 

事務補佐員 渡 邉 洋 子 

チームリーダー（経理・旅費・検収担当） 石 井 要 二 

事務補佐員 伊 藤 悦 子 

総括チームリーダー（施設担当） 宮 内 朝 彦 （兼務） 

チームリーダー（施設管理担当） 塩 原 研 一 
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【名誉所員】平成 24. 4. 1現在 

氏  名 退職時の職名 

松 下 嘉米男 第一研究部長 

西 平 重 喜 附属統計技術員養成所長 

 

【名誉教授】平成 24. 4. 1現在 

氏  名 退職時の職名 

鈴 木 達 三 領域統計研究系研究主幹 

鈴 木 義一郎 予測制御研究系教授 

清 水 良 一 所長 

大 隅   昇 調査実験解析研究系教授 

村 上 征 勝 領域統計研究系教授 

田 邉 國 士 副所長（総括） 

松 縄   規 数理・推論研究系教授 

長谷川 政 美 モデリング研究系教授，予測発見戦略研究センター長 

坂 元 慶 行 データ科学研究系研究主幹 

柳 本 武 美 データ科学研究系教授 

伊 藤 栄 明 数理・推論研究系教授 

馬 場 康 維 データ科学研究系教授 

平 野 勝 臣 数理・推論研究系研究主幹 

種 村 正 美 副所長（人事等） 

石 黒 真木夫 モデリング研究系研究主幹 

尾 形 良 彦 モデリング研究系教授 

 

【特命教授】平成 24年度 

氏 名（所属・職名） 研究課題名 任  期 

馬 場 康 維 
（統計数理研究所・名誉教授）

共同研究スタートアップ 平成 24.4.1～25.3.31 

石 黒 真木夫 
（統計数理研究所・名誉教授）

共同研究スタートアップ 〃 

長谷川 政 美 
（復旦大学生命科学学院・教授）

統計思考院において国際的事項を担当 〃 
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【前年度客員教員】平成 23年度 

 
津 田 宏 治（産業技術総合研究所） モ デ リ ン グ 研 究 系 客 員 教 授

（H24.1.1～統計的機械学習研究センター）
（平成23.4.1～24.3.31）

渡 辺 美智子（東洋大学） デ ー タ 科 学 研 究 系 客 員 教 授（平成23.4.1～24.3.31）
山 口 和 範（立教大学） デ ー タ 科 学 研 究 系 客 員 教 授（平成23.4.1～24.3.31）
生 駒 哲 一（九州工業大学） デ ー タ 科 学 研 究 系 客 員 准 教 授（平成23.4.1～24.3.31）
原   尚 幸（新潟大学） 数 理 ・ 推 論 研 究 系 客 員 准 教 授（平成23.4.1～24.3.31）
遠 田 晋 次（京都大学） 予測発見戦略研究センター客員教授

（H24.1.1～リスク解析戦略研究センター）
（平成23.4.1～24.3.31）

松 浦 正 明（がん研究会） 予測発見戦略研究センター客員教授
（H24.1.1～統計的機械学習研究センター）

（平成23.4.1～24.3.31）

加 藤 洋 一（日本科学技術連盟） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
岩 崎   学（成蹊大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
佐 藤 俊 哉（京都大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
清 水 邦 夫（慶應義塾大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
山 本 和 夫（東京大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
小 野 芳 朗（京都工芸繊維大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
南   美穂子（慶應義塾大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
國 友 直 人（東京大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
津 田 博 史（同志社大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
吉 田 朋 広（東京大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
本 田 敏 雄（一橋大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
天 坂 格 郎（青山学院大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
立 林 和 夫（富士ゼロックス） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
宮 本 定 明（筑波大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.4.1～24.3.31）
津 本 周 作（島根大学） リスク解析戦略研究センター客員教授

（H24.1.1～サービス科学研究センター）
（平成23.4.1～24.3.31）

金 野 秀 敏（筑波大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.6.1～24.3.31）
宮 本 道 子（秋田県立大学） リスク解析戦略研究センター客員教授（平成23.6.1～24.3.31）
手良向   聡（京都大学） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.4.1～24.3.31）
冨 田   誠（東京医科歯科大学） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.4.1～24.3.31）
堀 口 敏 宏（国立環境研究所） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.4.1～24.3.31）
亀 屋 隆 志（横浜国立大学） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.4.1～24.3.31）
庄 野   宏（鹿児島大学） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.4.1～24.3.31）
二 宮 嘉 行（九州大学） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.4.1～24.3.31）
吉 羽 要 直（日本銀行） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.4.1～24.3.31）
黒 木   学（大阪大学） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.4.1～23.8.31）
片 桐 英 樹（広島大学） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.4.1～24.3.31）
岡 田 幸 彦（筑波大学） リスク解析戦略研究センター客員准教授

（H24.1.1～サービス科学研究センター）
（平成23.4.1～24.3.31）

大 西 俊 郎（九州大学） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.6.1～24.3.31）
立 森 久 照（国立精神・神経医療研究センター）リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.6.1～24.3.31）
奥 原 浩 之（大阪大学） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.6.1～24.3.31）
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安 藤 雅 和（千葉工業大学） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成23.6.1～24.3.31）
菊 池   誠（大阪大学） 新 機 軸 創 発 セ ン タ ー 客 員 教 授

（H24.1.1～データ同化研究開発センター）
（平成23.4.1～24.3.31）

後 藤 真 孝（産業技術総合研究所） 新 機 軸 創 発 セ ン タ ー 客 員 教 授
（H24.1.1～統計的機械学習研究センター）

（平成23.4.1～24.3.31）

池 上 敦 子（成蹊大学） 新 機 軸 創 発 セ ン タ ー 客 員 教 授
（H24.1.1～統計的機械学習研究センター）

（平成23.4.1～24.3.31）

土 谷   隆（政策研究大学院大学） 新 機 軸 創 発 セ ン タ ー 客 員 教 授
（H24.1.1～統計的機械学習研究センター）

（平成23.4.1～24.3.31）

和田山   正（名古屋工業大学） 新 機 軸 創 発 セ ン タ ー 客 員 教 授
（H24.1.1～統計的機械学習研究センター）

（平成23.4.1～24.3.31）

福 島 孝 治（東京大学） 新機軸創発センター客員准教授
（H24.1.1～データ同化研究開発センター）

（平成23.4.1～24.3.31）

品 野 勇 治（Konrad-Zuse-Zentrum fűr Informationstechnik Berlin）新機軸創発センター客員准教授
（H24.1.1～統計的機械学習研究センター）

（平成23.4.1～24.3.31）

本 村 陽 一（産業技術総合研究所） データ同化研究開発センター客員教授
（H24.1.1～サービス科学研究センター）

（平成23.4.1～24.3.31）

小野寺   徹（東芝 電力システム社） データ同化研究開発センター客員准教授（平成23.4.1～24.3.31）
吉 川   徹（大阪大学） 調査科学研究センター客員准教授（平成23.4.1～24.3.31）
阿 部 貴 人（国立国語研究所） 調査科学研究センター客員准教授（平成23.4.1～24.3.31）
照 井 伸 彦（東北大学） サービス科学研究センター客員教授（平成24.1.1～24.3.31）
山 形 与志樹（国立環境研究所） サービス科学研究センター客員教授（平成24.1.1～24.3.31）
石 垣   司（東北大学） サービス科学研究センター客員准教授（平成24.1.1～24.3.31）
佐 藤 忠 彦（筑波大学） サービス科学研究センター客員准教授（平成24.1.1～24.3.31）
滑志田   隆（森林総合研究所） 運 営 企 画 本 部 広 報 室 客 員 教 授（平成23.4.1～24.3.31）
Synodinos Nicolaos Emmanuel（ハワイ大学） デ ー タ 科 学 研 究 系 客 員 教 授（平成23.6.1～23.7.31）
Doucet Arnaud（ブリティッシュ・コロンビア大学） 新 機 軸 創 発 セ ン タ ー 客 員 教 授（平成23.6.1～23.7.31）
Myrvoll Tor Andre（ノルウェー工業技術研究所） モ デ リ ン グ 研 究 系 客 員 教 授（平成23.6.20～23.7.15）
Negri Ilia（ベルガモ大学） 数 理 ・ 推 論 研 究 系 客 員 准 教 授（平成23.8.29～23.9.30）
Jimenez-Sobrino Juan Carlos（キューバ国立サイバネティックス）数 理 ・ 推 論 研 究 系 客 員 教 授（平成23.11.21～24.2.27）
黄 撫春（Victoria University） リスク解析戦略研究センター客員准教授（平成24.1.5～24.2.28）
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【人事異動】（平成 23.6.30～平成 24.4.1の発令） 

発令年月日 氏  名 異動内容 異動後の所属・職名 異動前の所属・職名 
平成        

23.6.30 中 村 明 彦 辞職 東京大学農学系事務部 
経理課経費執行チーム係長 

極地研・統数研統合事務部企画
グループ（統数研担当）チーム
リーダー（研究支援担当） 

23.7.1 佐 野 智 典 採用 極地研・統数研統合事務部企画グルー
プ（統数研担当）専門職員 

東京大学地震研究所契約チーム
係長 

23.7.1 佐 野 智 典 兼務 極地研・統数研統合事務部企画グルー
プ（統数研担当）チームリーダー（研
究支援担当） 

 

23.7.1 佐 野 智 典 兼務 運営企画本部知的財産室  

23.9.1 黒 木   学 採用 データ科学研究系多次元データ 
解析グループ准教授 

大阪大学大学院基礎工学研究科准教授

23.10.1 樋 口 知 之 任命 情報・システム研究機構理事 
統計数理研究所長（兼務） 

統計数理研究所長 

23.10.1 金 藤 浩 司 兼務 運営企画本部評価室  

24.1.1 福 水 健 次 兼務 統計的機械学習研究センター長  

24.1.1 松 井 知 子 兼務 統計的機械学習研究センター副セン
ター長 

 

24.1.1 丸 山   宏 兼務 サービス科学研究センター長  

24.1.1 中 野 純 司 兼務 統計思考院長  

24.1.1 川 﨑 能 典 兼務 統計思考院副院長  

24.1.1 江 口 真 透 兼務免   予測発見戦略研究センター長 

24.1.1 福 水 健 次 兼務免   新機軸創発センター長 

24.1.1 尾 形 良 彦 兼務 リスク解析戦略研究センター教授  

24.1.1 栗 木   哲 兼務 リスク解析戦略研究センター教授  

24.1.1 江 口 真 透 兼務 リスク解析戦略研究センター教授  

24.1.1 三分一 史 和 兼務 リスク解析戦略研究センター准教授  

24.1.1 庄   建 倉 兼務 リスク解析戦略研究センター准教授  

24.1.1 足 立   淳 兼務 リスク解析戦略研究センター准教授  

24.1.1 黒 木   学 兼務 リスク解析戦略研究センター准教授  

24.1.1 間 野 修 平 兼務 リスク解析戦略研究センター准教授  

24.1.1 藤 澤 洋 徳 兼務 リスク解析戦略研究センター准教授  

24.1.1 曹     纓 兼務 リスク解析戦略研究センター助教  

24.1.1 加 藤 昇 吾 兼務 リスク解析戦略研究センター助教  

24.1.1 伊 庭 幸 人 兼務 データ同化研究開発センター准教授  

24.1.1 福 水 健 次 兼務 統計的機械学習研究センター教授  

24.1.1 松 井 知 子 兼務 統計的機械学習研究センター教授  

24.1.1 江 口 真 透 兼務 統計的機械学習研究センター教授  

24.1.1 宮 里 義 彦 兼務 統計的機械学習研究センター教授  

24.1.1 伊 藤   聡 兼務 統計的機械学習研究センター教授  

24.1.1 持 橋 大 地 兼務 統計的機械学習研究センター准教授  

24.1.1 池 田 思 朗 兼務 統計的機械学習研究センター准教授  
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発令年月日 氏  名 異動内容 異動後の所属・職名 異動前の所属・職名 

24.1.1 小 林   景 兼務 統計的機械学習研究センター助教   

24.1.1 伏 木 忠 義 兼務 統計的機械学習研究センター助教  

24.1.1 小 山 慎 介 兼務 統計的機械学習研究センター助教  

24.1.1 丸 山   宏 兼務 サービス科学研究センター教授  

24.1.1 樋 口 知 之 兼務 サービス科学研究センター教授  

24.1.1 松 井 知 子 兼務 サービス科学研究センター教授  

24.1.1 椿   広 計 兼務 サービス科学研究センター教授  

24.1.1 中 野 純 司 兼務 サービス科学研究センター教授  

24.1.1 黒 木   学 兼務 サービス科学研究センター准教授  

24.1.1 河 村 敏 彦 兼務 サービス科学研究センター助教  

24.1.1 清 水 信 夫 兼務 サービス科学研究センター助教  

24.1.1 尾 形 良 彦 兼務免   予測発見戦略研究センター教授 

24.1.1 江 口 真 透 兼務免   予測発見戦略研究センター教授 

24.1.1 栗 木   哲 兼務免   予測発見戦略研究センター教授 

24.1.1 足 立   淳 兼務免   予測発見戦略研究センター准教授
24.1.1 庄   建 倉 兼務免   予測発見戦略研究センター准教授
24.1.1 池 田 思 朗 兼務免   予測発見戦略研究センター准教授
24.1.1 藤 澤 洋 徳 兼務免   予測発見戦略研究センター准教授
24.1.1 曹     纓 兼務免   予測発見戦略研究センター助教 

24.1.1 伏 木 忠 義 兼務免   予測発見戦略研究センター助教 

24.1.1 加 藤 昇 吾 兼務免   予測発見戦略研究センター助教 

24.1.1 河 村 敏 彦 兼務免   リスク解析戦略研究センター助教
24.1.1 福 水 健 次 兼務免   新機軸創発センター教授 

24.1.1 松 井 知 子 兼務免   新機軸創発センター教授 

24.1.1 伊 藤   聡 兼務免   新機軸創発センター教授 

24.1.1 伊 庭 幸 人 兼務免   新機軸創発センター准教授 

24.1.1 池 田 思 朗 兼務免   新機軸創発センター准教授 

24.1.1 上 野 玄 太 兼務免   新機軸創発センター准教授 

24.1.1 小 林   景 兼務免   新機軸創発センター助教 

24.1.1 小 山 慎 介 兼務免   新機軸創発センター助教 

24.3.31 尾 形 良 彦 定年退職   モデリング研究系時空間モデリ
ンググループ教授 

24.3.31 染 谷 博 司 辞職 東海大学情報理工学部講師 モデリング研究系知的情報モデ
リンググループ助教 

24.3.31 浦 野 元 義 辞職 東京大学医科学研究所管理課人事・
給与チーム係長 

極地研・統数研統合事務部企画
グループ（統数研担当）チーム
リーダー（人事担当） 

24.3.31 横 井 邦 安 辞職 東京大学環境安全衛生部環境安全課
安全推進チーム係長 

極地研・統数研統合事務部共通
事務センターチームリーダー 
（施設管理担当） 

24.3.31 坂 井 まさみ 辞職   統計科学技術センター情報資源
室技術職員 
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発令年月日 氏  名 異動内容 異動後の所属・職名 異動前の所属・職名 

24.4.1 濵   由 樹 配置換 情報・システム研究機構国立情報学
研究所総務部総務課長 

極地研・統数研統合事務部企画グル
ープ長（統数研担当） 

24.4.1 朴   堯 星 採用 データ科学研究系構造探索グループ
助教 

東京工業大学大学院社会理工学
研究科助教 

24.4.1 野 間 久 史 採用 データ科学研究系計量科学グループ
助教 

日本学術振興会特別研究員 

24.4.1 夛 田 健 一 採用 極地研・統数研統合事務部企画グル
ープ長（統数研担当） 

東京大学本部監査課副課長 

24.4.1 遠 藤 三津雄 採用 極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）チームリーダー（人事担当）

東京大学工学系・情報理工学系等総務
課人事・給与チーム（職員担当）係長

24.4.1 塩 原 研 一 採用 極地研・統数研統合事務部共通事務セ
ンターチームリーダー（施設管理担当）

大学評価・学位授与機構管理部
会計課資産管理係長 

24.4.1 守 重 友理枝 採用 統計科学技術センター情報資源室 
技術職員 

海洋研究開発機構図書館課 

24.4.1 柏 木 宣 久 配置換 モデリング研究系時空間 
モデリンググループ教授 

データ科学研究系多次元データ
解析グループ教授 

24.4.1 田 村 義 保 配置換 モデリング研究系複雑構造 
モデリンググループ教授 

データ科学研究系計算機統計 
グループ教授 

24.4.1 中 野 純 司 配置換 モデリング研究系複雑構造 
モデリンググループ教授 

データ科学研究系計算機統計 
グループ教授 

24.4.1 福 水 健 次 配置換 数理・推論研究系学習推論 
グループ教授 

モデリング研究系知的情報 
モデリンググループ教授 

24.4.1 佐 藤 整 尚 配置換 モデリング研究系潜在構造 
モデリンググループ准教授 

データ科学研究系計算機統計 
グループ准教授 

24.4.1 島 谷 健一郎 配置換 データ科学研究系計量科学 
グループ准教授 

モデリング研究系時空間 
モデリンググループ准教授 

24.4.1 逸 見 昌 之 配置換 データ科学研究系計量科学 
グループ准教授 

数理・推論研究系学習推論 
グループ准教授 

24.4.1 足 立   淳 配置換 データ科学研究系構造探索 
グループ准教授 

モデリング研究系グラフ構造 
モデリンググループ准教授 

24.4.1 持 橋 大 地 配置換 数理・推論研究系学習推論 
グループ准教授 

モデリング研究系知的情報 
モデリンググループ准教授 

24.4.1 小 山 慎 介 配置換 モデリング研究系複雑構造 
モデリンググループ助教 

数理・推論研究系学習推論 
グループ助教 

24.4.1 曹     纓 配置換 データ科学研究系構造探索 
グループ助教 

モデリング研究系グラフ構造 
モデリンググループ助教 

24.4.1 丸 山   宏 兼務 統計思考院教授  

24.4.1 朴   堯 星 兼務 調査科学研究センター助教  

24.4.1 野 間 久 史 兼務 リスク解析戦略研究センター助教  

24.4.1 夛 田 健 一 採用 運営企画本部広報室  

24.4.1 守 重 友理枝 兼務 図書室  

24.4.1 宮 里 義 彦 兼務免   運営企画本部評価室 

24.4.1 濵   由 樹 兼務免   運営企画本部広報室 
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【決 算】単位千円 

年 度 

運  営  費 外  部  資  金 

人 件 費 物 件 費 計 科学研究費
民間等との 
共同研究 受託研究 奨学寄附金

平成 18年度 981,421 793,042 1,774,463 89,160 3,313 16,290 3,750 

平成 19年度 923,527 748,737 1,672,264 106,660 7,537 61,479 4,700 

平成 20年度 762,681 1,080,970 1,843,651 137,246 13,650 84,624 32,000 

平成 21年度 862,269 1,120,568 1,982,837 111,380 5,000 170,067 3,900 

平成 22年度 768,946 852,545 1,621,491 132,848 1,100 121,598 4,600 

平成 23年度 765,005 881,427 1,646,432 112,710 5,566 46,824 5,993 

 （注）科学研究費補助金については交付額, 民間等との共同研究・受託研究及び奨学寄附金については受入額である。 
 

【科学研究費】平成 23年度 

研究種目 研 究 課 題 研究代表者 研究費（千円）

基盤研究（S） アジア・太平洋価値観国際比較調査－文化多様体の統計科
学的解析 

吉野 諒三 30,420
（7,020）

基盤研究（A） ゲノムデータからの予測・発見・推論の統合化のための統
計学と機械学習の融合 

江口 真透 8,970
（2,070）

基盤研究（A） トルコ・韓国・日本における森林資源の高次元多機能経済
評価と国際生態系保全政策分析 

吉本  敦 9,360
（2,160）

基盤研究（A） 地震活動異常を診断する統計的時空間モデルと確率利得を
上げる実効的予測の戦略的研究 

尾形 良彦 13,520
（3,120）

基盤研究（B） 郵送調査法の特徴に関する総合的研究 
 

前田 忠彦 2,340
（540）

基盤研究（B） 統計的推論を支える効率的計算アルゴリズムに関する数理
基盤 

福水 健次 2,730
（630）

基盤研究（B） GPU 指向の計算集約型統計アルゴリズムの高度化と実用
ソフトウェアの開発 

樋口 知之 7,020
（1,620）

基盤研究（C） 環境データ解析のためのベイズ的方法の開発とその応用 
 

柏木 宣久 780
（180）

基盤研究（C） 測度空間における最適化の理論と計算手法およびその応用
に関する研究 

伊藤  聡 1,040
（240）

基盤研究（C） 多様な解像度を持つ多変量時系列データからの現象モデリ
ング 

川崎 能典 650
（150）

基盤研究（C） 組合せ構造を持つ多次元分布の高速計算法の開発と空間疫
学への応用 

栗木  哲 1,300
（300）

基盤研究（C） 時空間フィルタリングによるてんかん性異常脳血流検出法
の開発 

三分一史和 1,040
（240）

基盤研究（C） 大規模債権回収データを利用した中小企業金融の期待損失
率推計 

山下 智志 780
（180）

 4 決算・科学研究費等 
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研究種目 研 究 課 題 研究代表者 研究費（千円）

基盤研究（C） メトリック・エントロピー法の統計的応用 
 

西山 陽一 910
（210）

基盤研究（C） マルコフ連鎖モンテカルロ法による仮想データ生成と非線
形情報処理への応用 

伊庭 幸人 650
（150）

基盤研究（C） ゲノムデータに対して有効性が高い多重検定法の開発 
 

藤澤 洋徳 1,300
（300）

基盤研究（C） インフレ率の変動メカニズムの統計的モデリング 
 

田野倉葉子 650
（150）

基盤研究（C） 複雑環境下で自立的に調和行動を実現するハイブリッド型
適応学習システムの構築 

宮里 義彦 1,040
（240）

基盤研究（C） ゲノム系統学の方法と実践 
 

長谷川政美 1,170
（270）

基盤研究（C） 金融経済データに対する予測マシンの開発 
 

佐藤 整尚 1,040
（240）

基盤研究（C） 立方体のトーラスへの確率逐次充填 
 

伊藤 栄明 1,690
（390）

基盤研究（C） 総合効果の分解問題における新たな展開 
 

黒木  学 1,089
（251）

挑戦的萌芽研究 意図的欠測を伴う調査設計の指針開発に関する研究 
 

前田 忠彦 1,560
（360）

挑戦的萌芽研究 「かな書」に新たな付加価値を与えるシステムの構築 
 

松井 知子 1,560
（360）

挑戦的萌芽研究 モデル選択法による統計的推論へのデータ前処理組み込み
に関する研究 

石黒真木夫 1,300
（300）

挑戦的萌芽研究 エビデンスベースの環境政策を支える統計情報プラットフ
ォーム構築 

金藤 浩司 2,340
（540）

若手研究（B） 大規模ランダム行列を用いたモデル選択と機械学習理論 
 

小林  景 780
（180）

若手研究（B） 非対称正規分布を適用した粒子群最適化法による大域的探
索 

染谷 博司 1,430
（330）

若手研究（B） クラスタリングモデルに基づいて地震予知手法の改良 
 

庄  建倉 780
（180）

若手研究（B） 誤差項に非対称分布を仮定した円周上の確率過程の理論と
その応用 

加藤 昇吾 1,040
（240）

若手研究（B） クラウドコンピューティングを利用したデータ同化システ
ムの開発 

長尾 大道 2,600
（600）

若手研究（B） 最先端トランスクリプトーム解析のための統計的バイオモ
デリング 

吉田  亮 2,210
（510）

若手研究（B） 南極データベースの構築とそのデータ解析 
 

小森  理 1,170
（270）

若手研究（B） 高次元データについての検定法の非正規分布に対する頑健
性の研究 

山田 隆行 1,430
（330）

研究活動 
スタート支援 

高次積率と潜在クラスを用いた行動遺伝モデルの開発 
 

尾崎 幸謙 1,222
（282）

特別研究員奨励費 日本森林樹種に対する最適林木施業のための構造型モデル
構築 

吉本  敦 800

（ ）は間接経費 



 
21 

【民間等との共同研究】平成 23年度 

機 関 名 研 究 課 題 研究代表者 研究費（千円）

ムサシノ機器株式会社 電磁波による測位方式の研究 瀧澤 由美 2,640

日本電信電話株式会社コ
ミュニケーション科学基
礎研究所 

メディアデータのための特徴選択および自動識別技
術に関する研究 

松井 知子 1,100

株式会社モレキュエンス バイオマーカー探索のためのインフォマティクス技
術の開発 

江口 真透 1,500

株式会社東興電機製作所 Webユーザビリティの定量解析に関する研究 松井 知子 326

 

【受託研究】平成 23年度 

機 関 名 研 究 課 題 研究代表者 研究費（千円）

文部科学省研究振興局長
（科学技術試験研究委託
事業） 

次世代生命体統合シミュレーションソフトウェアの
研究開発（生命体シミュレーションのためのデータ
同化技術の開発） 

樋口 知之 13,940

独立行政法人農業環境 
技術研究所 

統計学的手法による POPs汚染判定技術の開発 柏木 宣久 175

独立行政法人国立精神・
神経医療研究センター 

自殺統計資料の作成および自殺の時空間集積性につ
いての分析 

椿  広計 3,000

独立行政法人国立国際 
医療研究センター 

データ解析手法の確立 間野 修平 3,300

独立行政法人産業技術 
総合研究所 

有害性情報のデータマイニング及び統計モデル化研
究 

金藤 浩司 2,033

 

【寄附金】平成 23年度 

寄 附 者 寄附の目的 担当教員 研究費（千円）

株式会社リコー ①装置の故障予測に適用できる統計数理的な技術 
②装置の故障診断に適用できる統計数理的な技術 

江口 真透 500

旭硝子財団 研究助成のため（大阪大学より移管） 黒木  学 1,393

株式会社富士通研究所 統計数理研究のため 樋口 知之 500

一般社団法人 CRD 協会金融リスクに関するデータ科学の研究助成 山下 智志 3,600

 計  5,993
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【競争的外部資金】平成 23年度 

機 関 名 研 究 課 題 研究代表者 研究費（千円）

独立行政法人科学技術 
振興機構（戦略的創造 
研究推進事業（さきが 
け）） 

次世代データ同化：自動モデル化と情報フロー抽出
技術開発 

上野 玄太 13,000

独立行政法人科学技術 
振興機構（戦略的創造 
研究推進事業（CREST））

グレブナー基底の先端科学技術への実践的応用の探
究 

栗木  哲 1,300

独立行政法人科学技術 
振興機構（戦略的創造 
研究推進事業（さきが 
け）） 

ランダムグラフによるゲノム進化の確率モデリング 間野 修平 4,355

独立行政法人国立環境 
研究所 

平成 23年度底層DO目標の達成度評価手法の開発に
関する研究委託業務 

金藤 浩司 4,941

厚生労働省（厚生労働 
科学研究費補助金） 

レセプト等を利用した薬剤疫学データベース作成に
関する研究 

藤田 利治，
椿  広計 

3,000
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 平成 24. 4. 1現在 

【モデリング研究系】 

多数の要因に関連する現象の構造をモデル化し，モデルに基づいて統計的推論を行う方法を研究する。時
間的・空間的に変動する現象，複雑なシステム，潜在構造のモデリングを通じて，分野を横断するモデリ
ングの知の発展に寄与することを目指す。 

 

■ 時空間モデリンググループ 
時間的・空間的に変動する現象に関わるデータ解析やモデリングを通じて，現象の予測や科学的発見の観
点から有効に機能する統計モデルの開発・評価に取り組む。解析の障害となる欠測や検出率変化など，デ
ータの時間的・空間的な不完全性，不規則性，不均質性等の諸制約，及び先験情報を反映したベイズ型モ
デルの研究を進める。 
● ベイズモデルによる予測と知識発見手法 ● 粒子フィルタによるモデル統合手法 
● 点配置・空間構造のモデリングと応用 ● 確率点過程の統計的推論とモデル構成 
● ベイズ型多次元データ解析法 ● 点過程モデルとその生物学等への応用 
● 市場データの点過程モデリングと応用 ● 地球科学におけるデータ同化システムの開発 
● 統計地震学 ● 環境データ解析 

 

■ 複雑構造モデリンググループ 

非線形システムや階層的ネットワークなど，複雑なシステムの統計的モデリングを行い，その構造を明ら
かにする研究を進める。その手段として，データ集約と可視化の方法，モンテカルロ法などの確率的シミ
ュレーションの方法の研究に取り組み，更に，乱数発生装置やソフトウェアの開発などを通じた研究の社
会実装も目指す。 
● 非線形確率微分方程式と非線形時系列解析 ● データとモデルの可視化 
● マルコフ連鎖モンテカルロ法・逐次モンテ ● 脳神経データの時系列・時空間解析 

カルロ法とその応用 ● 時空間ランダム事象の神経系による推定 
● 物理乱数発生方法と乱数の検定 ● 集約的データのモデリング 
● レアイベントのサンプリング ● 電磁波による測位方式の研究 
● 個と集団の行動の研究 

 

■ 潜在構造モデリンググループ 

現実世界の様々な動的現象の背後にある変動要因を潜在構造としてモデリングし，現象に関連したデータ
に基づく構造に関する推論計算法の研究を行う。特に，対象に関する知見の確率分布によるモデル化と，
情報量規準や統計的機械学習を利用したモデル選択を方法論の中心とし，動的現象全般に対し有効な統計
的モデリング法の構築を目指す。 
● 平滑化事前分布による潜在変数モデリング ● 階層ベイズ法による逆問題解法の研究 
● 正則化非線形モデルの推定と応用 ● モデリングにおける要求定義とライフサイクル 
● カーネル法による構造データ学習 ● 情報量規準によるモデル評価法 
● 生体制御システムのモデリング・シミュレ ● 機械学習による音声，音楽，画像データの潜在構 

ーション  造推定 
● 人間社会行動の多元的モデリング 

 

 5 系・センターの研究課題・業務 



 
24 

【データ科学研究系】 
不確実性と情報の不完全性に対処するためのデータ設計の方法，証拠に基づく実践のための計量的方法，
およびこれらの方法に即応したデータ解析方法の研究・開発，さらに複雑・大量の多次元データの探索的
解析方法の研究・開発を行う。これらを通じて，データに基づく推論を基礎とする諸分野の科学の発展に
寄与することを目指す。 

 

■ データ設計グループ  
多様な調査・実験環境下での統計データ収集システムの設計と，そのシステムに即応した統計解析法の研
究・開発，ならびに，それらの応用に関する研究を進める。標本調査法や社会調査法，実験計画法の研究
に取り組むだけでなく，さまざまな領域における複雑な現象の調査・実験による解明に資する実用的研究
を目指す。 
● 社会調査法と解析法の研究 ● 統計的日本人研究 
● 継続調査データのコウホート分析 ● 標本調査法の研究と応用 
● 国際比較の方法論研究―文化多様体解析 ● 意識の国際比較調査 
● 個と集団のダイナミズムの認知科学的研究 ● 統計科学関連情報収集及び開示に関する研究 
● 代数幾何的符号の復号に関する研究 ● 縦断調査・反復横断調査の設計と解析 
● 調査における非標本誤差の研究 ● 潜在変数モデルの理論と応用 
● 間接質問法の理論と応用 ● 実験計画法 
● ロバストパラメータ設計 ● 統計的品質管理 

 

■ 計量科学グループ 
これまで測定されてこなかった現象の計量化，また膨大なデータベース等からの効率的な情報抽出を通し
て，統計的証拠を同定し，評価する研究を進める。そのための方法および得られるデータの解析方法の研
究・開発を行い，実質科学の諸分野における応用研究に取り組むことにより，証拠に基づく実践的な応用
統計数理研究を展開する。 
● ファイナンスモデルの評価法の開発 ● 信用リスク計量化モデルに関する研究 
● 予測医療の開発のための臨床研究の方法論 ● 探索的臨床試験の計画と解析 
● ゲノム情報の解析と臨床における診断法の開発 ● 疫学研究のデザインと統計解析の方法論 
● 野生生物データの時空間モデリング ● フィールドにおけるサンプリングデザイン 
● 長期モニタリングの調査設計 ● メタアナリシスの基礎と応用 
● セミパラメトリック推測の基礎と応用 ● 欠測データ解析 
● シンボリックデータ解析 ● 関数データ解析 

 

■ 構造探索グループ 
実際の現象に潜む具体的な統計数理的問題を素材に，応用統計数理研究を進める。特に，様々な量的・質
的変数によって把握される多次元データにおける諸変数の相互関連の探索的解析方法の研究・開発に取り
組み，自然科学，社会科学を問わず諸分野における現象の構造探索への貢献を目指す。 
● 質と量の混在するデータの多変量一般化線形 ● 経営の高度化に資する因果データ解析 

モデル ● 環境基準を支える統計的方法論の研究 
● 環境情報基盤整備に関する研究 ● ゲノム構造の比較解析 
● 生命情報学の理論的研究 ● 分子系統樹推定法の研究 
● 海生哺乳類の系統進化及び分岐年代推定 ● 生物多様性の分子進化メカニズムの解明 
● 統計的因果推論の理論と応用 ● グラフィカルモデルの理論と応用 
● 社会科学のための潜在変数モデル開発 ● マルチレベルモデルの理論と応用 
● 縦断・パネルデータ解析 ● 行政組織の産業組織心理学的アプローチ 
● 構造方程式モデリングによる自治体職員の ● 組織と個人の意思決定プロセスのマルチレベル 

心理メカニズム解析  分析  



 
25 

【数理・推論研究系】 
統計科学の基礎数理，統計的学習理論，および統計的推論に必要な最適化と計算アルゴリズムに関する研
究を行う。これらを通して，統計数理科学全体の発展に寄与することを目指す。 

 

■ 統計基礎数理グループ 
統計科学の基礎理論および数理的根拠に裏打ちされた統計的方法の系統的開発の研究を進める。特に，デ
ータから合理的な推定や決定を行うための推測理論，不確実な現象の確率的モデル化と解析，確率過程論
とその統計理論への応用，統計的推論の基礎を支える確率論，ならびにそれらをとりまく基礎数理の研究
に取り組む。 
● 連続多変量データおよび分割表データの解析 ● 積分幾何的手法による確率場分布理論 
● 統計的発見における偽陽性の抑制手法の研究 ● グラフィカルモデルに基づく統計推測 
● 確率過程の統計的推測 ● 無限次元統計モデル 
● 確率分布論の研究 ● 加法過程の研究 
● 重裾分布の研究 ● 遺伝連鎖解析における統計推測 
● 集団遺伝の確率モデル ● ベイズ予測理論 
● 代数的手法を用いた統計解析 ● 角度の観測を含むデータのための統計的手法 

 

■ 学習推論グループ 

複雑な現象や機構から得られるデータの情報を自動的に抽出し知識を獲得するための学習・推論の理論と
方法の研究を行う。特に，データの確率的構造に関する数理，情報抽出の可能性と限界に関する理論に取
り組む。これらを分野横断的に有効な統計的方法として展開するとともに，実践的研究の推進も目指す。 
● 統計的学習理論 ● 情報幾何学 
● ロバスト推測 ● バイオインフォマテイクス 
● ゲノム統計学 ● 確率推論 
● 正定値カーネルによる統計推論 ● グラフ上の近似計算推論 
● 特異モデルによる統計的推論の理論 ● 統計的自然言語処理 

 

■ 計算推論グループ 

複雑なシステムや現象を解析し予測・制御を行うための大規模数値計算を前提とした推論，およびその基
礎となる数値解析，最適化の数理と計算アルゴリズムに関する研究を進める。また，システム解析や同定
に関する数理，制御・システム理論，離散数学等の研究に取り組む。さらにこれらの方法論の現実問題へ
の適用も目指す。 
● 測度空間における凸最適化 ● 不確実さのもとでのシステム設計 
● 逆最適化に基づく非線形 H∞制御の研究 ● 適応型ゲインスケジューリング制御の研究 
● 反復学習制御の研究 ● マルチエージェント系の制御の研究 
● 最適制御モデルの資源管理問題への応用研究 ● 統計的予測に関する研究 
● 社会システムの解析 
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【リスク解析戦略研究センター】 
社会・経済のグローバル化に伴って増大した，不確実性とリスクに対し，科学的に対応するためのリスク
解析に関するプロジェクト研究を推進するとともに，リスク解析に関する研究ネットワーク（NOE）を構
築して，社会の安心と安全に貢献することを目指す。 

 

■ データ中心リスク科学基盤整備プロジェクト 

我が国を中心として，健康・社会・経済・環境に関わる様々なデータを収集・リンケージし，データ中心
リスク科学の形成に資する活動を展開する。このため，個人情報や法人情報の秘匿化作業などに適したデ
ータエディティング環境を共同研究登録者へ提供することを目指すと共に，データの質の評価・保証技法，
個人情報や法人情報の秘匿技術などの検討も進める。 

 

■ リスク基盤数理プロジェクト 

自然災害や重篤な疾病・事故など，普段は起こる頻度は少ないものの，一旦発生すると重大な被害をもた
らすリスクの要因を定量化するためには，それらの現象を数学的に定式化し，その分布の裾領域の振る舞
いに基づいて統計的推論を行う必要がある。本プロジェクトでは裾領域を扱う分野である極値理論，コピ
ュラ理論，多重比較などについて，数理的ならびに計算手法の研究を行う。また本年度で 18年を数える研
究集会「極値理論の工学への応用」の開催を通して国内外研究者との研究交流を図り，リスク NOEとして
の役割を果たす。 

 

■ 食品・医薬品リスクプロジェクト 
医薬品の許認可においてリスクとベネフィットをどうバランスさせるか，あるいは食品安全性をどう定量
的に評価して開示してゆくべきか等の問題は，国民の高い関心事であると同時に現代社会の抱える喫緊の
課題のひとつである。本プロジェクトでは，安全性に関するデータベース構築やそれに基づく高度な統計
的データ処理を通じて，食品・医薬品など人が直接摂取する物質の健康影響について，計量的技法と適用
を研究し，リスク研究の基本枠組みを創設することを目指す。 

 

■ 予測医療の実現に向けた新しい生物統計学領域の創生プロジェクト 

予測医療（predictivemedicine）とは，個々の疾患の分子的特性に基づいて治療効果を事前に予測することで
治療の個別化を行うことである。本プロジェクトでは，分子マーカーを用いた診断法の開発，診断法を用
いた治療法の臨床試験，さらには，予測医療の市販後の評価までに至る予測医療開発の全プロセスを包括
的に対象として，統計的手法の開発と事例研究を行う。さらに，その体系化を通して，予測医療の実現に
向けた新しい生物統計学領域の創成を行う。 

 

■ 自殺とメンタルリスクプロジェクト 

急増する自殺やその背後にあるメンタルヘルス上の問題をデータを通じて，その現状と問題点を統計的に
明らかにする。このため時空間構造や経済・地勢情報などをリンケージした統計データベースを整備し，
モデリングを行う。更に，メンタルヘルスに関わる専門家との共同研究や研究集会を通じて，効果的な健
康保健政策の提唱につなげることを目指す。 

 

■ 環境情報に対する統計解析手法開発プロジェクト 

地球環境に及ぼす人間活動の負荷は増大している。そこで正確な環境の現状把握と，次なる世代のために
有効な対策を施行するために計量的手法の重要性が増している。本プロジェクトでは水・大気・土壌にお
ける環境リスク評価，環境モニタリング，環境基準値設定等に関して基盤となる統計的解析手法の研究を
行う。また，環境科学分野との緊密な横断的協調により，地球環境に関する様々な課題に対して計量的な
解析・評価手法の提供を目指す。 
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■ 資源管理リスク分析プロジェクト 

国際経済・政策動向の乱れ及び自然災害リスクの発生に伴い，生態系の復元力に基づく再生可能な農林水
産関連の生産機能の低下・不安定化が危惧されている。本プロジェクトでは，農林水産資源を一つの資源
管理系の対象として捉え，生態系の復元力を備えた循環的な資源管理最適化モデリング及び管理リスク分
析を行う。 

 

■ 金融・保険リスクの計量化と戦略的制御プロジェクト 

金融マーケットへの投資や企業への融資に伴うリスクに対して，リスク量の把握とそのコントロールを正
確に行うことが，社会において大きな課題となっている。本プロジェクトではこの課題に対して，確率論
的もしくは統計学的アプローチにより，方法論の構築おこなう。また実データを扱うことにより，モデル
作成，システム構築，実証分析を行う。特に実務家から研究ニーズを吸収し，成果を還元することにより，
実用的な研究交流を行う。 

 

■ 地震予測解析プロジェクト 
統計モデルによる地震活動の計測，異常現象の定量的研究，及び，それらにもとづく地震発生確率予測モ
デルとその評価法などについて研究する。またリスク関連科学の分野間交流によって，共通する突発事象
系列の発生データから予測の基礎となる危険強度の各種モデル化や推論と予測法について汎用化を促進す
る。また，危険の背後情報との因果関係などのリスクの構造を理解し，危険強度を予測する新モデルを開
発することを狙う。 

 

■ ゲノム解析プロジェクト 

ゲノム情報が容易に取得されるようになり，統計科学はゲノム科学の要になっている。本プロジェクトで
は，個別化医療や生物多様性保全など，現代社会が抱える様々な課題を解決するために有用な知見を大量
のゲノム情報から抽出するための方法論と，発見された知見を活用して社会に潜在するリスクを定量化す
るための手法の開発を通じて，ゲノムを基盤としたリスク情報の設計に貢献することを目指す。 
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【データ同化研究開発センター】 
数値シミュレーションと観測データを「つなぐ」ための基盤技術であるデータ同化法の研究開発を実施する。 
観測データを基にシミュレーションモデルを逐次改良する際に必須となる逐次ベイズフィルタの理論的研
究をはじめ，高品質な物理乱数を高速に発生させるための技術開発，超大規模並列計算機を利用するため
のプラットフォーム開発，データ同化の結果を可視化するためのソフトウェア開発，そしてデータ同化法
の様々な分野への応用研究を行い，未来予測が可能なシミュレーションモデルの構築や，効率的な観測シ
ステムデザインの提案に貢献する。 
● データ同化理論の構築および関連する基礎技術の開発 
● データ同化法の様々な科学分野への応用研究 
● 物理乱数研究 
● 並列計算機環境のための統計解析システムの開発 
● 超大規模並列計算機のための統計計算アルゴリズムの開発 
● 統計計算のためのクラウドコンピューティングサービスの構築 
● データ同化の結果を可視化するためのソフトウェア開発 

 

 
【調査科学研究センター】 
統計数理研究所の半世紀以上にわたる社会調査研究の成果を基盤として，そのさらなる発展と，調査科学
NOE（Network of Excellence）構築を通じ，国内外の関連大学や諸機関との連携，および人材育成等の社会
的貢献を促進する。 

 

■ 日本人の国民性プロジェクト 

「日本人の国民性調査」を 5年ごとに実施，日本人の意識動向を長期にわたり時系列的に解明する。 

 

■ 国民性の国際比較プロジェクト 

日本及び海外の日本人・日系人，諸外国の人々の意識を統計的無作為抽出法に則った国際比較の枠組みの
中で解明する。 

 

■ 社会調査情報集積プロジェクト 
既存の社会調査の回収データ等を集積，データベース化し，共同研究等を通じて暫時公開し，二次分析に
供する。 

 

■ 連携研修調査プロジェクト 

全国の大学や機関と連携しながら各テーマの社会調査を実施し，各地の調査研究者の実践的能力の向上，
特に若手研究者の育成を図る。 

 

■ 社会調査情報活用プロジェクト 

社会調査データを活用して新たな統計解析の手法を開発し，「データの科学」という実践的な統計科学の発
展に寄与する。 
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【統計的機械学習研究センター】 
データ・経験に基づいた自動的なシステムの学習を扱う機械学習分野の研究を推進する。統計数理的な観
点からの理論・方法論の研究と，音声・画像・自然言語・脳科学など広い分野における機械学習の応用研
究を遂行する。また，最適化と統計的推論との融合や，情報幾何・カーネル法などの特色のある研究を発
展させる。さらに，統計的機械学習 NOEの中核的組織として，国際的な機械学習研究の中心となるよう研
究を進めていく。 
● 情報幾何的な観点からの機械学習アルゴリズムの研究 
● グラフ上の確率推論アルゴリズムの理論的研究 
● 最適化に基づく統計的推論技術の研究開発 
● 正定値カーネルと再生核ヒルベルト空間を用いたノンパラメトリック推論 
● 音声・音楽，映像，テキストなどのマルチメディアデータの判別予測と解析 
● ノンパラメトリックベイズ法に基づく統計的自然言語処理 
● 機械学習アルゴリズムに基づく大規模神経活動データの解析 

 

【サービス科学研究センター】 
科学の世界では，実験科学，理論科学，計算科学に続く第４の科学のパラダイムとしてデータ中心科学の
必要性が叫ばれている。本研究センターでは，日本におけるデータ中心科学の旗手として，最新のデータ
中心的手法による，サービス科学の構築に貢献する。 

 

■ 製品・サービスの質保証・信頼性研究プロジェクト 
信頼性・質保証に資する統計的方法の開発と産業界への展開を推進することで，品質・サービスの質確保
と安全の実現に寄与する。 

■ マーケティングデータ分析プロジェクト 
大規模なマーケティングに関係するデータをベイジアンネットワークなどの統計科学的な手法を用いて分
析し，企業と社会のマーケティング活動の推進に寄与する。 

 

■ レジリエント社会システム研究プロジェクト 

統計科学の観点からレジリエントな社会を構築するために必要な手法を明らかにし，レジリエント社会の
構築に寄与する。 

 

■ 社会行動モデリングフレームワーク構築プロジェクト 
経済，防災，交通，金融，市場予測など多くの分野で研究されている個別人間社会行動モデルを統合し，
より高精度で汎用な人間社会行動予測技術を開発する。 

 

■ サービス産業データ分析手法開発プロジェクト 

サービス産業に見られる大量の複雑なデータを整理して構造を明らかにするための手法を研究し，サービ
ス科学において有用かつ解りやすい統計手法を提供する。 

 

■ データ・キュレーション・プロジェクト 

データ処理に関する技術，方法論，ポリシーを統合した知識の体系を確立し，未来のサイバーフィジカル
システムに対応したデータ分析手法を構築する。 
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【統計思考院】 
近年，現実のデータはますます複雑で大規模なものになっている。そのようなデータに埋もれている重要
な情報を発見するために，新しい統計学を知り，それを応用することができる統計思考力を備えた人材は
ますます重要になっている。統計数理研究所ではこれまでも公開講座，統計相談などの場で統計思考力の
普及・教育の場を提供してきた。そのような活動を統合・拡大し，統計思考力を備えた人材のより良い教
育・研鑽の場としての統計思考院を，平成 24年 1月 1日付けで正式に設立した。ただし実質的には平成 23

年 11月 2日に行われた（平成 23年度統計数理研究所公開講演会を兼ねる）統計思考院設立記念講演会およ
び統計思考院設立記念式典・祝賀会から活動を開始した。 

統計思考院は，新しい統計学の創成を目指す研究者や学生，固有分野の研究や開発で統計学の必要性を感
じた人，などさまざまな人がいろいろな形で集い切磋琢磨しながら「統計思考」の訓練や研究をする，い
わば「道場」の気風を持つ場となることを目指している。 

 

■ 統計思考院における統計思考力育成事業 
● 公開講演会：統計数理に興味を持つ人のための年 1回（11月）の無料講演会 
● 公開講座：統計数理を学びたい人のための年 10回程度の有料講座 
● 大学院連携制度：連携大学院において統計数理に関する集中講義又は学生指導を行う 
● 特別共同利用研究員制度：他大学院学生の研究指導を行う 
● 夏期大学院：年 1回（夏）に行われる無料公開大学院講義 
● 公募型人材育成事業：統計思考力育成に関係する研究集会等を公募する 
● 統計数理セミナー：毎週水曜日に行われる統計数理研の研究者による統計数理の最新トピックのセミ
ナー 

● 共同研究スタートアップ：統計数理に関わる問題について専門家がその難易を見極め解決に向けて助
言を行う 

● 研究者交流促進プログラム：サバティカル制度等を利用して統計数理研で研究をする大学教員等に対
する支援制度 

● 統計教員研修：理数系教員の指導力向上のための研修 

 

【統計科学技術センター】 
統計科学の計算基盤及び情報に関する技術的業務を担うことにより，統計数理研究所及び利用者の研究活
動を支援し，統計科学の発展に貢献する。 

 

■ 計算基盤室 
● 基盤的機器・ソフトウェア・ネットワークの整備・運用に関する業務 

 

■ 情報資源室 
● 研究情報システム・図書関連資源の整備・運用，研究成果の公開・教育に関する業務 

 

■ メディア開発室 
● 研究成果の収集・管理，刊行物の編集・発行，広報に関する業務 
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補注） 

・平成 23年度の活動内容 

・学会等での口頭発表：2011.4～2012.3，発表年月日順，＊印は発表者 

・学会誌等発表：2011.4～2012.3，発行年月順 

・著書：2011.4～2012.3，発行年月順 

・科研費等（代表者）：所内教員が代表者のもの 

・科研費等（分担者・連携研究者等）：上記以外のもの 

・外部機関との共同研究：平成 23年度に行われたもの。（本研究所の制度である「民間等との共同研究」，「受
託研究」，「寄付金」によるものは決算・科学研究費等（21頁）に記載。） 

・教育活動：所外に対する研究協力・指導援助等，［ ］内は指導相手を示す。所内公開講座については 195，
196頁参照。 

・外国出張・海外研修旅行：2011.4～2012.3，渡航期間順 

・研究集会等の開催：研究所教員が主催した研究集会，あるいは，研究所教員の協力により開催された研究
集会，開催期間順 

・客員教員は本研究所における研究活動の成果のみを掲載 

 

赤石 亮（特任研究員） 
 主な研究課題 
 森林資源管理における林分成長モデルの構築 
 森林資源の有効活用が求められている。そのためには対象となる森林に対し適切な管理が必要となる。本
研究では，森林資源管理における成長および施行による変化を考慮した，より汎用性のある成長モデルの構
築を行う。 

 外国出張・海外研修旅行
 大韓民国：研究打合せ及び国際シンポジウム（Forest Technologies for Mitigating Climate Change）に参加し，
ポスター発表を行った。（2011.10.03～2011.10.06） 

 

足立 淳 
 主な研究課題 
 分子進化のモデリングと分子系統樹の最尤推定 
 これまで一般的であった time reversibleではない新しい置換モデルを導入。局所解に落ち込みにくい新しい
系統樹探索法も考案した。ゲノム時代に対応し複数遺伝子を同時に解析できる方法を実装。系統樹の信頼性
の評価を重視した。 

 学会等での口頭発表 
 大井 章豊 *（東京農業大学），井元 順一（山形大学），Kartavtsev, Y. P.（ロシア科学アカデミー），足立 淳，半
澤 直人（山形大学），佐々木 剛（東京農業大学），核遺伝子解析による極東産ウグイ亜科魚類の系統進化，日本
進化学会，東京，日本，2011.07.30 

 6 研究教育職員の活動 
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 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 ゲノム系統学の方法と実践（科研費基盤研究（C）），研究代表者：長谷川 政美（2010.04～2013.03）（分担者） 

 所内の活動 
 CSM編集委員会／委員 

 情報セキュリティ委員会／委員 

 情報基盤小委員会／委員 

 統計科学技術委員会／委員 

 評価委員会／委員 

 総研大の活動 
 統計科学専攻教育研究委員会／委員 

 

阿部 俊弘（特任研究員） 
 主な研究課題 
 円周分布・軸分布の理論的研究と倒木データの解析 
 柔軟な円周分布族・軸分布族の提案を行い，その性質や推定・検定を考えた。また，倒木データに対して
パラメータ推定を行い，データに潜む性質を考察した。 

 学会等での口頭発表 
 Abe, T. *, Kubota, Y.（Ryukyu University）, Shimatani, I. K., Aakala, T.（University of Helsinki）and Kuuluvainen, T.

（University of Helsinki）, Statistical modeling and data analysis for the fallen trees in circular statistics, New 

Developments in Theory and Applications of Statistics, Ankara, Turkey, 2011.05.04 

 阿部 俊弘 *，Circular distributions of fallen logs as an indicator of the importance of windthrow in forest 

disturbance regime，共同研究集会，東京，日本，2011.09.01 

 阿部 俊弘 *，清水 邦夫（慶應義塾大学），Pewsey, A.（University of Extremadura），角度変換による円周分布族
の拡張，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 Abe, T. * and Pewsey, A.（University of Extremadura）, Symmetric Circular Models Through Duplication and Cosine 

Perturbation, International Conference on Advances in Probability and Statistics - Theory and Applications, Hong Kong, 
China, 2011.12.29 

 学会誌等発表  

 Abe, T. and Pewsey, A., Sine-skewed circular distributions, Statistical Papers, 52, 683-707, doi:10.1007/s00362-009- 

0277-x, 2011.08 

 Abe, T. and Pewsey, A., Symmetric circular models through duplication and cosine perturbation, Computational 

Statistics & Data Analysis, 55, 3271-3282, doi:10.1016/j.csda.2011.06.009, 2011.12 

 外国出張・海外研修旅行
 トルコ共和国：Middle East Technical University（Ankara/Turkey）にて研究打ち合わせと研究発表を行った。
（2011.04.29～2011.05.08） 

 中華人民共和国：International Conference on Advances in Probability and Statistics - Theory and Applicationsに参
加し，研究発表を行った。（2011.12.27～2012.01.01） 
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池田 思朗 
 主な研究課題 
 ベイズ統計にもとづく位相復元 
 X線回折画像に基づく分子構造復元のためには回折の過程で失われた位相を復元する必要がある。本研究
では疎性を用いたベイズ推定によって位相復元を行う。提案する方法を特に X線自由電子レーザーによる単
タンパク分子回折画像の解析に用いることを目的とする。 

 学会等での口頭発表 
 池田 思朗 *，Sparse Phase Retrieval，圧縮センシングとその周辺，東京，日本，2011.05.28 

 Ikeda, S. * and Kono, H.（Japan Atomic Energy Agency）, Sparse Phase Retrieval, Signal Processing with Adaptive Sparse 

Structured Representations（SPARS'11）, Edinburgh, United Kingdom, 2011.06.29 

 池田 思朗 *，Sparse Phase Retrieval，圧縮センシングとその周辺（2），京都，日本，2011.07.24 

 渡辺 一帆 *（奈良先端科学技術大学院大学），池田 思朗，混合分布のノンパラメトリック推定と最小ダイバ
ージェンス法，第 14回 情報論的学習理論ワークショップ（IBIS2011），奈良，日本，2011.11.10 

 池田 思朗 *，予測のための min-max問題，第 34回 情報理論とその応用シンポジウム（SITA2011），岩手，
日本，2011.11.30 

 池田 思朗 *，疎表現の神経科学への応用―実践編―，統計数理研究所研究会 神経科学と統計科学の対話 2，
東京，日本，2011.12.27 

 池田 思朗 *，タンパク質の構造解析と位相復元，統計的機械学習研究センター 最適化推論プロジェクト
の研究会，東京，日本，2012.01.20 

 学会誌等発表  

 Ikeda, S. and Kono, H., Sparse Phase Retrieval, Proceedings of 4th Workshop on Signal Processing with Adaptive 

Sparse Structured Representations, 106, 2011.06 

 McDonnell, M., Ikeda, S. and Manton, J., An Introductory Review of Information Theory in the Context of 

Computational Neuroscience, Biological Cybernetics, 105（1）, 55-70, doi:10.1007/s00422-011-0451-9, 2011.07 

 池田 思朗，予測のための min-max問題，第 34回情報理論とその応用シンポジウム，49-54，2011.11 

 渡辺 一帆，池田 思朗，混合分布のノンパラメトリック推定と最小ダイバージェンス法，電子情報通信学
会技術研究報告，IBISML2011，243-249，2011.11 

 池田 思朗，通信路容量と確率測度の最適化―最適な変調方式のために―，IEICE Fundamentals Review, 5（3），
230-238，2012.01 

 Ikeda, S. and Kono, H., Phase retrieval from single biomolecule diffraction pattern Phase retrieval from single 

biomolecule diffraction pattern, Optics Express, 20（4）, 3375-3387, doi:10.1364/OE.20.003375, 2012.02 

 外国出張・海外研修旅行
 United Kingdom：国際会議 SPARS'11に出席し，研究成果を発表した。（2011.06.26～2011.07.01） 

 Germany：JST日独評価委員会（計算論的神経科学分野における研究交流課題審査）に参加した。（2011.10.24

～2011.10.27） 

 Australia：The International Conference on Intelligent Sensors, Sensor Networks and Information Processing 2011

（ISSNIP 2011）に参加した。（2011.12.05～2011.12.08） 

 United Kingdom：University College London, Centre for Computational Statistics and Machine Learningと統数研
との協定締結を行った。（2012.02.14～2012.02.18） 

 学会・官庁等への協力 
 IEEE transaction on Neural Networks and Learning Systems／Associate Editor 

 Japan Journal of Industrial and Applied Mathematics誌／Associate Editor 
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 Neural Networks／Editor 

 The International Conference on Intelligent Sensors, Sensor Networks and Information Processing 2011（ISSNIP 2011）
／Technical Panel 

 第 14回 情報論的学習理論ワークショップ IBIS2011／プログラム委員 

 教育活動  

 授業 Advanced Topics in Mathematical Information Sciences のうち一回を担当［東京工業大学大学院 総合理
工学研究科 知能システム科学専攻］ 

 研究集会等の開催  

 圧縮センシングとその周辺（主催機関：統計数理研究所 統計的機械学習 NOE），2011.05.27～2011.05.28，統計数
理研究所 

 第 5回 Statistical Machine Learning Seminar（主催機関：統計数理研究所 統計的機械学習 NOE），2011.09.02，統
計数理研究所 

 第 6回 Statistical Machine Learning Seminar（主催機関：統計数理研究所 統計的機械学習 NOE），2011.11.24，統
計数理研究所 

 共同利用「確率測度の最適化と通信路容量」研究会（主催機関：統計数理研究所），2012.03.12～2012.03.13，
統計数理研究所 

 所内の活動 
 ｢統計数理｣編集委員会／委員 

 アナルズ編集委員会／委員 

 総研大の活動 
 信号処理特論Ⅱ／講義 

 統計科学専攻入学者選抜委員会／委員 

 

石黒 真木夫（特命教授） 
 主な研究課題 
 日常生活／裁判の場におけるベイズ推論 
 日常論理や，裁判における事実認定の推論をベイズの観点から見直すことによって，有効な討論を実現す
る方法について考察した。 

 学会誌等発表  

 Miwakeichi, F., Oku, Y., Okada, Y., Kawai, S., Tamura, Y. and Ishiguro, M., Detection and visualization method of 

dynamic state transition for biological spatio-temporal imaging data, IEEE Transactions on Medical Imaging, 30（3）, 
859-866, 2011.08 

 Lal, A., Oku, Y., Fresemann, J., Hulsmann, S., Okada, Y., Miwakeichi, F., Kawai, S., Tamura, Y. and Ishiguro, M., Dual 

oscillator models of the respiratory neuronal network generating quantal slowing of respiratory rhythm, Journal of 

Computational Neuroscience, 30, 225-240, 2011.06 

 所内の活動 
 共同研究スタートアップ／担当 
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伊藤 聡 
 主な研究課題 
 大規模な計算推論のための最適化に関する研究 
 測度空間における凸最適化，局所半無限計画，またリーグスポーツにおいて特定順位を確定する勝敗数な
どについて考察した。 

 学会等での口頭発表 
 伊藤 聡 *，Locally semi-infinite optimization, 統計的機械学習研究センター 最適化推論プロジェクト研究会，
立川，日本，2012.01.20 

 伊藤 聡 *，コンパクト空間上で定義された測度の凸最適化，統計数理研究所 共同利用研究「確率測度の
最適化と通信路容量」研究会，立川，日本，2012.03.12 

 伊藤 聡 *，測度空間における凸最適化と半無限計画，統計数理研究所 共同研究集会「最適化：モデリン
グとアルゴリズム」，東京，日本，2012.03.15 

 学会誌等発表  

 伊藤 聡，クリンチとエリミネーションの数理～リーグスポーツにおけるロバスト最適化，システム／制御
／情報，56（7），2012.07 

 科研費等（代表者） 
 測度空間における最適化の理論と計算手法およびその応用に関する研究（科研費基盤研究（C））2008.04～
2012.03 

 特にコンパクト集合上で定義されるボレル測度に関する凸最適化問題において，最適解が離散測度となる
ための条件，また通信路容量問題等との関連について考察した。 

 学会・官庁等への協力 
 Zentralblatt MATH／Reviewer 

 電気学会／システム技術委員会・1号委員 

 研究集会等の開催  

 統計的機械学習研究センター 最適化推論プロジェクト研究会（主催機関：統計的機械学習研究センター 最適化

推論プロジェクト），2012.01.19～2012.01.20，統計数理研究所 

 最適化：モデリングとアルゴリズム（主催機関：統計数理研究所），2012.03.15～2012.03.16，政策研究大学院
大学 

 所内の活動 
 評価委員会／委員 

 総研大の活動 
 システム最適化Ⅰ／講義 

 計算推論科学概論Ⅰ／講義 

 統計科学専攻入学者選抜委員会／委員長 

 入試担当／委員 

 複合科学研究科教授会／委員 

 

伊庭 幸人 
 主な研究課題 
 マルコフ連鎖モンテカルロ法・逐次モンテカルロ法の応用 
 マルコフ連鎖モンテカルロ法・逐次モンテカルロ法のベイズ統計およびレアイベントサンプリングへの応
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用を研究した。特に，非線形科学（サロゲートデータの生成），生態学，神経科学への応用に関して他機関の
研究者と共同で研究を行った。 

 学会等での口頭発表 
 伊庭 幸人 *，マルチカノニカル法によるレアイベントサンプリングとサロゲートデータ生成への応用，第
5回 IBISML研究会，東京，日本，2011.06.22 

 伊庭 幸人 *，マルチカノニカル法によるサロゲートデータ生成，日本物理学会秋季大会，富山，日本，
2011.09.22 

 松田 衆治 *（大阪大学大学院修士課程），伊庭 幸人，鷲尾 隆（大阪大学），ポテンシャルガイディング関数を
用いた条件付き状態遷移軌跡分布のモンテカルロ計算，第 14回 情報論的学習理論ワークショップ（IBIS2011），
奈良，日本，2011.11.09 

 早川 隆 *（京都大学），金子 武嗣（京都大学），伊庭 幸人，青柳 富誌生（京都大学），モンテカルロ法による
神経回路ダイナミクスの探索，日本神経回路学会 第 21回全国大会，沖縄，日本，2011.12.16 

 科研費等（代表者） 
 マルコフ連鎖モンテカルロ法による仮想データ生成と非線形情報処理への応用（科研費基盤研究（C））2010.04

～2013.03 

 確率的情報処理においては「仮想データ」を生成する技術が重要である。この計画では，マルコフ連鎖モ
ンテカルロ法を応用することで，「仮想データ生成問題」に対する統合的なアプローチを開発し，実世界の問
題で検証することを目指す。 

 教育活動  

 モンテカルロ法・統計科学・情報科学に関する講義（合計 4回＋予定 1回，各 90分）［主として情報関係
の企業に勤務する社会人（「確率の科学研究会」参加者）］ 

 研究集会等の開催  

 第 1回 確率の科学研究会（主催機関：確率の科学研究会），2011.07.30，サイボウズ株式会社 セミナールーム 

 神経スパイクデータ解析に関する論文購読会（2）（主催機関：統計数理研究所），2011.08.04，統計数理研究所 

 脳は情報をどのように符号化しているか―神経スパイクデータ解析の最近の話題（主催機関：統計数理研究
所），2011.09.08，統計数理研究所 

 第 2回 確率の科学研究会（主催機関：確率の科学研究会），2011.09.19，サイボウズ株式会社 セミナールーム 

 第 3回 確率の科学研究会（主催機関：確率の科学研究会），2011.10.30，サイボウズ株式会社 セミナールーム 

 神経科学と統計科学の対話 2（主催機関：統計数理研究所），2011.12.26～2011.12.27，統計数理研究所 

 第 4回 確率の科学研究会（主催機関：確率の科学研究会），2012.02.07，サイボウズ株式会社 セミナールーム 

 高次元のサンプリングとデータ解析からみたシミュレーション科学（主催機関：統計数理研究所），2012.03.07，
統計数理研究所 

 第 5回 確率の科学研究会（主催機関：確率の科学研究会），2012.03.10，サイボウズ株式会社 セミナールーム 

 ノンパラベイズ勉強会 2012（主催機関：統計数理研究所），2012.03.15～2012.03.16，統計数理研究所 

 所内の活動 
 評価委員会／委員 

 総研大の活動 
 「科学知の総合化」特別委員会／委員 

 知的情報アルゴリズム／講義 

 モデリング総合研究Ⅳ／講義 

 モデリング総合研究Ⅴ／講義 
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井元 智子（特任研究員） 
 主な研究課題 
 日本において生物多様性保全・回復を可能とする制度設計の探求について 
 自然生態系保全制度の“生物多様性オフセット制度”は日本に導入されていない。行政・企業・自然保護
団体への調査を行い，生物多様性保全と経済活動の両立に，制度としての不足・有効箇所を検証し，日本版
オフセット制度設立に向けた枠組みを提言した。 

 学会等での口頭発表 
 井元 智子 *，木村 幹子，寺崎 康介，伴 武彦，原口 真，ネット・ポジティブ・インパクトの日本国内に
おけるあり方について―日本に導入すべきオフセット制度とバンキング制度検討のための動向分析―，環境
経済・政策学会，長崎，日本，2011.09.23 

 学会誌等発表  

 井元 智子，中野 慎也，樋口 知之，エージェントシミュレーションによる農業環境政策の影響予測と政策
比較，食農資源経済論集，62（1），89-101，2011.07 

 Imoto, T., Nakano, S. and Higuchi, T., Modeling Human Behavior Selection under Environmental Subsidy Policy by 

Multi-Agent Simulation, Springer Lecture Notes in Computer Science（LNCS）, 7068, 350-358, 2012.01 

 科研費等（代表者） 
 データ統合による農業経営支援―台風に克つサトウキビ栽培農家へ―（融合シーズ）2011.05～2012.03 

 農業経済学の視点よりサトウキビ農業の現場が必要としている支援を明らかにし，気象庁データに過去の
台風データ・圃場モニタリングデータ・過去の生産量データといったデータを追加し，データ統合による農
業経営支援を目標とした融合研究シーズを探索する。 

 外部機関との共同研究 
 東北大学生態適応グローバル COE オフセット研究会（東北大学）（協力者） 

 

岩田 貴樹（特任教員・特任准教授） 
 主な研究課題 
 余震の空間分布に基づく滑り分布推定 
 摩擦構成則と呼ばれる物理則により，地震活動と断層の滑り量とを定量的に結び付けることが出来る。こ
の考え方に基づき，余震の空間分布から，断層の空間的な滑り分布を点過程解析により求める手法を開発し，
2011年東北地方太平洋沖地震への適用を行った。 

 学会等での口頭発表 
 岩田 貴樹 *，摩擦構成則と余震の空間分布に基づく大地震の滑り分布推定～2011年東北地方太平洋沖地震
への適用例～，2011年 日本地震学会秋季大会，静岡，日本，2011.10.13 

 Iwata, T. *, Detection capability of global earthquakes influenced by large intermediate-depth and deep earthquakes, 
米国地球物理学連合 2011年秋季大会, San Francisco, U.S.A., 2011.12.09 

 Iwata, T. *, Daily variation of the detection capability of earthquake and its influence on the completeness magnitude, 
International symposium on statistical modeling and real-time probability forecasting for earthquakes, Tachikawa, Japan, 
2012.03.13 

 学会誌等発表  

 Iwata, T., Revisiting the global detection capability of earthquakes during the period immediately after a large 

earthquake: considering the influence of intermediate-depth and deep earthquakes, Research in Geophysics, 2, 24-28, 
doi:10.4081/rg.2012.e4, 2012.03 
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 Iwata, T., Earthquake triggering caused by the external oscillation of stress/strain changes, CORSSA: the Community 

Online Resource for Statistical Seismicity Analysis, doi:10.5078/corssa-65828518, 2012.03 

 外国出張・海外研修旅行
 アメリカ合衆国：米国地球物理学連合 2011年秋季大会に出席し，発表を行った。（2011.12.04～2011.12.10） 

 ニュージーランド：Mark Bebbington 教授（Massey 大学）と，余震活動の統計的モデリングに関する研究打
ち合わせを行った。（2012.02.06～2012.02.18） 

 教育活動  

 Seismicity and Statistics（講義）［建築研究所国際地震工学センター］ 

 研究集会等の開催  

 International symposium on statistical modeling and real-time probability forecasting for earthquakes（主催機関：統計

数理研究所），2012.03.11～2012.03.14，統計数理研究所 

 

上野 玄太 
 主な研究課題 
 事前分布を用いた観測誤差共分散の反復推定法 
 前年度までに開発した観測ノイズの分散共分散行列の最尤推定法では，異なる時刻間での推定値の変化が
大きすぎるという問題があった。そこで，前時刻の推定値を事前情報としたベイズ推定へと拡張し，安定な
共分散行列を推定するアルゴリズムを開発した。 

 学会等での口頭発表 
 Ueno, G. *, An iterative algorithm for estimating the observation error covariance matrix for ensemble-based filters, 
EGU General Assembly 2011, Vienna, Austria, 2011.04.08 

 河野 英昭 *（九州大学），才田 聡子，上野 玄太，樋口 知之，中野 慎也，湯元 清文（九州大学宙空環境研究
センター），地上磁場と GPS TECの同時観測データを用いるプラズマ圏密度分布推定手法，日本地球惑星科学
連合 2011年大会，幕張，日本，2011.05.23 

 上野 玄太 *，アンサンブルフィルタにおける観測誤差共分散行列の反復推定法，日本地球惑星科学連合 

2011年大会，幕張，日本，2011.05.23 

 齊藤 昭則 *（京都大学大学院），上野 玄太 *，津川 卓也（情報通信研究機構），日米欧の地上 GPS 受信機網
データを用いた電離圏電子密度トモグラフィ，日本地球惑星科学連合 2011年大会，幕張，日本，2011.05.25 

 才田 聡子 *，門倉 昭（国立極地研究所），佐藤 夏雄（国立極地研究所），藤田 茂（気象大学校），田中 高史（九
州大学），海老原 祐輔（名古屋大学），大谷 晋一（ジョンズホプキンス大学応用物理研究所），上野 玄太，村田 健
史（情報通信研究機構），松岡 大祐（愛媛大学），樋口 知之，グローバルMHDシミュレーションによるサブス
トーム時の磁気圏近尾部磁場構造の再現，日本地球惑星科学連合 2011年大会，幕張，日本，2011.05.25 

 Ueno, G. *, On-line estimation of the observation error covariance matrix for ensemble-based filters, IUGG 2011, 
Melbourne, Australia, 2011.07.02 

 Saita, S. *, Kadokura, A.（National Institute of Polar Research）, Sato, N.（National Institute of Polar Research）, Fujita, S.

（Meteorological College）, Tanaka, T.（Kyushu University）, Ebihara, Y.（Institute for Advanced Research, Nagoya University）, 
Ohtani, S.（Institute for Advanced Research, Nagoya University）, Ueno, G., Murata, K. T.（National Institute of Information and 

Communications Technology）and Higuchi, T., Displacement of conjugate point during a substorm in a global MHD 

simulation, IUGG 2011, Melbourne, Australia, 2011.07.05 

 Wing, S. *（The Johns Hopkins University Applied Physics Laboratory）, Ohtani, S.（The Johns Hopkins University Applied 

Physics Laboratory）, Johnson, J.（Princeton University）, Newell, P. T.（Institute for Advanced Research, Nagoya University）, 
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Higuchi, T., Ueno, G., Weygand, J. M.（UCLA）, Wilson, R.（Air Force Research Laboratory）and Echim, M.（Institut 

d'Aeronomie Spatiale de Belgique）, Dayside field-aligned current source regions, IUGG 2011, Melbourne, Australia, 
2011.07.07 

 上野 玄太 *，中村 永友（札幌学院大学），データ同化モデルにおける観測ノイズ分散共分散行列の反復推定
法，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 上野 玄太 *，アンサンブルカルマンフィルタ：その概念と計算アルゴリズム，名古屋大学太陽地球環境研
究所・統計数理研究所データ同化研究開発センター 合同研究集会「電離圏・磁気圏モデリングとデータ同化」，
名古屋，日本，2011.09.21 

 上野 玄太 *，データ同化システムの作り方，日本経済国際共同研究センター 応用統計ワークショップ，
東京，日本，2011.10.21 

 Ueno, G. *, Iterative estimation the observation error covariance matrix for ensemble-based filters and its application 

to a coupled atmosphere-ocean model, WCRP Open Science Conference, Denver, U.S.A., 2011.10.25 

 河野 英昭 *（九州大学），才田 聡子，上野 玄太，樋口 知之，中野 慎也，湯元 清文（九州大学宙空環境研究
センター），FLR地上磁場観測と TEC観測からのプラズマ圏 3次元密度分布推定法，第 130回 SGEPSS総会，
神戸，日本，2011.11.04 

 Ueno, G. *, Derivative-Free Estimation of the Observation Error Covariance Matrix for Ensemble-Based Filters, The 

92nd American Meteorological Society Annual Meeting, New Orleans, U.S.A., 2012.01.25 

 Ueno, G. *, AN ITERATIVE METHOD FOR ESTIMATING OBSERVATION ERROR COVARIANCE MATRIX, 
2012 Ocean Sciences Meeting, Salt Lake City, U.S.A., 2012.02.24 

 学会誌等発表  

 Saita, S., Kadokura, A., Sato, N., Fujita, S., Tanaka, T., Ebihara, Y., Ohtani, S., Ueno, G., Murata, K., Matsuoka, D., 
Kitamoto, A. and Higuchi, T., Displacement of conjugate points during a substorm in a global magnetohydrodynamic 

simulation, Journal of Geophysical Research, 116, doi:10.1029/2010JA016155, 2011.06 

 Nakai, H. and Ueno, G., Plasma structures of Kelvin-Helmholtz billows at the duskside flank of the magnetotail, 
Journal of Geophysical Research, 116, doi:10.1029/2010JA016286, 2011.08 

 Wing, S., Ohtani, S., Johnson, J. R., Echim, M., Newell, P. T., Higuchi, T., Ueno, G. and Wilson, G. R., Solar wind 

driving of dayside field-aligned currents, Journal of Geophysical Research, 116, doi:10.1029/2011JA016579, 2011.08 

 著書 
 樋口 知之，上野 玄太，中野 慎也，中村 和幸，吉田 亮，データ同化入門―次世代のシミュレーション技
術（北川 源四郎，有川 節夫，小西 貞則，宮野 悟（編）），朝倉書店，東京，2011.09 

 上野 玄太，吉野 諒三，土屋 隆裕，元山 斉 他，統計応用の百科事典（松原 望，美添 泰人，岩崎 学，
金 明哲，竹村 和久，林 文，山岡 和枝（編）），丸善出版株式会社，東京，2011.10 

 上野 玄太 他，数理工学事典（茨木 俊秀，片山 徹，藤重 悟（監修）），朝倉書店，東京，2011.11 

 科研費等（代表者） 
 次世代データ同化：自動モデル化と情報フロー抽出技術開発（科学技術振興機構戦略的創造推進事業（さきがけ
タイプ））2009.10～2013.03 

 本研究は，データとモデルを組み合わせる「データ同化」の技術を基盤とし，（1）モデルの高性能化・省コ
スト化，（2）モデルが捉えた情報の流れの抽出，の方法を系統的に開発するものです。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 離散的最適化と時系列解析による人工衛星データの復元と知識発見（科研費挑戦的萌芽研究），研究代表者：
土谷 隆（政策研究大学院大学）（2010.04～2013.03）（分担者） 

 「次世代スーパーコンピュータ戦略プログラム」分野 3 防災・減災に資する地球変動予測（高性能汎用計算
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機高度利用事業），研究代表者：今脇 資郎（海洋研究開発機構）（2010.08～2016.03）（事業協力者） 

 外部機関との共同研究 
 一般化オーロラトモグラフィ逆問題解析手法実用化に向けた調査（国立極地研究所）（分担者） 

 多次元境界内における高速な実験計画（小野測器）（分担者） 

 非干渉散乱波の電子音波線（プラズマライン）を用いた地球物理科学の新展開（国立極地研究所）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 オーストリア共和国：国際会議 European Geosciences Union General Assembly 2011に参加し，研究発表を行
った。（2011.04.06～2011.04.10） 

 オーストリア共和国：国際会議 IUGG 2011General Assembly 2011に参加し，研究発表を行った。（2011.06.30

～2011.07.06） 

 アメリカ合衆国：国際会議 WCRP Open Science Conference に参加し，研究発表を行った。（2011.10.23～

2011.10.28） 

 アメリカ合衆国：国際会議 SC11に参加し，ブース出展および研究発表を行った。（2011.11.12～2010.11.20） 

 アメリカ合衆国：国際会議 AGU Fall 2010 Meetingに参加し，情報収集を行った。（2011.12.05～2011.12.11） 

 アメリカ合衆国：国際会議 92nd AMS Annual Meetingに参加し，研究発表を行った。（2012.01.23～2012.01.28） 

 アメリカ合衆国：国際会議 2012 Ocean Sciences Meetingに参加し，研究発表を行った。（2012.02.21～2012.02.26） 

 学会・官庁等への協力 
 日本統計学会／庶務理事 

 教育活動  

 データサイエンス特別講義［慶應義塾大学 理工学部 数理科学科］ 

 人工衛星観測データ復元問題に対する最適化モデリング［東京大学 情報理工学系 研究科修士 2 年／村田 

裕介］ 

 明治大学大学院 各研究科横断型カリキュラム「Advanced Mathematical Sciences D」［明治大学大学院 博士
後期課程］ 

 研究集会等の開催  

 第 1回 データ同化ワークショップ（主催機関：気象研究所・統計数理研究所），2011.04.22，気象研究所 

 逆問題解析の新展開～データからダイナミクスに迫る（主催機関：日本地球惑星科学連合），2011.05.23，幕張
メッセ国際会議場 

 第 2回 データ同化ワークショップ（主催機関：データ同化ワークショップ事務局），2012.01.13，海洋研究開発
機構 横浜研究所（YES）三好記念ホール 

 所内の活動 
 ｢統計数理｣編集委員会／委員 

 CSM編集委員会／委員 

 総研大の活動 
 時空間モデリング概論／講義 

 データ同化特論Ⅰ／講義 

 データ同化特論Ⅱ／講義 

 計算推論科学概論Ⅰ／講義 

 統計科学専攻入学者選抜委員会／委員 
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氏家 豊（特任研究員） 
 主な研究課題 
 調査方式の併用による世論調査 
 無作為抽出による郵送とインターネットの併用による調査を行い，郵送返送とインターネット返送とで回
答に差異がある場合，それは郵送回答者とインターネット回答者の標本構成の違いに起因する差異であり，
調査結果をゆがめることはないことを確認した。 

 外国出張・海外研修旅行
 中華人民共和国：アジア太平洋価値観調査（中国）に関する研究打合せと資料収集を行った。（2011.09.23～

2011.09.25） 

 

江口 真透 
 主な研究課題 
 ベキエントロピーに基づく統計推定の自発性 
 ベキエントロピーに基づく統計推定が広範な範囲において特異的な自発性を発揮することが分かった。一
つの応用として K平均・クラスタリングに換わる新しいクラスタリングが提案され，Kが未知であっても自
動的に Kが求まる方法であることが強調された。 

 学会等での口頭発表 
 Eguchi, S. *, Projective entropy and maximum Tsallis entropy distributions, Workshop on Information Geometry, 
Wako, Japan, 2011.08.31 

 小森 理 *，江口 真透，t 統計量をもとにした Lasso と Boostingについて，統計関連学会連合大会，福岡，
日本，2011.09.05 

 江口 真透 *，小森 理，野津 昭文，エマージェント・クラスター分析，統計関連学会連合大会，福岡，日
本，2011.09.05 

 小森 理 *，江口 真透，t AUCを最大化するブースティングとその実データへの応用，科研費研究集会，山
形，日本，2011.12.05 

 Eguchi, S. *, Komori, O. and Notsu, A., Projective power entropy based learning for unsupervised data, 2011 Taipei 

International Statistical Symposium, Taipei, Taiwan, 2011.12.17 

 Eguchi, S. *, Projective power entropy and detectability for hidden structures，科研費研究集会，Taipei，Taiwan，
2011.12.20 

 小森 理 *，江口 真透，Maximization of t-statistics based on semiparemetric inference, Workshop in National 

Taiwan University, Taipei, Taiwan, 2011.12.20 

 Eguchi, S. *, Maximization of a generalized t statistic for linear discrimination in the two group classification problem, 
Seminar on Centre for Research in Statistical Methodology, Coventry, England, 2012.01.16 

 Eguchi, S. *, Emergent estimation for means and variances towards local leaning for data structure, ISM-ISI-ISSAS 

Joint Conference 2012, Tachikawa, Japan, 2012.02.02 

 学会誌等発表  

 Eguchi, S., Komori, O. and Kato, S., Projective power entropy and maximum Tsallis entropy distributions, Entropy, 13, 
1746-1764, doi:10.3390/e13101746, 2011.09 

 小森 理，江口 真透，ゲノム・プロテオミクスデータを用いた予測解析：機械学習による新しい統計的手
法，計量生物学，32，49-73，doi:10.5691/jjb.32.49，2011.09 

 Komori, O. and Eguchi, S., Boosting learning algorithm for pattern recognition and beyond, IEICE Transactions on 
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Information and Systems, E94-D, 1863-1869, doi:10.1587/transinf.E94.D.1863, 2011.10 

 著書 
 江口 真透，科学者の本棚―『鉄腕アトム』から『ユークリッド原論』まで―，岩波書店，東京，2011.09 

 科研費等（代表者） 
 ゲノムデータからの予測・発見・推論の統合化のための統計学と機械学習の融合（科研費基盤研究（A））2008.04

～2013.03 

 個人化医療の重要な課題の一つである治療奏功性を予測するための方法論を開発している。財団法人がん
研究会との共同研究のデータに基づいて乳がんサブタイプを決める遺伝子を特定するためにラッソタイプの
クラスタリング法を開発した。 

 外国出張・海外研修旅行
 China：Joint Meeting of 7th conference of the Asian Regional Section of the International Association for Statistical 

Computing and 2011 Taipei International Statistical Symposiumに出席，発表を行うとともに Academia Sinicaの
Su-Yun教授と研究打合せを行った。（2011.12.15～2011.12.21） 

 England：Prof. J. Copasとの共同研究とセミナー発表を行った。（2012.01.04～2012.01.18） 

 所内の活動 
 アナルズ編集委員会／委員 

 運営会議／委員 

 将来計画委員会／委員 

 評価委員会／委員 

 予測発見戦略研究センター／センター長 

 総研大の活動 
 情報幾何学／講義 

 統計的学習理論Ⅰ／講義 

 脳科学のための統計入門／講義（脳科学） 

 複合科学研究科教授会／委員 

 

尾形 良彦 
 主な研究課題 
 地震活動の統計的モデリングと予測の総合研究 
 東北地方太平洋沖地震に関して，事前の地震活動静穏化を解析した。同地震発生直後からの余震活動の時
空間解析モニタリングを進め，東日本内陸で連鎖した地震活動の異常性についてＥＴＡＳモデルを拡張して
量的な研究を進めた。 

 学会等での口頭発表 
 Nanjo, K. *（Earthquake Research Institute, University of Tokyo）, Yokoi, S.（Earthquake Research Institute, University of Tokyo）, 
Tsuruoka, H.（Earthquake Research Institute, Tokyo University）, Schorlemmer, D.（Southern California Earthquake Center）, 
Falcone, G.（Istituto Nazionale di Geofisica e Vulcanologia）, Hirata, N.（Earthquake Research Institute, Tokyo University）, Ogata, 
Y. and Zhuang, J., Recent Progress of the CSEP Earthquake Forecast Testing Experiment in Japan: Strategy and 

Preliminary Results of Testing against the Aftershock Sequence of the 2011 off the Pacific Coast of Tohoku Earthquake, 
Seismological Society of America（SSA）2011 Annual Meeting, Memphis, U.S.A., 2011.04.14 

 Jordan, T. H. *（University of Southern California）, Gerstenberger, M. C.（GNS Science）, Hirata, N.（Earthquake Research 

Institute, University of Tokyo）, Jackson, D. D.（University of California）, Liukis, M.（University of Southern California）, Maechling, 
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P. J.（University of Southern California）, Marzocchi, W.（INGV）, Nanjo, K.（Earthquake Research Institute, University of Tokyo）, 
Ogata, Y., Rhoades, D. A.（GNS Science）, Schorlemmer, D.（University of Southern California）and Zechar, J. D.（Swiss 

Seismological Service）, Implications of Recent Events for CSEP Testing of Earthquake Forecasts, Seismological Society of 

America（SSA）2011 Annual Meeting, Memphis, U.S.A., 2011.04.15 

 尾形 良彦 *，前震活動と広域的静穏化，第190回 地震予知連絡会議，東京，日本，2011.04.26 

 尾形 良彦 *，余震と誘発地震，第190回 地震予知連絡会議，東京，日本，2011.04.26 

 Ogata, Y. *, Anomalous seismic activities before and after the M9 Tohoku-oki Earthquake, The 7th International 

Workshop on Statistical Seismology, Thera, Greece, 2011.05.25 

 Ogata, Y. *, Prospective foreshock forecasting experiment during the last 17 years, The 7th International Workshop on 

Statistical Seismology, Thera, Greece, 2011.05.25 

 Kumazawa, T. *（The Graduate University for Advanced Studies）and Ogata, Y., Smoothing for the nonstationarity with 

ETAS clustering, The 7th International Workshop on Statistical Seismology, Thera, Greece, 2011.05.25 

 Zhuang, J. *, Vere-Jones, D.（Statistics Research Associates Limited（SRA））, Ogata, Y. and Marzocchi, W.（INGV）, 
Foreshock phenomena and the Båth law implied by generic earthquake clustering, The 7th International Workshop on 

Statistical Seismology, Thera, Greece, 2011.05.26 

 松浦 充宏 *，野田 朱美（構造計画研究所），寺川 寿子（名古屋大学大学院），尾形 良彦，島弧地殻の非弾性
変形と内陸地震の発生：基本的考え方，日本地球惑星科学連合 2011年大会，千葉，日本，2011.05.26 

 尾形 良彦 *，東北地方太平洋沖地震の前震活動と広域的静穏化について，第191回 地震予知連絡会議，東
京，日本，2011.06.13 

 尾形 良彦 *，熊澤 貴雄（総研大），東北地方太平洋沖地震の余震と連鎖地震，第191回 地震予知連絡会議，
東京，日本，2011.06.13 

 尾形 良彦 *，前震の確率予報の実施と評価：東北地方太平洋沖地震までの 15 年間，第191回 地震予知連
絡会議，東京，日本，2011.06.13 

 楠城 一嘉 *（東京大学地震研究所），鶴岡 弘（東京大学地震研究所），横井 佐代子（東京大学地震研究所），尾形 

良彦，Falcone, G.（INGV），平田 直（東京大学地震研究所），石垣 祐三（気象庁），Jordan, T. H.（University of Southern 

California），笠原 敬司（東京大学地震研究所），小原 一成（東京大学地震研究所），Schorlemmer, D.（Southern California 

Earthquake Center），汐見 勝彦（防災科学技術研究所），Zhuang, J., 2011年東北地方太平洋沖地震の余震発生予測検
証実験：序報，東京大学地震研究所 研究集会「地震活動の評価に基づく地震発生予測システム：標準予測モ
デルの構築へ向けて（2）」，つくば，日本，2011.07.12 

 尾形 良彦 *，予測におけるモデル因子の評価法，東京大学地震研究所 研究集会「地震活動の評価に基づ
く地震発生予測システム：標準予測モデルの構築へ向けて（2）」，つくば，日本，2011.07.12 

 尾形 良彦 *，特別セミナー“第一回実践的 ETAS講習会”，東京大学地震研究所 研究集会「地震活動の評
価に基づく地震発生予測システム：標準予測モデルの構築へ向けて（2）」，つくば，日本，2011.07.12 

 Ogata, Y. *, Seismic and geodetic anomalies preceding the rupture around the focal region: Applications of the ETAS 

model, Asia Oceania Geosciences Society（AOGS）8th Annual Meeting, Taipei, Taiwan, 2011.08.10 

 尾形 良彦 *，東北沖M9地震の余震活動モニタリングについて，第192回 地震予知連絡会議，東京，日本，
2011.08.22 

 尾形 良彦 *，松本付近の余震について，第192回 地震予知連絡会議，東京，日本，2011.08.22 

 尾形 良彦 *，東北地方太平洋沖地震と統計地震学，2011年度 統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.05 

 寺川 寿子 *（名古屋大学大学院），橋本 千尋（名古屋大学），尾形 良彦，東北地方太平洋沖地震による誘発地
震の発生メカニズム，日本地震学会 2011年秋季大会，静岡，日本，2011.10.12 

 熊澤 貴雄 *（総研大），尾形 良彦，ETASモデルからの逸脱関数による地震活動異常の推定，日本地震学会 
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2011年秋季大会，静岡，日本，2011.10.13 

 野村 俊一 *（総研大），尾形 良彦，Parkfield における繰り返し微小地震の時空間構造について，日本地震
学会 2011年秋季大会，静岡，日本，2011.10.13 

 尾形 良彦 *，非地震性すべりと地震活動異常と地殻変動異常，日本地震学会 2011年秋季大会，静岡，日
本，2011.10.13 

 松浦 充宏 *，野田 朱美（構造計画研究所），寺川 寿子（名古屋大学大学院），尾形 良彦，島弧地殻の非弾性
変形と内陸地震の発生：背景としてのテクトニック応力場，日本地震学会 2011 年秋季大会，静岡，日本，
2011.10.13 

 尾形 良彦 *，桂 康一，前震の確率予報の実施と評価：東北地方太平洋沖地震までの 15年間，日本地震学
会 2011年秋季大会，静岡，日本，2011.10.14 

 尾形 良彦 *，東北地方太平洋沖地震：余震，連鎖地震，前震活動および前駆的静穏化について，日本地震
学会 2011年秋季大会，静岡，日本，2011.10.14 

 Ogata, Y. *, The M9 Tohoku-Oki earthquake and statistical seismology, Seminar series in honour of David Vere-Jones, 
Waikanae, NewZealand, 2011.10.26 

 Ogata, Y. *, Diagnosis of seismic anomalies and stress changes: Case studies from the recent earthquakes in and 

around Japan, Workshop on Statistical and Physical Modelling of Earthquake Processes, Avalon, Lower Hutt, 
NewZealand, 2011.10.27 

 Ogata, Y. *, Modeling of earthquake occurrence for predicting seismic activity and discovering seismicity anomalies, 
平成 23年度 日本－欧州先端科学セミナー，Tokyo，Japan，2012.02.29 

 学会誌等発表  

 Nomura, S., Ogata, Y., Komaki, F. and Toda, S., Bayesian forecasting of the recurrent earthquakes and its predictive 

performance for a small sample size, Journal of Geophysical Research, 116（B04315）, doi:10.1029/2010JB007917, 
2011.04 

 Ogata, Y., Pre-seismic anomalies in seismicity and crustal deformation: case studies of the 2007 Noto Hanto 

earthquake of M6.9 and the 2007 Chuetsu-oki earthquake of M6.8 after the 2004 Chuetsu earthquake of M6.8, 
Geophysical Journal International, 186, 331-348, doi:10.1111/j.1365-246X.2011.05033.x, 2011.07 

 尾形 良彦，前震の確率予報の実施と評価：東北地方太平洋沖地震までの15年間，地震予知連絡会会報，86，
123-125，2011.11 

 尾形 良彦，熊澤 貴雄，東北地方太平洋沖地震の余震と連鎖地震，地震予知連絡会会報，86，126-133，2011.11 

 尾形 良彦，東北地方太平洋沖地震の前震活動と広域的静穏化について，地震予知連絡会会報，86，134-141，
2011.11 

 Himeno, T., Kanao, M. and Ogata, Y., Statistical Analysis Of Seismicity In A Wide Region Around The 1998 Mw 8.1 

Balleny Islands Earthquake In The Antarctic Plate, Polar Science, 5, 421-431, doi:10.1016/j.polar.2011.08.002, 2011.12 

 尾形 良彦，東北地方太平洋沖地震の余震活動と松本付近の誘発地震活動，地震予知連絡会会報，87，2012.03 

 科研費等（代表者） 
 地震活動異常を診断する統計的時空間モデルと確率利得を上げる実効的予測の戦略的研究（科研費基盤研究
（A））2011.04～2014.03 

 広域の地震活動について，ベイズモデルと階層ベイズ型時空間モデルで発生予測を確立し，これに対する
実際の地震発生の相対的発生率の時空間変化についての効率的なベイズ的統計モデルの構築を試みた。 

 外国出張・海外研修旅行
 ギリシャ共和国：研究打合せ，および国際会議 7th International Workshop on Statistical Seismologyに参加し，
招待講演を行った。（2011.05.22～2011.05.29） 
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 台湾：Asia Oceania Geosciences Society（AOGS）8th Annual Meetingにて発表を行った。（2011.08.09～2011.08.10） 

 ニュージーランド：SRAにて研究打合せ，セミナー，GNS Workshopにて発表を行った。（2011.10.23～2011.10.29） 

 学会・官庁等への協力 
 7th International Workshop on Statistical Seismology 25-27 May 2011, Greece-Thera（Santorini）／Organizing & 

Programming Committee member 

 International Society for Bayesian Analysis, 2012 Conference, Kyoto Japan／Organizing Committee member 

 国際統計協会（ISI）／委員，Committee for Environmental Statistics 

 地震予知連絡会／委員（第 21期）重点課題｢地震活動｣コンビナー 

 文部科学省 科学技術政策研究所 科学技術動向研究センター／専門委員（専門調査員） 

 教育活動  

 ベイズ統計の最前線［総合研究大学院大学（葉山）］ 

 地震活動の統計的点過程モデリング［東京大学生産技術研究所（駒場）］ 

 地震統計学の過去・現在・未来［東京大学 経済学部］ 

 統計地震学（文部科学省インターンシッププログラム）［文部科学省 研究振興局学術機関課］ 

 所内の活動 
 運営会議／委員 

 総研大の活動 
 統計科学総合研究Ⅳ／講義 

 複合科学研究科教授会／委員 

 モデリング総合研究Ⅲ／講義 

 モデリング総合研究Ⅴ／講義 

 

岡本 基（融合プロジェクト特任研究員） 
 主な研究課題 
 家庭用ゲーム機産業における集中について 
 家庭用ゲーム機産業の市場をハードウェアとソフトウェアに分けて，それぞれについて，市場の集中度を
経年的に評価し，家庭用ゲーム産業における市場の集中の度合いと市場の現状を比較し，この産業における
市場評価の留意点を探る。 

 学会等での口頭発表 
 岡本 基 *，統計数理研究所における大規模データ分析拠点の形成，新領域融合プロジェクト国際ワークシ
ョップ 社会のイノベーションを誘発する情報システム―クライシスに強い社会基盤―，東京，日本，
2012.02.16 

 学会誌等発表  

 岡本 基，椿 広計，情報・システム研究機構における公的統計二次利用の取組み，ESTRELA，214，42-43，
2012.01 

 教育活動  

 コンピュータ・リテラシィ［東洋大学 一般教養科目］ 

 ゼミナールⅠ・Ⅱ［東洋大学 経済学部］ 

 入門演習［東洋大学 経済学部］ 
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奥田 将己（特任研究員） 
 主な研究課題 
 指標生物の生態学的特徴を加味した水質管理指標の制定 
 閉鎖性海域の水質改善に向けて，生態的に重要となる基準の設定を目指す。東京湾を対象に，水質の評価
基準としては底層の DO（溶存酸素），指標生物にはマコガレイ稚魚を用いて，時間的・空間的な情報集約の
方針を検討しながら，考察を進めている。 

 学会等での口頭発表 
 奥田 将己 *，李 政勲（国立環境研究所），児玉 圭太（国立環境研究所），石井 光廣（千葉県水産総合研究セン
ター），大畑 聡（千葉県水産総合研究センター），安藤 晴夫（東京都環境科学研究所），金藤 浩司，堀口 敏弘（国
立環境研究所），溶存酸素の水質評価基準としての利用を見据えたマコガレイ稚魚生残率への影響評価，統計
関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.06 

 奥田 将己 *，杉本 大樹（国立遺伝学研究所），高橋 阿貴（国立遺伝学研究所），小出 剛（国立遺伝学研究所），
相互干渉と一方向干渉に類別したマウス社会行動評価軸，Animal2011，東京，日本，2011.09.11 

 学会誌等発表  

 Okuda, M., Imura, S. and Tanemura, M., Microtopographic properties of sparse moss vegetation in the Antarctic polar 

desert, Polar Science, 5（4）, 732-739, doi:10.1016/j.polar.2011.10.001, 2011.12 

 教育活動  

 リスクマネジメント［首都大学東京 システムデザイン学部／4年（分担担当）］ 

 基礎統計学［東京農工大学大学院 農学府 自然環境保全学専攻／修士 1年］ 

 統計学［東京農業大学 応用生物科学部／1年］ 

 

尾崎 幸謙 
 主な研究課題 
 認知診断テストのための統計モデル開発 
 認知診断とは，テストの受検者が問題を解く際に必要とする各スキルの有無を受検データから判断するこ
とである。今年度は，多肢選択問題のための統計モデルを開発して，学会発表および論文執筆を行った。 

 学会等での口頭発表 
 Ozaki, K. *, Identifying the univariate ACDE model, Behavior Genetics Association, New Port, U.S.A., 2011.06.08 

 Ozaki, K. *, A New Cognitive Diagnosis Model for Analyzing Multiple-Choice Options, The 17th International 

meeting of the Psychometric Society, Hong Kong, Hong Kong, 2011.07.19 

 尾崎 幸謙 *，多肢選択項目のための DINAモデルの提案，日本テスト学会，岡山，日本，2011.09.11 

 前田 忠彦 *，吉川 徹（大阪大学），尾崎 幸謙，中村 隆，「2010年格差と社会意識についての全国調査」の
設計と実施，日本行動計量学会，岡山，日本，2011.09.14 

 尾崎 幸謙 *，時間変数 Timeに関する話題，日本心理学会，東京，日本，2011.09.16 

 尾崎 幸謙 *，多肢選択項目のための DINAモデル，International Workshop on Information System for Social 

Innovation，東京，日本，2012.02.16 

 Ozaki, K. *, Kawahashi, I.（Japan Foundation）, Takahashi, T.（National Institute of Informatics）, Sun, Y.（National Institute of 

Informatics）and Kakinuma, S.（National Institute of Informatics）, The effects of Q-matrix specification and misspecification 

in multiple-choice DINA models, 4th Japanese-German Symposium on Classification, Kyoto, Japan, 2012.03.09 

 前田 忠彦 *，尾崎 幸謙，分冊型の調査票設計に関する一考察，数理社会学会，鹿児島，日本，2012.03.14 

 尾崎 幸謙 *，結果の統計的分析，日本数学会教育委員会主催 教育シンポジウム，東京，日本，2012.03.29 
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 学会誌等発表  

 Fujisawa, K., Ozaki, K., Suzuki, K., Yamagata, S., Kawahashi, I. and Ando, J., Genetic and environmental relationships 

between head circumference growth in the first year of life and sociocognitive development in the second year: a 

longitudinal twin study, Developmental Science, 15（1）, 99-112, doi:10.1111/j.1467-7687.2011, 2012.01 

 Fujisawa, K., Yamagata, S., Ozaki, K. and Ando, J., Hyperactivity/inattention problems moderate environmental but 

not genetic mediation between negative parenting and conduct problems, Journal of Abnormal Child Psychology, 40（2）, 
189-200, doi:10.1007/s10802-011-9559-6, 2012.02 

 著書 
 豊田 秀樹，尾崎 幸謙，室橋 弘人，中村 健太郎，川端 一光，福中 公輔，岩間 徳兼，久保 沙織，鈴川 由
美，池原 一哉，阿部 昌利，大橋 洸太郎，秋山 隆，大久保 治信，統計学のための線形代数，朝倉書店，東
京，2011.09 

 豊田 秀樹，尾崎 幸謙，川端 一光，岩間 徳兼，鈴川 由美，久保 沙織，池原 一哉，阿部 昌利，大橋 洸
太郎，秋山 隆，大久保 治信，回帰分析入門，東京図書，東京，2012.01 

 科研費等（代表者） 
 高次積率と潜在クラスを用いた行動遺伝モデルの開発（科研費研究活動スタート支援）2010.09～2011.03 

 双生児データを使った行動遺伝学における統計モデル開発が目的である。特に，高次積率や潜在クラス分
析を使い，従来の行動遺伝モデルの不備を補ったより適切に現象を記述するモデル開発を目指す。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 意図的欠測を伴う調査設計の指針開発に関する研究（科研費挑戦的萌芽研究），研究代表者：前田 忠彦（2010.04

～2013.03）（分担者） 

 外部機関との共同研究 
 ネット社会におけるテスト技法（国立情報学研究所）（分担者） 

 階層と社会意識研究（大阪大学）（分担者） 

 子育て期間にある親のウェルビーイングに関する日独比較調査（ドイツ日本研究所）（分担者） 

 大学生数学学力調査（日本数学会教育委員会）（分担者） 

 鶴岡市における言語調査（国立国語研究所）（分担者） 

 乳幼児の発達に関する双生児データを用いた行動遺伝学的研究（慶應義塾大学）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 アメリカ合衆国：2011 Behavior Genetics Association annual meeting にて学会発表を行った。（2011.06.05～

2011.06.11） 

 香港：The 17th International Meeting of the Psychometric Societyにて学会発表を行った。（2011.07.17～2011.07.23） 

 アメリカ合衆国：SC11に参加した。（2011.11.12～2011.11.19） 

 学会・官庁等への協力 
 日本行動計量学会／広報委員会委員 

 教育活動  

 テスト理論に関して［NHK放送技術研究所／田中 英輝］ 

 マルチレベルモデリング［大阪大学 集中講義 社会情報学］ 

 構造方程式モデリングにおける検定力分析［豊橋技術科学大学／印南 洋］ 

 心理統計学の授業［お茶の水女子大学 生活科学部／2，3，4年］ 

 所内の活動 
 オープンハウス委員会／委員 

 調査研究リポート編集委員会／委員 
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柏木 宣久 
 主な研究課題 
 環境データ解析のためのベイズ的方法の開発とその応用 
 東京湾水質の長期変動，残留性有機化学物質の発生源解析，生物種の期待影響割合，微量化学物質測定に
おける要因解析，降雨遠隔測定等を題材に，環境データ解析のためのベイズ的方法の開発とその応用につい
て研究した。 

 学会等での口頭発表 
 Hayashi, T. *（National Institute of Environmental Studies）and Kashiwagi, N., A Bayesian approach to probabilistic 

ecological risk assessment using SSDs: risk comparison of nine toxic substances in Tokyo surface waters, SETAC 

Europe 21st Annual Meeting, Milano, Italy, 2011.05.18 

 今井 美江 *（東京都環境科学研究所），山崎 正夫（東京都環境科学研究所），東野 和雄（東京都環境局），柏木 宣
久，高橋 明宏（東京都環境科学研究所），PCBの揮発に伴う組成変化について，環境化学討論会，熊本，日本，
2011.07.16 

 柏木 宣久 *，安藤 晴夫（東京都環境科学研究所），東京湾水質の鉛直分布データの特徴，統計関連学会連合
大会，福岡，日本，2011.09.06 

 柏木 宣久 *，圃場データに基づく POPsの土壌中濃度と作物体濃度の関係，農林水産省 委託プロジェクト
研究「生産・流通・加工工程における体系的な危害要因の特性解明とリスク低減技術の開発」研究成果発表
会，東京，日本，2011.11.07 

 柏木 宣久 *，試料の空間サンプリング，共同研究集会「残留性化学物質データの組織化と発生源解析」，
立川，日本，2011.12.13 

 柏木 宣久 *，東京湾水質の鉛直分布データの特徴，共同研究集会「東京湾とその流域における水質の長期
変動に関する研究」，東京，日本，2012.03.02 

 学会誌等発表  

 Hayashi, T. and Kashiwagi, N., A Bayesian approach to probabilistic ecological risk assessment: risk comparison of 

nine toxic substances in Tokyo surface waters, Environmental Science and Pollution Research, 18, 365-375, 2011.04 

 今井 美江，山崎 正夫，東野 和雄，柏木 宣久，高橋 昭宏，PCBの揮発に伴う組成変化について，東京都
環境科学研究所年報，9-15，2011.10 

 二宮 勝幸，柏木 宣久，岡 敬一，東京湾西岸域における海水温の上昇と季節のずれ，横浜市環境科学研究
所報，35，34-40，2011.10 

 岩淵 美香，永山 恵，小林 弘明，二宮 勝幸，柏木 宣久，川崎港における表層海水温の推移―ダミー変数
を用いた重回帰分析による推定―，川崎市公害研究所年報，38，43-48，2012.02 

 永山 恵，岩淵 美香，小林 弘明，牧 秀明，二宮 勝幸，安藤 晴夫，柏木 宣久，川崎港における海水温の
連続調査結果 2，川崎市公害研究所年報，38，49-52，2012.02 

 科研費等（代表者） 
 環境データ解析のためのベイズ的方法の開発とその応用（科研費基盤研究（C））2008.04～2013.03 

 環境問題に現れる識別問題を解決するためのベイズ的方法を開発する。同時に，開発した方法を実際の環
境問題に適用し，方法の実用性を検証すると共に，環境問題解決に貢献する。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 環境・生態データの統計科学的解析およびその基礎理論の研究（科研費基盤研究（B）），研究代表者：清水 邦
夫（慶應義塾大学）（2009.04～2012.03）（分担者） 

 学会・官庁等への協力 
 ㈱いであ・（環境省委託）モニタリング調査の結果に関する解析検討会／委員 
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 ㈶日本環境衛生センター・（環境省委託）環境測定分析検討会 統一精度管理調査部会／委員 

（独） 国立環境研究所／客員研究員 

 研究集会等の開催  

 残留性有機化学物質データの組織化と発生源解析（主催機関：統計数理研究所），2011.12.12～2011.12.13，統
計数理研究所 

 東京湾とその流域における水質の長期変動に関する研究（主催機関：統計数理研究所），2012.03.02，統計数理
研究所 

 所内の活動 
 運営会議／委員 

 総研大の活動 
 教育研究評議会／委員 

 複合科学研究科教授会／委員 

 複合科学研究科専攻長会議／委員 

 

加藤 昇吾 
 主な研究課題 
 角度の観測を含むデータのための統計的手法 
 角度の観測を含むデータを解析するための統計的手法について研究した。具体的には，ブラウン運動によ
り生成される円周上の確率分布，トーラス上の分布と関連したそれに統計モデル，von Mises-Fisher分布のロ
バスト推定等について研究した。 

 学会等での口頭発表 
 Kato, S. *, An extension of the wrapped Cauchy distribution via Brownian motion, Complex Phenomena from 

Statistical Point of View - Seismology, Environmentology and Economy -, Kawasaki, Japan, 2011.09.01 

 加藤 昇吾 *，Jones, M. C.（The Open University）, An extended family of circular distributions related to wrapped 

Cauchy distributions，2011年度 統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 Kato, S. * and Jones, M. C.（The Open University）, An extended family of circular distributions related to wrapped 

Cauchy distributions via Brownian motion, International Conference on Advances in Probability and Statistics - Theory 

and Applications, Hong Kong, China, 2011.12.29 

 Kato, S. *, A Möbius transformation induced distribution on the torus, ISM-ISI-ISSAS Joint Conference 2012, 
Tachikawa, Japan, 2012.02.03 

 学会誌等発表  

 Kato, S. and Jones, M. C., An extended family of circular distributions related to wrapped Cauchy distributions via 

Brownian motion, Technical Report 11/02, Statistics Group, The Open University, 11/02, 2011.07 

 Eguchi, S., Komori, O. and Kato, S., Projective power entropy and maximum Tsallis entropy distributions, Entropy, 13, 
1746-1764, doi:10.3390/e13101746, 2011.09 

 科研費等（代表者） 
 誤差項に非対称分布を仮定した円周上の確率過程の理論とその応用（科研費若手研究（B））2010.04～2013.03 

 円周上に値をとる時系列データは様々な科学分野に存在している。本研究では，Kato（2009）による円周
上のマルコフ過程の拡張として，誤差項に非対称分布を仮定した円周上の自己回帰過程を提案し，その統計
的性質の考察と実データへの応用を行う。 
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 外国出張・海外研修旅行
 China：International Conference on Advances in Probability and Statistics - Theory and Applicationsに参加，講演
を行った。（2011.12.27～2012.01.01） 

 United Kingdom：円周上の確率過程に関連した非対称確率分布について，M. C. Jones教授（The Open University）

と共同研究を行った。（2012.03.04～2012.03.19） 

 所内の活動 
 オープンハウス委員会／委員 

 

金藤 浩司 
 主な研究課題 
 底層溶存酸素基準の達成度推定法の構築 
 閉鎖性海域における底層溶存酸素量に関する環境基準の設定に向けて，海域区分毎の基準達成の判定基準
に関する統計的手法を開発している。 

 学会等での口頭発表 
 Kanefuji, K. *, Iwase, K.（Yokohama College of Pharmacy）and Okada, M.（The Open University of Japan）, Statistical 

Assessment Methods for Ambient Water Quality Criteria for Dissolved Oxygen, Joint Statistical Meetings, Miami, 
U.S.A., 2011.08.04 

 竹下 潤一 *（産業技術総合研究所），蒲生 昌志（産業技術総合研究所），金藤 浩司，椿 広計，共分散構造分析
を利用した臓器別 NOEL値と相対毒性値の推定，日本オペレーションズ・リサーチ学会 「OR横断若手の会」
研究部会 若手交流会，滋賀，日本，2011.08.30 

 奥田 将己 *，李 政勲（国立環境研究所），児玉 圭太（国立環境研究所），石井 光廣（千葉県水産総合研究セン
ター），大畑 聡（千葉県水産総合研究センター），安藤 晴夫（東京都環境科学研究所），金藤 浩司，堀口 敏宏（国
立環境研究所），溶存酸素の水質評価基準としての利用を見据えたマコガレイ稚魚生残率への影響評価，統計
関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.05 

 竹下 潤一 *（産業技術総合研究所），蒲生 昌志（産業技術総合研究所），金藤 浩司，椿 広計，動物試験データ
の相関構造に基づく臓器別 NOEL値及び相対毒性値の推定，日本オペレーションズ・リサーチ学会 2011年秋
季研究発表会，兵庫，日本，2011.09.21 

 学会誌等発表  

 Kageyama, M., Fujii, T., Kanefuji, K. and Tsubaki, H., An extension of risk measures using non-precise a-priori 

densities, Journal of Uncertain Systems, 5, 314-320, 2011.05 

 金藤 浩司，津越 敬寿，岩瀬 晃盛，技能試験に用いられる zスコアに関連する二つの評価手法の定量的把
握，分析化学，60，571-577，2011.07 

 Kageyama, M., Fujii, T., Kanefuji, K. and Tsubaki, H., Conditional Value-at-Risk for Random Immediate Reward 

Variables in Markov Decision Processes, American Journal of Computational Mathematics, 1, 183-188, 2011.08 

 科研費等（代表者） 
 エビデンスベースの環境政策を支える統計情報プラットフォーム構築（科研費挑戦的萌芽研究）2011.04～
2013.03 

 多様化，複雑化している環境問題への様々な取り組みを科学的に支援するために，Evidence-based 

Environmental（EBE）に基づく研究を推進している。 

 外部機関との共同研究 
 化学物質の有害性情報に対するデータマイニングおよび統計モデル化（（独） 産業総合研究所）（分担者） 
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 貧酸素水塊が底棲生物に及ぼす影響評価手法と底層 DO目標の達成度評価手法の開発（国立環境研究所）（受
託研究代表者） 

 外国出張・海外研修旅行
 アメリカ合衆国：2011 Joint Statistical Meetingに参加し，リスクトレードオフ解析に関する情報収集と研究
発表を行った。（2011.07.31～2011.08.06） 

 学会・官庁等への協力 
 環境省／中央環境審議会専門委員 

 特定非営利活動法人 環境統計統合機構／理事 

 日本計算機統計学会／欧文誌編集委員 

 日本統計学会／欧文誌編集委員 

 富山県／環境審議会調査員 

 教育活動  

 数理統計学［お茶の水女子大学 理学部／3年］ 

 統計数学続論第 2［慶應義塾大学 理工学部／4年］ 

 所内の活動 
 オープンハウス委員会／委員 

 広報委員会／委員 

 調査研究リポート編集委員会／委員 

 統計科学技術委員会／委員 

 評価委員会／委員 

 総研大の活動 
 データ科学総合研究Ⅳ／講義 

 データ科学総合研究Ⅴ／講義 

 統計科学専攻入学者選抜委員会／副委員長 

 複合科学研究科教授会／委員 

 

川崎 能典 
 主な研究課題 
 説明変数の自動グルーピング法に関する研究 
 滑らかな閾値を持つスパース正則化法により，回帰モデルにおける説明変数群を自動的にグルーピングし
変数選択を行う，推定方程式型の方法について研究を行った。（山形大学・植木優夫氏との共同研究。） 

 学会等での口頭発表 
 赤司 健太郎（学習院大学），川崎 能典 *，2項モデルの予測による金融リスク最小化，日本計算機統計学会 

第 25回大会，函館，日本，2011.05.08 

 Akashi, K.（Gakushuin University）and Kawasaki, Y. *, Binary Prediction to Minimize Total Risk, 2011 Joint Statistical 

Meeting, Miami Beach, U.S.A., 2011.08.02 

 植木 優夫（山形大学），川崎 能典 *，Automatic grouping using smooth-threshold estimating equations, Summer 

Workshop on Economic Theory 2011，小樽，日本，2011.08.10 

 青木 義充 *（総研大），川崎 能典，打ち切りを考慮した株価変動の時系列モデル，2011年度 統計関連学会
連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 国友 直人 *（東京大学大学院），川崎 能典，経済時系列とベンチマーク問題（GDPへの応用），科研費研究
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集会「経済統計・政府統計の数理的基礎と応用」，東京，日本，2011.09.12 

 青木 義充（総研大），川崎 能典 *，打ち切りを考慮した時系列モデリング：リスク管理への応用，科研費
研究集会「計量ファイナンス 2011」，東京，日本，2011.09.29 

 川崎 能典 *，HAC推定量の利用について―その意義と留意点―，三菱総合研究所セミナー，東京，日本，
2011.09.30 

 青木 義充（総研大），川崎 能典 *，商品先物市場のリスク計測：制度変更の影響分析，社会のイノベーシ
ョンを誘発する情報システム，東京，日本，2012.02.14 

 丸山 宏 *，矢野 和男 *（日立製作所），川崎 能典 *，椿 広計 *，北野 潤 *（国立遺伝学研究所），馬場 知
哉 *（国立遺伝学研究所），漆谷 重雄 *（国立情報学研究所），岡田 仁志 *（国立情報学研究所），パネルディスカ
ッション「システムズ・レジリエンス学創成に向けて」，情報・システム研究機構 シンポジウム 2011，東京，
日本，2012.02.15 

 川崎 能典 *，稀少事象の統計学，情報・システム研究機構 シンポジウム 2011～システムズ・レジリエン
ス－「想定外」を科学する，東京，日本，2012.02.15 

 川崎 能典 *，リスクプレミアムの予測モデルとその応用，新しい金融データ分析とリスク管理手法，東京，
日本，2012.03.15 

 学会誌等発表  

 Ueki, M. and Kawasaki, Y., Automatic grouping using smooth-threshold estimating equations, Electronic Journal of 

Statistics, 5, 309-328, doi:10.1214/11-EJS608, 2011.04 

 国友 直人，川崎 能典，ベンチマーク問題と経済時系列：GDP速報と GDP確報を巡って，経済学論集，77

（1），2-19，2011.04 

 赤司 健太郎，川崎 能典，2項モデルの予測による金融リスク最小化：理論と応用，統計数理，59（1），25-40，
2011.06 

 Nishiyama, Y., Hitomi, K., Kawasaki, Y. and Jeong, K., A consistent nonparametric test for nonlinear causality - 

Specification in time series regression, Journal of Econometrics, 165（1）, 112-127, doi:10.1016/j.jeconom.2011.05.010, 
2011.11 

 科研費等（代表者） 
 多様な解像度を持つ多変量時系列データからの現象モデリング（科研費基盤研究（C））2009.04～2012.03 

 時間軸の不均一性や異なる解像度を含む多変量時系列・点過程に関する研究を行う。具体的には，高頻度
金融取引データの点過程モデリング，関数データ解析の枠組みに基づく金利期間構造の推定と動的予測に関
する研究を通じて方法論の確立と発展を目指す。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 ファイナンス計量分析の新展開と金融市場（科研費基盤研究（A）），研究代表者：国友 直人（東京大学大学院）
（2009.04～2012.03）（分担者） 

 金融環境の変化が企業規模分布に及ぼす影響に関する研究（科研費基盤研究（C）），研究代表者：後藤 康雄
（経済産業研究所）（2010.04～2013.03）（分担者） 

 科学的政策決定のための統計数理基盤整備とその有効性実証（科研費基盤研究（A）），研究代表者：北川 源
四郎（情報・システム研究機構）（2010.04～2015.03）（分担者） 

 経済統計・政府統計の数理的基礎と応用（科研費基盤研究（A）），研究代表者：山本 拓（日本大学）（2011.04

～2015.03）（分担者） 

 計量経済学におけるコンピュータ・インテンシブな統計手法の開発とその実証研究（科研費基盤研究（A）），
研究代表者：谷崎 久志（大阪大学）（2011.04～2016.03）（分担者） 
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 外国出張・海外研修旅行
 アメリカ合衆国：Joint Statistical Meeting 2011に出席し，研究報告を行った。（2011.07.31～2011.08.06） 

 学会・官庁等への協力 
 応用経済時系列研究会／総務担当理事 

 教育活動  

 研究データからの仮説検証と結果分析［平成 23年度 八戸市教育委員会 教科等研究委員研修会参加者（小・
中学校教諭）］ 

 統計学・計量経済学応用（財務省財政経済理論研修科目）［財務省 平成 20年入省者］ 

 研究集会等の開催  

 応用経済時系列研究会 第 28回研究報告会（主催機関：応用経済時系列研究会），2011.06.25，立教大学 

 計量ファイナンス 2011（主催機関：東京大学大学院 経済学研究科），2011.09.29，東京大学経済学部小島ホール 

 応用経済時系列研究会 2011年度チュートリアルセミナー（主催機関：応用経済時系列研究会），2011.11.04，同
志社大学東京オフィス大セミナールーム 

 特別セミナー“Functional central limit theorem of stochastic integral infinitely divisible processes generated by 

conservative null flows”（主催機関：統計数理研究所），2012.01.12，統計数理研究所 

 応用経済時系列研究会 第 19回談話会（主催機関：応用経済時系列研究会），2012.02.10，千葉商科大学丸の内
サテライトオフィス Galleria商.Tokyo 

 所内の活動 
 アナルズ編集委員会／委員 

 セキュリティチーム／委員 

 安全衛生委員会／委員 

 計算基盤小委員会／委員 

 情報基盤小委員会／委員長 

 統計科学技術委員会／副委員長 

 総研大の活動 
 時系列解析特論Ⅰ／講義 

 複合モデリング科学概論／講義 

 時空間モデリング概論／講義 

 

河村 敏彦 
 主な研究課題 
 ロバストパラメータ設計における統計的方法の開発 
 ロバストパラメータ設計における既存の理論を多水準系の誤差因子間の交互作用を考慮した 2 次モデルに
拡張し新たな統計モデルアプローチを提案した。モデル選択後の設計に関しては，数理計画法に基づく探索
的設計法による最適化を行った。 

 著書 
 河村 敏彦，ロバストパラメータ設計，日科技連出版社，東京，2011.05 

 外国出張・海外研修旅行
 アメリカ合衆国：若手教員海外派遣事業による長期留学。（2011.07.01～2012.03.31） 
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久保田 貴文（特任教員・特任助教） 
 主な研究課題 
 自殺死亡データの時空間統計解析 
 日本における自殺死亡データを用いて，空間的・時間的な集積性を検出するために，空間スキャン統計量
を用いて走査する。多発地域および希少地域についても同様に特定する。また，自殺の要因を分析するため
に，地理空間相関分析を行う。 

 学会等での口頭発表 
 久保田 貴文 *，石岡 文生（岡山大学），冨田 誠（東京医科歯科大学），藤田 利治，自殺死亡データの空間相
関モデルへの応用，日本計算機統計学会，函館，日本，2011.05.08 

 Kubota, T. *, Ishioka, F.（Okayama University）, Tomita, M.（Tokyo Medical and Dental University）and Fujita, T., 
Spatio-temporal Analysis for Small Area Data of Suicide in Japan, the 58th session of the international statistical 

institute World Statistics Congress, Dublin, Ireland, 2011.08.23 

 久保田 貴文 *，冨田 誠（東京医科歯科大学），石岡 文生（岡山大学），藤田 利治，空間データベースを利用
した小地域における傾斜度の算出と自殺死亡率への影響，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.12 

 久保田 貴文 *，自殺死亡データの地理空間相関分析―死別・失業と自殺の関係について―，自殺リスクに
関する研究会，立川，日本，2011.10.14 

 久保田 貴文 *，空間自己相関および集積性の指標を用いた自殺死亡データの地域特性，自殺リスクに関す
る研究会，立川，日本，2011.10.14 

 Kubota, T. *, Tomita, M.（Tokyo Medical and Dental University）, Ishioka, F.（Okayama University）and Fujita, T., Visualizing 

spatio-temporal small area data of suicide in Japan，日本計算機統計学会，Pusan，Korea，2011.11.12 

 久保田 貴文 *，冨田 誠（東京医科歯科大学），石岡 文生（岡山大学），藤田 利治，自殺死亡の大規模地域統
計データを用いた時空間年齢階級別区間データの地域分類，北海道大学情報基盤センター 共同研究「大規
模・高次元データの発見的情報表現と効率的情報縮約」，札幌，日本，2011.11.30 

 冨田 誠 *（東京医科歯科大学），石岡 文生（岡山大学），久保田 貴文，藤田 利治，日本人自殺者データの時
間を考慮した空間統計解析，科研費研究集会，港区，日本，2011.12.06 

 久保田 貴文 *，冨田 誠（東京医科歯科大学），石岡 文生（岡山大学），藤田 利治，RnavGraphを用いた大規
模・高次元データの可視化と，時空間自殺死亡データへの応用，第11回 岡山ソフトウェア研究会，岡山，日
本，2011.12.26 

 久保田 貴文 *，冨田 誠（東京医科歯科大学），石岡 文生（岡山大学），藤田 利治，日本の自殺希少地域の集
積性について，第 4回 国際ワークショップ：社会のイノベーションを誘発する情報システム―クライシスに
強い社会基盤―，千代田区，日本，2012.02.14 

 石岡 文生 *（岡山大学），久保田 貴文，冨田 誠（東京医科歯科大学），藤田 利治，日本自殺死亡データの空
間疫学解析への適用，第 10回 西東京統計研究会，立川，日本，2012.03.02 

 久保田 貴文 *，冨田 誠（東京医科歯科大学），石岡 文生（岡山大学），藤田 利治，日本における自殺死亡の
空間的自己相関と希少地域の検出，第 10回 西東京統計研究会，立川，日本，2012.03.02 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 データの高度視覚化のためのグラフ表現法とグラフ表示環境に関する研究（科研費基盤研究（C）），研究代表
者：山本 義郎（東海大学）（2011.04～2014.03）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 Ireland：国際会議 ISI2001に参加及び発表を行った。（2011.08.20～2011.08.28） 

 Korea：日本計算機統計学会 第 25回シンポジウムに参加し，研究成果の報告を行った。（2011.11.10～2011.11.13） 

 Taiwan：2011 Taipei Symposium & 7th IASC-ARSに参加し，研究成果の報告を行った。（2011.12.15～2011.12.20） 
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 学会・官庁等への協力 
 日本計算機統計学会／広報委員，渉外理事 

 研究集会等の開催  

 自殺リスクに関する研究会（主催機関：統計数理研究所 リスク解析戦略研究センター），2011.10.14，統計数理研
究所 

 第 11回 西東京統計研究会（主催機関：第 11回 西東京統計研究会 実行委員会），2012.03.02，統計数理研究所 

 

栗木 哲 
 主な研究課題 
 摂動多面体のアブストラクトチューブと多次元正規確率計算 
 有限個の線形不等式で定義される多面体 Kに，辞書式で外向きの摂動を加えたときに定義されるアブスト
ラクトチューブの性質を調べ，その構成アルゴリズムを与えた。またこれを用いて，多面体 Kに対する多次
元正規確率が効率良く計算されることを示した。 

 学会等での口頭発表 
 栗木 哲 *，高橋 邦彦（国立保健医療科学院），原 尚幸（新潟大学），空間疫学の p値計算のための逐次計算，
研究集会「数理統計学の新たな展開」，つくば，日本，2011.07.08 

 Kato, N.（The Graduate University for Advanced Studies）and Kuriki, S. *, Likelihood ratio test for the positive polynomial 

cone hypotheses and associated confidence bands, ISI2011, Dublin, Ireland, 2011.08.24 

 Kuriki, S. *, Volume of tubes and the largest eigenvalue of a Wishart matrix, CIMPA-MICINN-UNESCO 

RESEARCH SCHOOL“ANALYTICAL AND ALGEBRAIC TOOLS IN STATISTICS AND GRAPHICAL MODELS”, 
Hammamet, Tunisia, 2011.09.07 

 Kuriki, S. *, Miwa, T.（National Institute for Agro-Environmental Sciences）and Hayter, A. J.（University of Denver）, Abstract 

tube associated with a perturbed polyhedron and multidimensional normal probability calculation, Joint2011, Taipei, 
Taiwan, 2011.12.16 

 栗木 哲 *，三輪 哲久（農業環境技術研究所），Hayter, A. J.（University of Denver），摂動多面体のアブストラク
トチューブと多次元正規確率計算，研究集会「数理統計学と代数統計の新たな展開」，つくば，日本，2012.01.20 

 Kuriki, S. *, Integral geometric approach to statistical distribution theory with application to testing positivity of 

polynomial, ISM Symposium, Tokyo, Japan, 2012.03.24 

 学会誌等発表  

 Kato, N. and Kuriki, S., Likelihood ratio tests for positivity in polynomial regressions, Research Memorandum, 1143, 
2011.04 

 Kuriki, S., Miwa, T. and Hayter, A. J., Abstract tubes associated with perturbed polyhedra with applications to 

multidimensional normal probability computations, Research Memorandum, 1145, 2011.10 

 Huang, J. S., Dou, X., Kuriki, S. and Lin, G. D., Dependence structure of bivariate order statistics from bivariate 

distributions with applications, Research Memorandum, 1156, 2012.03 

 科研費等（代表者） 
 空間疫学における多重性調整の数値計算法の開発（科研費基盤研究（C））2010.04～2011.03 

 空間疫学においては，地理情報を反映したスキャン統計量の多重性調整 p 値が必要とされる。本年度は，
条件付 p 値を数値和分で求めるための計算機プログラムのプロトタイプを作成し，いろいろなデータセット
に対して必要な計算時間を評価した。 
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 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 現代の産業社会とグレブナー基底の調和（JST CREST），研究代表者：日比 孝之（大阪大学）（2008.10～2012.03）

（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 Ireland：ISI2011にて研究発表を行った。（2011.08.20～2011.08.28） 

 Tunisia：CIMPA-MICINN-UNESCO RESEARCH SCHOOL“ANALYTICAL AND ALGEBRAIC TOOLS IN 

STATISTICS AND GRAPHICAL MODELS”にて研究発表を行った。（2011.09.03～2011.09.18） 

 Taiwan：学会 Joint2011 にて研究発表ならびに Baker 分布に関する研究打ち合わせを行った。（2011.12.15～

2011.12.23） 

 学会・官庁等への協力 
 応用統計学会／庶務理事（組織），評議員，学会誌編集委員 

 統計関連学会連合／プログラム委員 

 日本学術会議／連携会員 

 日本統計学会／評議員 

 教育活動  

 多項式回帰モデルにおける正値性の検定に関する研究（主任指導）［総合研究大学院大学 複合科学研究科 

統計科学専攻／加藤 直広］ 

 アクチュアリー統計セミナー［東京大学大学院 数理科学研究科］ 

 所内の活動 
 アナルズ編集委員会／委員 

 運営会議／委員 

 研究主幹等会議／委員 

 施設環境委員会／委員 

 将来計画委員会／委員 

 人事委員会／委員 

 数理・推論研究系／主幹 

 総務委員会／委員 

 統計科学技術委員会／委員 

 予算委員会／委員 

 総研大の活動 
 「統合生命科学」特別経費プロジェクト準備委員会／委員 

 推測数理概論Ⅱ／講義 

 複合科学研究科教授会／委員 

 

黒木 学 
 主な研究課題 
 応用統計学 
 統計的因果推論・グラフィカルモデリングの理論と応用に関する研究。 

 学会等での口頭発表 
 佐野 夏樹 *（大阪大学），黒木 学，カーネル主変数選択法とその応用，日本品質管理学会 第95回研究発表
会，東京，日本，2011.05.29 
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 小林 史明 *（第一三共），黒木 学，傾向スコアを用いた Natural Direct and Indirect Effectsの統計的評価と
MEGA Studyへの応用，2011年度日本計量生物学会年会，大阪，日本，2011.06.01 

 黒木 学 *，Graphical Identification Condition of Direct and Indirect Effects with Misclassified Intermediate 

Endpoint, 2011 Joint Statistical Meeting, Miami, U.S.A., 2011.08.01 

 小林 史明 *（第一三共），黒木 学，New Measures of the Proportion of Treatment Effect Explained by Surrogate 

Markers Using the Effect Decomposition, The 32th Annual Conference of the International Society for Clinical 

Biostatistics，オタワ，カナダ，2011.08.29 

 Chan, H. *，黒木 学，Identification of Causal Effect in Linear SEMs using the Generalized Instrumental Variable 

Function，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 稲葉 太一 *（神戸大学），清水 貴宏（パナソニック），神谷 一徳（サンヨー），濱口 勝重（村田製作所），舟橋 

徹（パナソニック），森田 浩（大阪大学），吉田 節（IDEC），黒木 学，「統計的品質情報解析研究会」報告―第
三報―，日本品質管理学会 第 97回研究発表会，大阪，日本，2011.09.16 

 清水 貴宏 *（パナソニック），田淵 淳一（パナソニック），黒木 学，グラフィカルモデリングを使った業務
適正アンケートのモデル化，日本品質管理学会 第 97回研究発表会，大阪，日本，2011.09.16 

 佐野 夏樹 *（大阪大学），黒木 学，カーネルMTシステムによるワイン品質の判別，日本品質管理学会 第
97回研究発表会，大阪，日本，2011.09.16 

 水関 裕人 *（大阪大学），黒木 学，二因子モデルの探索可能性について，日本品質管理学会 第97回研究発
表会，大阪，日本，2011.09.16 

 陳 希，黒木 学 *，操作変数法の一般化とその応用可能性について，日本品質管理学会 第41回年次大会研
究発表会，愛知，日本，2011.10.29 

 学会誌等発表  

 黒木 学，水関 裕人，無向独立グラフに基づく線形回帰モデルにおける弱併合可能条件，品質，41，250-259，
2011.01 

 Kuroki, M. and Cai, Z., Statistical analysis of“probabilities of causation”using covariate information, Scandinavian 

Journal of Statistics, 38, 564-577, 2011.12 

 Kuroki, M., Optimizing a control plan using causal diagram with an application to statistical process analysis, Journal 

of Applied Statistics, 39, 673-694, 2011.12 

 学会・官庁等への協力 
 Conference on Uncertainty in Artificial Intelligence／プログラム委員 

 The Journal of Causal Inference／学会誌編集委員 

 計量生物学会／学会誌編集委員 

 統計関連学会連合／幹事 

 総研大の活動 
 統計科学講究Ⅲ／講義 

 

小林 景 
 主な研究課題 
 計算機代数学の統計的推定理論への応用 
 計算機代数学で用いられるグレブナー基底の特徴を有効に使用し，統計的漸近理論の有効性を保ったまま
統計量を効率的に計算する手法を提案した。 
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 学会等での口頭発表 
 Kobayashi, K. * and Wynn, H.（London School of Economics）, Algebraic computations for asymptotically efficient 

estimators via information geometry, WOGAS3, Warwick, England, 2011.04.07 

 小林 景 *，計算機代数を用いた統計的漸近論，東京大学 統計数学セミナー，東京，日本，2011.06.22 

 折田 充 *（熊本大学），小林 景，心内辞書内の意味的クラスタリング構造（3）―高頻度英語動詞における
英語母語話者と日本人英語話者の相違，第 37回 全国英語教育学会 山形研究大会，山形，日本，2011.08.21 

 小林 景 *，計算機代数学を用いた漸近有効推定量の構成，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.05 

 折田 充 *（熊本大学），小林 景，母語の心内辞書と第二言語の心内辞書，第 40回 九州英語教育学会，宮崎，
日本，2011.12.10 

 小林 景 *，計算機代数を用いた代数的統計モデルの推定理論，研究集会「数理統計学と代数統計の新たな
展開」，つくば，日本，2012.01.20 

 Kobayashi, K. *, Asymptotic efficiency of statistical estimators via algebraic computation and information geometry, 
ISM-ISI-ISSAS Joint Conference, Tokyo, Japan, 2012.02.03 

 小林 景 *，計算機代数を用いた情報幾何学と漸近的推定理論，情報論的学習理論と機械学習研究会
（IBISML），東京，日本，2012.03.13 

 Orita, M. *（Kumamoto University）and Kobayashi, K., Semantically Equivalent Lexical Items between L1 and L2 

Mental Lexicons, 22nd Vocabulary Acquisition Research Group Network Conference, Swansea, United Kingdom, 
2012.03.16 

 学会誌等発表  

 小林 景，DeRobertis分離度による全変動距離の上界，統計数理，59（2），321，2011.12 

 科研費等（代表者） 
 大規模ランダム行列を用いたモデル選択と機械学習理論（科研費若手研究（B））2008.04～2012.03 

 カーネルグラム行列の Nystrom 近似の誤差の確率的上界を，復元抽出と非復元抽出の場合それぞれについ
て PAC学習的に評価した。また，大規模ランダム行列の確率的解析と統計物理的手法を用いて導出される 2

段階近似のスケーリングを提案し，その一致性を示した。 

 外部機関との共同研究 
 英語心内辞書データの統計的解析（熊本大学）（研究代表者） 

 外国出張・海外研修旅行
 連合王国：研究打ち合わせを行うとともに学会に参加した。（2011.04.01～2011.04.08） 

 

小森 理（特任研究員） 
 主な研究課題 
 t-統計量の一般化とその漸近分散の導出 
 医療データの判別問題において，コントロール群には患者の検査値にある程度の同質性が見られるが，ケ
ース群にはかなりの異質性があることが一般的である。今回通常のｔ統計量を拡張し，係数の推定量の漸近
分散が最少となる統計量を導出した。 

 学会等での口頭発表 
 小森 理 *，江口 真透，Maximization of t-statistics based on one class label, Young Statisticians Meeting, Dublin, 
Ireland, 2011.08.20 

 小森 理 *，江口 真透，t 統計量をもとにした Lasso と Boostingについて，統計関連学会連合大会，福岡，
日本，2011.09.06 
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 小森 理 *，江口 真透，t AUCを最大化するブースティングとその実データへの応用，科研費研究集会，山
形，日本，2011.12.05 

 江口 真透 *，小森 理，野津 昭文（総研大），Projective power entropy based learning for unsupervised data, Joint 

Meeting of The 2011 Taipei International Statistical Symposium, Taipei, Taiwan, 2011.12.07 

 小森 理 *，江口 真透，Maximization of t-statistics based on semiparemetric inference, Workshop in National 

Taiwan University, Taipei, Taiwan, 2011.12.20 

 科研費等（代表者） 
 南極データベースの構築とそのデータ解析（科研費若手研究（B））2011.04～2013.03 

 「南極観測隊員の健診データベースの構築と，そのデータ解析による病気の予測・予防のためのモデル構
築」が本研究の目的である。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 ゲノムデータからの予測・発見・推論の統合化のための統計学と機械学習の融合（科研費基盤研究（A）），研
究代表者：江口 真透（2008.04～2013.03）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 アイルランド：Jhon Copas先生と打ち合わせ，国際会議 YSI2011と ISI2011に参加した。（2011.08.14～2011.08.28） 

 中華人民共和国：Joint Meeting of 7th conference of the Asian Regional Section of the International Association for 

Statistical Computing and 2011 Taipei International Statistical Symposiumに出席し，発表を行うとともに Academia 

Sinicaの Su-Yun教授と研究打合せを行った。（2011.12.15～2011.12.21） 

 

小山 慎介 
 主な研究課題 
 神経スパイク発火揺らぎの神経情報処理における役割 
 神経スパイク発火の揺らぎの解析が脳神経データ解析の分野で着目されている。本研究ではスパイク発火
揺らぎの機能的役割を調べ，その数理と神経情報処理機構を調べた。 

 学会等での口頭発表 
 Koyama, S. *, On the relation between encoding and decoding of neuronal spikes, Twentieth Annual Computational 

Neuroscience Meeting, Stockholm, Sweden, 2011.07.25 

 小山 慎介 *，経験ベイズ法による神経スパイク発火率の推定，統計関連学会連合大会，福岡，日本，
2011.09.06 

 小山 慎介 *，神経情報の符号化と復号化の関係について，日本物理学会 2011年秋季大会，富山，日本，
2011.09.23 

 小山 慎介 *，Temporal decoders not only enhance the reading of temporal codes, but also rate codes，日本神経回
路学会 第 21回全国大会，沖縄，日本，2011.12.16 

 小山 慎介 *，On the relation between encoding and decoding of neuronal spikes，脳と心のメカニズム 第 12回
冬のワークショップ，ルスツ，日本，2012.01.17 

 小山 慎介 *，神経スパイク発火の非ポアソン性を用いた情報伝達，京都基礎物理学研究所 研究会「情報
統計力学の最前線―情報と揺らぎの制御の物理学を目指して―」，京都，日本，2012.03.22 

 小山 慎介 *，近江 崇宏（京都大学），篠本 滋（京都大学），スパイク発火の非ポアソン性を用いた情報伝達
について，日本物理学会 2012年春期大会，大阪，日本，2012.03.24 

 外国出張・海外研修旅行
 Sweden：CNS 2011国際会議に出席し，発表を行った。（2011.07.23～2011.07.28） 
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 U.S.A.：COSYNE 2012に参加した。（2012.02.23～2012.02.28） 

 

才田 聡子（融合プロジェクト特任研究員） 
 主な研究課題 
 磁気流体波動シミュレーションによる地球磁気圏におけるオーロラ発生機構の再現 
 地球磁気圏と呼ばれる地球のまわりの宇宙の電磁場を数値シミュレーションで再現する研究を行った。地
上や衛星で実際に観測された電磁場とシミュレーションで予測した電磁場を比較し，現在のシミュレーショ
ンに使われている地球磁気圏のモデルを検証した。 

 学会等での口頭発表 
 才田 聡子 *，門倉 昭（国立極地研究所），山岸 久雄（国立極地研究所），佐藤 夏雄（国立極地研究所），藤田 茂
（気象大学校），田中 高史（九州大学），海老原 祐輔（名古屋大学），村田 健史（情報通信研究機構），松岡 大祐
（海洋研究開発機構），上野 玄太，樋口 知之，グローバルMHDシミュレーションによるサブストーム時の磁
気圏近尾部磁場構造の再現，日本地球惑星科学連合大会 2011，千葉，日本，2011.05.25 

 才田 聡子 *，尾花 由紀（大阪電気通信大学），藤田 茂（気象大学校），田中 高史（九州大学），山岸 久雄（国
立極地研究所），グローバルMHDシミュレーションによる磁力線固有振動数の日変化の再現，日本地球惑星科
学連合大会 2011，千葉，日本，2011.05.25 

 Saita, S. *, Kadokura, A.（National Institute of Polar Research）, Sato, N.（National Institute of Polar Research）, Fujita, S.

（Meteorological College）, Tanaka, T.（Kyushu University）, Ebihara, Y.（Research Institute for Sustainable Humanosphere, Kyoto 

University）, Ohtani, S.（Johns Hopkins University Applied Physics Laboratory）, Murata, K. T.（National Institute of Information and 

Communications Technology）, Ueno, G. and Higuchi, T., Displacement of conjugate point during a substorm in a global 

MHD simulation, International Union of Geodesy and Geophysics（IUGG）General Assembly, Melbourne, Australia, 
2011.07.05 

 Saita, S. *, Kadokura, A.（National Institute of Polar Research）, Sato, N.（National Institute of Polar Research）, Fujita, S.

（Meteorological College）, Tanaka, T.（Kyushu University）, Ebihara, Y.（Research Institute for Sustainable Humanosphere, Kyoto 

University）, Ohtani, S.（Johns Hopkins University Applied Physics Laboratory）, Murata, K. T.（National Institute of Information and 

Communications Technology）, Ueno, G. and Higuchi, T., Diurnal variation of field-line resonance frequencies estimated 

from a global MHD simulation, Workshop on Physical Processes in Non-Uniform Finite Magnetospheric Systems - 50 

Years of Tamao's Resonant Mode Coupling Theory -, Fukuoka, Japan, 2011.09.13 

 Saita, S. *, Kadokura, A.（National Institute of Polar Research）, Sato, N.（National Institute of Polar Research）, Fujita, S.

（Meteorological College）, Tanaka, T.（Kyushu University）, Ebihara, Y.（Research Institute for Sustainable Humanosphere, Kyoto 

University）, Ohtani, S.（Johns Hopkins University Applied Physics Laboratory）, Murata, K. T.（National Institute of Information and 

Communications Technology）, Ueno, G. and Higuchi, T., Displacement of Conjugate Points During a Substorm in a Global 

MHD Simulation, GEMSIS international workshop, Nagoya, Japan, 2012.03.14 

 学会誌等発表  

 Saita, S., Kadokura, A., Sato, N., Fujita, S., Tanaka, T., Ebihara, Y., Ohtani, S., Murata, K. T., Matsuoka, D., Ueno, G., 
Kitamoto, A. and Higuchi, T., Displacement of conjugate points during a substorm in a global MHD simulation, Journal 

of Geophysical Research, 116（A06213）, 2011.06 

 外部機関との共同研究 
 磁力線共鳴振動高調波と 1/4 波長モード波観測のための新しい地磁気観測網の構築に向けた予備観測研究
（名古屋大学太陽地球環境研究所「地上ネットワーク観測大型共同研究」）（分担者） 
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 外国出張・海外研修旅行
 オーストラリア：国際会議 IUGG2011に参加し，発表を行った。（2011.07.01～2011.07.08） 

 

齋藤 正也（特任研究員） 
 主な研究課題 
 生命体データ同化システム LiSDASの開発 
 細胞内の信号伝達モデルのシミュレーション，および実験データからベイズ推定によりモデル・パラメー
タを決定するアプリケーションを京速コンピュータ用のアプリケーションとして開発する。 

 学会等での口頭発表 
 Saito, M. *, Imoto, S.（Institute of Medical Science, University of Tokyo）, Yamaguchi, R.（Institute of Medical Science, 
University of Tokyo）, Miyano, S.（Institute of Medical Science, University of Tokyo）and Higuchi, T., Parallel Agent-based 

Simulator for Influenza Pandemic, AAMAS2011, Taipei, Taiwan, 2011.05.02 

 Saito, M. *, Imoto, S.（Institute of Medical Science, University of Tokyo）, Yamaguchi, R.（Institute of Medical Science, 
University of Tokyo）, Miyano, S.（Institute of Medical Science, University of Tokyo）and Higuchi, T., Estimation of Macroscopic 

Parameter in Agent-based Pandemic Simulation, FUSION2011, Chicago, U.S.A., 2011.07.05 

 斎藤 正也 *，谷川 清隆（国立天文台），Orlov, V.（Sobolev Astronomical Institute, St. Petersburg University），数値的
KAM安定性による三体系の安定限界線，天体力学 N体力学研究会 2011，豊中，日本，2011.09.01 

 斎藤 正也 *，吉田 亮，長尾 大道，中野 慎也，樋口 知之，LiSDAS～生命を支えるメカニズムをいかに
探るか～，バイオスーパーコンピューティングサマースクール 2011，淡路，日本，2011.09.26 

 樋口 知之 *，斎藤 正也，吉田 亮，長尾 大道，中野 慎也，LiSDAS：データ同化計算技術に基づく生体
情報シミュレーション，ISLiM成果報告会 2011，東京，日本，2011.12.22 

 樋口 知之 *，斎藤 正也，吉田 亮，長尾 大道，中野 慎也，生命体データ同化システム LiSDASの開発と
応用，ISLiM成果報告会 2011，神戸，日本，2012.03.05 

 学会誌等発表  

 Saito, M., Imoto, S., Yamaguchi, R., Miyano, S. and Higuchi, T., Estimation of Macroscopic Parameter in Agent-based 

Pandemic Simulation, Proceedings of FUSION 2011, 1-6, 2011.07 

 Saito, M., Tanikawa, K. and Orlov, V., Disintegration process of Hierarchical Triple Systems, Celestial Mechanics and 

Dynamical Astronomy, 107, 2012.01 

 Saito, M., Imoto, S., Yamaguchi, R., Miyano, S. and Higuchi, T., Parallel Agent-based Simulator for Influenza 

Pandemic, Advanced Agent Technology; proceeding of workshops at AAMAS 2011, Lecture Note in Artificial Intelligence, 
7068, 361, 2012.01 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 GPU 指向の計算集約型統計アルゴリズムの高度化と実用ソフトウェアの開発（科研費基盤研究（B）），研究
代表者：樋口 知之（2011.04～2013.03）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 台湾：国際会議 AAMAS2011に参加し，発表を行った。（2011.05.01～2011.05.03） 

 研究集会等の開催  

 天体力学 N体力学研究会 2011（主催機関：有志），2011.09.01～2011.09.02，大阪大学基礎工学部 国際棟（Σ
ホール） 
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佐藤 整尚 
 主な研究課題 
 電力需要データの季節調整と予測 
 電力需要データの予測について，季節調整モデルを拡張する形であたらしいモデル化を行った。季節パタ
ーンが季節により異なるため，それに対応した項を導入し，予測力の向上が見られた。 

 学会等での口頭発表 
 田阪 茂樹 *（岐阜大学），松原 正也（岐阜大学），松本 則夫（産業技術総合研究所），新谷 昌人（東京大学），
角森 史昭（東京大学），佐藤 整尚，岐阜県割石温泉におけるラドンと湯量の観測，日本地球惑星科学連合 2011

年大会，千葉，日本，2011.05.22 

 佐藤 整尚 *，国友 直人（東京大学），景気判断と平滑化問題：GDP 公表値を巡って，応用経済時系列研究
会 研究報告会，東京，日本，2011.06.25 

 Kunitomo, N. *（University of Tokyo）and Sato, S., On Improving the Quality of Quarterly GDP in Japan, ISI2011, 
Dublin, Ireland, 2011.08.24 

 国友 直人 *（東京大学），佐藤 整尚，A Robust Estimation of Realized Volatility and Covariance with Micromarket 

Adjustments and Round-off Errors，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.05 

 陳 春航 *（琉球大学），佐藤 整尚，Statistical Analysis of Tsunamis with Levy Processes，統計関連学会連合大
会，福岡，日本，2011.09.06 

 加藤 宏典 *（総研大），佐藤 整尚，吉田 朋広（東京大学），Lead-Lag推定量を用いた為替データの分析，統
計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.06 

 佐藤 整尚 *，Web上での計算サービス，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.06 

 田野倉 葉子 *，津田 博史（同志社大学），佐藤 整尚，北川 源四郎（情報・システム研究機構），価格分布依
存型ソブリン CDSインデックスによる欧州危機の検証，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 佐藤 整尚 *，電力需要データの季節調整について，応用経済時系列研究会 チュートリアルセミナー，東
京，日本，2011.11.04 

 学会誌等発表  

 国友 直人，佐藤 整尚，日本のマクロ経済統計の課題，ファイナンス・景気循環の計量分析，10，2011.12 

 科研費等（代表者） 
 金融経済データに対する予測マシンの開発（科研費基盤研究（C））2011.04～2013.03 

 多変量自己回帰モデルを中核として，多変数のデータによる金融経済データに対する予測システムの開発
を目的とする。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 経済統計・政府統計の数理的基礎と応用（科研費基盤研究（A）），研究代表者：山本 拓（日本大学）（2011.04

～2014.03）（分担者） 

 学会賞等の受賞 
 日本統計学会統計活動賞（日本統計学会）2011.09 

 外国出張・海外研修旅行
 アイルランド：ISI世界大会へ出席した。（2011.08.22～2011.08.29） 

 アメリカ合衆国：SC11に参加した。（2011.11.12～2011.11.20） 

 学会・官庁等への協力 
 内閣府 経済社会総合研究所／客員研究官 

 教育活動  

 Rを使った統計解析［琉球大学 理学部］ 
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 季節調整法について［内閣府 経済社会総合研究所］ 

 実証ファイナンスと金融エコノメトリクス［東京大学大学院 経済学研究科］ 

 所内の活動 
 CSM編集委員会／委員 

 安全衛生委員会／委員 

 計算基盤小委員会／委員 

 所内情報チーム／委員 

 統計科学技術委員会／委員 

 総研大の活動 
 データ科学総合研究Ⅲ／講義 

 統計計算システムⅡ／講義 

 

Zapart, Christopher Andrew（特任教員・特任助教） 
 主な研究課題 
 経済物理学や行動経済学に基づいたトレーディングシステム開発 
 The research expresses subjective ideas from Behavioural Finance in a quantitative way through models and tools 

borrowed from statistical physics/econophysics in order to design effective foreign exchange currency trading systems. 

 学会等での口頭発表 
 ザパート クリストファー *，Econophysics: an alternative to econometrics，経済物理学 2011：The Hitchhiker's 

Guide to the Economy，京都，日本，2011.07.15 

 ザパート クリストファー *，イジング模型による外国為替の群れ行動，共同研究集会，東京，日本，
2011.09.09 

 ザパート クリストファー *，Econophysics: the future of trading，共同研究集会，Seattle，U.S.A., 2011.11.14 

 ザパート クリストファー *，Econophysics: an alternative to econometrics，2011 Kyoto Workshop on NOLTA，
京都，日本，2011.11.30 

 ザパート クリストファー *，経済物理とその周辺，データ同化セミナー，東京，日本，2012.02.10 

 学会誌等発表  

 ザパート クリストファー，OpenCL implementation of NeuroIsing，Progress of Theoretical Physics Supplement，
194，2011.07 

 ザパート クリストファー，イジング模型による外国為替の群れ行動，統計数理研究所研究リポート，271，
32-44，2011.09 

 外国出張・海外研修旅行
 アメリカ合衆国：SC11に参加し，発表を行った。（2011.11.12～2011.11.19） 

 

芝井 清久（特任研究員） 
 主な研究課題 
 アジア太平洋地域の価値観比較 
 2004年から 2009年にかけて 10の国・都市でおこなわれた「環太平洋価値観国際比較調査」の調査結果を
用いた価値観の比較調査。特に職業に対する意識を比較し，その相違点を明らかにすることで，それぞれの
文化圏に住む市民の価値観の違いを分析する。 
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 学会等での口頭発表 
 芝井 清久 *，合意形成における第三当事者への対応問題，数理国際政治研究会，神戸，日本，2011.08.31 

 芝井 清久 *，職業観に関する国際比較，日本行動計量学会，岡山，日本，2011.09.12 

 外部機関との共同研究 
 横浜市民のプロスポーツチームに対する意識調査（神奈川新聞社）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 中華人民共和国：アジア太平洋価値観調査（中国）に関する研究打合せと資料収集を行った。（2011.09.23～

2011.09.25） 

 教育活動  

 コンピュータ・リテラシー1［明治学院大学 社会福祉学部］ 

 社会調査法（含む実習）Ⅰ，Ⅱ［神奈川大学 人間科学部］ 

 社会調査法Ⅰ［青山学院大学大学院 総合文化政策学研究科］ 

 

渋谷 和彦（特任研究員） 
 主な研究課題 
 遍在的なコラボレーションのための基礎研究 
 2011年 3月 11日に発生した東北大震災に対して，学術的に貢献することを次なるテーマと位置づける。本
年は，「京都プロジェクト」に参画することにより，既に検討されていた防災，減災，災害対策に対する基礎
研究を行っていきたい。 

 学会等での口頭発表 
 渋谷 和彦 *，支援の輪はどのようにして形成されるのか？，共同研究集会，東京，日本，2011.07.14 

 奥原 浩之 *（大阪大学），津田 博史（同志社大学），渋谷 和彦，椿 広計，北川 源四郎（情報・システム研究
機構），京都市における環境情報収集と還元に関する社会実験計画，2011年度 統計関連学会連合大会，福岡，
日本，2011.09.05 

 渋谷 和彦 *，「ペイ・フォワード」の視点に基づく支援のネットワーキング，日本社会心理学会 2011年度
大会，名古屋，日本，2011.09.18 

 Shibuya, K. *, Ubiquitous Networking for Social Support, BIT 1st Annual International Congress of u-World, Dalian, 
China, 2011.10.25 

 渋谷 和彦 *，遍在的なコラボレーションはどうして成立するのか？，共同研究集会，東京，日本，2011.11.09 

 渋谷 和彦 *，支援ネットワーキングの人工社会研究―東北大震災から教訓を引き出すために―，2011年度 

横幹連合カンファレンス，石川，日本，2011.11.28 

 渋谷 和彦 *，東北大震災後の食の安全性：キーグラフを用いたWeb上のデータ分析の試み，2011年度 横
幹連合カンファレンス，石川，日本，2011.11.28 

 外国出張・海外研修旅行
 中華人民共和国：BIT国際会議に参加し，発表を行った。（2011.10.22～2011.10.25） 

 学会・官庁等への協力 
 IARIA UBICOMM 2011 Technical Program Committee／専門委員 
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島谷 健一郎 
 主な研究課題 
 フィールドデータの時空間モデリング 
 海鳥，サンゴ，倒木，森林樹木などのフィールドデータを用いて，それらの空間分布や時間変化を説明す
るモデルの構築。 

 学会等での口頭発表 
 島谷 健一郎 *，樹木の年輪時系列データから推定される森林の撹乱履歴，日本統計学会，福岡，日本，
2011.09.06 

 島谷 健一郎 *，収束するクラスター点過程，数理生物学会，東京，日本，2011.09.13 

 島谷 健一郎 *，あるツキノワグマのお気に入りの森と通り過ぎる森，種生物学会，富士山市，日本，
2011.12.10 

 島谷 健一郎 *，動物の行動軌跡に関する角度の自己回帰モデル，定量生物学の会，名古屋，日本，2012.01.08 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 地球温暖化に伴う台風強大化が島嶼生態系の機能と生物多様性に及ぼす影響評価（科研費基盤研究（B）），研
究代表者：久保田 康裕（琉球大学）（2009.04～2012.03）（分担者） 

 研究集会等の開催  

 大型野生動物データと統計数理（主催機関：統計数理研究所），2011.12.15～2011.12.16，統計数理研究所 

 所内の活動 
 情報基盤小委員会／委員 

 統計科学技術委員会／委員 

 

清水 信夫 
 主な研究課題 
 集約的シンボリックデータのクラスター分析 
 大量の多変量データにおけるいくつかのグループを新たなデータとして見た場合の概念として集約的シン
ボリックデータを考え，それらの平均，分散共分散行列，および比率を考慮した非類似度を定義し，それを
用いたクラスター分析手法について提案した。 

 学会等での口頭発表 
 清水 信夫 *，中野 純司，集約的シンボリックデータのクラスタリング，統計関連学会連合大会，東京，
日本，2011.09.06 

 清水 信夫 *，区間値関数データの階層的クラスタリングおよびその応用，平成 23年度 北海道大学情報基
盤センター 共同研究「シンボリックデータ解析と関数データ解析の融合に関する研究」，札幌，日本，
2012.02.16 

 学会誌等発表  

 Shimizu, N., Hierarchical Clustering for Interval-Valued Functional Data, Proceedings of the 3rd International 

Conference on Intelligent Decision Technologies（KES IDT 2011）, 10, 769-778, doi:10.1007/978-3-642-22194-1, 2011.07 

 Shimizu, N., Dissimilarity criteria in hierarchical clustering for interval-valued functional data, International Journal 

of Knowledge Engineering and Soft Data Paradigms（IJKESDP）, Special Issue: Intelligent Data Analysis and Related 

Topics, 3（2）, 132-142, 2011.12 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 ラフ集合を用いたシンボリックデータ解析法の展開（一般研究 2），研究代表者：南 弘征（北海道大学）（2011.04
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～2012.03）（予算執行責任者） 

 ヒストグラムデータの解析法とその応用（一般研究 2），研究代表者：水田 正弘（北海道大学）（2011.04～2012.03）

（予算執行責任者） 

 管理栄養士の統計力を高める教材開発と講習会開催（一般研究 2），研究代表者：井ノ口 美佐子（西南女学院
大学）（2011.04～2012.03）（予算執行責任者） 

 外国出張・海外研修旅行
 ギリシャ共和国：KES IDT 2011に参加し，発表を行った。（2011.07.19～2011.07.25） 

 教育活動  

 匂いのパターン分析について（統計アドバイス）［東京慈恵会医科大学／藤岡 宏樹 助教］ 

 

志村 隆彰 
 主な研究課題 
 最大値吸引領域分布の逆数関係 
 最大値吸引領域の分布には台の上限が無限と有限の２種類があるが，両者には確率変数の意味で負の逆数
関係が成り立つ。この関係にある分布同士の性質の対応について考察した。 

 学会等での口頭発表 
 志村 隆彰 *，丸め誤差の極限分布，確率論シンポジウム，吹田，日本，2011.12.22 

 志村 隆彰 *，吸引領域の逆数分布，共同研究集会，立川，日本，2012.01.21 

 学会誌等発表  

 Shimura, T., Discretization of distributions in the maximum domain of attraction, Extremes, doi:10.1007/s10687-011- 

0137-7, 2011.07 

 Shimura, T., Limit distribution of a roundoff error, Statistics and Probability Letters, 82, 713-719, doi:10.1016/j.spl. 

2011.12.021, 2012.01 

 志村 隆彰，吸引領域分布の逆数関係，共同研究リポート，274，73-76，2012.02 

 学会・官庁等への協力 
 Mathematical Review（アメリカ数学会）／Reviewer 

 研究集会等の開催  

 無限分解可能過程に関連する諸問題（主催機関：統計数理研究所），2011.11.10～2011.11.12，統計数理研究所 

 極値理論の工学への応用（主催機関：統計数理研究所），2012.01.20～2012.01.21，統計数理研究所 

 

庄 建倉 
 主な研究課題 
 クラスタリングモデルに基づいて地震予知手法の改良 
 目前人気がある地震予測手法は，完全なランダムのポアッソンモデルを基礎モデルとして，前兆を検出す
る。実際には，地震活動はクラスタリングがあって，ETASモデルでよく述べている。この研究では，地震ク
ラスタリングモデルに基づいて，予測手法を改良する。 

 学会等での口頭発表 
 Zechar, J. D. *（ETH）, Hardebeck, J. L.（US Geological Survey）, Michael, A. J.（US Geological Survey）, Naylor, M.

（University of Edinburgh）, Steacy, S.（University of Ulster in Northern Ireland）, Wiemer, S.（ETH）and Zhuang, J., CORSSA: 

Community Online Resource for Statistical Seismicity Analysis - Status & Outlook - Discussion, the 7th International 
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Workshop on Statistical Seismology, Thera, Greece, 2011.05.26 

 Zhuang, J. *, Vere-Jones, D.（Victoria University of Wellington）, Ogata, Y. and Marzocchi, W.（INGV）, Foreshock 

phenomena and the Bath law implied by generic earthquake clustering, the 7th International Workshop on Statistical 

Seismology, Thera, Greece, 2011.05.26 

 Siew, H. -Y. *（Meiji University）and Zhuang, J., Modulated Renewal Models for Inter-event Times of Earthquakes,  
Asia Oceania Geosciences Society（AOGS）8th Annual Meeting, Taipei, Taiwan, 2011.08.10 

 Zhuang, J. and Nanjo, K. *（Earthquake Research Institute, University of Tokyo）, Next-day Earthquake Forecasts Generated 

by the ETAS Model, Asia Oceania Geosciences Society（AOGS）8th Annual Meeting, Taipei, Taiwan, 2011.08.10 

 Zhuang, J. *, Stochastic reconstruction for spatiotemporal branching processes，明治大学 グローバル COEプログ
ラム【現象数理学の形成と発展】第 10回現象数理若手シンポジウム，川崎，日本，2011.09.01 

 Siew, H. -Y. *（Meiji University）and Zhuang, J., Modulated Renewal Models for Inter-event Times of Earthquakes, Asia 

Oceania Geosciences Society（AOGS）8th Annual Meeting, Fukuoka, Japan, 2011.09.06 

 Zhuang, J. *, Next-day earthquake forecasts for the Japan region generated by using a statistical model，統計関連学
会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 Zhuang, J. *, Foreshocks and the Bath law explained by earthquake clustering models, ESF Res. Conferences: 

Continuing Challenges in Earthquake Dynamics: New Methods for Observing and Modelling a Multi-Scale System, 
Obergurgl, Austria, 2011.09.28 

 Zhuang, J. *, Towards dynamic earthquake hazard models: real time probability forecasts + early warning + 

attenuation models + site-condition database, CSEP + REAKT + NERA WORKSHOP AT ETH/SED, Zurich, 
Switzerland, 2011.10.03 

 楠城 一嘉 *（東京大学地震研究所），堀 高峰（海洋研究開発機構），庄 建倉，日本の地殻内応力状態の推定を
目指して，日本地震学会 2011年秋季大会，静岡，日本，2011.10.13 

 庄 建倉 *，Long-term probability forecasts based on background seismicity，日本地震学会 2011年秋季大会，静
岡，日本，2011.10.13 

 Zechar, J. D. *（ETH）, Hardebeck, J. L.（US Geological Survey）, Michael, A. J.（US Geological Survey）, Naylor, M.

（University of Edinburgh）, Steacy, S.（University of Ulster in Northern Ireland）, Wiemer, S.（ETH）and Zhuang, J., CORSSA: 

Community Online Resource for Statistical Seismicity Analysis, 2011 Fall Meeting of the American Geophysical Union

（AGU）, San Francisco, U.S.A., 2011.12.05 

 庄 建倉 *，Testing significance of earthquake precursors: Against complete randomness? Or against earthquake 

clustering models?, 2011 Fall Meeting of the American Geophysical Union（AGU）, San Francisco, U.S.A., 2011.12.07 

 Zhuang, J. *, Next-day Earthquake Forecasts Generated by the ETAS Model and performance evaluation，第 4回 国
際ワークショプ「社会のイノベーションを誘発する情報システム－クライシスに強い社会基盤」，東京，日本，
2012.02.15 

 Zhuang, J. *, On the criticality of branching models for earthquake occurrences, International symposium on statistical 

modeling and real-time probability forecasting for earthquakes, Tokyo, Japan, 2012.03.13 

 学会誌等発表  

 Marzocchi, W. and Zhuang, J., Statistics between mainshocks and foreshocks in Italy and Southern California, 
Geophysical Research Letters, 38（L09310）, doi:10.1029/2011GL047165, 2011.05 

 Zhang, L. -P. and Zhuang, J., An improved version of the Load/Unload Response Ratio method for forecasting strong 

aftershocks, Tectonophysics, 509, 191-197, doi:10.1016/j.tecto.2011.06.008, 2011.08 

 Zechar, D. J., Hardebeck, J. L., Michael, A. J., Naylor, M., Steacy, S., Stefan, W. S., Zhuang, J. and the CORSSA 

Working Group, Community Online Resource for Statistical Seismicity Analysis, Seismological Research Letters, 82, 
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686-690, doi:10.1785/gssrl.82.5.688, 2011.09 

 Zhuang, J. and Jiang, C., Scoring annual earthquake predictions in China, Tectonophysics, 524-525, 155-164, 
doi:10.1016/j.tecto.2011.12.033, 2012.02 

 Parson, T., Ogata, Y., Zhuang, J. and Geist, E. L., Evaluation of static stress change forecasting with prospective and 

blind tests, Geophysical Journal International, 188, 1425-1440, doi:10.1111/j.1365-246X.2011.05343.x, 2012.03 

 著書 
 Zhuang, J., Werner, M. J., Hainzl, S., Harte, D. and Zhou, S., Basic models of seismicity: Spatiotemporal models（（eds.）
Michael, A., Naylor, M., Hardebeck, J., Zhuang, J., Zechar, J., Steacy, S. and Wiemer, S.）, Community Online Resource 

for Statistical Seismicity Analysis, Zurich, Theme V, 20, doi:10.5078/corssa-07487583, 2011.07 

 van Stiphout, T., Zhuang, J., Marsan, D. and Harte, D., Seismicity Declustering（（eds.）Michael, A., Naylor, M., 
Hardebeck, J., Zhuang, J., Zechar, J., Steacy, S. and Wiemer, S.）, Community Online Resource for Statistical Seismicity 

Analysis, Zurich, Theme V, 20, doi:10.5078/corssa-52382934, 2012.02 

 科研費等（代表者） 
 クラスタリングモデルに基づいて地震予知手法の改良（科研費若手研究（B））2010.04～2012.03 

 目前人気がある地震予測手法は，完全なランダムのポアッソンモデルを基礎モデルとして，前兆を検出す
る。実際には，地震活動はクラスタリングがあって，ETASモデルでよく述べている。この研究では，地震ク
ラスタリングモデルに基づいて，予測手法を改良する。 

 外国出張・海外研修旅行
 Greece：研究打合せ，および国際会議 7th International Workshop on Statistical Seismologyに参加し，発表を
行った。（2011.05.21～2011.05.29） 

 New Zealand：総合研究大学院大学若手教員海外派遣事業調査研究：地震活動のモデリングと予測における
点過程のアプリケーションに関する研究を行った。（2011.06.30～2011.08.01） 

 Switzerland，Austria：研究打ち合わせ，国際会議に参加し，発表を行った。（2011.09.23～2011.10.06） 

 U.S.A.：米国地球物理学連合 2011年秋季大会に出席し，発表を行った。（2011.12.04～2011.12.11） 

 研究集会等の開催  

 International symposium on statistical modeling and real-time probability forecasting for earthquakes（主催機関：統計

数理研究所），2012.03.11～2012.03.14，統計数理研究所 

 所内の活動 
 アナルズ編集委員会／委員 

 

鈴木 香寿恵（融合プロジェクト特任研究員） 
 主な研究課題 
 南極氷床コアのベイズ型年代決定補正モデルの構築 
 南極氷床コアには氷自体の水の安定同位体比と氷に閉じ込められた気泡と，2つの年代軸が存在する。古気
候変動をより理解するために，この年代軸をベイズ理論に基づいた補正をするモデルを構築し，退氷期にお
ける気温の上昇するメカニズムを推定する。 

 学会等での口頭発表 
 鈴木 香寿恵 *，1990-2009年における南極氷床への大気輸送起源の空間分布と観測された降雪量の関係，大
気・雪氷間の物質循環と南極への物質輸送に関する研究小集会，立川，日本，2011.11.09 

 鈴木 香寿恵 *，山内 恭（国立極地研究所），本山 秀明（国立極地研究所），川村 賢二（国立極地研究所），南極
氷床への対流圏大気輸送と SAM（AAO）の関係，第 34回 極域気水圏シンポジウム，立川，日本，2011.11.14 
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 本山 秀明 *（国立極地研究所），鈴木 香寿恵，福井 幸太郎（立山カルデラ砂防博物），倉元 隆之（信州大学），
山内 恭（国立極地研究所），藤田 秀二（国立極地研究所），川村 賢二（国立極地研究所），東南極氷床の表面質量
収支変動―2010年の場合―，第 34回 極域気水圏シンポジウム，立川，日本，2011.11.15 

 鈴木 香寿恵 *，山内 恭（国立極地研究所），川村 賢二（国立極地研究所），本山 秀明（国立極地研究所），南極
氷床への対流圏大気輸送と SAM（AAO）の関係，日本気象学会 2011年度秋季大会，名古屋，日本，2011.11.18 

 鈴木 香寿恵 *，川村 賢二（国立極地研究所），Frederic, P.（Laboratoire de Glaciologie et Geophysique de l'Environnement），
阿部 彩子（東京大学大気海洋研究所），樋口 知之，南極氷床コアの年代決定モデルの開発，新領域融合プロジ
ェクト データ同化による複雑システムの定量的理解と計測デザイン 2011年度末研究集会，立川，日本，  

2012.02.13 

 鈴木 香寿恵 *，川村 賢二（国立極地研究所），Frederic, P.（Laboratoire de Glaciologie et Geophysique de l'Environnement），
阿部 彩子（東京大学大気海洋研究所），樋口 知之，ドームふじ氷床コアの年代補正モデルの適用，アイスコア
コンソーシアム研究集会兼先進プロジェクト研究集会「氷床コアからさぐる第四紀の地球気候変動史」，立 

川，日本，2012.03.21 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 氷床コアの総合解析による様々な時間スケールの地球環境変動の解明（科研費基盤研究（S）），研究代表者：
本山 秀明（国立極地研究所）（2009.04～2014.03）（連携研究者） 

 

関 真美（特任研究員） 
 主な研究課題 
 レセプトデータベースのバリデーション研究のためのデータセット作成方法に関する研究 
 本年度，国によるナショナルレセプトデータベースが試行的に提供されることとなり，国や医療機関が保
有する特異な構造を持つレセプト電算データから効率よく解析可能なデータセットを作成する方法を研究す
るもの。 

 学会等での口頭発表 
 関 真美 *，レセプトデータベースを用いた医薬品のリスク評価，the 4th ISSI: Resilient Social Infrastructure 

against Crises，東京，日本，2012.02.16 

曹 纓 
 主な研究課題 
 海生哺乳類の系統進化及び分岐年代に関する研究 
 DNAなど分子データを基に，海生哺乳類の系統及び分岐年代の解析を行った。化石記録によるカリブレー
ションの入れ方，タクソンサンプリングと事前確率分布の関係を調べた。極端に進化速度が異なる場合，推
定値が事前確率分布に大きく依存することをつきとめた。 

 学会等での口頭発表 
 Cao, Y. *, Molecular Phylogeny and Timescale of Mammals，共同研究集会，TaiYuan，China，2011.08.06 

 Cao, Y. *, Molecular Phylogenetics and its Application to Mammalian Evolution，共同研究集会，Shanghai，China，
2011.08.08 

 瀬川 高弘 *（国立極地研究所），牛田 一成（京都府立大学），曹 纓，アイスコア中に含まれる抗生物質耐性遺
伝子の網羅的解析および分子進化解析，共同研究集会，東京，日本，2011.12.19 

 米澤 隆弘 *（復旦大学），曹 纓，極限環境と海生哺乳類の進化，共同研究集会，東京，日本，2012.02.21 
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 学会誌等発表  

 Jin, K., Xue, C., Wu, X., Qian, J., Zhu, Y., Yang, Z., Yonezawa, T., Crabbe, M. J. C., Cao, Y., Hasegawa, M., Zhong, Y. 

and Zheng, Y., Why Does the Giant Panda Eat Bamboo? A Comparative Analysis of Appetite-Reward-Related Genes 

among Mammals, PLoS ONE, 6（7）, 1-8, doi:10.1371/journal.pone.0022602, 2011.07 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 ゲノム系統学の方法と実践（科研費基盤研究（C）），研究代表者：長谷川 政美（2010.04～2012.03）（分担者） 

 外部機関との共同研究 
 Molecular Phylogeny and Evolution of Vertebrates（Shanghai Fudan University）（分担者） 

 地球環境変動の解析と地球生命システム学の構築（国立極地研究所）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 China：分子進化に関する研究集会の出席，並びに共同研究の打ち合わせを行った。（2011.08.02～2011.08.14） 

 教育活動  

 分子系統樹推定の理論と実践について［総合研究大学院大学 科学研究科 生命共生体進化学専攻 博士課程
／乾 こゆる］ 

 

染谷 博司 
 主な研究課題 
 ロバストな最適化のための実数値GAの理論解析 
 実数値型遺伝的アルゴリズムは，多峰性や高次元性といった特徴を有する複雑な目的関数にも有効な強力
な汎用最適化法である。本研究では，交叉の理論解析を通して，解空間の境界付近に最適解が位置する目的
関数における最適化性能を改善した。 

 学会等での口頭発表 
 染谷 博司 *，実数値型遺伝的アルゴリズムにおける三次統計量の理論解析，人工知能学会 第 25回全国大
会，盛岡，日本，2011.06.02 

 染谷 博司 *，遺伝的アルゴリズムの最適化原理とその設計技術，数理システム 公開セミナー，東京，日
本，2011.06.13 

 染谷 博司 *，実数値型遺伝的アルゴリズムのパラメータ設定における可制御性の考察，第1回 進化計算学
会研究会／第 7回 進化計算フロンティア研究会 合同研究会，東京，日本，2011.09.10 

 染谷 博司 *，確率的最適化アルゴリズムにおける定量的設計の重要性について，電気学会・システム研究
会，山口，日本，2011.12.03 

 学会誌等発表  

 染谷 博司，半田 久志，小圷 成一，確率的最適化の設計技術と適用技術，電気学会論文誌 C 電子・情報・
システム部門誌，132，2-5，doi:10.1541/ieejeiss.132.2，2012.01 

 Someya, H., Theoretical basis of parameter tuning for finding optima near the boundaries of search spaces in 

real-coded genetic algorithms, Soft Computing, 16, 23-45, doi:10.1007/s00500-011-0732-1, 2012.01 

 著書 
 飯間 等，岡本 卓，片田 喜章，元木 誠，相吉 英太郎，安部 恵介，石亀 篤司，貝原 俊也，河野 幸弘，
北山 哲士，小圷 成一，小林 容子，坂本 義行，鈴木 昌和，染谷 博司，星 義克，堀内 匡，増田 和明，松
井 哲郎，宮崎 道雄，村上 譲司，森 一之，安田 恵一郎，Particle Swarm Optimizationと情報知能産業システ
ム（情報知能システムとその産業応用調査専門委員会（編）），電気学会，東京，1217，2011.03 



 
71 

 科研費等（代表者） 
 非対称正規分布を適用した粒子群最適化法による大域的探索（科研費若手研究（B））2010.04～2013.03 

 PSO の探索軌道生成の確率密度関数に非対称正規分布を適用し大域的探索能力を高めた Cautious Particle 

Swarmを提案し，大域的探索能力を高めるための PSOの設計論とその有効性の解明に取り組む。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 ウェット GAの分子実現に基づく高度並列型進化計算理論の構築（科研費基盤研究（B）），研究代表者：山村 

雅幸（東京工業大学）（2011.04～2014.03）（連携研究者） 

 学会賞等の受賞 
 人工知能学会 2011年度全国大会優秀賞（人工知能学会）2011.07 

 学会・官庁等への協力 
 IEEE CEC 2011／Technical Program Committee 

 計測自動制御学会 システム・情報部門 知能工学部会／幹事 

 計測自動制御学会 システム・情報部門 部門運営委員会／委員 

 計測自動制御学会 論文集委員会／委員 

 進化計算学会／研究会専門委員 

 進化計算学会 2011年度表彰委員会／委員 

 人工知能学会 進化計算フロンティア研究会／研究会優秀賞選考委員会委員，専門委員 

 電気学会 システム技術委員会／委員 

 電気学会 確率的最適化アルゴリズムの設計技術調査専門委員会／委員長 

 電気学会 実応用を指向する機械学習技術調査専門委員会／委員 

 電気学会 情報知能システムの新展開とその産業応用調査専門委員会／委員 

 電気学会 電子・情報・システム部門 論文委員会／委員 

 

高橋 勇人（特任研究員） 
 主な研究課題 
 乱数の研究 
 乱数の総合的な研究。 

 学会等での口頭発表 
 Takahashi, H. *, Some limits to nonparametric estimation for ergodic processes, ISIT2011, St. Petersburg, Russia, 
2011.08.05 

 高橋 勇人 *，釜江 哲朗，梅野 健，乱数の理論と検定，第 2回複雑コミュニケーションサイエンス研究会，
宮古島，日本，2011.11.12 

 Takahashi, H. *, Algorithmic analogies Kamae-Weiss theorem on normal numbers, Solomonoff 85th memorial 

conference, Melbourne, Australia, 2011.12.01 

 学会誌等発表  

 Takahashi, H. Computational limits to nonparametric estimation for ergodic processes, IEEE Transactions Information 

theory, 57, 6995-6999, 2011.10 

 外国出張・海外研修旅行
 Russia：国際会議 ISIT2011に参加及び発表を行った。（2011.07.30～2011.08.07） 

 China：北京航空航天大学数学科 薛教授研究室を訪問し，研究打合せを行った。（2011.08.13～2011.09.03） 

 Australia：Solomonoff 85th Memorial Conferenceに参加し，発表を行った。（2011.11.28～2011.12.03） 
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高橋 久尚（特任研究員） 
 主な研究課題 
 テキストマイニングを用いた PIO-NETデータの自動分類 
 PIO-NET データの自然言語で書かれた部分をテキストマイニング技術を使って統計的に分析し，各相談案
件にふさわしい分類コードを付与する手法に関する研究である。 

 外部機関との共同研究 
 PIO-NETの自然言語データを利用したデータ解析技術に関する研究業務（産業技術総合研究所）（分担者） 

 

瀧澤 由美 
 主な研究課題 
 神経系に基づく時空間知覚の研究 
 脳の信号処理の基本機能として時空間知覚に着目し，神経細胞とその集合体のモデルに基づく数理的アル
ゴリズムを構成した。具体的には，平面または空間中の多波源で発生するパルスを複数センサーにより受信
し，その発生時刻，位置を推定する解析系を構築した。 

 学会等での口頭発表 
 Takizawa, Y. and Fukasawa, A *, Neural Signal Processing Scheme and its Application to Multiple Sound Source 

Location, International Conference on Applied Mathematics, Simulation, Modelling（ASM'12）, Vouliagmeni, Greece, 
2012.03.07 

 外部機関との共同研究 
 生物の信号処理における数理的および解剖学的研究（総合研究大学院大学）（研究代表者） 

 外国出張・海外研修旅行
 フランス共和国：フランス郵電省研究所を訪問，11th WSEAS International Conference on Signal Processing

（SIP'12）に参加した。（2012.03.30～2012.03.31） 

 所内の活動 
 安全衛生委員会／委員 

 総研大の活動 
 統計科学専攻教育研究委員会／委員 

 

田中 英希（融合プロジェクト特任研究員） 
 主な研究課題 
 新しいフーリエ記述子によるマウス下顎骨の数値記述，およびそれを用いた統計解析 
 2次元画像における物体の外郭線の部分形状も開曲線として表される。このような開曲線形状を数値記述す
るために速度フーリエ記述子を提案した。また，これを用いてマウス下顎骨形状の統計解析を行った。 

 学会等での口頭発表 
 田中 英希 *，田村 義保，開曲線形状解析のための速度フーリエ記述子，融合「遺伝機能」プロジェクト
会議，東京，日本，2011.10.20 
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田中 豊（特命教授） 
 主な研究課題 
 計算機統計学に関する国際連携の推進 
 国際計算統計学会 IASC役員としての職務遂行を中心にして国際連携を推進した。①“計算統計学，データ
マイニングと知識獲得”に関する IASC Committee の設立。②昨年度に引き続き，ネット選挙導入のための
IASCの会則変更に関して全会員のネット投票により最終決定し，2011-2013の IASC役員選挙を実施。③IASC

アジア支部台北大会 Joint2011 およびそのサテライト会議の役員として会議の計画・実施に協力。④IASC 

Webpagesおよびメーリングリストの移転・保守・管理の問題で懸案のペルージャ大学からの移転問題に関し
てWGを作って検討し，Webpagesは ISIサーバー上に移転，新規役員のメーリングリストは Google上で作成
し運用を開始。⑤ISI2013，COMPSTAT2012，IASC世界大会（2013），IASC-ARS第 8回大会など IASCが主
催・共催する国際会議，日本計算機統計学会主催の計算機統計学に関する日韓統計会議（2011.11，釜山）の
準備と実施への協力を行った。 

 学会等での口頭発表 
 Hayashi, K. *（Okayama University）and Tanaka, Y., Sensitivity analysis for multiple similarity method and its 

application, 58th ISI World Statistics Congress, Dublin, Ireland, 2011.08.24 

 学会誌等発表  

 Tomita, M., Hashimoto, N. and Tanaka, Y., Association study for the relationship between a haplotype or haplotype set 

and multiple quantitative responses, Computational Statistics & Data Analysis, 55（6）, 2011.06 

 外国出張・海外研修旅行
 連合王国：研究打ち合わせを行った。（2011.08.16～2011.08.18） 

 アイルランド：第 58回 ISI世界大会に参加，IASC会長として IASC評議員会および総会の議長，またセッ
ション座長を務めたほか，ISI Council Meeting等のいくつかの委員会に出席した。（2011.08.19～2011.08.30） 

 

田村 義保 
 主な研究課題 
 原発事故に起因する放射能汚染の分析 
 東日本大震災が原因となり，東京電力福島第一原子力発電所の 1 号炉から 4 号炉においては電源喪失など
により大量の放射能を放出した。文科省，東京電力，福島県などが公表しているデータを収集し事故の環境
への影響についての分析を試みた。 

 学会等での口頭発表 
 Miwakeichi, F. *, Oku, Y.（Hyogo College of Medicine）, Okada, Y.（Keio University）, Kawai, S., Tamura, Y. and Ishiguro, 
M., A spatio-temporal analysis for detecting neural activation in the imaging data, 58th World Statistics Congress of the 

International Statistical Institute, Dublin, Ireland, 2011.08.26 

 田村 義保 *，統計数理研究所の新しい物理乱数発生装置，国立極地研究所研究集会，立川，日本，2011.12.06 

 Tamura, Y. *, Research resources providing by the Institute of Statistical Mathmatics - Hardware, software, methods 

and models -, International Symposium on Scientific Resource Sharing at Sokendai 2011, Okazaki, Japan, 2011.12.07 

 学会誌等発表  

 田村 義保，統計的データ解析入門 第3回：多変量解析概論，知能と情報（日本知能情報ファジー学会），
23，228-234，2011.04 

 Lal, A., Oku, Y., Hulsmann, S., Okada, Y., Miwakeichi, F., Kawai, S., Tamura, Y. and Ishiguro, M., Dual oscillator 

model of the respiratory neuronal network generating quantal slowing of respiratory rhythm, Journal of Computational 
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Neuroscience, 30, 225-240, doi:10.1007/s10827-010-0249-0, 2011.06 

 Miwakeichi, F., Oku, Y., Okada, Y., Kawai, S., Tamura, Y. and Ishiguro, M., Detection and Visualization Method of 

Dynamic State Transition for Biological Spaito-Temporal Imaging Data, IEEE Transactions on Medical Imaging, 30, 
859-866, 2011.08 

 Konno, H. and Tamura, Y., A generalized Cauchy process having cubic nonlinearity, Reports on Mathemaatical 

Physics, 67, 179-195, 2011.12 

 著書 
 田村 義保，シミュレーション辞典（日本シミュレーション学会（編）），コロナ社，東京，2012.01 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 知識基盤社会における統計教育の新展開の研究－小中高と大学・社会を繋ぐ教育システム（科研費基盤研究
（B）），研究代表者：渡辺 美智子（東洋大学）（2009.04～2013.03）（分担者） 

 調査データベース公有化における個人データ保護の統計理論（科研費基盤研究（B）），研究代表者：佐井 至
道（岡山商科大学）（2010.04～2013.03）（連携研究者） 

 学会賞等の受賞 
 日本計算機統計学会ソフトウェア賞（日本計算機統計学会）2011.05 

 日本統計学会教育賞（日本統計学会）2011.09 

 外国出張・海外研修旅行
 U.S.A.：CUG2011に参加しスパコンの最新情報の収集を行った。（2011.05.23～2011.05.29） 

 China：文部科学省国費留学者に対する専門日本語教育を行った。（2011.07.31～2011.09.04） 

 U.S.A.：SC11に参加し高速計算機の最新動向の調査を行った。（2011.11.12～2011.11.19） 

 学会・官庁等への協力 
 一般財団法人 統計質保証推進協会／理事 

 応用経済時系列研究会／監事 

 信号処理研究会／信号処理編集委員 

 統計検定 運営委員会／委員 

 統計検定 基準委員会／委員 

 統計検定 質保証委員会／委員 

 特定非営利活動法人 横断型基幹科学技術研究団体連合／副会長 

 日本統計学会／評議員 

 教育活動  

 Detecting misfits of the ETAS for seismicity anomalies（博士審査：主査）［総合研究大学院大学／熊澤 貴雄］ 

 Stochastic Models and Forecast for Recurrent Earthquakes（博士審査：主任指導）［総合研究大学院大学／野村 俊
一］ 

 データ解析［慶應義塾大学理工学部／3，4年］ 

 基本統計学［放送大学足立学習センター，神奈川学習センター］ 

 推測統計［総務省 統計研修所／研修生］ 

 物理学 A（力学）［東京工業大学］ 

 研究集会等の開催  

 共同研究集会「医用診断のための応用統計数理の新展開」（主催機関：統計数理研究所），2011.09.08～2011.09.09，
統計数理研究所 

 共同研究集会「経済物理学とその周辺」（主催機関：統計数理研究所），2011.09.08～2011.09.09，統計数理研究所 

 共同研究集会「官庁統計データの公開における諸問題の研究と他分野への応用」（主催機関：統計数理研究所），
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2011.10.21～2011.10.22，統計数理研究所 

 共同研究集会「医学・工学における逆問題とその周辺」（主催機関：統計数理研究所），2011.11.27～2011.11.28，
統計数理研究所 

 共同研究集会「社会物理学の展開」「経済物理学とその周辺」合同（主催機関：統計数理研究所），2012.01.06

～2012.01.07，統計数理研究所 

 高校数学・新課程研修会 2012 冬 大坂（主催機関：高校数学・新課程を考える会），2012.01.29，大阪大学中之
島センター 

 高校数学・新課程研修会 2012 冬 鹿児島（主催機関：高校数学・新課程を考える会），2012.02.04～2012.02.05，
鹿児島文化センター 

 高校数学・新課程研修会 2012冬 立川（主催機関：高校数学・新課程を考える会），2012.02.12，統計数理研究所 

 共同研究集会「スポーツと統計科学の融合シンポジウム」（主催機関：統計数理研究所），2012.03.05，統計数
理研究所 

 所内の活動 
 NOE形成事業運営委員会／委員 

 ゲストハウス等運営委員会／委員長 

 セキュリティチーム／委員長 

 ハラスメント防止委員会／委員 

 安全衛生委員会／委員長 

 運営会議／委員 

 運営企画本部／委員 

 研究主幹等会議／委員 

 施設環境委員会／委員長 

 所内情報チーム／副委員長 

 情報セキュリティ委員会／委員長 

 人事委員会／委員 

 節電対策委員会／委員長 

 総務委員会／委員長 

 統計科学技術委員会／委員 

 評価委員会／委員長 

 総研大の活動 
 「脳科学専攻間プログラム｣特別委員会／委員 

 脳科学のための統計入門／講義（脳科学） 

 複合科学研究科教授会／委員 

 

陳 希（特任研究員） 
 主な研究課題 
 Causal inference and discovery 
 The problem of parameter identification in linear Structural Equation Models（SEMs）. 
 学会等での口頭発表 
 陳 希 *，黒木 学，Identification of Causal Effects in Linear SEMs using the Generalized Instrumental Variable 

Function，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 
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 陳 希 *，Solving the Causal Identification Problem in Linear Structural Equation Models，人工知能学会 第 83回
人工知能基本問題研究会，東京，日本，2011.11.26 

 Chan, H. *, Applying Sensitivity Analysis on Probabilistic Graphical Models, International Conference on Advances 

in Probability and Statistics, Hong Kong, China, 2011.12.29 

 外国出張・海外研修旅行
 中華人民共和国：International Conference on Advances in Probability and Statistics - Theory and Applicationsに参
加し，研究発表を行った。（2011.12.27～2012.01.06） 

 

土屋 隆裕 
 主な研究課題 
 国際成人力調査の調査設計・実施 
 OECDが進める国際成人力調査の日本における調査設計と実査を行った。 

 学会等での口頭発表 
 土屋 隆裕 *，日本人の国民性調査と東京定期調査，統計数理研究所 調査科学研究センター 設立記念シン
ポジウム，東京，日本，2011.06.27 

 Tsuchiya, T. * and Hirai, Y.（Tokyo Metropolitan University）, An approach to understanding the underreporting tendency 

in the item count technique, 4th Conference of the European Survey Research Association, Lausanne, Switzerland, 
2011.07.19 

 土屋 隆裕 *，間接質問法の新展開，科研費研究集会，東京，日本，2012.02.14 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 初等教育段階の児童を対象とする放課後活動支援のあり方に関する国際比較研究（科研費基盤研究（B）），研
究代表者：金藤 ふゆ子（常磐大学）（2010.04～2013.03）（分担者） 

 アジア・太平洋価値観国際比較調査（科研費基盤研究（S）），研究代表者：吉野 諒三（2010.04～2015.03）（分担

者） 

 科学的政策決定のための統計数理基盤整備とその有効性実証（科研費基盤研究（A）），研究代表者：北川 源
四郎（情報・システム研究機構）（2011.04～2012.03）（分担者） 

 低経済成長下での産業・企業構造の変容の測定：産業格付けの変動と中小企業問題（科研費基盤研究（B）），
研究代表者：松田 芳郎（青森公立大学）（2011.04～2014.03）（分担者） 

 経済統計・政府統計の数理的基礎と応用（科研費基盤研究（A）），研究代表者：山本 拓（日本大学）（2011.04

～2015.03）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 Korea：児童の放課後活動に関して情報収集を行った。（2011.05.30～2011.06.02） 

 Switzerland：国際会議 ESRA2011 に出席して研究発表を行うとともに，国際比較調査に関する情報収集を
行った。（2011.07.18～2011.07.24） 

 France：国際成人力調査 NPM会合に出席し，情報収集を行った。（2012.02.26～2012.03.02） 

 学会・官庁等への協力 
 経済産業省 特定サービス産業動態統計調査の推計方法等に関する調査研究会／委員 

 国土交通省 建設工事統計調査検討会／委員 

 国立教育政策研究所／PIAAC National Sampling Manager 

 財団法人 日本学校保健会 今後の健康診断の在り方に関する調査委員会／委員 

 財団法人 日本学校保健会 保健室利用状況調査委員会／委員 
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 財団法人 日本学校保健会 養護教諭の職務に関する検討委員会／委員 

 財務省 法人企業統計研究会／委員 

 独立行政法人 統計センター 統計技術研究会／委員 

 日本分類学会／編集委員 

 文部科学省 「非常災害時の子どもの心のケアに関する調査」協力者会議／協力者 

 文部科学省 初等中等教育局 「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調
査」協力者会議／協力者 

 文部科学省 初等中等教育局 全国的な学力調査に関する専門家会議／委員 

 文部科学省 初等中等教育局 平成 25年度きめ細かい調査の実施内容に関する検討チーム／委員 

 文部科学省 生涯学習政策局／統計分析アドバイザー 

 文部科学省 生涯学習政策局 生涯学習に関するデータの集積の在り方に関する部会／委員 

 文部科学省 全国的な学力調査に関する専門家会議 分析・活用等ワーキンググループ／委員 

 教育活動  

 子どもの体験活動の実態に関する調査研究［独立行政法人 国立青少年教育振興機構］ 

 子どもの読書活動と人材育成に関する調査研究［独立行政法人 国立青少年教育振興機構］ 

 社会教育調査法［国立教育政策研究所 社会教育実践研究センター 社会教育主事講習］ 

 小学校外国語活動実施状況調査［文部科学省 初等中等教育局 国際教育課］ 

 数量化法［大阪大学大学院 人間科学研究科］ 

 統計実務講座［現代統計実務講座 受講生］ 

 所内の活動 
 将来計画委員会／委員 

 知的財産委員会／委員 

 評価委員会／委員 

 

椿 広計 
 主な研究課題 
 定量的リスク科学 
 環境，食品，経営政策科学などの定量的リスクとベネフィット評価にかかわるデータ科学的研究。 

 学会等での口頭発表 
 椿 広計 *，パネリストとして 3つの提言，横幹連合緊急シンポジウム「強靭な社会インフラの再構築に向
けて科学技術は何をなすべきか」，東京，日本，2011.04.25 

 椿 広計 *，竹内啓著「偶然とは何か」とリスク解析，日本規格協会 品質工学研究グループ，東京，日本，
2011.05.12 

 椿 広計 *，統計・データの質マネジメント研究会中間報告 プロダクト・プロセス・デザインの質を巡る
様々な議論，日本品質管理学会 研究発表会，東京，日本，2011.05.28 

 椿 広計 *，応用統計学への社会的期待―限られた経験からの将来展望，応用統計学会年次大会，大阪，日
本，2011.06.04 

 椿 広計 *，産業界が必要とするマネジメント人材の力量に関する国際調査報告，横幹連合人材教育委員会，
東京，日本，2011.06.15 

 竹下 潤一 *（産業技術総合研究所），蒲生 昌志（産業技術総合研究所），金藤 浩司，椿 広計，共分散構造分析
を利用した臓器別 NOEL値と相対毒性値の推定，日本オペレーションズ・リサーチ学会 「OR横断若手の会」
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研究部会 若手交流会，滋賀，日本，2011.08.30 

 奥原 浩之 *（大阪大学），津田 博史（同志社大学），渋谷 和彦，椿 広計，北川 源四郎（情報・システム研究
機構），京都市における環境情報収集と還元に関する社会実験計画，2011年度 統計関連学会連合大会，福岡，
日本，2011.09.05 

 椿 広計 *，企画セッション「大震災の科学的評価と人間行動」総合討論，統計関連学会連合大会，福岡，
日本，2011.09.05 

 篠 恭彦 *（日本能率協会），小此木 祐二（厚生労働省），澤村 保則（総務省），山本 渉（電気通信大学），元山 斉，
椿 広計，ISO 20252の公的統計への適用可能性とその問題点，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.06 

 椿 広計 *，和田 かず美（統計センター），非正規分布に従う変量の集計とウェイト調整，統計関連学会連合
大会，福岡，日本，2011.09.07 

 椿 広計 *，人間は進歩するが歴史は回転する，日本行動計量学会，岡山，日本，2011.09.12 

 竹下 潤一 *（産業技術総合研究所），蒲生 昌志（産業技術総合研究所），金藤 浩司，椿 広計，動物試験データ
の相関構造に基づく臓器別 NOEL値及び相対毒性値の推定，日本オペレーションズ・リサーチ学会 2011年秋
季研究発表会，兵庫，日本，2011.09.21 

 Tsubaki, H. *, Role of Quality Management Principle for Drug Development, 3rd Global Quality Assurance 

Conference, Kyoto, Japan, 2011.11.15 

 椿 広計 *，システム経営とシナリオ経営，第4回 横断型基幹科学技術研究団体連合コンファレンス，能美，
日本，2011.11.29 

 椿 広計 *，モデリングの社会的価値，融合研究ワークショップ，東京，日本，2012.02.14 

 椿 広計 *，想定外の数理：リスク管理の立場から，情報とシステム 2011，東京，日本，2012.02.15 

 丸山 宏 *，矢野 和男 *（日立製作所），川崎 能典 *，椿 広計 *，北野 潤 *（国立遺伝学研究所），馬場 知
哉 *（国立遺伝学研究所），漆谷 重雄 *（国立情報学研究所），岡田 仁志 *（国立情報学研究所），パネルディスカ
ッション「システムズ・レジリエンス学創成に向けて」，情報・システム研究機構 シンポジウム 2011，東京，
日本，2012.02.15 

 元山 斉 *，児玉 直美（経済産業省），椿 広計，企業活動基本調査と事業所・企業統計調査のリンケージに
基づいた企業活動基本調査の全体推計の試み，融合プロジェクト 国際ワークショップ「社会のイノベーショ
ンを誘発する情報システム―クライシスに強い社会基盤―」，東京，日本，2012.02.16 

 椿 広計 *，クライシス対応学，リスク情報システム学の構築，東京，日本，2012.02.18 

 椿 広計 *，臨床評価の黎明期にあって，藤田利治先生追悼シンポジウム，東京，日本，2012.02.18 

 学会誌等発表  

 影山 正幸，藤井 孝之，金藤 浩司，椿 広計，An extension of CVaR using non-precise a-priori distribution and its 

application，数理解析研究所講究録，1734，133-139，2011.05 

 Tomosada, M. and Tsubaki, H., Novel Mixture Model for Mixed Pixel Classification of Multispectral Image Data, 
INTERNATIONAL JOURNAL OF MATHEMATICAL MODELS AND METHODS IN APPLIED SCIENCES, 5（1）, 
175-183, 2011.05 

 Kageyama, M., Fujii, T., Kanefuji, K. and Tsubaki, H., Conditional Value at Risk for Random Immediate Reward 

Variables in Markov Decision Processes, American Journal of Computational Mathematics, 1, 183-188, 2011.06 

 石田 実，西尾 チヅル，椿 広計，2 値変量に基づく教師無分類における類似係数の選択，行動計量学，38

（1），65-81，2011.06 

 椿 広計，日本品質管理学会の 40年と将来，品質，40（3），292-293，2011.06 

 大野 忠士，山下 智志，椿 広計，与信判断が確率変動するときの倒産企業の信用リスク値分布のモデル化
―Skew-normal分布の応用，統計数理，59（1），3-23，2011.06 
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 Kageyama, M., Fujii, T., Kanefuji, K. and Tsubaki, H., An Extension of Risk Measures Using Non-Precise a-Priori 

Densities, Journal of Uncertain Systems, 5（4）, 314-320, 2011.08 

 岡本 基，椿 広計，情報・システム研究機構における公的統計二次利用の取組み，ESTRELA，214，42-43，
2012.01 

 科研費等（代表者） 
 レセプトなどを利用した薬剤疫学データベース作成に関する研究（厚生労働科学研究費）2011.04～2012.03 

 レセプト情報を利用した薬剤疫学的方法による医薬品安全性評価の有効性についての実証研究を行う。故
藤田利治教授代表者の研究班を引き継いだもの。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 公的統計の提供方法に関する理論的・実際的研究（科研費基盤研究（B）），研究代表者：美添 泰人（青山学院
大学）（2009.04～2012.03）（連携研究者） 

 冷凍食品の安全性確保のための微生物規格基準設定に関する研究（厚生労働科学研究費），研究代表者：春日 

文子（国立医薬品食品衛生研究所）（2010.04～2013.03）（分担者） 

 科学的政策決定のための統計数理基盤整備とその有効性実証（科研費基盤研究（A）），研究代表者：北川 源
四郎（情報・システム研究機構）（2010.04～2015.03）（分担者） 

 低経済成長下での産業・企業構造の変容の測定：産業格付けの変動と中小企業問題（科研費基盤研究（B）），
研究代表者：松田 芳郎（青森公立大学）（2011.04～2012.03）（連携研究者） 

 外国出張・海外研修旅行
 Germany：ISO TC 69総会報告ならびに TC69／SC 8総会委員長として議事，WGに参加した。（2011.07.16～

2011.07.24） 

 U.S.A.：ISO TC 69／SC 8／WG1，2，3中間会議に参加した。（2012.02.01～2012.02.05） 

 学会・官庁等への協力 
（独） 日本科学技術振興機構／特任フェロウ 

 ISO/ TC 69/ SC 8／委員長 

 応用統計学会／会長 

 横断型基幹科学技術研究団体連合 経営高度化研究会／副主査 

 横断型基幹科学技術推進協議会／監事 

 各府省横断統計品質ワーキンググループ／委員 

 経済産業省 日本工業標準調査会 適合性評価部会／臨時委員 

 厚生労働省 薬事食品衛生審議会 再評価部会／臨時委員 

 総務省 独立行政法人評価委員会／委員 

 統計関連学会連合／理事長 

 内閣府 統計委員会／委員，匿名データ部会長 

 日本学術会議／連携会員，放射能対策委員会幹事 

 日本計算機統計学会／学会誌編集委員 

 日本計量生物学会／理事 

 日本統計学会／代議員 

 日本品質管理学会／理事 

 日本品質管理学会 統計・データの質マネジメント研究会／主査 

 日本品質管理学会 統計教育（TQE）委員会／委員 

 農林水産省 統計民間開放技術検討会／座長 
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 教育活動  

 「リスクマネジメント」の講義［首都大学東京 システムデザイン学部／4年］ 

 「ルテインの評価プロジェクト形成」（専門職修士審査主査）［筑波大学大学院 ビジネス科学研究科 国際経
営プロフェッショナル専攻／橋本 正文］ 

 「公的統計の体系」に関する講義［島根大学 医学部／3年］ 

 「統計モデル総論」の講義［筑波大学大学院 ビジネス科学研究科 企業科学専攻（後期博士課程）］ 

 「臨床試験方法論」の講義［慶應義塾大学大学院 健康マネジメント研究科］ 

 Operations Management 1“Uncertainty Management”［筑波大学大学院 ビジネス科学研究科 国際経営プロフ
ェッショナル専攻における講義］ 

 Quantification of Sovereign Risk（博士論文副指導，審査副査）［筑波大学大学院 ビジネス科学研究科 企業科学
専攻／大城 直人］ 

 交互作用統計量に基づく消費者選好構造に関する研究（博士論文救指導，審査副査）［筑波大学大学院 ビジネ
ス科学研究科 企業科学専攻／石田 実］ 

 多変量解析入門，因果分析入門の講義［㈶日本科学技術連盟 多変量解析入門セミナー，多変量解析応用セ
ミナー］ 

 投資家が利用する情報の特性と株式リターンへの影響分析（博士主指導，博士論文審査副査）［筑波大学大学
院 ビジネス科学研究科 企業科学専攻／吉野 貴晶］ 

 統計教育法の指導的講演［総務省統括官室主催 小中高統計指導者講習会］ 

 統計指導法の研修講師［筑波大学附属駒場高等学校における筑波大学主催 中高教員統計研修］ 

 品質月間講演「品質の道理を尽くす」［大阪地区産業界，高崎原子力機構 研究者］ 

 不動産市場の構造と価格形成に関する分析（博士論文査読，博士副指導，博士審査副査）［筑波大学大学院 ビ
ジネス科学研究科 企業科学専攻／小林 秀二］ 

 所内の活動 
 NOE形成事業運営委員会／副委員長 

 ハラスメント防止委員会／委員長 

 リスク解析戦略研究センター／センター長 

 運営会議／委員 

 運営企画本部／委員 

 研究主幹等会議／委員 

 研究倫理審査委員会／委員長 

 将来計画委員会／委員長 

 人事委員会／委員長 

 利益相反委員会／委員 

 総研大の活動 
 多次元解析特論Ⅰ／講義 

 データ科学総合研究Ⅴ／講義 

 データ設計論／講義 

 統計科学講究Ⅱ／講義 

 複合科学研究科教授会／委員 
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Dou Xiaoling（融合プロジェクト特任研究員） 
 主な研究課題 
 QTL 解析における影響分析  
 量的形質遺伝子座（QTL）解析において尤度比（LOD）曲線の形に大きく影響を与える個体を特定するた
めのいくつかの影響関数を提案した。動作特性曲線（ROC曲線）を用いてこれらの影響関数の有効性を確認
した。さらに，統計的検定の手法で影響度の大きい個体を特定する方法（閾値を選ぶ方法）を提案した。 

 学会等での口頭発表 
 Dou, X. *, 白旗 慎吾（大阪大学），杉本 大樹（自治医科大学），小出 剛（国立遺伝学研究所），マウス超音波発
声データのクラスタリング，融合「遺伝機能」プロジェクト会議（2011年度 報告会議その1），東京，日本  

2011.10.20 

 Dou, X. *, 栗木 哲，QTL解析の影響分析：手法比較と今後の課題，融合「遺伝機能」プロジェクト会議（2011

年度 報告会議その 1），東京，日本，2011.10.20 

 Dou, X. *, Shirahata, S.（Osaka University）, Sugimoto, H.（Jichi Medical University）and Koide, T.（National Institute of 

Genetics）, Clustering on Mouse Ultrasonic Vocalization Data, The 25th Symposium of Japanese Society of 

Computational Statistics, Busan, Korea, 2011.11.11 

 Dou, X. *, Shirahata, S.（Osaka University）, Sugimoto, H.（Jichi Medical University）and Koide, T.（National Institute of 

Genetics）, Cluster Analysis of Mouse Ultrasonic Vocalization Data, 7th IASC-ARS joint 2011 Taipei Symposium, Taipei, 
Taiwan, 2011.12.18 

 学会誌等発表  

 Huang, J. S., Dou, X., Kuriki, S. and Lin, G. D., Dependence structure of bivariate order statistics from bivariate 

distributions with applications, Research Memorandum, 1156, 2012.03 

 外国出張・海外研修旅行
 Korea：Joint Meeting of the Korea-Japan Conference of Computational Statistics and the 25th Symposium of 

Japanese Society of Computational Statisticsに参加し，発表を行った。（2011.11.10～2011.11.13） 

 Taiwan：Joint Meeting go The 2011 Taipei International Statistical Symposium and 7th Conference of the Asian 

Regional Section of the IASCに参加し，発表を行った。（2011.12.15～2011.12.19） 

 

長尾 大道（特任教員・特任准教授） 
 主な研究課題 
 大地震によって励起される大気変動および電離層変動のデータ同化 
 大地震によって励起された地震音波の伝搬に関する数値シミュレーションと微気圧観測データに，データ
同化の手法を適用して震源パラメータを推定し，2008年の岩手・宮城内陸地震や 2011年の東日本大震災に伴
う大気および電離層の振動を再現することに成功した。 

 学会等での口頭発表 
 長尾 大道 *，樋口 知之，三浦 哲（東京大学地震研究所），稲津 大祐（東北大学大学院），粒子フィルタ法を
利用した日本沿岸部における潮位の長期変動解析，データ同化ワークショップ，つくば，日本，2011.04.22 

 Nagao, H. *, Yoshida, R. and Higuchi, T., Hybrid Bayesian filter algorithm for multivariate time-series modellings on 

cloud computing systems, YIRCoBL'11, Istanbul, Turkey, 2011.06.15 

 Nagao, H. *, Kobayashi, N.（Institute of Astronautical Science, Japan Aerospace Exploration Agency）, Nakano, S. and Higuchi, 
T., Fault parameter estimation with data assimilation on infrasound variations due to big earthquakes, The 14th 

International Conference on Information Fusion, Chicago, U.S.A., 2011.07.06 
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 長尾 大道 *，データ同化アルゴリズムとその応用，計算科学アルゴリズム研究会，京都，日本，2011.08.26 

 長尾 大道 *，樋口 知之，クラウドコンピューティングを利用したデータ同化システムの開発（序），日本
統計学会，福岡，日本，2011.09.06 

 長尾 大道 *，小林 直樹（宇宙科学研究所），深尾 良夫（海洋研究開発機構），樋口 知之，石原 靖（海洋研究
開発機構），坪井 誠司（海洋研究開発機構），大地震によって励起される地震音波の伝搬特性，電離圏・磁気圏
モデリングとデータ同化，名古屋，日本，2011.09.21 

 長尾 大道 *，小林 直樹（宇宙科学研究所），深尾 良夫（海洋研究開発機構），冨澤 一郎（電気通信大学），樋口 

知之，大地震によって励起された電離層変動のモデリング，新領域融合プロジェクト 2011年度研究集会，立
川，日本，2012.02.13 

 冨澤 一郎 *（電気通信大学），家森 俊彦（京都大学），長尾 大道，HFドップラによる電離層高度大気波動関
連現象の観測，新領域融合研究センター 若手研究者研究集会，立川，日本，2012.02.20 

 長尾 大道 *，樋口 知之，小林 直樹（宇宙科学研究所），深尾 良夫（海洋研究開発機構），冨澤 一郎（電気通
信大学），2008年岩手・宮城内陸地震に伴う微気圧変動および電離層変動のモデリング，新領域融合研究セン
ター 若手研究者研究集会，立川，日本，2012.02.20 

 長尾 大道 *，小林 直樹（宇宙科学研究所），深尾 良夫（海洋研究開発機構），冨澤 一郎（電気通信大学），樋口 

知之，大地震に伴う微気圧変動および電離層変動のモデリング，IUGONET研究集会，名古屋，日本，2012.02.23 

 長尾 大道 *，小林 直樹（宇宙科学研究所），深尾 良夫（海洋研究開発機構），冨澤 一郎（電気通信大学），樋口 

知之，地震によって励起された電離層変動のモデリング，理論応用力学講演会，東京，日本，2012.03.08 

 長尾 大道 *，菅平微気圧観測とその初期解析，極域における固体地球の振動特性・不均質構造・ダイナミ
クス解明に関する研究集会，立川，日本，2012.03.15 

 Nagao, H. *，Data assimilation on seismoacoustic waves excited by great earthquakes，共同研究集会，立川，日本，
2012.03.24 

 学会誌等発表  

 Nagao, H., Kobayashi, N., Nakano, S. and Higuchi, T., Fault parameter estimation with data assimilation on infrasound 

variations due to big earthquakes, Proceedings of the 14th International Conference on Information Fusion, 978-1-4577- 

0267-9, 2011.07 

 科研費等（代表者） 
 固体地球―大気結合系研究のための微気圧観測システムの構築（融合研究シーズ探索提案）2011.04～2012.03 

 電気通信大学の菅平宇宙電波観測所に，微気圧観測システムを構築する。東日本大震災の余震や，近い将
来発生すると考えられている東海・東南海・南海地震によって励起される地震音波の検出を目的に，津波早
期警戒システムの構築に貢献する。 

 クラウドコンピューティングを利用したデータ同化システムの開発（科研費若手研究（B））2011.04～2014.03 

 これまで超大型単体スパコンが必要であった大規模シミュレーションのための新しいプラットフォームと
して，クラウドコンピューティングシステム（CCS）が注目を浴びつつある。本研究では，データ同化を CCS

上で実現するためのソフトウェアを開発する。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 GPU 指向の計算集約型統計アルゴリズムの高度化と実用ソフトウェアの開発（科研費基盤研究（B）），研究
代表者：樋口 知之（2011.04～2013.03）（分担者） 

 外部機関との共同研究 
 インフラサウンド計測に基づく極地大気―海洋―固体圏相互作用の研究（高知工科大学）（分担者） 

 極域の地球科学データを用いた統計解析とデータ同化に関する研究（国立極地研究所）（分担者） 

 固体地球―大気―電離層結合系のモデリングに関する観測的研究（電気通信大学）（分担者） 
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 細胞質流動データ同化に関する研究（国立遺伝学研究所）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 トルコ共和国：国際会議 YIRCoBL'11への参加および口頭発表を行った。（2011.06.14～2011.06.18） 

 アメリカ合衆国：FUSION2011への参加および口頭発表を行った。（2011.07.04～2011.07.10） 

 アメリカ合衆国：SC11への参加およびブース展示を行った。（2011.11.12～2011.11.19） 

 学会・官庁等への協力 
 The 14th International Conference on Information Fusion／Technical Committee 

 教育活動  

 細胞質流動のデータ同化研究［国立遺伝学研究所 総研大博士後期課程 3年／庭山 律哉］ 

 特別講義：様々な地球観測データに記録された地震の情報とその抽出［明治大学 先端数理科学研究科］ 

 研究集会等の開催  

 Data Assimilation: Fusion of Numerical Simulations and Data Analyses（主催機関：Organizing Committee of 

FUSION2011），2011.07.06，シカゴ 

 新領域融合研究センター 若手研究者研究集会「微気圧による将来型地球観測システムの構築に向けて」（主
催機関：新領域融合研究センター），2012.02.20，統計数理研究所 

 

中込 滋樹（特任研究員） 
 主な研究課題 
 Kernel Bayesian Computation 法の開発と応用 
 尤度の要らないベイズ推論を行う新たな方法として，Kernel Bayesian Computation法を開発しています。特
に，ヒトの大規模ゲノムデータを用いた集団遺伝学解析へ応用することにより，日本人が成立した歴史を明
らかにすることを目指しています。 

 学会等での口頭発表 
 Nakagome, S.*, Mano, S., Kozlowski, L.（International Institute of Molecular and Cell Biology in Warsaw）, Bujnicki, J. M.

（Institute of Molecular Biology and Biotechnology）, Kidd, J. R.（Yale University School of Medicine）, Kidd, K. K.（Yale University 

School of Medicine）, Kawamura, S.（University of Tokyo）and Oota, H.（Kitasato University School of Medicine）, An evolutionary 

study of human complex diseases, Workshop on Evolutionary Analyses and Applications, Xi'an and Lhasa, China, 
2011.06.09 

 Nakagome, S.*, Mano, S., Kozlowski, L.（International Institute of Molecular and Cell Biology in Warsaw）, Bujnicki, J. M.

（Institute of Molecular Biology and Biotechnology）, Shibata, H.（Kyushu University）, Fukumaki, Y.（Kyushu University）, Kidd, 
J. R.（Yale University School of Medicine）, Kidd, K. K.（Yale University School of Medicine）, Kawamura, S.（University of Tokyo）

and Oota, H.（Kitasato University School of Medicine）, Population specific distribution of Crohn’s disease risk alleles on the 

NOD2 locus and natural selection on standing variation, Annual Meeting of the Society for Molecular Biology and 

Evolution, Kyoto, Japan, 2011.07.27 

 中込 滋樹 *，福水 健次，間野 修平，Kernel Bayesian Computation，日本遺伝学会，京都，日本，2011.09.21 

 Nakagome, S.*, Mano, S., Kozlowski, L.（International Institute of Molecular and Cell Biology in Warsaw）, Bujnicki, J. M.

（Institute of Molecular Biology and Biotechnology）, Shibata, H.（Kyushu University）, Fukumaki, Y.（Kyushu University）, Kidd, 
J. R.（Yale University School of Medicine）, Kidd, K. K.（Yale University School of Medicine）, Kawamura, S.（University of Tokyo）

and Oota, H.（Kitasato University School of Medicine）, Population specific suseptibility to Crohn’s disease and signals of 

natural selection on standing variation, The 12th ICHG/The 61th Annual Meeting of The American Society of Human 

Genetics, Montreal, Canada, 2011.10.13 
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 中込 滋樹 *，多因子疾患の進化学的解析，東京大学 GCOE「ゲノム情報ビックバンから読み解く生命圏」
第 23回談話会，柏，日本，2011.12.02 

 中込 滋樹 *，福水 健次，間野 修平，カーネルベイズ法に基づく祖先推定，共同研究集会，立川，日本，
2011.12.19 

 Nakagome, S. *, Fukumizu, K. and Mano, S., Kernel Bayesian Computation, PopGroup 45, Nottingham, United 

Kingdom, 2012.01.05 

 外国出張・海外研修旅行
 中華人民共和国：西安で国際会議 Molecular Evolutionaly Stidies in Post-Genomic Eraに参加及び発表を行い，
チベット大学で研究打合せを行った。（2011.06.08～2011.06.17） 

 カナダ：ICHG2011Montrealに参加し，発表を行った。（2011.10.11～2011.10.17） 

 連合王国：Griffiths教授と研究打合せ，Pop Group Meetingに参加した。（2012.01.01～2012.01.11） 

 アメリカ合衆国：Dr.Hernandezと共同研究打合せを行った。（2012.01.17～2012.01.25） 

 

中野 純司 
 主な研究課題 
 集約データの統計解析 
 近年では大量のデータが容易に取得できるようになっている。その場合，集約したデータを考察する必要
がある。シンボリックデータ解析はそのための一つの手法であるが，本研究では集約的シンボリックデータ
を提案し，その表現，可視化，解析などを考える。 

 学会等での口頭発表 
 山本 由和 *（徳島文理大学），中野 純司，藤原 丈史（東京情報大学），尾崎 皇彦（徳島文理大学），大量 POS

データの可視化と解析，日本計算機統計学会 第 25回大会，函館，日本，2011.05.08 

 Nakano, J. *, Fukui, A.（The Graduate University for Advanced Studies）and Shimizu, N., Principal Component Analysis  

for Aggregated Symbolic Data, WORKSHOP IN SYMBOLIC DATA ANALYSIS, Namur, Belgium, 2011.06.08 

 Yamamoto, Y. *（Tokushima Bunri University）and Nakano, J., Statistical Graphics for Aggregated Symbolic Data, The 

58th World Statistics Congress, Dublin, Ireland, 2011.08.24 

 山本 由和 *（徳島文理大学），中野 純司，集約的シンボリックデータの可視化，2011年度 統計関連学会連
合大会，福岡，日本，2011.09.06 

 Yamamoto, Y. *（Tokushima Bunri University）, Nakano, J. and Fujiwara, T.（Tokyo University of Information Sciences）,  
A visualization of aggregated symbolic data, Joint meeting of the 2011 Taipei international statistical symposium and  

7th conference of the ARS of the IASC, Taipei, Taiwan, 2011.12.17 

 Nakano, J. *, Some analyses of aggregated symbolic data, ISM-ISI-ISSAS Joint Conference 2012, Tokyo, Japan, 
2012.02.03 

 Nakano, J. *, Aggregated symbolic data analysis, International workshop on symbolic computation, Seoul, Korea, 
2012.02.09 

 学会誌等発表  

 Yamamoto, Y. and Nakano, J., Statistical graphics for aggregated symbolic data, Proceedings of the 58th World 

Statistics Congress, 6, doi:http://isi2011.congressplanner.eu/showabstract.php?congress=ISI2011&id=1876, 2011.08 

 著書 
 中野 純司，シミュレーション辞典（日本シミュレーション学会（編）），コロナ社，東京，282，2012.02 
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 外国出張・海外研修旅行
 Belgium：workshop in symbolic data analysisに参加し，発表を行った。（2011.06.04～2011.06.10） 

 Ireland：The 58th World Statistics Congress（ISI2011）に参加した。（2011.08.19～2011.08.29） 

 U.S.A.：SC11に参加し，展示を行った。（2011.11.12～2011.11.19） 

 Taiwan：Joint Meeting of Taipei International Statistical Symposium and 7th Conference of the ARS the IASCに参加
した。（2011.12.15～2011.12.22） 

 Korea：International workshop on symbolic computationに参加し，発表を行った。（2012.02.08～2011.02.12） 

 学会・官庁等への協力 
 International association for statistical computing／Chairperson of the Asian regional section 

 研究集会等の開催  

 Workshop on Symbolic Data Analysis（主催機関：統計数理研究所），2011.11.01，統計数理研究所 

 2011年度 統計数理研究所共同研究集会「データ解析環境Rの整備と利用」（主催機関：統計数理研究所）， 
2011.11.24～2011.11.26，統計数理研究所 

 ISM-ISI-ISSAS Joint Conference 2012（主催機関：ISM（統計数理研究所），ISI（インド統計研究所），ISSAS（台湾

アカデミアシニカ統計科学研究所）），2012.02.02～2012.02.03，統計数理研究所 

 所内の活動 
 CSM編集委員会／委員長 

 オープンハウス委員会／委員 

 セキュリティチーム／副委員長 

 運営会議／委員 

 計算基盤小委員会／委員長 

 研究主幹等会議／委員 

 施設環境委員会／委員 

 所内情報チーム／委員長 

 将来計画委員会／委員 

 情報セキュリティ委員会／副委員長 

 情報基盤小委員会／委員 

 節電対策委員会／副委員長 

 総務委員会／委員 

 統計科学技術センター／センター長 

 統計科学技術委員会／委員長 

 統計思考院／院長 

 予算委員会／委員 

 総研大の活動 
 データ科学総合研究Ⅱ／講義 

 教育研究担当／委員 

 統計科学専攻教育研究委員会／委員長 

 統計数理セミナーⅠ／講義 

 複合科学研究科教授会／委員 

 



 
86 

中野 慎也 
 主な研究課題 
 データ同化による人工衛星極端紫外線画像からのプラズマ圏構造推定 
 地球周辺に存在する低エネルギープラズマで満たされたプラズマ圏と呼ばれる領域の空間構造を，プラズ
マ圏イオンによって散乱される太陽極端紫外光の観測データからアンサンブル変換カルマンフィルタによっ
て推定する手法を開発した。 

 学会等での口頭発表 
 中野 慎也 *，大規模並列粒子フィルタ，第 1回 データ同化ワークショップ，つくば，日本，2011.04.22 

 河野 英昭 *（九州大学），才田 聡子，上野 玄太，樋口 知之，中野 慎也，湯元 清文（九州大学宙空環境研究
センター），地上磁場と GPS TECの同時観測データを用いるプラズマ圏密度分布推定手法，日本地球惑星科学
連合 2011年大会，千葉，日本，2011.05.23 

 長尾 大道 *，中野 慎也，樋口 知之，地震波・地震音波データ同化による 2008年岩手・宮城内陸地震の
断層パラメータ推定，日本地球惑星科学連合 2011年大会，千葉，日本，2011.05.23 

 中野 慎也 *，Fok, M. -C.（NASA/GFSC），Brandt, P. C.（JHU/APL），樋口 知之，粒子フィルタのプラズマ圏
データ同化への応用，日本地球惑星科学連合 2011年大会，千葉，日本，2011.05.23 

 中野 慎也 *，二穴 喜文（Swedish Institute of Space Physics），Mars Express高速中性粒子データにおけるノイズ・
シグナル成分の分類と特性解析，日本地球惑星科学連合 2011年大会，千葉，日本，2011.05.24 

 中野 慎也 *，長尾 大道，樋口 知之，静穏時地磁気 H成分と太陽風活動長期変動との関係，日本地球惑星
科学連合 2011年大会，千葉，日本，2011.05.26 

 Nakano, S. *, Fok, M. -C.（NASA/GFSC）, Brandt, P. C.（JHU/APL）and Higuchi, T., Estimation of temporal evolution 

of the plasmasphere using IMAGE/EUV data，日本地球惑星科学連合 2011年大会，千葉，日本，2011.05.27 

 Nakano, S. * and Higuchi, T., Massively parallel particle filter and a grouping strategy, XXVth IUGG General 

Assembly, Melborne, Australia, 2011.07.02 

 Nakano, S. *, Fok, M. -C.（NASA/GFSC）, Brandt, P. C.（JHU/APL）and Higuchi, T., Data assimilation of EUV imaging 

data into a plasmasphere model, XXVth IUGG General Assembly, Melborne, Australia, 2011.07.04 

 Nakano, S. *, Nagao, H. and Higuchi, T., Anti-correlation between the quiet-time level of mid-latitude magnetic field 

and long-term solar-wind activity, XXVth IUGG General Assembly, Melborne, Australia, 2011.07.06 

 中野 慎也 *，Particle filterと Kalman filter，第 15回 海洋データ同化夏の学校，むつ，日本，2011.08.22 

 中野 慎也 *，樋口 知之，Merging particle filterによる地磁気長期変動成分の抽出，統計関連学会連合大会，
福岡，日本，2011.09.07 

 中野 慎也 *，Alternatively lattice-pattern switching strategy for population-based algorithms，バイオスーパーコ
ンピューティングサマースクール 2011，淡路，日本，2011.09.26 

 河野 英昭 *（九州大学），才田 聡子，上野 玄太，樋口 知之，中野 慎也，湯元 清文（九州大学宙空環境研究
センター），FLR地上磁場観測と TEC観測からのプラズマ圏 3次元密度分布推定法，第 130回 地球電磁気・
地球惑星圏学会講演会，神戸，日本，2011.11.04 

 中野 慎也 *，Fok, M. -C.（NASA/GFSC），Brandt, P. C.（JHU/APL），樋口 知之，Modeling of the plasmasphere  

with data assimilation of IMAGE/EUV data，第 130回 地球電磁気・地球惑星圏学会講演会，神戸，日本，2011.11.05 

 中野 慎也 *，データ同化による地球磁気圏撮像観測の活用，第14回 情報論的学習理論ワークショップ，
奈良，日本，2011.11.11 

 中野 慎也 *，磁気圏の容量，平成 23年度 現象解析ワークショップ，宇治，日本，2011.11.28 

 Nakano, S. *, Fok, M. -C.（NASA/GFSC）, Brandt, P. C.（JHU/APL）and Higuchi, T., An approach for exploring the 

dynamics of the plasmasphere using data assimilation of IMAGE/EUV data, AGU Fall Meeting 2011, San Francisco, 
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U.S.A., 2011.12.07 

 Nakano, S. *, Fok, M. -C.（NASA/GFSC）, Brandt, P. C.（JHU/APL）and Higuchi, T., Data assimilation of IMAGE/EUV 

data for estimating the plasmaspheric structure, Inner Magnetosphere Coupling II Conference, Los Angeles, U.S.A., 
2012.03.20 

 Nakano, S. *, Ueno, G., Ebihara, Y.（Kyoto University）, Fok, M. -C.（NASA/GFSC）, Ohtani, S.（JHU/APL）, Brandt, P. C.

（JHU/APL）and Higuchi, T., Estimation of the ring current structure with data assimilation based on the particle filter, 
Inner Magnetosphere Coupling II Conference, Los Angeles, U.S.A., 2012.03.22 

 学会誌等発表  

 Nakano, S. and Higuchi, T., Non-storm irregular variation of the Dst index, Annales Geophysicae, 30, 153, 
doi:10.5194/angeo-30-153-2012, 2012.01 

 著書 
 樋口 知之，上野 玄太，中野 慎也，中村 和幸，吉田 亮，データ同化入門―次世代のシミュレーション技
術（北川 源四郎，有川 節夫，小西 貞則，宮野 悟（編）），朝倉書店，東京，2011.09 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 GPGPU 指向の計算集約型統計アルゴリズムの高度化と実用ソフトウェアの開発（科研費基盤研究（B）），研
究代表者：樋口 知之（2011.04～2014.03）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 オーストラリア：国際会議 IUGG2011に参加し，発表を行った。（2011.06.29～2011.07.09） 

 アメリカ合衆国：国際会議 AGU Fall Meeting 2011に参加し，研究課題に関する発表を行った。（2011.12.04

～2011.12.10） 

 アメリカ合衆国：国際会議 Inner Magnetosphere Coupling Ⅱに参加し，研究課題に関する発表を行った。
（2012.03.18～2011.03.24） 

 研究集会等の開催  

 日本地球惑星科学連合 2011年大会 特別セッション「逆問題解析の新展開～データからダイナミクスに迫 

る」（主催機関：日本地球惑星科学連合），2011.05.23，幕張メッセ 

 研究集会「電離圏・磁気圏モデリングとデータ同化」（主催機関：名古屋大学 太陽地球環境研究所・統計数理研

究所 データ同化研究開発センター），2011.09.21，名古屋大学 

 所内の活動 
 計算基盤小委員会／委員 

 統計科学技術委員会／委員 

 

中村 隆 
 主な研究課題 
 継続調査データのコウホート分析 
 継続調査によって得られる年齢×調査時点形式の集計データから年齢・時代・世代効果を分離するコウホ
ート分析について，ベイズ型モデルによる接近をつづけている。第１～３次の鶴岡言語調査データの分析を
行った。 

 学会等での口頭発表 
 三船 毅 *（愛知学泉大学），中村 隆，歴史的経験の重層化による政治不信の蓄積，日本選挙学会，神戸，日
本，2011.05.15 

 中村 隆 *，米田 正人（国立国語研究所），阿部 貴人（国立国語研究所），前田 忠彦，「鶴岡市における共通語
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化の調査」データのコウホート分析―ベイズ型コウホートモデル（XXII）―，日本行動計量学会，岡山，日
本，2011.09.12 

 前田 忠彦 *，吉川 徹（大阪大学），尾崎 幸謙，中村 隆，「2010年格差と社会意識についての全国調査」の
設計と実施，日本行動計量学会，岡山，日本，2011.09.14 

 村田 加奈子 *（首都大学東京），中村 隆，介護保険の要介護度別サービス受給者率の動向―Age-Period-Cohort

分析による，日本公衆衛生学会，秋田，日本，2011.10.20 

 那須 郁夫 *（日本大学），中村 隆，生田 明敏（日本大学），新保 秀樹（日本大学），渡邉 寿子（日本大学），
砂治 國隆（養父市国保大屋歯科診療所），ベイズ型コウホート分析による日本人の飲酒習慣と喫煙習慣の比較検
討，日本公衆衛生学会，秋田，日本，2011.10.20 

 三輪 のり子 *（千里金蘭大学），田中 貴子（秋田県健康環境センター），中村 隆，秋田県における三大生活習
慣病の死亡動向に対する年齢・時代・世代要因の影響，日本公衆衛生学会，秋田，日本，2011.10.21 

 中村 隆 *，日本人の価値観はどう変わったか―日本人の国民性調査から―，ことばと社会の文化講演会，
山形，日本，2011.12.03 

 中村 隆 *，共通語使用割合の変化に対する年齢・時代・世代効果―第 1次～第 3次鶴岡言語調査の結果か
ら―，国立国語研究所理論・構造研究系プロジェクト 研究成果合同発表会，立川，日本，2012.02.19 

 学会誌等発表  

 Ito, Y., Ioka, A., Nakayama, T., Tsukuma, H. and Nakamura, T., Comparison of Trends in Cancer Incidence and 

Mortality in Osaka, Japan, Using an Age-Period-Cohort Model, Asian Pacific Journal of Cancer Prevention, 12, 879-888, 
2011.07 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 郵送調査法の特性に関する総合的研究（科研費基盤研究（B）），研究代表者：前田 忠彦（2008.04～2012.03）（連

携研究者） 

 所内の活動 
 NOE形成事業運営委員会／委員 

 データ科学研究系／主幹 

 運営会議／会長 

 研究主幹等会議／委員 

 研究倫理審査委員会／副委員長 

 施設環境委員会／委員 

 将来計画委員会／委員 

 人事委員会／委員 

 総務委員会／委員 

 評価委員会／委員 

 予算委員会／委員 

 総研大の活動 
 複合科学研究科教授会／委員 

二階堂 晃祐（特任研究員） 
 主な研究課題 
 価値観に関する国際比較のための社会調査データを使用した，宗教意識の国際比較 
 本研究所の調査科学研究センターで行っている「環太平洋価値観国際比較調査」のデータのうち，特に宗
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教に関する意識や考え方に着目。日本や中国を中心とした東アジア諸国に焦点を当て，必要に応じて米国や
豪州も含めて統計的な比較分析を行う。 

 学会等での口頭発表 
 二階堂 晃祐 *，東アジアにおける各国の宗教意識の独自性―共産党政権下における中国のケースを通して，
行動計量学会，岡山，日本，2011.09.12 

 学会誌等発表  

 吉野 諒三，二階堂 晃佑，アジア・太平洋価値観国際比較調査―文化多様体の統計科学的解析― 日本 2010

調査報告書，統計数理研究所調査研究リポート，103，2011.05 

 吉野 諒三，二階堂 晃佑，アジア・太平洋価値観国際比較調査―文化多様体の統計科学的解析― USA2010

調査報告書，統計数理研究所調査研究リポート，104，2011.05 

 外国出張・海外研修旅行
 中華人民共和国，香港：中国における調査研究実施のための打ち合わせを行った。（2011.09.22～2011.09.26） 

 

西山 悠（特任研究員） 
 主な研究課題 
 部分観測マルコフ決定過程ベルマン方程式のカーネル化 
 最近のカーネル法である分布埋め込みとカーネルベイズルール（KBR）の手法に基づき，部分観測マルコ
フ決定過程（POMDP）のベルマン方程式のカーネル化を行い，カーネル POMDPの枠組みを提案した。マッ
クスプランク研究所との共同研究結果である。 

 学会等での口頭発表 
 西山 悠 *，Abdeslam, B.（マックスプランク研究所），Arthur, G.（University College London），福水 健次，部分
観測マルコフ決定過程ベルマン方程式のカーネル化，情報論的学習理論と機械学習研究会（IBISML），東京，
日本，2012.03.12 

 学会誌等発表  

 Nishiyama, Y., Ye, X. and Yuille, A., A Family of CCCP Algorithms Which Minimize the TRW Free Energy, New 

Generation Computing, 30, 3-16, doi:10.1007/s00354-012-0102-2, 2012.02 

 外国出張・海外研修旅行
 Germany：カーネル法についての共同研究を行った。（2011.07.31～2011.09.01） 

 Germany：カーネル法を用いた強化学習についての共同研究を行った。（2012.01.10～2012.02.17） 

 

西山 陽一 
 主な研究課題 
 変化点問題の漸近理論 
 さまざまな時系列データに対して，背後となるモデルが観測期間のある時点で変化したかどうかを検定す
るための手法の研究を行った。 

 学会等での口頭発表 
 西山 陽一 *，拡散過程のセミパラメトリック推定：疑似最尤法とベイズ法，早稲田大学理工学研究所 プ
ロジェクト研究セミナー，東京，日本，2011.06.21 

 西山 陽一 *，Adaptive semiparametric Bayes estimation，科研費研究集会，つくば，日本，2011.07.08 

 Negri, I. *（University of Bergamo），西山 陽一，Asymptotically distribution free test for parameter change in a 
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diffusion process，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.05 

 藤井 孝之 *（大阪大学），西山 陽一，局所時間に基づくストレス解放モデルの統計的推測，統計関連学会
連合大会，福岡，日本，2011.09.05 

 西山 陽一 *，Adaptive semiparametric Bayes estimation，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.06 

 藤井 孝之 *（大阪大学），西山 陽一，ストレス解放過程のノンパラメトリックな統計的推測，日本数学会，
松本，日本，2011.09.30 

 西山 陽一 *，丸められたデータの問題，日本数学会，松本，日本，2011.09.30 

 西山 陽一 *，変化点問題，日本数学会，松本，日本，2011.09.30 

 Nishiyama, Y. *, Adaptive estimation for diffusion processes, Joint Meeting of the 2011 Taipei International Statistical 

Symposium, Taipei, Taiwan, 2011.12.17 

 西山 陽一 *，変化点問題についてのいくつかの話題，科研費研究集会，つくば，日本，2012.01.20 

 Nishiyama, Y. *, Adaptive estimation for diffusion processes, Bergamo Statistics Seminar, Bergamo, Italy, 2012.02.21 

 学会誌等発表  

 Nishiyama, Y., Impossibility of weak convergence of kernel density estimators to a non-degenerate law in L2（Rd）, 
Journal of Nonparametric Statistics, 23, 129-135, 2011.04 

 Negri, I. and Nishiyama, Y., Goodness of fit test for small diffusions by discrete observations, Annals of the Institute of 

Statistical Mathematics, 63, 211-225, 2011.04 

 Masuda, H., Negri, I. and Nishiyama, Y., Goodness-of-fit test for ergodic diffusions by discrete-time observations: an 

innovation martingale approach, Journal of Nonparametric Statistics, 23, 237-254, 2011.06 

 Nishiyama, Y., A rank statistic for non-parametric k-sample and change point problems, Journal of the Japan 

Statistical Society, 41, 67-73, 2011.09 

 Nishiyama, Y., Estimation for the invariant law of an ergodic diffusion process based on high-frequency data, Journal 

of Nonparametric Statistics, 23, 909-915, 2011.11 

 著書 
 西山 陽一，マルチンゲール理論による統計解析，近代科学社，東京，2011.10 

 科研費等（代表者） 
 メトリック・エントロピー法の統計的応用（科研費基盤研究（C））2009.04～2012.03 

 集合や関数を添え字にもつ確率場の理論とその統計的応用の研究を行った。特に，ノンパラメトリック統
計解析への応用を研究した。 

 外国出張・海外研修旅行
 台湾：Joint Meeting of the 2011 Taipei Statistical Symptosiumにおいて招待講演を行った。（2011.12.12～2011.12.20） 

 イタリア共和国：確率過程の統計的推測に関する共同研究を行った。（2012.02.11～2012.03.05） 

 教育活動  

 確率と確率過程 A［早稲田大学 基幹理工学部 応用数理学科］ 

 確率過程特論［大阪府立大学 理学系研究科 情報数理科学専攻］ 

 所内の活動 
 アナルズ編集委員会／委員 

 評価委員会／委員 

 総研大の活動 
 推測理論Ⅱ／講義 

 全学事業担当教員連絡会／委員 
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長谷川 政美（特命教授） 
 主な研究課題 
 分子系統樹推定に関する統計的諸問題 
 分子系統樹を推定する際に必要となる統計的モデル選択の問題を研究した。 

 学会誌等発表  

 Jin, K., Xue, C., Wu, X., Qian, J., Zhu, Y., Yang, Z., Yonezawa, T., Crabbe, M. J. C., Cao, Y., Hasegawa, M., Zhong, Y. 

and Zheng, Y., Why does the giant panda eat bamboo? A comparative analysis of appetite-reward-related genes among 

mammals, PLoS One, 6（7）: e22602, 2011.07 

 Kitazoe, Y., Kishino, H., Hasegawa, M., Matsui, A., Lane, N. and Tanaka, M., Stability of mitochondrial membrane 

proteins in terrestrial vertebrates predicts aerobic capacity and longevity, Genome Biology and Evolution, 3, 1233-1244, 
2011.08 

 Endo, H., Akishinonomiya, F., Yonezawa, T., Hasegawa, M., Rakotondraparany, F., Sasaki, M., Taru, H., Yoshida, A., 
Yamasaki, T., Itou, T., Koie, H. and Sakai, T., Coxa morphologically adapted to large egg in aepyornithid species 

compared with various palaeognaths, Anatomia Histologia Embryologia, 41（1）, 31‒40, 2012.01 

 著書 
 長谷川 政美，新図説動物の起源と進化，八坂書房，東京，2011.02 

 

馬場 康維（特命教授） 
 主な研究課題 
 経時的な多変量データの解析手法 
 時点の異なる多次元のデータから変数間の関係の変化や，総合特性の変化を追跡する方法を開発している。
また，この方法を異なる地域間の関係の分布に応用することを研究している。 

 学会等での口頭発表 
 蔵川 圭 *（国立情報学研究所），孫 媛（国立情報学研究所），山下 長義（日本学術振興会），馬場 康維，係り受
け解析を用いたWeb上の文章を対象とした産学連携研究開発情報抽出の試み，第 29回 日本分類学会研究報
告会，京都，日本，2011.08.10 

 馬場 康維 *，多変量解析における連続・離散変換の影響評価，2011年度 統計関連学会連合大会，福岡，
日本，2011.09.06 

 馬場 康維 *，馬場 恵美子（日本大学），回帰分析における連続・離散変換の影響，日本行動計量学会 第 39

回大会，岡山，日本，2011.09.14 

 馬場 康維 *，連続・離散変換擬似データを用いた多変量解析の精度，研究集会「官庁統計データの公開に
おける諸問題の研究と他分野への応用」，立川，日本，2011.10.21 

 Kurakawa, K *（National Institute of Informatics）, Sun, Y.（National Institute of Informatics）, Yamashita, N. *（Japan Society 

for the Promotion of Science）and Baba, Y., An Automatic Extraction of Academia-Industry Collaborative Research and 

Development Documents on the Web, The 4th Japanese-German Symposium on Classification, Kyoto, Japan, 
2012.03.10 

 学会誌等発表  

 Iyeiri, Y., Yaguchi, M. and Baba, Y., Principal Component Analysis of Turn-initial Words in Spoken Interactions, 
Literary and Linguistic Computing, 26, 139-152, 2011.04 

 馬場 康維，データは語る（2）人口移動から見た地域性，季刊家計経済研究，90，74-77，2011.04 

 馬場 康維，データは語る（3）日本人の読み書き能力調査，季刊家計経済研究，91，62-64，2011.07 
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 馬場 康維，データは語る（4）江戸時代のデータ解析―二宮尊徳，季刊家計経済研究，92，84-87，2011.10 

 馬場 康維，データは語る（5）食糧から見た国の布置，季刊家計経済研究，93，77-80，2012.01 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 アジア地域貧困問題研究用の世帯統計ミクロ統計データベースの編成とその解析（科研費基盤研究（B）），研
究代表者：伊藤 彰彦（㈶統計情報研究開発センター）（2009.04～2013.03）（分担者） 

 低経済成長下での産業・企業構造の変容の測定：産業格付けの変動と中小企業問題（科研費基盤研究（B）），
研究代表者：松田 芳郎（青森公立大学）（2011.11～2014.03）（分担者） 

 外部機関との共同研究 
 テキストにおける語彙の分布と文章構造（国立国語研究所）（分担者） 

 研究ネットワーク構造の統計的解析（国立情報学研究所）（分担者） 

 学会・官庁等への協力 
 4th Japanese-German Symposium on Classification／組織委員 

 IACS-ARS／アドバイザー 

 Joint meeting of Japanese and Italian Classification Societies／プログラム委員 

 一般社団法人 社会調査協会／広報委員 

 財団法人 行政書士試験研究センター 行政書士試験問題検証委員会／副委員長 

 財団法人 行政書士試験研究センター 試験難易度評価委員会／委員長 

 財務省 景気予測調査ワーキンググループ／委員 

 財務省 法人企業統計研究会／委員 

 統計学関連学会連合／理事 

 内閣府／統計委員会専門委員 

 日本計算機統計学会／評議員 

 日本行動計量学会／編集委員 

 日本分類学会／会長 

 文部科学省 生涯学習政策局／統計分析アドバイザー 

 文部科学省 生涯学習政策局 「新しい時代に対応した統計調査の推進」検討会／座長 

 所内の活動 
 共同研究スタートアップ／担当 

 

樋口 知之 
 主な研究課題 
 エージェントシミュレーションモデルへのデータ同化の適用 
 社会における人間行動の理解や社会現象予測のために大規模に活用されつつあるエージェントシミュレー
ションモデル内のパラメータの同定，個人行動を記述するコンポーネントモデル（素過程）の評価等のため
にデータ同化を適用する方策を検討した。 

 学会等での口頭発表 
 長尾 大道 *，樋口 知之，三浦 哲（東北大学），稲津 大祐（東北大学），粒子フィルタ法を利用した日本沿
岸部における潮位の長期変動解析，第 1回 データ同化ワークショップ，つくば，日本，2011.04.22 

 Motohashi, E. *（The Graduate University for Advanced Studies）and Higuchi, T., Dynamic brand choice modeling based 

on the state-space approach, SIAM International Workshop on Data Mining for Marketing（DMM2011）, Arizona, 
U.S.A., 2011.04.30 
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 Saitoh, M. *, Imoto, S.（University of Tokyo）, Yamaguchi, R.（University of Tokyo）, Sato, H.（NDA）, Nakada, H.（University 

of Tokyo）, Kami, M.（University of Tokyo）, Miyano, S.（University of Tokyo）and Higuchi, T., Parallel agent-based simulator 

for Influenza pandemic, AAMAS2011, Taipei, Taiwan, 2011.05.02 

 Imoto, T. *, Nakano, S. and Higuchi, T., Modeling human behavior selection under environmental subsidy policy by 

multi-agent simulation, AAMAS2011, Taipei, Taiwan, 2011.05.02 

 河野 英昭 *（九州大学），才田 聡子，上野 玄太，樋口 知之，中野 慎也，湯元 清文（九州大学），地上磁
場と GPS TECの同時観測データを用いるプラズマ圏密度分布推定，日本地球惑星科学連合 2011年大会，千
葉，日本，2011.05.23 

 長尾 大道 *，中野 慎也，樋口 知之，地震波・地震音波データ同化による 2008年岩手・宮城内陸地震の
断層パラメータ推定，日本地球惑星科学連合 2011年大会，千葉，日本，2011.05.23 

 中野 慎也 *，Fok, M. -C.（NASA/GFSC），Brandt, P. C.（JHU/APL），樋口 知之，粒子フィルタのプラズマ圏
データ同化への応用，日本地球惑星科学連合 2011年大会，千葉，日本，2011.05.23 

 徳永 旭将 *（明治大学），湯元 清文（九州大学），魚住 禎司（九州大学），吉川 顕正（九州大学），中村 和幸
（明治大学），樋口 知之，池田 大輔（九州大学），MAGDAS/CPMN グループ（九州大学），Singular Value 

Transformationを用いた地上磁場からのサブストームオンセットの同定，日本地球惑星科学連合 2011年大会，
千葉，日本，2011.05.25 

 才田 聡子 *，門倉 昭（NIPR），佐藤 夏雄（NIPR），藤田 茂（気象大学校），田中 高史（九州大学），海老原 祐
輔（京都大学生存圏研究所），大谷 晋一（JHU/APL），上野 玄太，村田 健史（NICT），松岡 大祐（JAMSTEC），
樋口 知之，グローバルMHDシミュレーションによるサブストーム時の磁気圏近尾部磁場構造の再現，日本
地球惑星科学連合 2011年大会，千葉，日本，2011.05.25 

 中野 慎也 *，長尾 大道，樋口 知之，静穏時地磁気 H成分と太陽風活動長期変動との関係，日本地球惑星
科学連合 2011年大会，千葉，日本，2011.05.26 

 樋口 知之，中野 慎也 *，Fok, M. -C.（NASA/GFSC），Brandt, P. C（JHU/APL），Estimation of temporal evolution 

of the plasmasphere using IMAGE/EUV data，日本地球惑星科学連合大会，千葉，日本，2011.05.27 

 Motohashi, E. *（The Graduate University for Advanced Studies）and Higuchi, T., Modeling dynamics of consumer 

preference and promotion effect in brand choices, 33rd INFORMS Marketing Science Conference, Texas, U.S.A., 
2011.06.10 

 Nagao, H. *, Yoshida, R. and Higuchi, T., Hybrid Bayesian filter algorithm for multivariate time-series modellings on 

cloud computing systems, YIRCoBL'11, Istanbul, Turkey, 2011.06.16 

 Yoshida, R. *, Nagao, H., Saitoh, M. and Higuchi, T., Dynamic Bayesian modelling of biological pathways and 

decoupling of hidden regulatory signals using nonlinear state space models, Yeditepe International Research Conference 

on Bayesian Learning（YIRCoBL'11）, Istanbul, Turkey, 2011.06.16 

 本橋 永至 *（総研大），樋口 知之，市場のダイナミクスと消費者の購買特性を考慮したプロモーション効
果測定，第 42回 消費者行動研究コンファレンス「消費者行動研究のクロスボーダー」，東京，日本，2011.06.26 

 Nakano, S. * and Higuchi, T., Massively parallel particle filter and a grouping strategy, IUGG2011, Melborne, 
Australia, 2011.07.02 

 Nakano, S. *, Fok, M. -C.（NASA/GFSC）, Brandt, P. C.（JHU/APL）and Higuchi, T., Data Assimilation of EUV Imaging 

Data into a Plasmasphere Model, IUGG 2011, Melborne, Australia, 2011.07.04 

 Saita, S. *, Kadokura, A.（NIPR）, Sato, N.（NIPR）, Fujita, S.（Meteorological College）, Tanaka, T.（Kyushu University）,  
Ebihara, Y.（RISH）, Ohtani, S.（JHU/APL）, Ueno, G., Murata, K. T.（NICT）and Higuchi, T., Displacement of conjugate 

point during a substorm in a global MHD simulation, IUGG 2011, Melborne, Australia, 2011.07.05 

 Saito, M. *, Imoto, S.（University of Tokyo）, Yamaguchi, R.（University of Tokyo）, Miyano, S.（University of Tokyo）and 
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Higuchi, T., Estimation of macroscopic parameter in agent-based pandemic simulation, FUSION2011, Chicago, U.S.A., 
2011.07.06 

 Nakano, S. *, Nagao, H. and Higuchi, T., Anti-correlation between the quiet-time level of mid-latitude magnetic field 

and long-term solar-wind activity, IUGG 2011, Melborne, Australia, 2011.07.06 

 Higuchi, T. *, Embedding reality in a numerical simulation with data assimilation, FUSION2011, Chicago, U.S.A., 
2011.07.06 

 Nagao, H. *, Kobayashi, N.（JAXA）, Nakano, S. and Higuchi, T., Fault parameter estimation with data assimilation on 

infrasound variations due to big earthquakes, FUSION2011, Chicago, U.S.A., 2011.07.06 

 Motohashi, E. *（The Graduate University for Advanced Studies）and Higuchi, T., A State-Space Approach to Capturing 

Market Dynamics for Frequently Purchased Products, 2011 Joint Statistical Meetings, Florida, U.S.A., 2011.08.02 

 Motohashi, E. *（The Graduate University for Advanced Studies）and Higuchi, T., A state-space approach to capturing 

market dynamics for frequently purchased products, 2011 Joint Statistical Meetins（JSM）, Florida, U.S.A., 2011.08.02 

 長尾 大道 *，樋口 知之，クラウドコンピューティングを利用したデータ同化システムの開発（序），統計
関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.06 

 中野 慎也 *，樋口 知之，Merging particle filterによる地磁気長期変動成分の抽出，統計関連学会連合大会，
福岡，日本，2011.09.07 

 樋口 知之 *，減災とデータ同化，電離圏・磁気圏モデリングとデータ同化研究集会，名古屋，日本，2011.09.20 

 長尾 大道 *，小林 直樹（JAXA），深尾 良夫（JAMSTEC），樋口 知之，石原 靖（JAMSTEC），坪井 誠司（JAMSTEC），
大地震によって励起される地震音波の伝搬特性，電離圏・磁気圏モデリングとデータ同化研究集会，名古屋，
日本，2011.09.21 

 中野 慎也 *，Fok, M. -C.（NASA/GFSC），Brandt, P. C.（JHU/APL），樋口 知之，極端紫外光データを用いた
プラズマ圏構造の推定―現状あるいは課題，電離圏・磁気圏モデリングとデータ同化研究集会，名古屋，日
本，2011.09.21 

 佐藤 忠彦 *（筑波大学），樋口 知之，階層ベイズ状態空間モデルを用いた消費者来店行動の解析，マーケ
ティングの統計モデリング研究部会，仙台，日本，2011.09.24 

 本橋 永至 *（総研大），樋口 知之，市場反応の構造的変化を仮定したブランド選択行動の解析，マーケテ
ィングの統計モデリング研究部会，仙台，日本，2011.09.24 

 樋口 知之 *，基調講演【開設記念市民講演会】，明治大学 先端数理科学研究科 開設記念シンポジウム，
東京，日本，2011.10.04 

 樋口 知之 *，データ同化による半現実世界の実現～オンライン情報統合とアンサンブル予測の計算基盤～，
電子情報通信学会パターン認識とメディア理解研究会（PRMU研究会），千葉，日本，2011.10.06 

 徳永 旭将 *（明治大学），中村 和幸（明治大学），樋口 知之，魚住 禎司（九州大学），吉川 顕正（九州大学），
森岡 昭（東北大学），湯元 清文（九州大学），MAGDAS/CPMNグループ（九州大学），Timing relation between positive 

bay onsets, Pi2 onsets, auroral initial brightenings and auroral breakups，第 130回 SGEPSS総会，神戸，日本，
2011.11.03 

 河野 英昭 *（九州大学），才田 聡子，上野 玄太，樋口 知之，中野 慎也，湯元 清文（九州大学），FLR地
上磁場観測と TEC観測からのプラズマ圏 3次元密度分布推定法，第 130回 SGEPSS総会，神戸，日本， 
2011.11.04 

 Nakano, S. *, Fok, M. -C.（NASA/GFSC）, Brandt, P. C.（JHU/APL）and Higuchi, T., Modeling of the plasmasphere  

using data assimilation of IMAGE/EUV data，第 130回 SGEPSS総会，Kobe，Japan，2011.11.05 

 本橋 永至 *（総研大），樋口 知之，市場反応の構造的変化を仮定したブランド選択行動の解析，第 90回 日
本マーケティング・サイエンス学会，東京，日本，2011.12.03 
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 Nakano, S. *, Fok, M. -C.（NASA/GFSC）, Brandt, P. C.（JHU/APL）and Higuchi, T., An approach for exploring the 

dynamics of the plasmasphere using data assimilation of IMAGE/EUV data, AGU Fall Meeting 2011, San Francisco, 
U.S.A., 2011.12.07 

 樋口 知之 *，データ同化とスーパーコンピュータ「京」―個別化医療サービスの実現に向けた計算技術の
開発―，科学研究費によるシンポジューム「生物統計における統計的推測とその応用」，宮崎，日本，2011.12.11 

 加藤 博司 *（東北大学流体科学研究所），大林 茂（東北大学流体科学研究所），橋本 敦（JAXA），吉澤 徴（JAXA），
上野 玄太，樋口 知之，データ同化を利用した乱流の適応型シミュレーション，第25回 数値流体力学シンポ
ジウム，吹田，日本，2011.12.19 

 樋口 知之 *，LiSDAS：データ同化計算技術に基づく生体情報シミュレーション，ISLiM成果報告会 2011，
東京，日本，2011.12.22 

 Hirose, K. *（Osaka University）and Higuchi, T., Generating Artistic Character Facial Animation Based on Motion 

Capture Data, The 2012 International Workshop on Advanced Image Technology, Ho Chi Minh, Vietnam, 2012.01.10 

 学会誌等発表  

 Saita, S., Kadokura, A., Sato, N., Fujita, S., Tanaka, T., Ebihara, Y., Ohtani, S., Ueno, G., Murata, K. T., Matsuoka, D., 
Kitamoto, A. and Higuchi, T., Displacement of conjugate points during a substorm in a global magnetohydrodynamic 

simulation, Journal of Geophysical Research, 116（A06213）, doi:10.1029/2010JA016155, 2011.06 

 Nagao, H., Kobayashi, N., Nakano, S. and Higuchi, T., Fault parameter estimation with data assimilation on infrasound 

variations due to big earthquakes, Proceedings of 14th International Conference Fusion, doi:12177774, 2011.07 

 Saito, M., Imoto, S., Yamaguchi, R., Miyano, S. and Higuchi, T., Estimation of macroscopic parameter in agent-based 

pandemic simulation, Proceedings of 14th International Conference Fusion, doi:12177776, 2011.07 

 Higuchi, T., Embedding reality in a numerical simulation with data assimilation, Proceedings of 14th International 

Conference Fusion, doi:12177777, 2011.07 

 徳永 旭将，池田 大輔，中村 和幸，樋口 知之，吉川 顕正，魚住 禎司，藤本 晶子，森岡 昭，湯元 清文，
変化点検出を応用した時系列データからの突発現象の前兆検出アルゴリズム，情報処理学会論文誌「数理モ
デル化と応用」，4（3），14-34，2011.07 

 井元 智子，中野 慎也，樋口 知之，エージェントシミュレーションによる農業環境政策の影響予測と政策
比較，食農資源経済論集，6（1），89-101，2011.07 

 Wing, S., Ohtani, S., Johnson, J. R., Echim, M., Newell, P. T., Higuchi, T., Ueno, G. and Wilson, G. R., Solar wind 

driving of dayside field-aligned currents, Journal of geophysical research, 116（A08208）, doi:10.1029/ 2011JA016579, 
2011.08 

 Nakano, S. and Higuchi, T., Non-storm irregular variation of the Dst index, Annales Geophysicae, 30, 153-162, 
2012.01 

 Imoto, T., Nakano, S. and Higuchi, T., Modeling human behavior selection under environmental subsidy policy by 

multi-agent simulation, Lecture Notes in Computer Science, Springer, 7068, 350-358, 2012.01 

 Saito, M., Imoto, S., Yamaguchi, R., Sato, H., Nakada, H., Kami, M., Miyano, S. and Higuchi, T., Parallel agent-based 

simulator for Influenza pandemic, Advanced Agent Technology, Lecture Notes in Computer Science, Springer, 7068, 
361-370, 2012.01 

 Koyama, H., Umeda, T., Nakamura, K., Higuchi, T. and Kimura, A., A High-Resolution Shape Fitting and Simulation 

Demonstrated Equatorial Cell Surface Softening during Cytokinesis and Its Promotive Role in Cytokinesis, PLoS ONE,  
7（2）, e31607, doi:10.1371/journal.pone.0031607, 2012.02 

 著書 
 樋口 知之，予測にいかす統計モデリングの基本，講談社，東京，2011.04 
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 科研費等（代表者） 
 GPU指向の計算集約型統計アルゴリズムの高度化と実用ソフトウェアの開発（科研費基盤研究（B））2011.04

～2014.03 

 粒子フィルタの変種の中で SIS のような各時刻で各粒子の計算結果の情報を非同期で扱うアルゴリズムに
注目し，その計算資源の効率的利用の観点からは無駄である点を考慮しつつ，GPGPUの特性に即した計算精
度の高いアルゴリズムへの改良を行った。 

 外部機関との共同研究 
 次世代生命体統合シミュレーションソフトウェアの研究開発（文部科学省研究振興局）（研究代表者） 

 外国出張・海外研修旅行
 U.S.A.：国際会議 DMM2011および SDM2011に参加した。（2011.04.28～2011.05.02） 

 Taiwan：国際会議 AAMAS2011に参加した。（2011.05.02～2011.05.04） 

 U.S.A.：国際会議 FUSION 2011に参加および発表を行った。（2011.07.06～2011.07.10） 

 U.S.A.：国際会議 SC11に出席し，研究成果に関わるデモンストレーションを行った。（2011.11.14～2011.11.19） 

 Taiwan：国際会議 7th IASC-ARS Σ joint 2011 Taipei Symposium（Joint2011）に参加した。（2011.12.17～

2011.12.19） 

 学会・官庁等への協力 
 さきがけ「知の創生と情報社会」研究領域／アドバイザー 

 情報論的学習理論と機械学習研究専門委員会／副委員長 

 人工知能学会／評議員 

 日本学術会議／連携会員（情報学） 

 日本統計学会／代議員 

 文部科学省／科学技術・学術審議会専門委員 

 教育活動  

 「地球変動と数理」データ同化とベイズ統計，逐次ベイズフィルタ，逆問題と信号分解［明治大学 先端数
理科学］ 

 データ同化入門 次世代のシミュレーション技術［九州大学大学院 システム情報科学研究院］ 

 逐次ベイズフィルタの基礎と応用例の紹介について［島根大学 医学部 医療情報学］ 

 研究集会等の開催  

 第 7 回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2011.04.21，統計数理
研究所 

 第 8 回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2011.05.27，統計数理
研究所 

 第 9 回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2011.06.03，統計数理
研究所 

 第 10回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2011.06.07，統計数理
研究所 

 第 11回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2011.06.13，統計数理
研究所 

 第 12回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2011.06.24，統計数理
研究所 

 第 13回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2011.09.30，統計数理
研究所 
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 第 14回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2011.10.21，統計数理
研究所 

 第 15回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2011.11.01，統計数理
研究所 

 「社会に生きる統計思考の力」―統計思考院設立記念講演―（主催機関：統計数理研究所），2011.11.02，統計
数理研究所 

 第 16回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2011.11.25，統計数理
研究所 

 第 17回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2011.12.26，統計数理
研究所 

 第 18回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2012.01.10，統計数理
研究所 

 第 19回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2012.01.20，統計数理
研究所 

 第 20回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2012.01.31，統計数理
研究所 

 第 21回 データ同化セミナー（主催機関：統計数理研究所 データ同化研究開発センター），2012.02.10，統計数理
研究所 

 所内の活動 
 NOE形成事業運営委員会／委員長 

 アナルズ編集委員会／委員長 

 データ同化研究開発センター／センター長 

 運営企画本部／委員長 

 研究主幹等会議／委員長 

 知的財産委員会／委員長 

 利益相反委員会／委員長 

 総研大の活動 
 複合科学研究科教授会／委員 

 

福水 健次 
 主な研究課題 
 正定値カーネルによる統計的推論の研究 
 正定値カーネルないしは再生核ヒルベルト空間を用いた統計的推定の方法論，特に，制定カーネルに基づ
くノンパラメトリックなベイズ推論とその応用に関する研究を行った。 

 学会等での口頭発表 
 Fukumizu, K. *, Statistical Inference with Reproducing Kernels, 8th International ISAAC Congress, Moscow, Russia, 
2011.08.25 

 Watanabe, Y. and Fukumizu, K. *, Graph zeta function and loopy belief propagation, 2011 International Symposium 

on Nonlinear Theory and its Applications, Kobe, Japan, 2011.09.05 

 戸田 幹人 *（奈良女子大学），高見 利也（九州大学），福水 健次，菊池 浩人（日本医科大学），藤崎 弘士（日
本医科大学），生体分子の分子動力学時系列データに対する統計解析，日本物理学会 第 66回年次大会，富山，
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日本，2011.09.23 

 福水 健次 *，カーネル法による非線形データ解析，非線形＆マルチスケール勉強会，福岡，日本，2011.12.07 

 Sriperumbudur, V. B. K. *（University of College London）, Fukumizu, K. and Lanckriet, G.（University of California）, 
Learning in Hilbert vs. Banach Spaces: A Measure Embedding Viewpoint, Neural Information Processing Systems 25, 
Granada, Spain, 2011.12.13 

 Fukumizu, K. *, Song, L.（Georgia Institute of Technology）and Gretton, A.（University of College London）, Kernel Bayes' 

Rule, Neural Information Processing Systems 25, Granada, Spain, 2011.12.14 

 福水 健次 *，カーネル法による非線形データ解析，統計数理研究所研究会，福岡，日本，2011.12.26 

 Fukumizu, K. *, Statistics for Large-Dimensional Data - Dimension reduction and kernel method -, Japan-France 

Frontiers of Science, Nice, France, 2012.01.20 

 戸田 幹人 *（奈良女子大学），高見 利也（九州大学），福水 健次，菊池 浩人（日本医科大学），藤崎 弘士（日
本医科大学），生体分子の分子動力学時系列データに対する統計解析 2，日本物理学会 第 67回年次大会，西宮，
日本，2012.03.24 

 学会誌等発表  

 Sriperumbudur, V. B. K., Fukumizu, K. and Lanckriet, G., Universality, Characteristic Kernels and RKHS Embedding 

of Measures, Journal of Machine Learning Research, 12, 2389-2410, 2011.07 

 Watanabe, Y. and Fukumizu, K., Graph zeta function and loopy belief propagation, Proceedings of the 2011 

International Symposium on Nonlinear Theory and its Applications, 192-195, 2011.09 

 Dinuzzo, F. and Fukumizu, K., Learning low-rank output kernels, JMLR: Workshop and Conference Proceedings, 20

（Proc. 3rd Asian Conference on Machine Learning）, 181-196, 2011.11 

 Alam, A. MD，福水 健次，Kernel and Feature Search in Kernel PCA，電子情報通信学会技術報告，
IBISML2011-49，47-56，2011.11 

 科研費等（代表者） 
 統計的推論を支える効率的計算アルゴリズムに関する数理基盤（科研費基盤研究（B））2010.04～2013.03 

 確率計算のための効率的な近似アルゴリズム，特にグラフ構造を利用した伝搬型アルゴリズムの解析に対
し，代数的位相幾何，代数幾何などの数学的方法を統合することにより，その数理的基盤を再構築し，アル
ゴリズムの理解と発展および統計的応用を研究する。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 予測・因果・不完全データ解析とサイエンスの基礎（科研費基盤研究（B）），研究代表者：狩野 裕（大阪大学）
（2010.04～2013.03）（連携研究者） 

 揺らぐ環境にある生体分子における機能発現機構の「頑健性」の解明（科研費挑戦的萌芽研究），研究代表者：
戸田 幹人（奈良女子大学）（2010.10～2012.03）（分担者） 

 外部機関との共同研究 
 生体分子の大規模分子動力学計算に対する時系列解析の新展開（学際大規模情報基盤共同利用）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 連合王国：カーネル法に関する共同研究を行った。（2011.04.14～2011.04.24） 

 ドイツ連邦共和国：カーネル法に関する共同研究を行った。（2011.06.27～2011.08.31） 

 ロシア連邦：国際会議で招待講演を行った。（2011.08.24～2011.08.26） 

 スペイン：国際会議で研究発表を行った。（2011.12.10～2011.12.19） 

 フランス共和国：第 6回日仏先端科学シンポジウムに招待講演者として参加，講演を行った。（2012.01.19～

2012.01.24） 



 
99 

 学会・官庁等への協力 
 電子情報通信学会 情報論的学習理論と機械学習研究専門委員会／専門委員 

 教育活動  

 Advanced Topics in Mathematical Information Sciences［東京工業大学大学院 総合理工学研究科］ 

 カーネル法によるベイズ推論に関する研究指導［奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科／金川 元
信］ 

 多様体学習に関する研究指導［東京工業大学 総合理工学研究科 知能システム科学専攻／會川 悠佑］ 

 連携教授［東京工業大学大学院 総合理工学研究科 知能システム科学専攻］ 

 研究集会等の開催  

 第 3回 Statistical Machine Learning Seminar（主催機関：統計数理研究所・統計的機械学習 NOE），2011.06.17，統
計数理研究所 

 3rd Asian Conference on Machine Learning（Senior Program Committee）（主催機関：National Taiwan University, 
National Central University and Academia Sinica），2011.11.13～2011.11.15，Taoyuan 

 25th Conference on Neural Information Processing Systems（Program Committee, Area Chair）（主催機関：NIPS 

Foundation），2011.12.12～2011.12.15，グラナダ 

 数学・数理科学と諸科学・産業との連携研究ワークショップ「ネットワーク型知識に関する機械学習的ア
プローチ」（主催機関：統計数理研究所・文部科学省），2012.02.23，統計数理研究所 

 所内の活動 
 NOE形成事業運営委員会／委員 

 アナルズ編集委員会／Chief Editior 

 運営会議／委員 

 将来計画委員会／委員 

 新機軸創発センター／センター長 

 統計的機械学習研究センター／センター長 

 総研大の活動 
 計算推論科学概論Ⅱ／講義 

 統計的学習理論Ⅱ／講義 

 統計的情報処理論／講義 

 複合科学研究科教授会／委員 

 モデリング総合研究Ⅱ／講義 

 モデリング総合研究Ⅲ／講義 

 

伏木 忠義 
 主な研究課題 
 正則化パラメータの選択について 
 統計の問題では正則化を行うことでよい推定が得られることがある。しかし，その際には正則化項の大き
さを決める必要があり，そこにあらたに決めなければならないパラメータが現れる。本年度は，いくつかの
モデルで正則化パラメータの選択について考えた。 
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藤澤 洋徳 
 主な研究課題 
 ロバスト推定のための正規化された推定方程式 
 ロバスト推定量を提案するときに推定方程式に基づいたＭ推定量がしばしば使われる。ある種の推定方程
式に対しては正規化することによってロバスト性が上がるという研究を行った。その結果を回帰モデルにも
応用した。 

 学会等での口頭発表 
 藤澤 洋徳 *，マイクロアレイデータを利用した遺伝子発現差解析において帰無統計量が構成できる検定の
中で最適な有意性検定，名古屋統計セミナー，名古屋，日本，2011.05.20 

 藤澤 洋徳 *，ロバスト推測～外れ値への対処方法～，応用統計学会，大阪，日本，2011.06.03 

 熊坂 夏彦 *（理化学研究所），藤澤 洋徳，細野 直哉（理化学研究所），高橋 篤（理化学研究所），久保 充明（理
化学研究所），鎌谷 直之（理化学研究所），Bayesian Gaussian Mixture Modelによるアレル特異的なコピー数多型
のタイピング手法の開発，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.06 

 藤澤 洋徳 *，γ相互エントロピーに基づいたロバストなモデル選択規準，統計関連学会連合大会，福岡，
日本，2011.09.06 

 藤澤 洋徳 *，遺伝子発現差解析における並べ替え技法によるＰ値推定，融合「遺伝機能」プロジェクト会
議，東京，日本，2011.10.20 

 Fujisawa, H. *, Optimal significance analysis of microarray data in a class of tests whose null statistic can be 

constructed, 7th IASC-ARS Joint 2011 Taipei Symposium, Taipei, Taiwan, 2011.12.17 

 Fujisawa, H. *, Optimal significance analysis of microarray data in a class of tests whose null statistic can be 

constructed, International Conference on Advances in Probability and Statistics, Hong Kong, China, 2011.12.30 

 藤澤 洋徳 *，遺伝子発現差解析におけるＰ値推定と最適な有意性検定，統計科学セミナー，福岡，日本，
2012.01.13 

 藤澤 洋徳 *，Model selection criteria in multivariate regression, New developments in multivariate analysis，沖縄，
日本，2012.01.21 

 Fujisawa, H. *, Gamma-divergence and robust parameter estimation, International Workshop on Anomalous Statistics, 
Generalized Entropies, and Information Geometry, Nara, Japan, 2012.03.09 

 学会誌等発表  

 Fujisawa, H., Normalized Estimating Equation for Robust Parameter Estimation, Research Memorandum, 1146, 
2011.11 

 Kumasaka, N., Fujisawa, H., Hosono, N., Okada, Y., Takahashi, A., Nakamura, Y., Kubo, M. and Kamatani, N., 
PlatinumCNV: A Bayesian Gaussian Mixture Model for Genotyping Copy Number Polymorphisms Using SNP Array 

Signal Intensity Data, Genetic Epidemiology, 35, 831-844, 2011.12 

 Fujisawa, H. and Abe, T., A family of unimodal skew-symmetric distributions with mode-invariance, Research 

Memorandum, 1151, 2012.02 

 Yanagihara, H. and Fujisawa, H., Iterative bias correction of the cross-validation criterion, Scandinavian Journal of 

Statistics, 39, 116-130, 2012.03 

 科研費等（代表者） 
 ゲノムデータに対して有効性が高い多重検定法の開発（科研費基盤研究（C））2010.04～2013.03 

 マイクロアレイデータにおける遺伝子発現差解析を考える。ある遺伝子の P 値を計算するとき，他の遺伝
子のデータを「うまく」援用することで，P 値推定の精度を高くする方法を研究した。考察した方法のパフ
ォーマンスをシミュレーションなどで確認した。 



 
101 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 ゲノムデータからの予測・発見・推論の統合化のための統計学と機械学習の融合（科研費基盤研究（A）），研
究代表者：江口 真透（2008.04～2013.03）（分担者） 

 予測・因果・不完全データ解析とサイエンスの基礎（科研費基盤研究（B）），研究代表者：狩野 裕（大阪大学）
（2011.04～2015.03）（連携研究者） 

 外国出張・海外研修旅行
 Taiwan：7th IASC-ARS Joint 2011 Taipei Symposiumに参加し，研究発表を行った。（2011.12.15～2011.12.20） 

 China：International Conference on Advances in Probability and Statistics に参加し，研究発表を行った。
（2011.12.27～2012.01.01） 

 教育活動  

 漸近理論［東京理科大学 工学研究科 経営工学専攻／大学院生］ 

 多項式回帰モデルにおける正値性の検定に関する研究（博士審査）［総合研究大学院大学 複合科学研究科 

統計科学専攻／加藤 直広］ 

 研究集会等の開催  

 統計サマーセミナー（主催機関：東京理科大学），2011.08.08～2011.08.11，諏訪東京理科大学 

 所内の活動 
 アナルズ編集委員会／Co - editior 

 将来計画委員会／委員 

 総研大の活動 
 推測理論Ⅲ／講義 

 統計科学専攻教育研究委員会／委員 

 

逸見 昌之 
 主な研究課題 
 平均的因果効果に対する層別二重頑健推定量について 
 因果推論の分野において，近年，平均的因果効果に対する二重頑健推定量と呼ばれるものが提案されてい
るが，本研究ではこれに層別の考え方を導入し，モデルの誤特定に対する頑健性をさらに高めることを行っ
た。 

 学会等での口頭発表 
 Henmi, M. *, A Method of Covariate Adjustment in Randomized Clinical Trials, Young Statisticians Meeting（Satellite 

Event of the 58th ISI World Congress）, Dublin, Ireland, 2011.08 

 服部 聡 *（久留米大学バイオ統計センター），逸見 昌之，共変量調整ログランク検定の選択について，2011

年度統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09 

 逸見 昌之 *，プレコントラスト関数に基づく推定関数の幾何学，ミニワークショップ「統計多様体の幾何
学とその周辺（3）」，札幌，日本，2011.12 

 逸見 昌之 *，推定関数から誘導される捩れを許す統計多様体について，幾何統計小研究集会，名古屋，日
本，2012.02 

 学会誌等発表  

 Henmi, M. and Matsuzoe, H., Geometry of Pre-contrast Functions and Non-conservative Estimating Functions, AIP 

Conference Proceedings, 1340, 32-41, 2011.04 

 Fujii, Y., Henmi, M. and Fujita, T., Evaluating the interaction between the therapy and the treatment in clinical trials by 
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the propensity score weighting method, Statistics in Medicine, 31, 235-252, 2012.02 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 ゲノムデータからの予測・発見・推論の統合化のための統計学と機械学習の融合（科研費基盤研究（A）），研
究代表者：江口 真透（2008.04～2013.03）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 連合王国，アイルランド：研究打ち合わせと国際会議での研究発表を行った。（2011.08.14～2011.08.28） 

 所内の活動 
 ｢統計数理｣編集委員会／委員 

 情報基盤小委員会／委員 

 統計科学技術委員会／委員 

本郷 研太（特任教員・特任助教） 
 主な研究課題 
 第一原理量子モンテカルロ法による電子状態計算 
 本研究は，計算精度とコストの両面で優れた特性を持つ手法として，近年，電子状態研究分野で注目され
ている，第一原理量子モンテカルロ法を用いて，従来手法では精確な取り扱いの難しい，有機・生体分子系
の分子間相互作用の精密計算を行っている。 

 学会等での口頭発表 
 Hongo, K. *, Quantum Monte Carlo Study of Molecular Crystals, The Sixth General Meeting of ACCMS-VO, Sendai, 
Japan, 2012.02.10 

 著書 
 Hongo, K. and Maezono, R., Advances in Quantum Monte Carlo（（eds.）Tanaka, S., Rothstein, S. M. and Lester, Jr. W. 

A.）, American Chemical Society Publications, Washington, D. C., 1094, 91-99, doi:10.1021/bk-2012-1094.ch008,  
2012.02 

 Watson, M., Hongo, K., Iitaka, T. and Aspuru-Guzik, A., Advances in Quantum Monte Carlo（（eds.）Tanaka, S., 
Rothstein, S. M. and Lester, Jr. W. A.）, American Chemical Society Publications, Washington, D. C., 1094, 101-117, 
doi:10.1021/bk-2012-1094.ch009, 2012.02 

 外国出張・海外研修旅行
 U.S.A.：SC11への参加およびブース展示を行った。（2011.11.12～2011.11.19） 

 Kenya：第一原理量子モンテカルロ法による電子状態計算チュートリアルを実施した。（2012.03.08～2012.03.15） 

 

前田 忠彦 
 主な研究課題 
 社会言語学的な調査の設計と実施 
 国立国語研究所との共同プロジェクト「第 4 回鶴岡市における言語調査」のうち，統計数理研究所が主に
担当する「ランダムサンプリング調査」の調査設計を検討し，2011年 11月から 12月に本調査，2012年 1月
から 2月に補充調査という 2回の現地調査を行った。 

 学会等での口頭発表 
 中村 隆 *，米田 正人（国立国語研究所），阿部 貴人（国立国語研究所），前田 忠彦，「鶴岡市における共通語
化の調査」データのコウホート分析―ベイズ型コウホートモデル（XXII）―，日本行動計量学会 第 39 回大
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会，岡山，日本，2011.09.12 

 阿部 貴人 *（国立国語研究所），前田 忠彦，米田 正人（国立国語研究所），第 4回鶴岡調査の概要，国立国語
研究所 理論・構造研究系プロジェクト 研究成果合同発表会，東京，日本，2012.02.19 

 前田 忠彦 *，尾崎 幸謙，芝井 清久，SSP-I2010調査の設計と実施，共同研究集会，東京，日本，2012.02.23 

 前田 忠彦 *，尾崎 幸謙，分冊型の調査票設計に関する一考察，数理社会学会 第 53 回大会，鹿児島，日
本，2012.03.14 

 前田 忠彦 *，評定尺度法の調査項目における反応の構えについて―SSP-I2010 調査の事例から―，数理社
会学会 第 53回大会，鹿児島，日本，2012.03.15 

 田中 ゆかり *（日本大学），前田 忠彦，全国方言意識調査の話者分類に基づく地域類型化の試み，Japanese 

Language Variation and Change conference 2012，東京，日本，2012.03.20 

 前田 忠彦 *，社会調査の信頼性と妥当性―社会調査理論の立場から―，第 10 回 情報学研究交流会（静岡
大学情報学部），浜松，日本，2012.03.27 

 学会誌等発表  

 前田 忠彦，社会調査における近年の調査不能の動向とその理由について，感性福祉研究所年報（東北福祉
大学感性福祉研究所），12，2011.07 

 皆川 州正，山本 光璋，水野 康，河村 孝幸，鈴木 玲子，庭野 賀津子，大内 真，前田 忠彦，阿部 四郎，
一般住民の健康理解力に関連する要因の検討，感性福祉研究所年報（東北福祉大学感性福祉研究所），12，23-44，
2011.07 

 皆川 州正，山本 光璋，前田 忠彦，他 33名，健康理解力尺度作成の試み― 一般住民と大学生の調査 ―，
感性福祉研究所年報（東北福祉大学感性福祉研究所），12，5-21，2011.07 

 前田 忠彦，皆川 州正，地域住民の「健康観」に関する意識調査結果の解釈～地震の健康状態に関する認
識の類型的把握～，感性福祉研究所年報（東北福祉大学感性福祉研究所），12，91，2011.07 

 科研費等（代表者） 
 郵送調査法の特徴に関する総合的研究（科研費基盤研究（B））2008.04～2012.03 

 郵送調査法の特徴を，特に回答者の匿名性の確保の有無という観点から研究する。平成 23年度は，過年度
に郵送調査結果との比較を意図して実施・取得した面接調査，ウェブ調査と留置調査による調査データを比
較分析した。 

 意図的欠測を伴う調査設計の指針開発に関する研究（科研費挑戦的萌芽研究）2010.04～2013.03 

 データ行列の一部に意図的に非観測要素を発生させ，測定の効率化を図る意図的欠測デザインは，調査法
の分野では複数版の調査票で共通項目と独自項目を組み合わせた測定を行う形で利用される。その調査票設
計に対し，効用関数を導入した指針の開発を行う。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 異なる方法によって得られた評価結果の対応づけに関する基礎研究（科研費基盤研究（B）），研究代表者：柴
山 直（東北大学）（2009.04～2013.03）（連携研究者） 

 地域間格差と個人間格差の調査研究：ソーシャルキャピタル論的アプローチ（科研費基盤研究（B）），研究代
表者：辻 竜平（信州大学）（2010.04～2013.03）（連携研究者） 

 現代日本における階層意識と格差の連関変動過程の実証的解明（科研費基盤研究（S）），研究代表者：吉川 徹
（大阪大学大学院）（2011.04～2016.03）（分担者） 

 外部機関との共同研究 
 ヘルス・システムの変容とヘルス・リテラシーの研究（東北福祉大学感性福祉研究所）（分担者） 

 多角的アプローチによる現代日本語の動態の解明（国立国語研究所）（共同研究者） 

 文字環境のモデル化と社会言語科学への応用（国立国語研究所）（共同研究者） 
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 学会・官庁等への協力 
 一般社団法人 社会調査協会／社会調査協会賞選考委員，「社会と調査」編集委員 

 数理社会学会／監事，編集副委員長 

 日本行動計量学会／理事 

 日本統計学会／代議員 

 教育活動  

 サンプリング入門［NHK放送文化研究所／研究員］ 

 看護学分野における縦断的研究の統計解析（統計アドバイス）［杏林大学 保健学部 看護学科／岸田 泰子］ 

 公的科学研究機関の経営行動科学的研究（博士審査）［総合研究大学院大学 先導科学研究科 生命共生体進
化学専攻／加藤 直子］ 

 社会情報学，社会情報学特講（サンプリングと調査データの解析法）［大阪大学大学院 人間科学研究科／
大学院生，大阪大学 人間科学部／学生］ 

 研究集会等の開催  

 言語系共同利用研究 2011年度夏季合同研究発表会（主催機関：統計数理研究所），2011.09.22，統計数理研究所 

 SSP プロジェクト 第 4 回研究会（統計数理研究所 共同利用研究公開研究会）（主催機関：統計数理研究所，
階層と社会意識研究プロジェクト），2012.02.24～2012.02.25，統計数理研究所 

 言語研究と統計 2012（主催機関：統計数理研究所），2012.03.07～2012.03.08，統計数理研究所 

 シンポジウム「コホート研究の現状と将来展望」（主催機関：財団法人 生存科学研究所），2012.03.31，JST 東
京本部別館 1階ホール 

 所内の活動 
 研究倫理審査委員会／委員 

 節電対策委員会／委員 

 総研大の活動 
 社会調査論Ⅱ／講義 

 データ科学概論Ⅰ／講義 

 統計科学専攻入学者選抜委員会／委員 

 脳科学のための統計入門／講義（脳科学） 

 

松井 茂之 
 主な研究課題 
 予測医療の開発のためのランダム化臨床試験の計画と解析に関する研究 
 ランダム化臨床試験において，治療効果予測マーカーをゲノムデータを用いて開発し，併せて，マーカー
に基づいて平均効果サイズの検定を行い，さらに，患者レベルで生存曲線を予測するための枠組みについて
検討した。 

 学会誌等発表  

 Shoji, S., Suzuki, M., Tomono, Y., Bockbrader, H. and Matsui, S., Population pharmacokinetics of pregabalin in 

healthy subjects and patients with post-herpetic neuralgia or diabetic peripheral neuropathy, British Journal of Clinical 

Pharmacology, 72, 63-76, doi:10.1111/j.1365-2125.2011.03932.x, 2011.07 

 Matsui, S. and Noma, H., Estimating effect sizes of differentially expressed genes for power and sample-size 

assessments in microarray experiments, Biometrics, 67, 1225-1235, 2011.12 

 Noma, H. and Matsui, S., The optimal discovery procedure in multiple significance testing: an empirical Bayes 
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approach, Statistics in Medicine, 31, 165-176, 2012.01 

 外国出張・海外研修旅行
 アメリカ合衆国：国立がん研究所生物統計グループ（Biometric Research Branch）での打合せ，米国がん臨
床試験グループ（Southwest Oncology Group）の統計センターでの打合せを行った。（2011.11.28～2011.12.08） 

 学会・官庁等への協力 
 Current Drug Safety／Editorial board 

 International Biometric Society／Representative council member 

 Japanese Journal of Clinical Oncology／Review board 

 医薬品医療機器総合機構／専門委員 

 厚生労働省 難病・がん等の疾病分野の医療の実用化研究事業／事前評価委員 

 財団法人 先端医療振興財団臨床研究情報センター／客員上席研究員 

 日本計量生物学会／理事，学会誌編集委員 

 教育活動  

 疫学調査特論［国立保健医療科学院］ 

 生物統計学特論 II［東京女子医科大学・早稲田大学 連携先端生命医科学研究科］ 

 非線形モデル［慶應義塾大学 理工学部 数理科学科］ 

 研究集会等の開催  

 臨床試験における統計的手法とその実践（主催機関：統計数理研究所 リスク解析戦略研究センター），2011.05.25，
筑波大学 神保町キャンパス 

 医薬品開発における生物統計家の役割（主催機関：統計数理研究所 リスク解析戦略研究センター），2012.03.12，
京都大学 東京オフィス 

 所内の活動 
 ｢統計数理｣編集委員会／委員長 

 研究倫理審査委員会／委員 

 評価委員会／委員 

 総研大の活動 
 医療統計学Ⅰ／講義 

 医療統計学Ⅱ／講義 

 データ科学概論Ⅰ／講義 

 データ科学総合研究Ⅰ／講義 

 統計科学総合研究Ⅰ／講義 

 統計科学講究Ⅰ／講義 

 統計科学講究Ⅱ／講義 

 統計科学講究Ⅴ／講義 

 複合科学研究科教授会／委員 

 

松井 知子 
 主な研究課題 
 統計的機械学習の応用に関する研究 
 統計的学習機械を用いて，主に音声・音楽，映像，テキストなどのマルチメディアデータから，目的に応
じて有用な情報を発見するための方法を研究開発する。 
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 学会等での口頭発表 
 Yamada, T. *（The Graduate University for Advanced Studies）, Nakamichi, N.（Nanzan University）and Matsui, T., Extraction 

of User Interaction Patterns for Low-usability Web Pages, HCI International 2011, Oriando, U.S.A., 2011.07.09 

 Matsui, T. *, Goto, M.（National Institute of Advanced Industrial Science and Technology）, Vert, J. -P.（Mines ParisTech）and 

Uchiyama, Y.（Picolab Co., Ltd.）, Gradient-based musical feature extraction based on scale-invariant feature transform, The 

19th European Signal Processing Conference, Barcelona, Spain, 2011.08.31 

 Torres, R. *（奈良先端科学技術大学院大学），松井 知子，Evaluation of Topic Classification of Spoken Inquiries，
日本音響学会 2011年秋季研究発表会，島根，日本，2011.09.22 

 Fujita, Y. *（Nara Institute of Science and Technology）, Takeuchi, S.（Nara Institute of Science and Technology）, Kawanami, H.

（Nara Institute of Science and Technology）, Matsui, T., Saruwatari, H.（Nara Institute of Science and Technology）and Shikano, 
K.（Nara Institute of Science and Technology）, Out-of-Task Utterance Detection Basedon Bag-of-Words Using Automatic 

Speech Recognition Results, APSIPA Annual Summit and Conference 2011, Xian, China, 2011.10.18 

 Torres, R. *（Nara Institute of Science and Technology）, Kawanami, H.（Nara Institute of Science and Technology）, Matsui, T., 
Saruwatari, H.（Nara Institute of Science and Technology）and Shikano, K.（Nara Institute of Science and Technology）, Topic 

Classification of Spoken Inquiries Based on Stacked Generalization, APSIPA Annual Summit and Conference 2011, 
Xian, China, 2011.10.18 

 Itahashi, S. *（National Institute of Informatics）, Kajiyama, T.（Aoyama Gakuin University）, Yamakawa, K.（Aichi Shukutoku 

University）, Ishimoto, Y.（National Institute of Informatics）and Matsui, T., Interactive Visualization and Search System for 

Speech Corpora, Oriental COCOSDA 2011, Hsinchu, Taiwan, 2011.10.26 

 Myrvoll, T. A.（SINTEF），松井 知子 *，協調フィルタリングによる商品販売量の予測，IBISワークショップ，
奈良，日本，2011.11.09 

 相川 清明 *（東京工科大学），秋葉 友良（豊橋技術科学大学），伊藤 慶明（岩手県立大学），河原 達也（京都大
学），中川 聖一（豊橋技術科学大学），南條 浩輝（龍谷大学），西崎 博光（山梨大学），胡 新輝（NICT），松井 知
子，山下 洋一（立命館大学），音声ドキュメント処理ワーキンググループ活動報告，第 89回 音声言語情報処
理研究会，東京，日本，2011.12.19 

 Torres, R. *（奈良先端科学技術大学院大学），川波 弘道（奈良先端科学技術大学院大学），松井 知子，猿渡 洋（奈
良先端科学技術大学院大学），鹿野 清宏（奈良先端科学技術大学院大学），Semi-Supervised Topic Detection with 

Transductive SVM，日本音響学会 2012年春季研究発表会，横浜，日本，2012.03.15 

 板橋 秀一 *（国立情報学研究所），梶山 朋子（青山学院大学），山川 仁子（愛知淑徳大学），石本 祐一（国立情
報学研究所），松井 知子，音声コーパス類似性の対話的可視化・検索システム，日本音響学会 2012 年春季研
究発表会，横浜，日本，2012.03.15 

 Markov, K. *（University of Aizu）and Matsui, T., MUSIC GENRE CLASSIFICATION USING SELF-TAUGHT 

LEARNING VIA SPARSE CODING, ICASSP 2012, Kyoto, Japan, 2012.03.30 

 学会誌等発表  

 花塚 泰史，樋口 知之，松井 知子，HMMに基づくタイヤ振動波形解析による路面状態判別，電子情報通
信学会論文誌，J95-D（3），2011.03 

 科研費等（代表者） 
 「かな書」に新たな付加価値を与えるシステムの構築（科研費挑戦的萌芽研究）2011.04～2013.03 

 本研究では，伝統的な仮名の書（「かな書」）データから，統計的機械学習による方法に基づいて複数の情
報を総合的に取り出し，「かな書」データの付加価値を創出するシステムを構築することを目的とする。 

 外国出張・海外研修旅行
 Czech Republic：ICASSPに参加した。（2011.05.21～2011.05.29） 
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 Italy：EUSIPCO2011に参加し，発表を行った。（2011.08.26～2011.09.04） 

 Spain：学会に参加した。（2011.12.11～2011.12.19） 

 Singapore：Institute for Infocomm Research の Department Head である Li Haizhou 氏と打合せを行った。
（2012.01.08～2012.01.15） 

 学会・官庁等への協力 
 EURASIP Journal on Audio, Speech, and Music Processing, Special Issue on Sparse Modeling for Speech and Audio 

Processing／Guest Editor 

 ISCA Workshop Odyssey／Scientific Committee 

 Speech Communication／Subject Editor 

 情報処理学会 情報規格調査会 バイオメトリックデータ交換フォーマット小委員会／委員 

 電子情報通信学会／査読委員 

 電子情報通信学会 バイオメトリクスセキュリティ研究会／専門委員 

 電子情報通信学会 情報・システムソサイエティ誌／編集委員長 

 電子情報通信学会 情報論的学習理論と機械学習研究会／専門委員 

 日本音響学会／査読委員 

 教育活動  

 Webユーザビリティの統計的評価における研究（博士審査）［総合研究大学院大学／山田 俊哉］ 

 トピック分類に基づく複数言語モデルの検討［奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 博士前期課
程 1年／真嶋 温佳］ 

 統計的トピックモデルに関する研究［奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 博士後期課程 2 年／
Rafael Torres］ 

 研究集会等の開催  

 International Workshop on Statistical Machine Learning for Speech Processing 2012（主催機関：統計数理研究所 統計

的機械学習研究センター），2012.03.31，京都国際会館 

 所内の活動 
 NOE形成事業運営委員会／委員 

 モデリング研究系／主幹 

 運営会議／委員 

 共同利用委員会／委員 

 研究主幹等会議／委員 

 施設環境委員会／委員 

 将来計画委員会／委員 

 人事委員会／委員 

 総務委員会／委員 

 予算委員会／副委員長 

 総研大の活動 
 コミュニケーション情報処理／講義 

 マルチメディア情報処理／講義 

 計算推論科学概論Ⅱ／講義 

 複合科学研究科教授会／委員 
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間野 修平 
 主な研究課題 
 確率モデルによる推測 
 ゲノム多様性などにみられる複雑かつ確率的な現象について，確率モデルを用いて標本の性質を導出する
ことで，統計的推測の枠組みを考案した。 

 学会等での口頭発表 
 Mano, S. *, Ancestral graph with bias in gene conversion, Molecular Evolutionary Studies in Post-Genomic Era: 

Workshop on Evolutionary Analysis and Applications, Xian, China, 2011.06.09 

 Nakagome, S. *, Mano, S., Kozlowski, L.（International Institute of Molecular and Cell Biology in Warsaw）, Bujnicki, J.

（International Institute of Molecular and Cell Biology in Warsaw）, Kidd, J.（Yale University）, Kidd, K.（Yale University）, 
Kawamura, S.（University of Tokyo）and Oota, H.（Kitasato University）, An evolutionary study of human complex diseases, 
Molecular Evolutionary Studies in Post-Genomic Era, Xian, China, 2011.06.09 

 Mano, S. *, Power of duality in stochastic modeling of population genetics, Annual Conference of Society of 

Molecular Biology and Evolution, Kyoto, Japan, 2011.07.27 

 Nakagome, S. *, Mano, S., Kozlowski, L.（International Institute of Molecular and Cell Biology in Warshaw）, Bujnicki, J.

（International Institute of Molecular and Cell Biology in Warshaw）, Shibata, H.（Kyushu University）, Fukumaki, Y.（Kyushu 

University）, Kidd, J.（Yale University）, Kidd, K.（Yale University）, Kawamura, S.（University of Tokyo）and Oota, H.（Kitasato 

University）, Crohn's disease risk alleles on the NOD2 locus have been maintained by natural selection on standing 

variation, Annual Conference of Society of Molecular Biology and Evolution, Kyoto, Japan, 2011.07.27 

 Mano, S., Kawanishi, Y.（University of Ryukyus）, Maekawa, H.（University of Ryukyus）, Nakajima, Y. *（University of 

Ryukyus）, Ancient Mariner Transposon Targeted by Other Transposable Elements in the Genome of Bombyx mori and B. 

mandarina, Annual Conference of Society of Molecular Biology and Evolution, Kyoto, Japan, 2011.07.28 

 間野 修平 *，粒子系の確率モデルにおける母集団と標本の双対性，統計関連学会連合大会，福岡，日本，
2011.09.05 

 Nakagome, S. *，Fukumizu, K. and Mano, S., Kernel Bayesian Computation，日本遺伝学会 第 83回大会，京都，
日本，2011.09.21 

 間野 修平 *，地理的構造による種分岐の確率モデルにおける双対性，日本遺伝学会 第 83 回大会，京都，
日本，2011.09.21 

 Mano, S. *, Duality between population and sample in interacting particle systems on graph, Seminar on Stochastic 

Models and Discrete Geometry, Tokyo, Japan, 2011.10.07 

 間野 修平 *，Ewens抽出公式による自然数の分割における最大数の分布，科研費研究集会「官庁統計デー
タの公開における諸問題の研究と他分野への応用」，東京，日本，2011.10.21 

 山田 隆行 *，溝上 雅史（国立国際医療センター），間野 修平，全ゲノム交互作用解析により見つかった C

型肝炎のインターフェロン・リバビリン併用治療における年齢と薬剤奏功の交互作用，日本人類遺伝学会，
埼玉，日本，2011.11.10 

 Nakagome, S. *, Fukumizu, K. and Mano, S., Kernel Bayesian Computation, 45th Population Genetics Group Meeting, 
Nottingham, England, 2012.01.05 

 Mano, S. *, Sampling formula for diversity in fragmented habitat, 45th Population Genetics Group Meeting, 
Nottingham, England, 2012.01.06 

 Nakagome, S., Fukumizu, K. and Mano, S. *, Kernel Bayesian Computation: Getting posterior without likelihood, 
ISM-ISI-ISSAS Joint Conference 2012, Tokyo, Japan, 2012.02.02 

 間野 修平 *，ランダムグラフによるゲノム進化の確率モデリング，科学技術振興機構さきがけ研究報告会，
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東京，日本，2012.02.20 

 Mano, S. *, New methodology for statistical analyses: kernel methods and Markov bases，国立遺伝学研究所 研究
会「次世代シーケンサーを用いたゲノム多様性研究における今後の課題」，三島，日本，2012.03.12 

 学会誌等発表  

 Katsumura, T., Oda, S., Tsukamoto, K., Sekiya, Y., Yamashita, T., Aso, M., Hata, M., Nonaka, M., Mano, S., Ishida, H., 
Mitani, H., Kawamura, S. and Oota, H., A population genetic study on the relationship between medaka fish and the 

spread of wet-rice cultivation across the Japanese archipelago, Anthropological Science, 120（1）, doi:10.1537/ase.110525, 
2011.10 

 Nakagome, S., Mano, S., Kozlowski, L., Bujnicki, J., Shibata, H., Fukumaki, Y., Kidd, J., Kidd, K., Kawamura, S. and 

Oota, H., Crohn's disease risk alleles on the NOD2 locus have been maintained by natural selection on standing variation, 
Molecular Biology and Evolution, 29, doi:10.1093/molbev/mss006, 2012.01 

 科研費等（代表者） 
 ランダムグラフによるゲノム進化の確率モデリング（JSTさきがけ）2008.10～2012.03 

 ゲノム進化のモデルとして，拡散過程の双対をなすランダムグラフを導出し，それに基づく統計的推測に
伴なう計算手法を考案した。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 ゲノムデータからの予測・発見・推論の統合化のための統計学と機械学習の融合（科研費基盤研究（A）），研
究代表者：江口 真透（2008.04～2011.03）（分担者） 

 次世代シークエンサーによる縄文人および弥生人骨のゲノム解析（科研費挑戦的萌芽研究），研究代表者：太
田 博樹（北里大学）（2011.04～2012.03）（分担者） 

 B 型肝炎ウイルス感染の病態別における宿主因子等について，網羅的な遺伝子解析を用い，新規診断法及
び治療法の開発を行なう研究（厚生労働省科研費（肝炎等克服緊急対策研究事業）），研究代表者：徳永 勝士（東京
大学）（2011.04～2014.03）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 Tibet：Xian-Tibet Workshop on Molecular Evolutionary Studies in Post-Genomic Eraにて招待講演を行った。
（2011.06.08～2011.06.17） 

 England：Population Genetics Meetingに参加した。（2012.01.02～2011.02.08） 

 教育活動  

 ゲノム多型データを用いた肝臓疾患の薬剤反応性の遺伝的素因の探索［特任研究員／山田 隆行］ 

 ゲノム配列データを用いた視覚器疾患の遺伝的素因の探索［国立遺伝学研究所／西野 穣］ 

 ゲノム配列データを用いた集団遺伝学的推測における統計解析手法［特任研究員／中込 滋樹］ 

 集団遺伝の数理［特任研究員／三浦 千明］ 

 研究集会等の開催  

 ゲノム多様性と進化の統計数理 1（主催機関：統計数理研究所），2011.10.25～2011.10.26，統計数理研究所 

 ゲノム多様性と進化の統計数理 2（主催機関：統計数理研究所），2011.12.19～2011.12.20，統計数理研究所 

 所内の活動 
 ｢統計数理｣編集委員会／委員 

 節電対策委員会／委員 

 総研大の活動 
 「統合生命科学」特別経費プロジェクト準備委員会／委員 
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丸山 直昌 
 主な研究課題 
 代数幾何的符号の復号に関する研究 
 代数幾何的符号，特にリードソロモン符号の復号を多項式環の枠組の中で考察し，多項式の素因数分解を
用いて行うアルゴリズムについて研究する。 

 学会等での口頭発表 
 丸山 直昌 *，統計情報資源ナビゲーション・システムの過去・現在・未来，共同研究集会，東京，日本，
2011.10.17 

 外国出張・海外研修旅行
 Singapore：ICANNシンガポール会合に出席した。（2011.06.19～2011.06.25） 

 Senegal：ICANNダカール会合に出席した。（2011.10.22～2011.10.30） 

 学会・官庁等への協力 
 社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター／理事 

 研究集会等の開催  

 統計情報資源ナビゲーション・システムの現代化（共同研究集会）（主催機関：統計数理研究所），2011.10.17，
統計数理研究所 

 所内の活動 
 所内情報チーム／委員 

 情報セキュリティ委員会／委員 

 総研大の活動 
 「国際的視野を持った研究者養成の多面的国際交流事業の展開」特別委員会／委員 

 計算推論科学概論Ⅰ／講義 

 

丸山 宏 
 主な研究課題 
 サービス科学 
 サイバー・フィジカル・システムなど，IT による社会変革について議論し，データ分析，モデリング，人
間社会行動のモデリングなどの重要領域を明らかにした。 

 学会等での口頭発表 
 丸山 宏 *，Research That Matters―世の中にインパクトを与える研究開発，人工知能学会メンタリングセッ
ション，盛岡，日本，2011.06.02 

 丸山 宏 *，実践が拓く情報処理の次なるステップ～デジタルプラクティスの試み～，FITパネルディスカ
ッション，函館，日本，2011.09.09 

 Maruyama, H. *, Towards Systems Resilience, IBM Research Colloquium on Societal Resilience, Melbourne, 
Australia, 2011.10.13 

 外国出張・海外研修旅行
 Australia：Presentation at IBM Colloquium on Resilienceに参加した。（2011.10.11～2011.10.15） 

 学会・官庁等への協力 
 科学技術振興機構 研究開発戦略センター／特任フェロー 

 情報処理学会／技術応用運営委員会委員長，デジタル・プラクティス編集委員 

 新エネルギー技術開発機構／技術ロードマップ策定委員会 委員長 
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 知的財産高等裁判所／専門委員 

 日本ソフトウェア科学会／監事 

 教育活動  

 Cyber-Physical Systemsによる社会変革と情報技術への挑戦（講義）［慶應大学 理工学部］ 

 QREC後期講義 研究・技術経営論「研究開発プロセス論：企業における研究開発の A to Z」［九州大学］ 

 Webユーザビリティの統計的評価に関する研究（博士審査）［総合研究大学院大学／山田 俊哉］ 

 情報と職業（講義）［京都大学 工学部］ 

 製品・技術開発マネジメント（講義）［東京大学 技術経営戦略専攻］ 

 研究集会等の開催  

 サービス科学研究センター設立記念シンポジウム開催（主催機関：統計数理研究所 サービス科学研究センター），
2012.01.30，統計数理研究所 

 情報・システム研究機構シンポジウム「システムズ・レジリエンス―『想定外』を科学する」（主催機関：
情報・システム研究機構），2012.02.15，学術情報センター 

 所内の活動 
 NOE形成事業運営委員会／委員 

 オープンハウス委員会／委員長 

 サービス科学研究センター／センター長 

 ハラスメント防止委員会／委員 

 運営会議／委員 

 運営企画本部／委員 

 研究主幹等会議／委員 

 広報委員会／委員長 

 知的財産委員会／副委員長 

 予算委員会／委員長 

 総研大の活動 
 複合科学研究科教授会／委員 

 

三浦 千明（特任研究員） 
 主な研究課題 
 小分散漸近理論を用いた集団遺伝学的研究 
 集団遺伝学に現れる確率過程の分布の解析的表現を得るために，小分散漸近理論を用いた確率過程の漸近
展開を行った。またその有効性を確かめるために，モンテカルロ法によるシミュレーションを実行した。 

 学会等での口頭発表 
 三浦 千明 *，2座位 2対立遺伝子モデルの頻度分布の近似公式，日本進化学会，京都，日本，2011.07.30 

 三浦 千明 *，2 座位 2 対立遺伝子モデルの頻度分布の近似公式について，日本遺伝学会，京都，日本，
2011.09.21 

 三浦 千明 *，小分散漸近理論を用いた集団遺伝学的研究，共同研究集会，立川，日本，2011.12.19 

 三浦 千明 *，On an approximate formula for the distribution of _2-locus 2-allele model with mutual mutation，The 

Population Genetics Group meeting，Nottingham，England，2012.01.05 

 外国出張・海外研修旅行
 England：Griffiths教授と研究打合せ，Population Genetics Meetingに参加した。（2012.01.02～2012.01.03） 
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 England：The 45th Population Genetics Group meetingに参加した。（2012.01.04～2012.01.06） 

 

宮里 義彦 
 主な研究課題 
 不完全情報下における制御系設計に関する研究 
 統計モデルと制御の関係を考慮して，モデリングから制御系の構成までを統合的に含む設計理論の構築を
考えている。本年度は逆最適化に基づくマルチエージェント系のフォーメーション制御と，耐故障性を有す
る制御系の構築に関する研究を行った。 

 学会等での口頭発表 
 Miyasato, Y. *, Adaptive H∞ Formation Control for Euler-Lagrange Systems by Utilizing Neural Network 

Approximators, 2011 American Control Conference, San Francisco, U.S.A., 2011.06.30 

 Miyasato, Y. *, A Design Method of Model Reference Adaptive Formation Control, IFAC 18th World Congress, 
Milano, Italy, 2011.08.29 

 Miyasato, Y. *, A Simple Redesign of Model Reference Adaptive Control with Actuator Failures, SICE Annual 

Conference 2011, Tokyo, Japan, 2011.09.16 

 宮里 義彦 *，モデル規範形適応 H∞フォーメーション制御，計測自動制御学会 第 40回制御理論シンポジ
ウム，大阪，日本，2011.09.28 

 宮里 義彦 *，Adaptive Cooperative Controlに関する報告，計測自動制御学会 産業における適応学習制御調
査研究会 第 2回講義会（IFAC World Congress報告会），東京，日本，2011.12.21 

 宮里 義彦 *，最適化に基づく適応制御系の構成とフォーメーション制御への応用，統計数理研究所 統計
的機械学習研究センター 最適化推論プロジェクト研究会，立川，日本，2012.01.19 

 宮里 義彦 *，無限次元システムの適応 H∞フォーメーション制御，計測自動制御学会 第 12回制御部門大
会，奈良，日本，2012.03.16 

 学会誌等発表  

 Miyasato, Y., Adaptive H∞  Formation Control for Euler-Lagrange Systems by Utilizing Neural Network 

Approximators, Proceedings of 2011 American Control Conference, 1753-1758, 2011.06 

 Miyasato, Y., A Design Method of Model Reference Adaptive Formation Control, Proceedings of IFAC 18th World 

Congress, 1198-1203, 2011.08 

 Miyasato, Y., A Simple Redesign of Model Reference Adaptive Control with Actuator Failures, Proceedings of SICE 

Annual Conference 2011, 1698-1703, 2011.09 

 宮里 義彦，非線形入力特性を有する双曲型分布定数系の有限次元モデル規範形適応 H∞制御，計測自動制
御学会論文集，48，78-85，2012.02 

 科研費等（代表者） 
 複雑環境下で自立的に調和行動を実現するハイブリッド型適応学習システムの構築（科研費基盤研究（C））

2010.04～2014.03 

 非線形 H∞制御とハイブリッドシステム理論を融合させて複雑環境下で調和行動を実現する適応学習シス
テムの構築を考えている。今年度は非線形パラメトリックモデルで表されたマルチエージェント系のフォー
メーション制御の研究を行った。 

 外国出張・海外研修旅行
 アメリカ合衆国：American Control Conference 2011に出席し，研究発表を行った。（2011.06.27～2011.07.03） 

 イタリア共和国：IFAC 18th World Congressに出席し，研究発表を行った。（2011.08.27～2011.09.04） 
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 学会・官庁等への協力 
 Asian Journal of Control／Associate Editor 

 システム制御情報学会／評議員 

 計測自動制御学会／評議員，企画委員会委員，産業における適応学習制御調査研究会専門委員，英文論文
集編集委員会編集委員，倫理委員会専門委員，企画委員会 価値創造タスクフォース リーダー，先端融合シ
ステムズアプローチ創出委員会委員，学会賞委員会委員 

 日本学術振興会／科学研究費委員会専門委員 

 第 43回ストカスティックシステムシンポジウム（SSS'11）／組織委員 

 教育活動  

 現代制御理論（講義）［法政大学 工学部 システム制御工学科／4年］ 

 所内の活動 
 共同利用委員会／委員 

 情報セキュリティ委員会／委員 

 評価委員会／副委員長 

 総研大の活動 
 「総研大学術ネットワーク」対応教員 

 計算推論科学概論Ⅰ／講義 

 評価担当者会議／委員 

 複合科学研究科教授会／委員 

 

三分一 史和 
 主な研究課題 
 生体イメージングデータ解析の時空間解析 
 睡眠や発作などの自励的脳活動の検出法の開発に向けての基礎研究として，単一試行生体イメージングデ
ータから有意な生体賦活信号を検出するための AR型モデルに基づく時空間フィルタリング法を行った。 

 学会等での口頭発表 
 Miwakeichi, F. *, Oku, Y.（Hyogo College of Medicine）, Okada, Y.（Murayama Medical Center）, Kawai, S., Tamura, Y.  

and Ishiguro, M., A Spatio-Temporal Analysis for Detecting Neural Activation in the Imaging Data, The 58th World 

Statistics Congress（ISI2011）, Dublin, Ireland, 2011.08.26 

 Fujiki, Y. *（The Graduate University for Advanced Studies）, Okada, Y.（Murayama Medical Center）, Oku, Y.（Hyogo College 

of Medicine）, Yokota, S.（Shimane University School of Medicine）, Tamura, Y., Ishiguro, M. and Miwakeichi, F., A comparison 

of standardization methods of voltage-imaging data that enable to integrate the spatial information from different 

samples, The 34th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, Yokohama, Japan, 2011.09.16 

 Shimizu, S. *（Tokyo University of Science）, Takahashi, N.（Graduate School, Tokyo University of Science）, Inoue，H.（Graduate 

School, Tokyo University of Science）, Nara, H.（Hokkaido University）, Miwakeichi, F., Hirai, N.（Jichi Medical University）, 
Kikuchi, S.（Jichi Medical University）, Watanabe, E.（Jichi Medical University）and Kato, S.（Jichi Medical University）, Basic 

Study for a New Assistive System Based on Brain Activity associated with Spatial Perception Task during Car driving, 
2011 IEEE International Conference on Robotics and Biomimetics, Phuket, Thailand, 2011.12.08 

 Miwakeichi, F. *, A spatio-temporal filtering method based on AR type model for the analysis of single-trial biological 

imaging data, International Seminar on Time Series Modeling of Neuroscience Data, Okazaki, Japan, 2012.02.14 
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 学会誌等発表  

 Lal, A., Oku, Y., Hülsmann, S., Okada, Y., Miwakeichi, F., Kawai, S., Tamura, Y. and Ishiguro, M., Dual oscillator model 

of the respiratory neuronal network generating quantal slowing of respiratory rhythm, JOURNAL OF COMPUTATIONAL 

NEUROSCIENCE, 30（2）, 225-240, doi:10.1007/s10827-010-0249-0, 2011.06 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 モデル選択法による統計的推論へのデータ前処理組み込みに関する研究（科研費挑戦的萌芽研究），研究代表
者：石黒 真木夫（2011.04～2013.03）（分担者） 

 外国出張・海外研修旅行
 Ireland：The 58th World Statistics Congress（ISI2011）で招待講演を行った。（2011.08.23～2011.08.28） 

 教育活動  

 近赤外線スペクトロスコピーデータのノイズ除去，平均波形，積分値の計算（統計アドバイス）［自治医科
大学 精神医学教室／菊地 千一郎，松本 健二，山内 芳樹］ 

 心拍データにおける重回帰分析の適用方法［兵庫医科大学／越久 仁敬］ 

 脳波における同期現象の検出［金沢大学 大学教育開発・支援センター／西山 宣昭］ 

 所内の活動 
 情報基盤小委員会／委員 

 知的財産委員会／委員 

 統計科学技術委員会／委員 

 総研大の活動 
 「総研大学術ネットワーク」対応教員 

 情報機能論／講義 

 モデリング総合研究Ⅳ／講義 

 統計科学講究Ⅳ／講義 

 統計科学専攻教育研究委員会／委員 

 脳科学のための統計入門／講義（脳科学） 

 

持橋 大地 
 主な研究課題 
 統計的自然言語処理・ベイズ統計モデル 
 統計的自然言語処理および音声処理のための，ノンパラメトリックベイズ法による連続時間モデルについ
て検討した。 

 学会誌等発表  

 大石 康智，亀岡 弘和，持橋 大地，柏野 邦夫，歌唱における表現意図を考慮した歌声 F0生成過程とその
統計的モデリング，情報処理学会研究報告 音楽情報処理，2012-MUS-94-11，2012.02 

 外部機関との共同研究 
 コーパス日本語学の創成（国立国語研究所）（分担者） 

 視線認識と統計的言語処理（国立情報学研究所）（分担者） 

 学会・官庁等への協力 
 情報処理学会／自然言語処理研究会 運営委員 

 電子情報通信学会／IBISML研究会 幹事補佐 
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 所内の活動 
 安全衛生委員会／委員 

 総研大の活動 
 統計的言語処理／講義 

 

元山 斉（融合プロジェクト特任研究員） 
 主な研究課題 
 公的統計の精度検証とデータベース構築による高度利用の促進 
 公的統計の精度の検証とデータベース構築による高度利用の促進。 

 学会等での口頭発表 
 篠 恭彦 *（日本能率協会），小此木 祐二（厚生労働省），澤村 保則（総務省統計局），山本 渉（電気通信大学），
元山 斉，椿 広計，ISO 20252の公的統計への適用可能性とその問題点，統計関連学会連合大会，福岡，日本，
2011.09.06 

 元山 斉 *，Note on a simple derivation of the asymptotic normality of a sample quantile from a finite population，
統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 元山 斉 *，有限母集団における回帰分位点推定量の漸近正規性，青山学院大学大学院 経済学研究科ワー
クショップ，東京，日本，2011.10.07 

 Motoyama, H. *, Asymptotic normality of quantile regression estimators for samples from a finite population, 
International Conference on Advances in Probability and Statistics - Theory and Applications: A Celebration of N. 

Balakrishnan's 30 years of Contributions to Statistics, Hong Kong, Hong Kong SAR, China, 2011.12.30 

 元山 斉 *，これまでの統計数理研究所での個票情報の活用と今後の課題，科研費「低経済成長下での産業・
企業構造の変容の測定：産業格付けの変動と中小企業問題」研究集会，東京，日本，2012.01.30 

 元山 斉 *，児玉 直美（経済産業省），椿 広計，企業活動基本調査と事業所・企業統計調査のリンケージに
基づいた企業活動基本調査の全体推計の試み，融合プロジェクト 国際ワークショップ「社会のイノベーショ
ンを誘発する情報システム―クライシスに強い社会基盤―」，東京，日本，2012.02.16 

 元山 斉 *，Limiting distribution of quantile regression estimators for simple random samples without replacement 

from a finite population，第 11回 西東京統計研究会，東京，日本，2012.03.02 

 学会誌等発表  

 Motoyama, H., Note on a simple derivation of the asymptotic normality of sample quantiles from a finite population, 
Behaviourmetrika, 39, 1-8, 2012.02 

 著書 
 上野 玄太，吉野 諒三，土屋 隆裕，元山 斉 他，統計応用の百科事典（松原 望，美添 泰人，岩崎 学，
金 明哲，竹村 和久，林 文，山岡 和枝（編）），丸善出版株式会社，東京，2011.10 

 科研費等（代表者） 
 ミクロ計量分析のための標本調査理論の開発（科研費若手研究（B））2009.04～2012.03 

 層別抽出，クラスター抽出等のサンプリング手法に基づいた，計量分析推計手法の確立。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 公的統計の提供方法に関する理論的・実際的研究（科研費基盤研究（B）），研究代表者：美添 泰人（青山学院
大学）（2009.04～2012.03）（分担者） 

 低経済成長下での産業・企業構造の変容の測定：産業格付けの変動と中小企業問題（科研費基盤研究（B）），
研究代表者：松田 芳郎（青森公立大学）（2011.04～2012.03）（分担者） 
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 外国出張・海外研修旅行
 China：International Conference on Advances in Probability and Statisticsに参加し発表を行った。（2011.12.27～

2012.01.01） 

 U.S.A.：ISOの標本調査規格に関するWorking Group会合に出席した。（2012.02.01～2012.02.05） 

 学会・官庁等への協力 
 ㈱三菱総合研究所／「中小企業実態基本調査に係る結果検証等に係る研究会」委員 

 社団法人 日本品質管理学会／「統計・データの質マネジメント研究会」委員 

 独立行政法人 経済産業研究所／「サービス産業生産性向上に関する研究会」委員 

 教育活動  

 計量経済学，経済数学［成城大学 経済学部／学部 2，3，4年］ 

 統計学概論，社会科学のための統計学入門 I・II，データサイエンス［青山学院大学経済学部 国際政治経済
学部 青山スタンダード科目／学部 2，3，4年］ 

 

山下 智志 
 主な研究課題 
 地方銀行の回収データベースの構築とモデル化 
 銀行の与信の回収率と期待損失率の算出方法を提案した。回収データはデフォルト企業がベースとなるた
め件数が少なく，単独の銀行のデータではパラメータ推計に問題があった。本年度は複数行のデータを用い
ることにより，精度の高い回収率モデルを作成した。 

 学会等での口頭発表 
 大野 忠士 *（総研大），山下 智志，椿 広計，与信判断が確率変動するときの倒産企業の信用リスク値分布
のモデル化，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.05 

 宮本 道子 *（秋田県立大学），山下 智志，安藤 雅和（千葉工業大学），逸見 昌之，高橋 淳一（総研大），中
小企業大規模財務データベースの欠測処理に対する問題点と対策について，統計関連学会連合大会，福岡，
日本，2011.09.05 

 山下 智志 *，信用リスクモデルの精度評価手法とパラメータの最適性，日本統計学会 金融分科会，東京，
日本，2011.11.23 

 山下 智志 *，信用リスクモデルの予測精度－AR 値と評価指標－，金融工学研究所ユーザー会，東京，日
本，2011.12.09 

 山下 智志 *，交通計画と社会基盤整備のための数学モデルの分類と系統，新領域融合研究センター デー
タ中心人間社会科学プロジェクト，東京，日本，2012.02.16 

 山下 智志 *，回収実績データを用いた LGDおよび ELと計量化モデルの課題，リスク解析戦略研究センタ
ーシンポジウム 新しい金融データ分析とリスク管理手法，東京，日本，2012.03.15 

 学会誌等発表  

 山下 智志，回収率推計の方法と現状～データ分析における回収率の定義と要因～，CRD ジャーナル，4，
31-35，2011.06 

 山下 智志，「特集 金融リスクの統計解析」について，統計数理，59（1），1-2，2011.06 

 山下 智志，吉羽 要直，2次ガウス過程を用いた担保付貸出の解析的な損失分布のモーメント評価，統計数
理，59（1），141-157，2011.06 

 大野 忠士，山下 智志，椿 広計，与信判断が確率変動するときの倒産企業の信用リスク値分布のモデル化
―Skew-normal分布の応用，統計数理，59（1），3-23，2011.06 
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 Yamashita, S. and Yoshiba, T., Analytical Solution for the Loss Distribution of a Collateralized Loan under a 

Quadratic Gaussian Default Intensity Process, Bank of Japan Discussion Paper Series, 2011-E-20, 1-24, 2011.08 

 山下 智志，回収率推計の方法と現状～バーゼル自己資本規制と回収率推計～，CRDジャーナル，5，31-35，
2012.01 

 著書 
 山下 智志，三浦 翔，信用リスクモデルの予測精度―AR値と評価指標―，朝倉書店，東京，2011.09 

 科研費等（代表者） 
 大規模債権回収データを利用した中小企業金融の期待損失率推計（科研費基盤研究（C））2010.04～2013.03 

 中小企業の債権回収に関して，信用保証協会の実績回収データをもとに実証分析を行うとともに，確率過
程モデルを援用した回収率の数量化モデルを作成する。 

 学会・官庁等への協力 
 金融庁 金融研究研修センター／特別研究官 

 国際協力銀行／外来研究指導員 

 国土交通省 全国幹線旅客流動調査委員会／委員，幹事 

 日本統計学会／会計理事 

 有限責任中間法人 CRD協会／顧問 

 教育活動  

 金融庁実務研修（リスク管理研修応用編 信用リスク計測・管理手法）［金融庁職員］ 

 金融庁実務研修（リスク管理研修基礎編 信用リスク計測・管理手法）［金融庁および地方財務局職員］ 

 市場リスク計量化，信用リスク計量化，モデル評価とリスク管理の法的規制［シグマインベストメントス
クール 金融リスク管理コース］ 

 信用リスクの計量化方法とその評価法［金融財務研究会］ 

 統計的方法論Ⅰ［慶應義塾大学大学院 経営管理研究科］ 

 研究集会等の開催  

 統計数理研究所 リスク解析戦略研究センターシンポジウム 「新しい金融データ分析とリスク管理手法」
（主催機関：リスク解析戦略研究センター），2012.03.15，筑波大学 

 所内の活動 
 ｢統計数理｣編集委員会／副委員長 

 NOE形成事業運営委員会／委員 

 オープンハウス委員会／委員 

 総研大の活動 
 ファイナンス統計学Ⅰ／講義 

 ファイナンス統計学Ⅱ／講義 

 複合科学研究科教授会／委員 

 

山田 隆行（特任教員・特任助教） 
 主な研究課題 
 高次元データに対する多変量解析の統計的推論 
 観測項目の数 p が標本サイズ n に比べて大きい高次元データに対する多変量解析についての統計的推論の
研究を行っている。 
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 学会等での口頭発表 
 櫻井 哲朗 *（筑波大学），山田 隆行，成長曲線モデルにおける平均の検定の疑似尤度比統計量の漸近的性
質，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 科研費等（代表者） 
 高次元データについての検定法の非正規分布に対する頑健性の研究（科研費若手研究（B））2011.04～2012.03 

 本研究は，高次元データについて母集団分布に正規分布を仮定したもとで提案されている検定法を正規性
を満たしていないデータに適用したときにどのような影響を与えるのかを調べ，補正することを目的として
いる。まず，正規分布を仮定したもとで提案された検定統計量について，非正規分布を仮定したもとで次元
数と標本サイズを共に発散させる漸近枠組みでのもとでの漸近分布を導出する。この漸近分布を用いて必要
であれば検定法の補正を行う。 

 外国出張・海外研修旅行
 連合王国：Griffiths教授と研究打合せ，Pop Group Meetingに参加した。（2012.01.01～2012.01.09） 

 

吉田 亮 
 主な研究課題 
 オミックスデータ統計科学と生体情報システムモデリングの研究 
 最新のバイオテクノロジーが産生するオミックス生体情報に活用したバイオモデリングと統計科学の研究
を行っている。 

 学会等での口頭発表 
 Nagao, H. *, Yoshida, R. and Higuchi, T., Hybrid Bayesian filter algorithm for multivariate time-series modellings on 

cloud computing systems, Yeditepe International Research Conference on Bayesian Learning（YIRCoBL 2011）, Istanbul, 
Turkey, 2011.06.16 

 Yoshida, R. *, Nagao, H., Saito, M. and Higuchi, T., Dynamic Bayesian modelling of biological pathways and 

decoupling of hidden regulatory signals using nonlinear state space models, Yeditepe International Research Conference 

on Bayesian Learning（YIRCoBL 2011）, Istanbul, Turkey, 2011.06.16 

 吉田 亮 *，組織的メタ遺伝子解析の多重検定問題，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.06 

 斎藤 正也 *，吉田 亮，長尾 大道，樋口 知之，生命体データ同化システム LiSDAS～生命を支えるメカニ
ズムをいかに探るか～，バイオスーパーコンピューティングサマースクール 2011，兵庫，日本，2011.09.26 

 Nakata, A. *（Institute of Medical Science, The University of Tokyo）, Yoshida, R., Nagasaki, M.（Institute of Medical Science, 
The University of Tokyo）, Yamauchi, M.（Institute of Medical Science, The University of Tokyo）, Yoshino, I.（Institute of Medical 

Science, The University of Tokyo）, Shimamura, T.（Institute of Medical Science, The University of Tokyo）, Imoto, S.（Institute of 

Medical Science, The University of Tokyo）, Nomura, M.（Institute of Medical Science, The University of Tokyo）, Miyano, S.

（Institute of Medical Science, The University of Tokyo）and Gotoh, N.（Institute of Medical Science, The University of Tokyo）, 
Novel mechanisms of acquired resistance to Gefitinib in Non-small lung cancer，第 35回 日本分子生物学会年会，
Kanagawa，Japan，2011.12.12 

 Yoshida, R. *, Bayesian supercomputing tackles cancers, Joint Meeting of Taipei International Statistical Symposium 

and of Asian Regional Section of IASC, Taipei, Taiwan, 2011.12.18 

 学会誌等発表  

 Tamada, Y., Yamaguchi, R., Imoto, S., Hirose, O., Nagasaki, M. and Miyano, S., SiGN-SSM: open source parallel 

software for estimating gene networks with state space models, Bioinformatics, 27, 1172-1173, 2011.04 
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 著書 
 樋口 知之，上野 玄太，中村 和幸，中野 慎也，吉田 亮，データ同化入門―次世代のシミュレーション技
術―，朝倉書店，東京，2011.09 

 科研費等（代表者） 
 最先端トランスクリプトーム解析のための統計的バイオモデリング（科研費若手研究（B））2011.04～2013.03 

 多次元オミックスサイエンスのための統計解析手法の開発。 

 外国出張・海外研修旅行
 Turkey：国際会議 YIRCoBL'11に参加し，発表を行った。（2011.06.14～2011.06.19） 

 Taiwan：2011 Taipei Symposium & 7th IASC-ARSに参加し，招待講演を行った。（2011.12.15～2011.12.20） 

 教育活動  

 化合物予測・設計のためのカーネル法の研究［総合研究大学院大学 統計科学専攻／山下 博史］ 

 研究集会等の開催  

 第 2回 「バイオモデリングと統計科学」研究会（主催機関：統計数理研究所），2011.11.21，統計数理研究所 

 所内の活動 
 オープンハウス委員会／委員 

 節電対策委員会／委員 

 総研大の活動 
 生体情報システム論Ⅰ／講義 

 生体情報システム論Ⅱ／講義 

 統計科学専攻入学者選抜委員会／委員 

 脳科学のための統計入門／講義（脳科学） 

 

吉野 諒三 
 主な研究課題 
 中国（北京・上海・香港）・台湾調査 
 アジア・太平洋価値観国際比較調査の一環として，中国本土及び台湾における人々の意識に関する標本抽
出法による面接調査を遂行した。 

 学会等での口頭発表 
 Yamaoka, K. *（Teikyo University）and Yoshino, R., Health and Trust on the Asia Pacific Values Survey（APVS）, The 

International conference on social stratification and health 2011, Tokyo, Japan, 2011.08.07 

 吉野 諒三，山岡 和枝 *（帝京大学），健康観の国際比較，日本行動計量学会，岡山，日本，2011.09.12 

 吉野 諒三，林 文 *（東洋英和女学院大学），日本人の素朴な自然観と宗教観，日本行動計量学会，岡山，日
本，2011.09.12 

 吉野 諒三，大崎 裕子 *（東京工業大学大学院），信頼感の測定項目の分析，日本行動計量学会，岡山，日本，
2011.09.12 

 吉野 諒三 *，アジア太平洋価値観国際比較―文化多様体解析，日本行動計量学会，岡山，日本，2011.09.12 

 吉野 諒三 *，日本における数理心理学の展開 XIX，日本心理学会，東京，日本，2011.09.15 

 吉野 諒三 *，長期継続調査の現状と課題「日本人の国民性」と「意識の国際比較」，日本世論調査協会 研
究発表大会，東京，日本，2011.11.11 

 学会誌等発表  

 吉野 諒三，二階堂 晃祐，アジア・太平洋価値観国際比較調査―文化多様体の統計科学的解析― 日本 2010
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調査報告書，統計数理研究所調査研究リポート，103，2011.05 

 吉野 諒三，二階堂 晃祐，アジア・太平洋価値観国際比較調査―文化多様体の統計科学的解析― USA2010

調査報告書，統計数理研究所調査研究リポート，104，2011.05 

 植木 武，山森 芳郎，石橋 義永，吉野 諒三，Wethington, E.，Wang, Q.，Edmondson, R.，日米国際比較に
見る家族への絆―大学生から見た家族への思い―，共立女子大学総合文化研究所紀要，17，101-125，2011.05 

 Yoshino, R. and Yamaoka, K., Health and Trust on the Asia Pacific Values Survey（APVS）, The proceedings of the 

conference on social stratification and health 2011, 57, 2011.08 

 吉野 諒三，世論調査の歴史と理論と実践―データの科学の真髄，データ分析の理論と応用，1（1），23-40，
2011.09 

 吉野 諒三，文化の多様体解析，社会と調査，7，5-11，2011.09 

 吉野 諒三，世論調査と学術調査の区別―「ユニバース，母集団，標本」再考―，日本世論調査協会報 よ
ろん，108，2-12，2011.10 

 吉野 諒三，ひと，こころ，知恵のつながり，専門図書館，251，1-7，2012.01 

 著書 
 吉野 諒三，林知己夫著「調査の科学」の解説―データの科学の神髄，筑摩学芸文庫，東京，2011.05 

 吉野 諒三，統計応用の百科事典（松原 望，美添 泰人，岩崎 学，金 明哲，竹村 和久，林 文，山岡 和枝
（編））の「5.社会調査」及び「6.心理統計・教育統計」の一部執筆，丸善出版株式会社，東京，2011.10 

 Yoshino, R., Trust: Comparative Perspectives（M.Masamich他（編））の 1章執筆, Brill Academic Publishers, Leiden: 

The Netherlands, 2012.03 

 学会賞等の受賞  

 日本行動計量学会・功績賞（林知己夫賞）（日本行動計量学会）2011.09 

 外国出張・海外研修旅行
 中華人民共和国：アジア太平洋価値観調査（中国）に関する研究打合せと資料収集を行った。（2011.09.22～

2011.09.28） 

 中華人民共和国：中国調査の事後の研究打合せと現地視察を行った。（2012.03.08～2012.03.13） 

 学会・官庁等への協力 
 ㈶日本世論調査協会／評議員および理事 

 NHK放送文化研究所／月「放送と文化」レヴューワー 

 一般社団法人 社会調査協会／理事，社員，および研究活動委員会委員長 

 財団法人 大川情報通信基金／大川財団研究助成選考委員 

 財団法人 日本世論調査協会／評議員，監事 

 東京工業大学大学院／連携教授 

 日本学術会議 経済学部門 政府基盤統計分科会／委員 

 日本学術会議 社会学部門 社会学コンソーシアム分科会／委員 

 日本学術会議 社会学部門 社会調査データアーカイヴ分科会／委員 

 日本原子力学会／「原子力世論とマスメディア報道に係るデータベースの構築と拡充」特別専門委員会委員 

 日本行動計量学会／理事 

 日本情報考古学会／編集委員 

 日本心理学会／機関紙等編集委員 

 日本分類学会／運営委員 

 文部科学省 科学技術政策研究所／客員研究官 
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 教育活動  

 OECD幸福度調査のガイドラインに関するコメント［内閣府 経済社会総合研究所］ 

 エジプト調査に関するサンプリングおよびデータ解析のアドバイス［一橋大学／加藤 博 教授，共立女子
大学／岩崎 えり菜 准教授］ 

 映画「ハイスクール・バサラ」（仮題）の統計的蓋然性についてアドバイス［藤沢 浩和 助監督］ 

 原子力に関するサンプリング調査検証について［文部科学省 研究開発局 原子力損害賠償対策室／佐野 多
紀子 次長］ 

 幸福度の尺度構成に関する関連情報の提供［内閣府 経済社会総合研究所］ 

 災害に関する標本抽出検査と検定について［文部科学省 研究開発局］ 

 数学概論［聖心女子大学 教育学科］ 

 多国籍企業における満足感の調査について［ベイン・アンド・カンパニー・ジャパン・インコーポレイテ
ッド／間瀬 陽子，菊池 哲也］ 

 日系企業の中国における意識調査の所在について［台湾 Trendgo調査会社］ 

 複合データの標本抽出誤差の推定について［日本銀行］ 

 所内の活動 
 NOE形成事業運営委員会／委員 

 共同利用委員会／委員 

 調査科学研究センター／センター長 

 調査研究リポート編集委員会／委員長 

 総研大の活動 
 国際比較調査論Ⅰ／講義 

 統計科学専攻教育研究委員会／副委員長 

 複合科学研究科教授会／委員 

 

吉本 敦 
 主な研究課題 
 森林資源の高次元多機能経済評価と国際生態系保全政策分析 
 森林資源の多面的な機能を特定し，その動態を定量的に把握する。そして，生態系保全政策の動向に伴う
森林資源利用変化の機能への影響を分析し，開発と生態系保全を両立できる生態系保全政策の探求，分析及
び提言を行う。 

 学会等での口頭発表 
 Yoshimoto, A. * and Konoshima, M.（University of Ryukyus）, Reconsideration of green-up concerns in spatially 

constrained harvest scheduling in terms of the exact solution method, Canadian Operations Research Society Annual 

Meeting, Newfoundland, Canada, 2011.05.31 

 Kamo, K. *（Sapporo Med University）and Yoshimoto, A., Statistical analysis on forest devastation by snow and wind 

with use of logistic regression for geographical concerns and survival analysis for tree-breaking, The 2011 World 

Conference on Natural Resource Modeling, Ottawa, Canada, 2011.06.15 

 Yoshimoto, A. *, Mathematical programming for forest resource management, International Seminar/Workshop on 

Forest Resource Management under Socio-Ecologically Fragile Environments, Phnom Penh, Cambodia, 2011.08.23 

 Asante, P. *（University of Alberta）and Yoshimoto, A., Optimal forest harvest decision: a dynamic programming 

approach considering timber, carbon sequestration and bioenergy, International Conference on Forest Technologies for 
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Mitigation Climate Change, Seoul, Korea, 2011.10.04 

 Konoshima, M. *（University of Ryukyus）and Yoshimoto, A., Spatial forest management for mitigation biological 

disturbances due to climate change, International Conference on Forest Technologies for Mitigation Climate Change, 
Seoul, Korea, 2011.10.04 

 Akaishi, R. *, Yoshimoto, A., Carbon accounting for forest stand management through stand density management 

diagram simulator, International Conference on Forest Technologies for Mitigation Climate Change, Seoul, Korea, 
2011.10.04 

 Kamo, K. *（Sapporo Med University）and Yoshimoto, A., Selecting growth function for“better”projection of carbon 

sequestrated, International Conference on Forest Technologies for Mitigation Climate Change, Seoul, Korea, 2011.10.04 

 Yoshimoto, A. *, Spatial concerns and formulation for harvest scheduling, FORMATH FORUM, Tokyo, Japan, 
2011.11.22 

 学会誌等発表  

 木島 真志，吉本 敦，適応型技術・生態系サービスを考慮に入れた森林管理の経済分析，生物の科学 遺伝，
65，70-76，2011.05 

 Konoshima, M., Marusak, R. and Yoshimoto, A., Spatially constrained harvest scheduling for strip allocation under 

Moore and Neumann neighbourhood adjacency, Journal of Forest Science, 57, 70-77, 2011.06 

 Konoshima, M., Marusak, R. and Yoshimoto, A., Harvest scheduling with spatial aggregation for two and three strip 

cut system under shelterwood management, Journal of Forest Science, 57, 271-277, 2011.11 

 Yoshimoto, A. and Jimenez, J. C., Reverted Mean and Asymptotic Stationary Distribution for Timber Price Using a 

Mean-Reverting Stochastic Model, FORMATH, 11, 169-182, 2012.03 

 Surový, P., Yoshimoto, A. and Ribeiro, N., Comparison of Pruning Regimes for Stone Pine（Pinus pinea L.）using a 

Functional- Structural Plant Model, FORMATH, 11, 27-43, 2012.03 

 Ribeiro, N., Surový, P. and Yoshimoto, A., Optimal Regeneration Regime under Continuous Crown Cover 

Requirements in Cork Oak Woodlands，FORMATH, 11, 83-102, 2012.03 

 著書 
 吉本 敦，加茂 憲一，柳原 宏和，Rによる環境データの統計分析，朝倉書店，東京，2012.02 

 科研費等（代表者） 
 トルコ・韓国・日本における森林資源の高次元多機能経済評価と国際生態系保全政策分析（科研費基盤研究
（A））2010.04～2014.03 

 社会経済構造及び資源利用環境の異なるトルコ，韓国，日本において，その多面的な機能を特定し，それ
らを森林生態系を通した“多次元的な財”と捉え，まず状態空間モデルの構築により“財”の動態を定量的
に把握する。 

 外部機関との共同研究 
 時空間構造最適化モデルの構築による森林生態系サービスの経済分析（ソウル大学）（研究代表者） 

 外国出張・海外研修旅行
 大韓民国：済州島における森林資源の時空間モデリング打ち合わせを行った。（2011.05.23～2011.05.26） 

 カナダ：Canadian Operations Research Society Annual Conferenceに参加した。（2011.05.28～2011.06.03） 

 カナダ，アメリカ合衆国：Natural Resource Modeling学会発表及び研究打合せを行った。（2011.06.13～2011.06.26） 

 カンボジア王国：国際セミナーを企画開催し，発表を行った。（2011.08.21～2011.08.26） 

 カナダ：University of Albertaにて森林多品目最適化モデル構築打合せを行った。（2011.09.01～2011.09.06） 

 大韓民国：研究打合せ及び国際シンポジウムを企画開催した。（2011.10.01～2011.10.07） 

 チェコ共和国，ポルトガル共和国：チェコ生命科学大学，エボラ大学にて森林空間管理最適化モデリング
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打合せを行った。（2011.11.04～2011.11.13） 

 大韓民国：ソウル大学において研究打合せを行った。（2012.01.08～2012.01.10） 

 トルコ共和国：森林ランドスケープ管理に関わる現地調査及び打合せを行った。（2012.01.30～2012.02.02） 

 学会・官庁等への協力 
 FORMATH研究会／代表 

 IUFRO／Division III Working Group 3. 4 

 森林計画学会／企画委員 

 日本農学会／運営委員 

 教育活動  

 森林資源管理モデリング［琉球大学 農学部／大学院生］ 

 森林資源管理最適化モデル構築［ソウル大学大学院 農学部／大学院生］ 

 数理計画法［宮崎大学 農学部／学部生］ 

 生態系サービス評価モデリング［東北大学大学院 生命科学研究科／大学院生］ 

 複雑系統計学［東北大学大学院 情報科学研究科 非常勤講師（客員教授）］ 

 研究集会等の開催  

 International Seminar/Workshop on Forest Resource Management under Socio-Ecologically Fragile Environments（主

催機関：統計数理研究所 リスク解析研究センター），2011.08.22～2011.08.25，プノンペン 

 The Second International Conference on FORCOM - Follow up and New Challenge for Coming Generations - 

FORCOM 2011 -（主催機関：統計数理研究所 リスク解析研究センター），2011.09.26～2011.09.30，三重 

 Forest Technologies for Mitigating Climate Change（主催機関：統計数理研究所 リスク解析研究センター），2011.10.04

～2011.10.06，Seoul 

 International Year of Forests FORMATH International FORUM（主催機関：統計数理研究所 リスク解析研究センター），
2011.11.21～2011.11.22，東京 

 International Seminar on Time Series Modeling of Neuroscience Data（主催機関：統計数理研究所 リスク解析研究セ

ンター），2012.02.14，岡崎 

 所内の活動 
 オープンハウス委員会／副委員長 

 ゲストハウス等運営委員会／委員 

 安全衛生委員会／副委員長 

 共同利用委員会／委員 

 広報委員会／副委員長 

 総研大の活動 
 複合科学研究科教授会／委員 

 

阿部 貴人（客員） 
 主な研究課題 
 第 4回鶴岡市における言語調査 
 統計数理研究所と国立国語研究所が 1950年から 20年間隔で実施してきた鶴岡市における言語調査の第4

回調査を実施・運営した。この調査により，社会調査型の言語調査法の確立について，実践的に検討した。 
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天坂 格郎（客員） 
 主な研究課題 
 新開発設計CAE運用モデルの確立 
 現今，日本の製造業は生き残りをかけ“グローバル生産”を急展開している。“世界品質競争―QCD 同時
達成”を実現する，開発設計技術の進化に寄与する“新開発設計 CAE技術法―New Japan Development Design 

CAE Employment Model”を創案し，先進企業の適用事例などを通して，そのモデルの有効性を検証する。 

 学会等での口頭発表 
 野澤 保瑛 *（青山学院大学），松浦 峻（青山学院大学），天坂 格郎，高品質保証 CAE最適化設計法の確立（第
2 報），トランスアクスルの金属摩耗異物のキャビテーション解析を例として，日本品質管理学会，第 95 回
研究発表会，東京，日本，2011.05.29 

 小野寺 雄大 *（青山学院大学），松浦 峻（青山学院大学），天坂 格郎，高精度 CAE解析アプローチモデルに
関する研究―ボルト締結部のナット座面解析を例として，日本品質管理学会，第 95 回 研究発表会，東京，
日本，2011.05.29 

 Sakai, H. *（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., Visualization of Work Processes of Software Development - 

Development of A Visualization,“A-PPNS”-, Japanese Operations Management & Strategy Association, Kanagawa, 
Japan, 2011.06.18 

 Amasaka, K. *, Innovation of the Business and Sales Operation Employing TMS: Construction of Toyota Sales 

Marketing System, Japanese Operations Management & Strategy Association, Kanagawa, Japan, 2011.06.18 

 Ishiguro, H. *（Aoyama Gakuin University）, Matsuo, I.（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., Proposal and 

Effectiveness of A Highly Compelling Direct Mail Method“PMOS-DM”: Strategic Application of Statistics and 

Mathematical Programming, Japanese Operations Management & Strategy Association, Kanagawa, Japan, 2011.06.18 

 内田 和憲 *（青山学院大学），角井 将（青山学院大学），天坂 格郎，労働作業価値評価モデルの構築と有効
性，日本オペレーションズ・マネジメント＆ストラテジー学会，第 3 回全国研究発表大会，神奈川，日本，
2011.06.18 

 小崎 貴仁 *（青山学院大学），山田 宏樹（青山学院大学），天坂 格郎，開発設計に寄与する高信頼性 CAE解
析モデル構築の研究：自動車ボルト締結用高精度 CAE解析アプローチ法の創案，日本オペレーションズ・マ
ネジメント＆ストラテジー学会，第 3回全国研究発表大会，神奈川，日本，2011.06.18 

 野澤 保瑛 *（青山学院大学），伊藤 貴裕（青山学院大学），天坂 格郎，自動車駆動系オイルシール油漏れ高
精度 CAE解析，日本オペレーションズ・マネジメント＆ストラテジー学会，第 3回全国研究発表大会，神奈
川，日本，2011.06.18 

 黄 山 *（青山学院大学），葉 有勝（青山学院大学），天坂 格郎，新マレーシア生産モデル“NMPM”の創案，
日本オペレーションズ・マネジメント＆ストラテジー学会，第 3回全国研究発表大会，神奈川，日本，2011.06.18 

 小倉 基 *（青山学院大学），八谷 剛幸（青山学院大学），天坂 格郎，自動車販売顧客来店率を高める“Mix Media 

Model”の研究：消費者購買行動モデル AIDAと統計科学の有効性，日本オペレーションズ・マネジメント＆
ストラテジー学会，第 3回全国研究発表大会，神奈川，日本，2011.06.18 

 小野寺 雄大 *（青山学院大学），天坂 格郎，高品質保証 CAE 解析アプローチモデルの創案と有効性―自動
車用ボルト締結部の座面応力解析を例として―，日本オペレーションズ・マネジメント＆ストラテジー学会，
第 3回全国研究発表大会，神奈川，日本，2011.06.18 

 武藤 舞子 *（青山学院大学），宮家 亮太（青山学院大学），天坂 格郎，自動車ボデーカラー開発ビジネスア
プローチモデルの創案，日本オペレーションズ・マネジメント＆ストラテジー学会，第 3 回全国研究発表大
会，神奈川，日本，2011.06.18 

 中村 将大 *（青山学院大学），遠田 祐介（青山学院大学），坂井 大剛（青山学院大学），天坂 格郎，ソフトウ
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ェア開発における顧客・ベンダー間の“情報共有達成度診断モデル”の構築に関する研究，日本オペレーシ
ョンズ・マネジメント＆ストラテジー学会，第 3回全国研究発表大会，神奈川，日本，2011.06.18 

 Amasaka, K. *, Constructing Optimal CAE Design Approach Model: Application of the Advanced TDS, The 11th 

WSEAS International Conference on APPLIED INFORMATICS AND COMMUNICATIONS（AIC'11）, Florence, Italy, 
2011.08.24 

 矢崎 晃一郎 *（青山学院大学），谷津 春樹（青山学院大学），林 宏樹（青山学院大学），天坂 格郎，若年男性
の好む“自動車計器デザインアプローチモデル”の創出と有効性，第 13 回 日本感性工学会大会，東京，日
本，2011.09.04 

 飯田 貴之 *（青山学院大学），後藤 晃（青山学院大学），福智 翔也（青山学院大学），天坂 格郎，顧客の映画
鑑賞意欲を高める映画予告編造りの一研究：統計科学と GSRを用いる Customer Science Approach，第 13回 日
本感性工学会大会，東京，日本，2011.09.04 

 石川 昭典 *（青山学院大学），小山 弘起（青山学院大学），天坂 格郎，ヒット映画企画発想支援アプローチ
モデルの創案と有効性：統計科学を援用するヒットアニメ映画企画の構築，第 13 回 日本感性工学会大会，
東京，日本，2011.09.04 

 竹渕 祥平 *（青山学院大学），浅見 弘規（青山学院大学），天坂 格郎，フォルムとカラーの関係性を捉えた
自動車デザインアプローチモデルの構築，第 13回 日本感性工学会大会，東京，日本，2011.09.04 

 Amasaka, K. *, A New Development Design CAE Employment Model, Applying Numerical Simulation to Automobile 

Bottleneck Technology, the International Conference on Evolutionary Computation Theory and Applications（ECTA2011）, 
Paris, France, 2011.10.24 

 Nakamura, M. *（Aoyama Gakuin University）, Enta, Y.（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., Constructing a  

Model to Assess the Success of Information Sharing Between Customers and Vendors in Software Development, 
International Conference on Business Management 2011, Miyazaki, Japan, 2011.10.29 

 Ogura, M. *（Aoyama Gakuin University）, Hachiya, T.（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., A Mixed Media 

Model for Bringing Customers into Auto Dealerships Effectively using the AIDA Model and Statistical Science, 
International Conference on Business Management 2011, Miyazaki, Japan, 2011.10.29 

 Mutou, M. *（Aoyama Gakuin University）, Miyake, R.（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., Constructing an 

Automobile Body Color Development Approach Model Utilizing Customer Science Strategy, International Conference 

on Business Management 2011, Miyazaki, Japan, 2011.10.29 

 Yazaki, K. *（Aoyama Gakuin University）, Tanitsu, H.（Aoyama Gakuin University）, Hayashi, H.（Aoyama Gakuin University）

and Amasaka, K., Constructing an Auto Instrumentation Designing Approach Model for Appealing Young Male, 
International Conference on Business Management 2011, Miyazaki, Japan, 2011.10.29 

 石黒 久稔 *（青山学院大学），松浦 峻（青山学院大学），天坂 格郎，統合化ダイレクトメール戦略的運用モ
デルの創案と有効性：統計科学と線形計画法を援用する自動車販売顧客来店率向上，日本品質管理学会，第
41回年次大会研究発表会，愛知，日本，2011.10.29 

 Huang, S. *（Aoyama Gakuin University）, Siang, Y. Y.（Aoyama Gakuin University）, Amasaka, K., Proposal of a New 

Malaysia Production Model“NMPM”, A New Integrated Production System of Japan and Malaysia, International 

Conference on Business Management 2011, Miyazaki, Japan, 2011.10.29 

 坂井 大剛 *（青山学院大学），天坂 格郎，ソフトウェア開発のビジネスプロセスモニタリングシステム
“A-IOMS”の確立，日本経営システム学会，第 47回全国研究発表大会，山梨，日本，2011.12.04 

 Nozawa, Y. *（Aoyama Gakuin University）, Yamashita, R.（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., A CAE Method 

of Design Optimization for Quality Assurance：Analyzing Cavitation Caused by Metal Particles in the Transaxle, The 

International Symposium on System Integration, SI International 2011, Kyoto, Japan, 2011.12.21 
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 Onodera, T. *（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., A Study on a High Quality CAE Analysis Approach Model 

- Automotive Bolts Tightening Analysis using Contact Stress Simulation -, The International Symposium on System 

Integration, SI International 2011, Kyoto, Japan, 2011.12.21 

 Ishiguro, H. *（Aoyama Gakuin University）, Matsuura, S.（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., Strategically 

Applying a Comprehensive Direct Mail Model to Bring Customers into Auto Dealerships: Using Statistical Science and 

Mathematical Programming, 2011 Asian Conference of Management Science & applications, Hainan, China, 2011.12.22 

 Takebuchi, S. *（Aoyama Gakuin University）, Asami, H.（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., An Automobile 

Exterior Design Approach Model Linking Form and Color, 2011 Asian Conference of Management Science & 

applications, Hainan, China, 2011.12.22 

 Kozaki, T. *（Aoyama Gakuin University）, Yamada, H.（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., A Highly Reliable 

Development Design CAE Analysis Model: A Precision Approach to Automotive Bolt Tightening, 2011 Asian 

Conference of Management Science & applications, Hainan, China, 2011.12.22 

 Uchida, K. *（Aoyama Gakuin University）, Tsunoi, M.（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., Creating Working 

Value Evaluation Model“WVEM”, 2011 Asian Conference of Management Science & applications, Hainan, China, 
2011.12.22 

 Sakai, H. *（Aoyama Gakuin University）, Nakamura, M.（Aoyama Gakuin University）, Matsuura, S.（Aoyama Gakuin University）

and Amasaka, K., Creating a Business Process Monitoring System“A-IOMS”for Software Development, 2011 Asian 

Conference of Management Science & applications, Hainan, China, 2011.12.22 

 Iida, T. *（Aoyama Gakuin University）, Goto, A.（Aoyama Gakuin University）, Fukuchi, S.（Aoyama Gakuin University）and 

Amasaka, K., A Study on Movie Trailer Production Model using Statistics and GSR - Focus on Boosting Young 

Customer's Application Desire -, 2011 Asian Conference of Management Science & applications, Hainan, China, 
2011.12.22 

 Ishikawa, A. *（Aoyama Gakuin University）, Koyama, H.（Aoyama Gakuin University）and Amasaka, K., An Amalab-Movie 

Creation Approach Model - Utilizing Statistical Science to Design Anime Hits -, 2011 Asian Conference of Management 

Science & applications, Hainan, China, 2011.12.22 

 学会誌等発表  

 Sakai, H., Waji, Y., Nakamura, M. and Amasaka, K., Establishment of“A-PPNS”, A Navigation System for 

Regenerating the Software Development Business, An International Journal, Industrial Engineering & Management 

System, 10（1）, 44-54, 2011.04 

 Kojima, T. and Amasaka, K., The Total Quality Assurance Networking Model for Preventing Defects: Building An 

Effective Quality Assurance System Using A Total QA Network, International Journal of Management & Information 

Systems, 15（3）, 1-10, 2011.05 

 Anabuki, K., Kaneta, H. and Amasaka, K., Proposal And Validity Of Patent Evaluation Method“A-PPM”For 

Corporate Strategy, International Journal of Management & Information Systems, 15（3）, 129-137, 2011.06 

 Amasaka, K., Changes in Marketing Process Management Employing TMS: Establishment of Toyota Sales Marketing 

System, China & USA Business Review, 10（7）, 539-550, 2011.07 

 Asami, H., Owada, H., Murata, Y., Takebuchi, S. and Amasaka, K., The A-VEDAM Model for Approaching Vehicle 

Exterior Design, Journal of Business Case Studies, 7（5）, 1-8, 2011.09 

 Ishikawa, A., Morita, Y. and Amasaka, K., Constructing Measures of CS Effectiveness to Boost Subjective Quality at 

Manufacturers, International Business & Economics Research Journal, 10（11）, 55-62, 2011.11 

 Uchida, K., Kohara, D., Yamada, M. and Amasaka, K., Making Compelling Movie Poster Using Statistical Science and 

an Eye Mark Recorder, Journal of Business Case Studies, 7（6）, 63-70, 2011.11 
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 Nakamura, M., Enta, Y. and Amasaka, K., Establishment of a Model to Assess the Success of Information Sharing 

Between Customers and Vendors in Software Development, Journal of Management Science, 2, 165-173, 2011.12 

 Mutou, M., Miyake, R. and Amasaka, K., Constructing an Automobile Body Color Development Approach Model, 
Journal of Management Science, 2, 175-183, 2011.12 

 Kozaki, T., Oura, A. and Amasaka, K., Establishment of TQM Promotion Diagnosis Model“TQM-PDM”for  

Strategic Quality Management, Academic Journal of China & USA Business Review, 10（1）, 1-9, 2012.01 

 Ishiguro, H. and Amasaka, K., Proposal and Effectiveness of A Highly Compelling Direct Mail Method - Establishment 

and Deployment of PMOS-DM, International Journal of Management & Information Systems, 16（1）, 1-10, 2012.01 

 Koyama, H., Yoshida, N. and Amasaka, K., The A-MPM Decision-making Model for Film Project Investment: A 

Partnership with Filmmakers, International Business & Economics Research Journal, 11（3）, 323-330, 2012.03 

 Amasaka, K., Ito, T. and Nozawa, Y., A NEW DEVELOPMENT DESIGN CAE EMPLOYMENT MODEL, The 

Journal of Japanese Operations Management and Strategy, 3（1）, 18-37, 2012.03 

 Takebuchi, S., Nakamura, T., Asami, H. and Amasaka, K., The Automobile Exterior Color Design Approach Model, 
Journal of Japan Industrial Management Association, 62（64）, 2012.03 

 著書 
 天坂 格郎，大藤 正，畠中 伸敏，木村 壽男，水野 一彦，影山 敏一，新講座―大学院実践応用力強化プ
ログラム『研究開発特論』―学際性を備えた実践的科学者・技術者の育成（天坂 格郎（編）），三恵社，愛知，
2012.02 

 天坂 格郎，伊藤 重隆，及川 忠雄，折原 秀博，金山 民生，西屋 和夫，予防と未然防止―事件・事故を
回避する安心・安全の科学―（畠中 伸敏，米虫 節夫（編）），日本規格協会，東京，2012.03 

 学会・官庁等への協力 
 日本オペレーションズマネジメントストラテジー学会／会長 

 日本経営情報学会／代議員 

 

安藤 雅和（客員） 
 主な研究課題 
 大規模データベースに基づく企業の信用リスク評価 
 欠測を含む企業データ（一般社団法人 CRD協会が集積している中小企業の経営データ（財務・非財務デー
タ及びデフォルト情報））を基に，この分野における欠測の発生メカニズムを探るとともに，欠測を考慮した
もとでの企業の信用リスク評価モデルの開発を目指す。 

 学会等での口頭発表 
 Ando, M. *, Tsuda, H.（Doshisha University）, Tanokura, Y., Sato, S. and Kitagawa, G.（Research Organization of Information 

and Systems）, On the Pricings of Investment Corporation Bonds, The 2011 Taipei International Statistical Symposium and 

7th Conference of the Asian Regional Section of the IASC（Joint 2011）, Taipei, Taiwan, 2011.12.17 

 

池上 敦子（客員） 
 主な研究課題 
 実行可能空間把握のためのデータ圧縮と可視化 
 人間の思考や判断をも含んだ最適化を実現するため，与えた条件に対する最適解と，表現しきれない条件
をも考慮した解とのギャップを埋める情報を作り出し，実行可能解空間把握を目指す。さらに，この情報に
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基づく意思決定支援方法の可能性をさぐる。 

 学会等での口頭発表 
 池上 敦子 *，訪問介護スケジューリング，日本オペレーションズ・リサーチ学会 サービスサイエンス部
会，つくば，日本，2011.05.13 

 田仲 慶次郎 *（成蹊大学），大倉 元宏（成蹊大学），池上 敦子，点図ディスプレイに提示する文字の数と触
認識，日本経営工学会 春季大会，日進，日本，2011.05.28 

 池上 敦子 *，訪問介護勤務スケジュール作成支援システムの構築，日本オペレーションズ・リサーチ学会 

中部支部シンポジウム，名古屋，日本，2011.09.09 

 秋田 博樹 *（成蹊大学），池上 敦子，ナース・スケジューリングにおける部分問題解空間の把握，日本オ
ペレーションズ・リサーチ学会 秋季研究発表会，神戸，日本，2011.09.15 

 佐藤 広幸 *（成蹊大学），池上 敦子，訪問介護スタッフスケジューリングにおける昼休み考慮ネットワー
クの構築，スケジューリング学会 スケジューリングシンポジウム 2011，大阪，日本，2011.09.25 

 井村 亮介 *（成蹊大学），池上 敦子，ナース・スケジューリングにおける部分問題実行可能解のネットワ
ーク表現，スケジューリング学会・スケジューリングシンポジウム 2011，大阪，日本，2011.09.25 

 村野 真悟 *（成蹊大学），池上 敦子，訪問介護スタッフスケジューリングにおける担当ヘルパー制約の決
定，スケジューリング学会 スケジューリングシンポジウム 2011，大阪，日本，2011.09.25 

 山口 淳史 *（成蹊大学），池上 敦子，笠原 和夫（成蹊大学），k-Shortest Paths問題のアルゴリズムを利用し
た加工工程設計，機械学会設計工学 システム部門講演会，米沢，日本，2011.10.23 

 吉田 勇人 *（成蹊大学），池上 敦子，訪問介護勤務表作成の現状と作成支援システム，経営情報学会 秋季
全国研究発表大会，松山，日本，2011.10.30 

 学会誌等発表  

 池上 敦子，森田 隼史，鉄道運賃計算と最適経路探索，Communications of the Operations Research Society of 

Japan，56（5），269-274，2011.05 

 Inui, N. and Ikegami, A., Using SAT solver for nurse scheduling problem, International Symposium on Scheduling 

2011, 11（205）, 2011.07 

 池上 敦子，繁野 麻衣子，質の高いサービスを提供するためのスタッフスケジューリング，電子情報通信
学会誌，94（9），760-766，2011.09 

 森田 隼史，池上 敦子，菊地 丞，山口 拓真，中山 利宏，大倉 元宏，鉄道運賃計算アルゴリズム―
Suica/PASMO利用可能範囲の JR東 510駅の運賃を対象とした場合―，Transactions of the Operations Research 

Society of Japan，54，1-22，2011.12 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 人と環境に優しい統合化された社会システム研究基盤整備（私立大学戦略的研究基盤形成支援事業），研究代表
者：山崎 章弘（成蹊大学）（2008.10～2013.03）（分担者） 

 離散的最適化と時系列解析による人工衛星データの復元と知識発見（挑戦的萌芽研究），研究代表者：土谷 隆
（政策研究大学院大学）（2010.04～2013.03）（分担者） 

 外部機関との共同研究 
 公的サービスにおける数理最適化の活用（政策研究大学院大学）（研究代表者（客員研究員）） 

 学会・官庁等への協力 
 オペレーションズ・リサーチ学会／代議員 

 スケジューリング学会／理事 

 横断型基幹科学技術研究団体連合／理事 
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生駒 哲一（客員） 
 主な研究課題 
 パーティクルフィルタによる先進的な工学センシング 
 動的状況のセンシングに有用なパーティクルフィルタを，動画像のオンライン処理，自律移動ロボットの
外界知覚，センサ融合による高次情報の把握，自動車運転環境における状況把握と安全運転支援，高速リア
ルタイム実装など，多様な課題の研究を進めた。 

 学会等での口頭発表 
 Ikoma, N. *, Sensor Fusion of Laser Range Finder and Omni-directional Camera for Tracking a Pedestrian by Particle 

Filter, International Workshop on Advanced Computational Intelligence and Intelligent Informatics, Suzhou, China, 
2011.11.22 

 Zhang, G. *, Ikoma, N., Kawano, H. and Maeda, H., Decoration of Human Face in Video Image by Estimating Eye 

Positions with Particle Filter, Asia-Pacific Signal and Information Processing Association Annual Summit and 

Conference, Xi'an, China, 2011.10.20 

 外国出張・海外研修旅行
 カナダ：ブリティッシュコロンビア大学を訪問し，Arnaud Doucetとの研究打ち合わせを行った。（2011.04.27

～2011.05.02） 

 中華人民共和国：国際会議 Asia-Pacific Signal and Information Processing Association Annual Summit and 

Conference 2011での研究発表を行った。（共著者として）（2011.10.18～2011.10.22） 

 研究集会等の開催  

 パーティクルフィルタによるマルチメディア信号における逐次的情報抽出（主催機関：パーティクルフィルタ
研究会），2012.02.14，統計数理研究所 

 

石垣 司（客員） 
 主な研究課題 
 サービス科学における大規模データの統計的モデリング 
 サービス科学としてのデータ中心科学推進のため，統計的モデリングを通した大規模データの活用に関す
る研究を行った。 

 学会等での口頭発表 
 石垣 司 *，サービス科学におけるビッグデータ活用と顧客理解の深化，数物科学研究会，仙台，日本，
2012.03.12 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 データベースマーケティングと消費者理論の融合による CRMの新展開（科研費基盤研究（A）），研究代表者：
照井 伸彦（東北大学）（2009.04～2012.03）（分担者） 

 

岩崎 学（客員） 
 主な研究課題 
 統計的因果推論の理論と応用 
 統計的因果推論は，近年急速に研究が進展している分野で，そのアプローチには種々の立場からのものが
あるが，ここでは potential outcomeの観点から方法論の研究を行なう。また，パス図や計量経済的な方法との
関係も探る。 
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 学会等での口頭発表 
 岩崎 学 *，大道寺 香澄（エーザイ株式会社），Zero-modified Poisson分布における Poisson平均の区間推定，
日本計算機統計学会，函館，日本，2011.05.07 

 岩崎 学 *，傾向スコア：その考え方と特性，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 岩崎 学 *，Regression discontinuity designと因果推論，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 岩崎 学 *，大道寺 香澄（エーザイ株式会社），山下 春香（成蹊大学），ゼロ修正されたポアソン分布におけ
るゼロ修正パラメータの意味と統計的推測法，日本行動計量学会，岡山，日本，2011.09.13 

 学会誌等発表  

 岩崎 学，秋澤 忠男，血液透析患者を対象とした持続型 ESA 製剤と rHuEPO 製剤の hemoglobin variability

に与える影響の違いの検討，腎と透析，68（5），2011 

 学会・官庁等への協力 
 医薬品医療機器総合機構／専門委員 

 応用統計学会／評議員 

 消費者庁／専門委員 

 日本計算機統計学会／評議員，学会誌編集委員 

 日本計量生物学会／評議員 

 日本行動計量学会／理事，学会誌編集委員 

 日本統計学会／理事長，評議員 

 日本品質管理学会／代議員 

 

大西 俊郎（客員） 
 主な研究課題 
 冷凍食品の安全性確保のための微生物規格基準設定に関する研究 
 食品の安全性に対する消費者の関心の高まりを踏まえると，安全性確保のために微生物規格基準を設定す
ることは社会的要請であると考えられる。本研究では冷凍食品にターゲットを絞り，微生物規格基準設定に
おける統計科学的側面を研究している。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 冷凍食品の安全性確保のための微生物規格基準設定に関する研究（厚生労働科学研究費補助金），研究代表者：
春日 文子（国立医薬品食品衛生研究所）（2010.04～2013.03）（分担者） 

 食品安全行政における政策立案，政策評価に資する食品由来疾患の疫学的推計手法に関する研究（厚生労働
科学研究費補助金），研究代表者：渋谷 健司（東京大学）（2011.04～2014.03）（分担者） 

 学会・官庁等への協力 
 一般財団法人 統計質保証推進協会／統計検定問題策定委員会第 9分科会委員 

 応用統計学会／理事 

 日本統計学会／和文誌編集委員 

 研究集会等の開催  

 ワークショップ「食品の安全性科学と統計科学」（主催機関：応用統計学会・統計数理研究所リスク解析戦略研究
センター），2012.01.17，筑波大学（東京キャンパス） 
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岡田 幸彦（客員） 
 主な研究課題 
 サービス科学と経営高度化 
 計量的なサービス科学研究がわが国企業の経営高度化にどのように貢献できるかを産学連携で議論する。 

 学会等での口頭発表 
 椿 茂実 *（元ソニー），福田 祥久（日本 IBM），岡田 幸彦，グローバル事業の戦略策定における諸問題，第
4 回 横幹連合コンファレンス「21世紀のイノベーション創出に向けた知の統合と知の創造」，石川，日本，
2011.11.29 

 研究集会等の開催  

 「シナリオ経営による経営高度化」セッション（第 4回 横幹連合コンファレンス）（主催機関：横断型基幹科
学技術研究団体連合），2011.11.28～2011.11.29，北陸先端科学技術大学院大学 

 

奥原 浩之（客員） 
 主な研究課題 
 非線形力学系の大域的な結合写像の入力，リンク強度，リンク敷設による安定化 
 社会システムへの適用を前提に，各要素が非線形力学に従い自律的な写像を行っているときに，全ての要
素を望ましい状態へ安定化するような入力の設計や，入力によらず要素間を結合しているリンク強度の調整，
あるいは新たなリンクを敷設することによる安定化。 

 学会等での口頭発表 
 奥原 浩之 *，津田 博史（同志社大学），渋谷 和彦，椿 広計，北川 源四郎（情報・システム研究機構），京都
市における環境情報収集と還元に関する社会実験計画，2011年度 統計関連学会連合大会，福岡，日本， 

2011.09.04 

 小出 哲彰 *（大阪大学），奥原 浩之，津田 博史（同志社大学），多目的並列 GP を用いたリスク分散型投資
規則の抽出，第 10回 情報科学技術フォーラム，函館，日本，2011.09.07 

 奥原 浩之 *，上野 信行（県立広島大学），内示情報の不確実性を考慮した未達率にもとづくマスカスタマイ
ゼーション対応多品種生産計画の DP解法，第 10回 情報科学技術フォーラム，函館，日本，2011.09.07 

 Koide, N. *（Osaka University）and Okuhara, K., System Trading of Diversified Investment by Hybrid Method of GP 

and GA, The 43rd ISCIE International Symposium on Stochastic Systems Theory and Its Applications, Shiga, Japan, 
2011.10.09 

 Okuhara, K. * and Yamanaka, M., Assignment of Jurisdiction Area to Fire Department by Minimizing Welfare Loss, 
The 43rd ISCIE International Symposium on Stochastic Systems Theory and Its Applications, Shiga, Japan, 2011.10.09 

 Tanaka, T. *（Osaka University）and Okuhara, K., Interpolation Search for Swarm Intelligence to Optimization Problem, 
The 43rd ISCIE International Symposium on Stochastic Systems Theory and Its Applications, Shiga, Japan, 2011.10.09 

 Okuhara, K. *, Tsuda, H.（Doshisya University）, Shibuya, K., Tsubaki, H. and Kitagawa, G.（The Research Organization of 

Information and Systems）, Evaluation for Branding of Environment-conscious Products and Enterprises in Kyoto Project, 
Transdisciplinary Integration Project 2011, Tokyo, Japan, 2012.02.14 

 学会誌等発表  

 Murayama, S., Okuhara, K., Shibata, J. and Ishii, H., Data Mining for Hazard Elimination Through Text Information  

in Accident Report, Asia Pacific Management Review, 16（1）, 65-81, 2011.01 

 上野 信行，角本 清孝，奥原 浩之，内示情報を用いた未達成率指標による生産計画システムの提案（II）―
未達率指標の特性解析と基点在庫方策との比較―，システム制御情報学会論文誌，24（3），43-53，2011.03 
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 上野 信行，高橋 周平，奥原 浩之，内示情報を用いた生産計画システムの分類と活用手順，日本経営シス
テム学会論文誌，28（1），27-36，2011.04 

 堂本 絵理，奥原 浩之，上野 信行，需要が一様分布に従う場合の内示情報を用いた生産計画システム，日
本経営システム学会論文誌，28（3），2012.03 

 著書 
 奥原 浩之 他多数，経営システム学への招待（日本経営システム学会（編）），日本評論社，東京，2011.12 

 柴田 淳子，奥原 浩之，経営・経済を学ぶ学生のための基礎数学（共立出版（編）），共立出版，東京，2012.02 

 

小野 芳朗（客員） 
 主な研究課題 
 都市経営における財務比率の史的研究 
 都市は基盤整備･教育施設など経営をなすための事業を行うが，その予算配分が都市経営思想を反映してい
る。都市の規模に応じた分類，その予算配分と特別会計の存在を時間的に分析，都市の成長と縮小に関する
原理を検討した。 

 

小野寺 徹（客員） 
 主な研究課題 
 高速・高品質な物理乱数の発生 
 半導体のノイズを用いた，簡素な回路構成で高速・高品質な物理乱数の生成手法を確立する。 

 

片桐 英樹（客員） 
 主な研究課題 
 地域政策のファジィ意思決定プロセスに関する研究 
 経済社会環境や制御不可能なイベントに含まれる不確実性だけでなく，政策当局や地域住民の人間として
の判断の曖昧性や価値判断の多様性をも考慮した政策の評価基準の定量化およびファジィ意思決定プロセス
についての研究を行う。 

 学会等での口頭発表 
 Hasuike, T. *（Osaka Univesity）and Katagiri, H., Risk management for fuzzy random MST problem based on 

conditional value-at-risk, International Conference on Information Science and Applications（ICISA2011）, Jeju Island, 
Korea, 2011.04.29 

 蓮池 隆 *（大阪大学），片桐 英樹，コストと信頼性を考慮した不確定状況下での最短路問題，第55回 シス
テム制御情報学会研究発表講演会（SCI'11），吹田，日本，2011.05.19 

 Hasuike, T. *（Osaka Univesity）and Katagiri, H., A robust portfolio selection problem based on a confidence interval 

with investor's subjectivity, 2011 IEEE International Conference on Fuzzy Systems（FUZZ-IEEE2011）, Taipei, Taiwan, 
2011.06.28 

 宇野 剛史 *（徳島大学），片桐 英樹，加藤 浩介（広島工業大学），需要量のあいまい性及び不確実性を考慮
した競合施設配置問題，日本オペレーションズ・リサーチ学会 2011年秋季研究発表会，神戸，日本，2011.09.14 

 蓮池 隆 *（大阪大学），片桐 英樹，ロバスト性向上を考慮したファジィポートフォリオ選択問題，第 27回 

ファジィ・システム・シンポジウム（FSS2011），福井，日本，2011.09.14 
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 蓮池 隆 *（大阪大学），片桐 英樹，ルートの重要性を考慮した不確実・不確定状況下での最短路問題，京
都大学数理解析研究所 研究集会「不確実・不確定環境下における数理的意思決定とその周辺」，京都，日本，
2011.11.07 

 宇野 剛史 *（徳島大学），片桐 英樹，加藤 浩介（広島工業大学），Nash均衡型防御配置問題，京都大学数理
解析研究所 研究集会「不確実・不確定環境下における数理的意思決定とその周辺」，京都，日本，2011.11.07 

 Hasuike, T. *（Osaka Univesity）and Katagiri, H., Interactive decision making for a shortest path problem with interval 

arc lengths, 2011 IEEE International Conference on Granular Computing（GrC2011）, Kaohsiung, Taiwan, 2011.11.09 

 Hasuike, T. *（Osaka Univesity）, Katagiri, H. and Tsuda, H.（Doshisha University）, Robust-based random fuzzy 

mean-variance model using a fuzzy reasoning method, IAENG International Conference on Operations Research

（ICOR'12）, Hong Kong, China, 2012.03.15 

 蓮池 隆 *（大阪大学），片桐 英樹，津田 博史（同志社大学），ネットワークの信頼性・不確実状況下でのロ
バスト性を考慮したボトルネック型スパニングツリー問題，日本オペレーションズ・リサーチ学会 2012年春
季研究発表会，横須賀，日本，2012.03.27 

 学会誌等発表  

 Hasuike, T. and Katagiri, H., Risk management for fuzzy random MST problem based on conditional value-at-risk, 
Proceedings of International Conference on Information Science and Applications, doi:10.1109/ICISA.2011.5772344, 
2011.04 

 Hasuike, T. and Katagiri, H., Strict and efficient solution methods for robust programming problems with ellipsoidal 

distributions under fuzziness, International Journal of Knowledge Engineering and Soft Data Paradigms, 3（1）, 57-68, 
2011.04 

 蓮池 隆，片桐 英樹，コストと信頼性を考慮した不確定状況下での最短路問題，第 55回システム制御情報
学会研究発表講演会講演論文集，683-684，2011.05 

 Uno, T., Katagiri, H. and Kato, K., A multi-dimensionalization of competitive facility location problems, International 

Journal of Innovative Computing, Information and Control, 7（5B）, 2593-2601, 2011.05 

 Hasuike, T. and Katagiri, H., A robust portfolio selection problem based on a confidence interval with investor's 

subjectivity, Proceedings of 2011 IEEE International Conference on Fuzzy Systems, 531-536, 2011.06 

 Uno, T., Katagiri, H. and Kato, K., A competitive facility location problem on a network with fuzzy random weights, 
Engineering Letters, 19（2）, 143-146, 2011.06 

 蓮池 隆，片桐 英樹，ロバスト性向上を考慮したファジィポートフォリオ選択問題，第 27回ファジィ・シ
ステム・シンポジウム講演論文集，1344-1347，2011.09 

 宇野 剛史，片桐 英樹，加藤 浩介，需要量のあいまい性及び不確実性を考慮した競合施設配置問題，日本
オペレーションズ・リサーチ学会 2011年秋季研究発表会アブストラクト集，328-331，2011.09 

 Hasuike, T. and Katagiri, H., Interactive decision making for a shortest path problem with interval arc lengths, 
Proceedings of 2011 IEEE International Conference on Granular Computing, 237-241, 2011.11 

 蓮池 隆，片桐 英樹，津田 博史，ネットワークの信頼性・不確実状況下でのロバスト性を考慮したボトル
ネック型スパニングツリー問題，日本オペレーションズ・リサーチ学会 2012年春季研究発表会アブストラ
クト集，48-49，2012.03 

 Hasuike, T., Katagiri, H. and Tsuda, H., Robust-based random fuzzy mean-variance model using a fuzzy reasoning 

method, Proceedings of IAENG International Conference on Operations Research, 1461-1466, 2012.03 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 科学的政策決定のための統計数理基盤整備とその有効性実証（科研費基盤研究（A）），研究代表者：北川 源
四郎（情報・システム研究機構）（2010.04～2015.03）（連携研究者） 
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 外国出張・海外研修旅行
 中華人民共和国：研究発表と情報収集を行った。（2012.03.14～2012.03.16） 

 

加藤 洋一（客員） 
 主な研究課題 
 各種抜取検査の判定方法の研究 
 JIS 規格，ISO 規格の対象となる計数値抜取検査及び計量値抜取検査，各種検査方法とそれらの設計基準，
サンプリングと判断基準についての研究。 

 外国出張・海外研修旅行
 ドイツ連邦共和国：ISO規格の検討を行った。（2011.07.17～2011.07.22） 

 

亀屋 隆志（客員） 
 主な研究課題 
 化学物質の環境排出・環境汚染の情報解析に関する研究 
 国連 SAICMの 2020年目標の達成に向け，国内に流通する数万種類の化学物質の適正かつ効率的な管理手
法として，環境リスクの評価・管理が求められている化学物質についての環境排出や環境汚染の状況につい
ての情報解析研究を行った。 

 学会等での口頭発表 
 小池 瑛子 *（横浜国立大学），亀屋 隆志，鳥海 航（横浜国立大学），小林 剛（横浜国立大学），藤江 幸一（横
浜国立大学），生態毒性物質の環境モニタリングと季節変動，環境科学会2011年会，西宮，日本，2011.09.09 

 齋藤 美穂 *（横浜国立大学），亀屋 隆志，石川 浩輔（横浜国立大学），小林 剛（横浜国立大学），藤江 幸一（横
浜国立大学），三保 沙織（横浜国立大学），微量有害物質の生物処理における分解挙動，環境科学会2011年会，
西宮，日本，2011.09.09 

 亀屋 隆志 *，勝俣 宏信（横浜国立大学），小池 瑛子（横浜国立大学），齋藤 美穂（横浜国立大学），村田 夏樹
（横浜国立大学），松本 祐典（横浜国立大学），化管法対象物質の GC/MS包括一斉分析の可能性検討，環境科学
会2011年会，西宮，日本，2011.09.09 

 梅原 実加 *（横浜国立大学），井ノ久保 淳一（横浜国立大学），亀屋 隆志，藤江 幸一（横浜国立大学），下水
道未整備地域における河川水質のキノンプロファイル法を用いた評価，第 46 回 日本水環境学会年会，文京
区，日本，2012.03.14 

 丹 雅史 *（横浜国立大学），亀屋 隆志，藤江 幸一（横浜国立大学），塩素，オゾン，紫外線処理による下水
二次処理水の DNA損傷性と水生生物毒性の低減効果，第 46回 日本水環境学会年会，文京区，日本，2012.03.14 

 渋沢 麻衣 *（横浜国立大学），山田 尚弘（横浜国立大学），小林 剛（横浜国立大学），亀屋 隆志，藤江 幸一（横
浜国立大学），1,4-ジオキサンの土壌中での拡散挙動の測定と動態予測式の検討，第 46回 日本水環境学会年会，
文京区，日本，2012.03.14 

 小池 瑛子 *（横浜国立大学），亀屋 隆志，近藤 貴志（横浜国立大学），小林 剛（横浜国立大学），藤江 幸一（横
浜国立大学），河川水の生態毒性物質モニタリングと毒性試験，第 46回 日本水環境学会年会，文京区，日本，
2012.03.15 

 齋藤 美穂 *（横浜国立大学），鳥海 航（横浜国立大学），亀屋 隆志，近藤 貴志（横浜国立大学），松下 拓（北
海道大学），高梨 啓和（鹿児島大学），殺虫剤 Fenitrothion とその加水分解物 3M4NP の環境水中での存在状況，
第 46回 日本水環境学会年会，文京区，日本，2012.03.16 
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 学会誌等発表  

 Takanashi, R., Urano, K., Kameya, T. and Takanashi, H., Amounts of released and transferred pollutants and their 

benzene-equivalent amounts from automobile manufacturers: Comparison between Japan and the US, Environmental 

Science, 24（3）, 159-168, 2011.05 

 Liu, Y., Kobayashi, T., Kameya, T., Takahashi, Y. and Ohashi, Y., Simulation of adsorption equilibrium of heavy metal 

cations on soils in circumneutral aqueous solution: influences of solution pH and dissolved humus substances, Advanced 

Materials Research, 287-290, 2822-2825, 2011.07 

 Oguchi, M., Murakami, S., Sakanakura, H., Kida, A. and Kameya, T., A preliminary categorization of end-of-life 

electrical and electronic equipment as secondary metal resources, Waste Management, 31（9-10）, 2150-2160, 2011.09 

 小林 剛，松島 由佳，山岸 芳樹，亀屋 隆志，高橋 ゆかり，浦野 紘平，液体状テトラクロロエチレンの
土壌中での保持・地下浸透挙動の解析，土木学会論文集 G（環境），67（7），409-415，2011.11 

 Miyake, Y., Tang, L., Kobayashi, T., Kameya, T., Managaki, S., Masunaga, S., Fujimine, Y., Horii, Y. and Amagai, T., A 

Preliminary study for combustion of hexabromocyclododecane（HBCD）and its by-products, Organohalogen Compounds, 
73, 412-415, 2011.11 

 Kubo, T., Wei, D., Kisuno, A., Yusa, N., Kameya, T. and Urano, K., Evaluation of relationship between biological 

safety and benthic macroinvertebrate assemblages in the Sakawa river system, Japan, Journal of Water and Environment 

Technology, 9（4）, 381-389, 2011.12 

 学会・官庁等への協力 
 環境科学会／運営幹事，表彰幹事 

 日本水環境学会／総財務運営幹事，表彰幹事 

 

吉川 徹（客員） 
 主な研究課題 
 階層意識調査の設計と実施 
 全国の男女を対象とした SSP-I2010 調査のデータの整理，基礎分析，研究会開催による分析方針の検討を
行なった。 

 著書 
 吉川 徹，長期追跡調査でみる日本人の意識変容，ミネルヴァ書房，京都，2012.01 

 

国友 直人（客員） 
 主な研究課題 
 Separating Information Maximum Likelihood 法の開発 
 高頻度金融データから実現分散・共分散の推定法を検討した。ミクロ金融市場におけるノイズと非線形時
系列，連続時間の確率過程の統計的モデリングを検討した。 

 学会誌等発表  

 Kunitomo, N. and Sato, S., The SIML estimation of realized volatility of the Nikkei-225 Futures and hedging 

coefficient with micro-market noise, Mathematics and Computers in Simulation, 81, 1272-1289, 2011.03 

 著書 
 国友 直人，構造方程式モデルと計量経済学，朝倉出版，東京，2011.11 
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Huang Fuchun（外国人客員） 
 主な研究課題 
 Statistical downscaling methods for hydrological modelling 
 The objective of the current study was to calibrate and validate a statistical downscaling model based on Least Square 

Support Vector Machine regression to downscale monthly GCM outputs directly to monthly streamflows. The objective 

was demonstrated through a case study applied to a streamflow station. 

 学会等での口頭発表 
 Sachindra, D. A. *（Victoria University）, Huang, F., Barton, A.（Grampians Wimmera Mallee Water Corporation）and Perera, 
B. J. C.（Victoria University）, Statistical Downscaling of General Circulation Model Outputs to Catchment Streamflows, 
19th International Congress on Modelling and Simulation, Perth, Australia, 2011.12.13 

 学会誌等発表  

 Perera, B. J. C., Sachindra, D. A., Godoy, W., Barton, A. and Huang, F., Multi-Objective Planning and Operation of 

Water Supply Systems Subject to Climate Change, International Journal of Chemical and Environmental Engineering, 60, 
571-580, 2011.07 

 

後藤 真孝（客員） 
 主な研究課題 
 機械学習手法を用いた音楽音響信号に対する特徴抽出と音楽ジャンル推定 
 機械学習手法を用いて，音楽音響信号に対する音楽ジャンルの推定を実現する。具体的には，画像処理分
野のスケール不変特徴変換（SIFT）を用いて特徴抽出し，SVMによって音楽ジャンルを識別する問題に取り
組んだ。 

 学会等での口頭発表 
 Matsui, T. *, Goto, M., Vert, J. -P.（Mines ParisTech）and Uchiyama, Y.（Picolab Co., Ltd. ）, Gradient-based musical feature 

extraction based on scale-invariant feature transform, 19th European Signal Processing Conference（EUSIPCO 2011）, 
Barcelona, Spain, 2011.08.31 

金野 秀敏（客員） 
 主な研究課題 
 生体環境リスク解析のための統計数理の展開と応用 
 記憶効果，環境変動のフィードバックなど，様々な要因を取り込んだ数理モデルを用いた解析が必要であ
る。心室細動の数理モデルのシミュレーションデータの統計数理解析や感染症の流行問題の数値シミュレー
ション，さらには，脳神経システムにおける疾患のシミュレーション結果の統計数理解析を用いて，動態解
析を行い現象の本質を統計的に明らかにするとともに，予測や制御の確度向上の方向性を探る。 

 学会等での口頭発表 
 金野 秀敏 *，鈴木 章夫（筑波大学），原田 礼朗（筑波大学），Nonlinear Interaction Schemes of Phase Singularities 

in 2D Heart Models for Ventricular Fibrillation，Asia Pacific Conference on Fundamental Problem on Microelectronics，
Moscow，Russia，2011.07.05 

 金野 秀敏 *，鈴木 章夫（筑波大学），原田 礼朗（筑波大学），Birth-Death Stochastic Process of Phase Singularities 

in 2D Spiral Wave Turbulence，Fluctuation and Coherence Workshop，Lancaster，United Kingdom，2011.07.14 

 金野 秀敏 *，神経スパイク列の発生過程における多重モード競合，記憶効果，初期分布の考察，医用診断
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のための統計数理の新展開 III，立川，日本，2011.09.10 

 金野 秀敏 *，フラクショナル Kolmogorov-Feller方程式の一解法，医学工学における逆問題，立川，日本，
2011.11.28 

 学会誌等発表  

 Suzuki, A. and Konno, H., Stochastic dynamics of phase singularities under ventricular fibrillation in 2D 

Beeler-Reuter model, AIP Advances, 1（032103）, 2011.07 

 

佐藤 忠彦（客員） 
 主な研究課題 
 動的離散選択モデルの研究 
 消費者の離散選択行動を対象とし，状態空間モデルの枠組みによりモデル表現し，推定はMCMCとシミュ
レーション・スムーザーを用いて行う。本枠組みにより，消費者の異質性とパラメータの動的変化を同時に
取り扱えるようになる。 

 学会等での口頭発表 
 佐藤 忠彦 *，ベイジアンモデリングによるマーケティング・サイエンスの新展開，電子情報通信学会，幕
張，日本，2011.10.06 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 データベースマーケティングと消費者理論の融合による CRMの新展開（科研費基盤研究（A）），研究代表者：
照井 伸彦（東北大学）（2009.04～2013.03）（分担者） 

 

佐藤 俊哉（客員） 
 主な研究課題 
 医薬品市販後の安全性評価 
 医薬品市販後の安全性情報を統計的に評価することは重要である。本年度は，糖尿病治療薬，成長ホルモ
ン剤，禁煙補助薬などについて海外からの情報や公表された文献に基づいて安全性の評価を実施した。 

 学会等での口頭発表 
 佐藤 俊哉 *，臨床研究の統計解析：ピオグリタゾンと膀胱がん，第 18回 臨床薬理学講習会，浜松，日本，
2011.12.04 

 

品野 勇治（客員） 
 主な研究課題 
 混合整数計画ソルバの並列化 
 混合整数計画問題ソルバの並列化手法に関する研究。特に，小規模な PC上から大規模並列計算機環境上ま
で並列化可能な並列化手法の開発。スケールの違いに依存する部分と，スケールの違いに依存しない部分を
明確にした上で，それぞれに応じた並列化方式を探求。 

 学会等での口頭発表 
 Shinano, Y. *, Achterberg, T.（ZIB）, Berthold, T.（ZIB）, Heinz, S.（ZIB）and Koch, T.（ZIB）, Solving Hard MIP  

Instances using Massively Parallelized MIP Solvers, 2011 SIAM Conference on Optimization, Darmstadt, Germany, 
2011.05.17 
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 Shinano, Y. *, Berthold, T.（ZIB）, Heinz, S.（ZIB）, Koch, T.（ZIB）and Winkler, M.（ZIB）, Computational experiments 

with FiberSCIP - a multithreaded MIP Solver, International Conference on Operations Resarch, Zurich, Switzerland, 
2011.08.31 

 Shinano, Y. *, Achterberg, T.（ZIB）, Berthold, T.（ZIB）, Heinz, S.（ZIB）, Koch, T.（ZIB） and Winkler, M.（ZIB）, UG

［SCIP］: Computational Experiments with a Parallel MIP Solver, INFROMS 2011 Annual Meeting, Charlotte, U.S.A., 
2011.11.13 

 Shinano, Y. *, Parallelizing MIP Solvers using the UG Framework, COMPUTATIONAL AND APPLIED 

MATHEMATICS PROSEMINAR - FALL 2011, Arizona, U.S.A., 2011.11.18 

 Shinano, Y. *, Current progress in the development of ParaSCIP and FiberSCIP，統計的機械学習研究センター 最
適化推論プロジェクト研究会，東京，日本，2012.01.19 

 学会誌等発表  

 Shinano, Y., Achterberg, T., Berthold, T., Heinz, S. and Koch, T., ParaSCIP: A Parallel Extenstion of SCIP, Competence 

in High Performance Computing, 135-148, 2012.03 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 大規模動的ネットワークの最適化モデリングと高速計算による解決（学術研究振興資金），研究代表者：藤澤 

克樹（中央大学）（2010.04～2012.03）（分担者） 

 ポストペタスケールシステムにおける超大規模グラフ最適化基盤（JST CREST），研究代表者：藤澤 克樹（中
央大学）（2011.10～2017.03）（連携研究者） 

 研究集会等の開催  

 統計的機械学習研究センター 最適化推論プロジェクトの研究会（主催機関：統計数理研究所），2012.01.19～
2012.01.20，統計数理研究所 

 

Synodinos Nicolaos Emmanuel（外国人客員） 
 主な研究課題 
 Japanese Surveys: Methodological and Other Changes 
 Investigation of various characteristics and trends in Japanese public opinion surveys during the last 20 or so years; 

search for alternative data gathering approaches; changes in methods and response rates; and selected Japanese findings 

from different modes of survey administration. 

 

清水 邦夫（客員） 
 主な研究課題 
 環境データ解析手法の開発 
 環境データにはさまざまな型が現れる中で，本研究では風向や鳥の飛翔方向のような角度データに焦点を
当て，対称・非対称分布の生成，分布の性質，およびデータの解析の研究を行った。 

 学会等での口頭発表 
 清水 邦夫 *，Möbius distributions on the unit disc with an analysis of wind direction and ozone concentration data, 
New Developments in Theory and Applications of Statistics, Ankara, Turkey, 2011.05.03 

 清水 邦夫 *，Distributions on the disc and annulus with fit to earthquake magnitude data, Forum“Math-for- Industry”

2011“TSUNAMI - Mathematical Modelling”Using Mathematics for Natural Disaster Prediction, Recovery and 

Provision for the Future, Hawaii, U.S.A., 2011.10.24 
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 清水 邦夫 *，Modified Möbius distributions on the unit disc, International Conference on Advances in Probability 

and Statistics - Theory and Applications: A Celebration of N. Balakrishnan's 30 years of Contributions to Statistics, 
Hong Kong, China, 2011.12.29 

 学会誌等発表  

 Shieh, G. S., Zheng, S., Johnson, R. A., Chang, Y. -F., Shimizu, K., Wang, C. -C. and Tang, S. -L., Modeling and 

comparing the organization of circular genomes, Bioinformatics, 27（7）, 912-918, 2011.01 

 Sugita, T., Shimizu, K., Ong, S. H. and Ng, C. M., A family which integrates the generalized Charlier series and 

extended noncentral negative binomial distributions, Communications in Statistics - Theory and Methods, 40, 1977-1998, 
2011.04 

 Pewsey, A., Shimizu, K. and de la Cruz, R., On an extension of the von Mises distribution due to Batschelet, Journal 

of Applied Statistics, 38, 1073-1085, 2011.05 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 時空間現象データの統計モデリングと当該現象の定量的把握の研究（科研費基盤研究（B）），研究代表者：西
井 龍映（九州大学・マス・フォア・インダストリ研究所）（2011.04～2015.03）（分担者） 

 学会・官庁等への協力 
 American Journal of Mathematical and Management Sciences／Editor 

 Environmental and Ecological Statistics／Associate Editor 

 Journal of Data Science／Associate Editor 

 Journal of Statistical Theory and Practice／Associate Editor 

 応用統計学会／理事，評議員 

 日本学術会議／連携会員 

 日本統計学会／評議員 

 研究集会等の開催  

 統計関連学会連合大会企画セッション：リモートセンシングデータの統計的モデル化と解析（主催機関：統
計関連学会連合），2011.09.06，九州大学 

 統計関連学会連合大会企画セッション：環境・生態データのモデル化と解析（主催機関：統計関連学会連合），
2011.09.06，九州大学 

庄野 宏（客員） 
 主な研究課題 
 傾向スコアに基づくまき網船による小型まぐろ類漁獲効率の推定 
 まき網船による小型魚の混獲回避を目的として，目合いを大きくした場合のまぐろ類の漁獲削減効果を傾
向スコア値に基づく inverse probabllity weighing 法により推定した。 

 学会等での口頭発表 
 庄野 宏 *，環境科学のための Bayes 統計学入門，第 17 回 日本環境毒性学会・バイオアッセイ研究会 合
同研究発表会，鹿児島，日本，2011.09.03 

 

立森 久照（客員） 
 主な研究課題 
 精神病床の利用者の動態分析 
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 基幹統計である患者調査および医療施設調査などの二次利用申請を行い，それらを分析することにより，
精神病床の利用者の入院から退院まで期間の年次推移や期間の長短に影響を与える因子を明らかにする。 

 

津田 宏治（客員） 
 主な研究課題 
 時系列データから識別的なパターンを自動抽出するアルゴリズムに関する研究 
 ビデオなどの時系列データを離散化した上で，ブースティングアルゴリズムを用いて識別的なパターンを
見つけ出し，自動要約などに役立てる。 

 

津田 博史（客員） 
 主な研究課題 
 投資法人債（REIT 債）の信用リスク評価 
 本研究は，投資法人が発行した投資法人債の価格評価に関する研究である。投資法人は，担保資産の保有
物件に関する情報を積極的に開示しており，それらのキャップレート，時価評価額に基づき，債券価格モデ
ルからインプライドな倒産確率や回収率の推定を行い，新たな知見が得られた。 

 学会等での口頭発表 
 安藤 雅和 *（千葉工業大学），津田 博史（同志社大学），田野倉 葉子 *，佐藤 整尚，北川 源四郎（情報・シ
ステム研究機構），金融商品の信用リスク評価について，第 1回 研究フォーラム，千葉，日本，2011.06.17 

 奥原 浩之 *（大阪大学），津田 博史（同志社大学），渋谷 和彦，椿 広計，北川 源四郎（情報・システム研究
機構），京都市における環境情報収集と還元に関する社会実験計画，統計関連学会連合大会，福岡，日本，
2011.09.05 

 小出 哲彰 *（大阪大学），奥原 浩之（大阪大学），津田 博史（同志社大学），多目的並列 GP を用いたリスク
分散型投資規則の抽出，第 10回 情報科学技術フォーラム，函館，日本，2011.09.07 

 田野倉 葉子 *，津田 博史（同志社大学），佐藤 整尚，北川 源四郎（情報・システム研究機構），価格分布依
存型ソブリン CDSインデックスによる欧州危機の検証，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 津田 博史 *（同志社大学），企業ブランド力の評価モデル，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.07 

 田野倉 葉子 *，津田 博史（同志社大学），佐藤 整尚，北川 源四郎（情報システム研究機構），価格分布依存
型ソブリン CDSインデックスからみた欧州危機の波及の検出，日本金融・証券計量・工学学会，東京，日本，
2011.10.14 

 Ando, A. *（Chiba Institute of Technology）, Tsuda, H.（Doshisha University）, Tanokura, Y., Sato, S. and Kitagawa, G.

（Research Organaization of Information and Systems）, On the pricing of Investment Corporation Bonds, The 2011 Taipei 

International Statistical Symposium and 7th Conference of the Asian Regional Section of the IASC（Joint 2011）, Taipei, 
Taiwan, 2011.12.17 

 Okuhara, K. *（Osaka University）, Tsuda, H.（Doshisha University）, Shibuya, K., Tsubaki, H. and Kitagawa, G.（Resarch 

Organaization of Information and Systems）, Evaluation for Branding of Environment-conscious Products and Enterprises in 

Kyoto Project, Information System for Social Innovation, Tokyo, Japan, 2012.02.14 

 学会誌等発表  

 津田 博史，企業ブランド力の評価，彦根論叢，390，2012.02 

 安藤 雅和，津田 博史，田野倉 葉子，佐藤 整尚，北川 源四郎，投資法人債の信用リスク評価について，
ジャフィー・ジャーナル，11，2012.03 
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 Hasuike, T., Katagiri, H. and Tsuda, H., Robust-based Random Fuzzy Mean-Variance Model Using a Fuzzy Reasoning 

Method, Proceedings of IAENG International Conference on Operations Research, 1461-1466, 2012.03 

 蓮池 隆，片桐 英樹，津田 博史，ネットワークの信頼性・不確実状況下でのロバスト性を考慮したボトル
ネック型スパニングツリー問題，日本オペレーションズ・リサーチ学会 2012年春季研究発表会アブストラク
ト集，48-49，2012.03 

 著書 
 Tanokura, Y., Tsuda, H., Sato, S. and Kitagawa, G., Constructing a Credit Default Swap Index and Detecting the 

Impact of the Financial Crisis, Economic Time Series: Modeling and Seasonality, Chapman and Hall/CRC, 2012.03 

 学会賞等の受賞 
 Best Paper Award of The 2012（IAENG International Conference on Operations Research）2012.03 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 科学的政策決定のための統計数理基盤整備とその有効性実証（科研費基盤研究（A）），研究代表者：北川 源
四郎（情報・システム研究機構）（2010.04～2014.03）（分担者） 

 学会・官庁等への協力 
 応用経済時系列研究会／会長 

 独立行政法人 科学技術振興機構 研究開発戦略研究センター システム科学技術推進委員会／特任フェロー 

 日本金融・証券計量・工学学会／副会長，評議員，ジャフィージャーナル チーフエディター 

 研究集会等の開催  

 京都市 EBP研究集会（主催機関：同志社大学理工学部），2011.04.24，京都 

 京都市の環境と観光に関する EBP研究集会（主催機関：同志社大学理工学部），2011.08.05～2011.08.06，京都 

 リスク評価と意思決定に関する研究集会（主催機関：同志社大学理工学部），2011.09.22，東京 

 京都市の環境と観光に関する EBP研究集会（主催機関：同志社大学理工学部），2011.12.25，京都 

 

土谷 隆（客員） 
 主な研究課題 
 統計数理における計算推論の研究 
 最適化による人工衛星データ復元や古代メソポタミア社会の人口動態推定等の問題に取り組んだ。マウス
動画像データ解析やポートフォリオの平均・分散モデルについても研究を行った。 

 学会等での口頭発表 
 Ueda, S. *, Makino, K.（Kamakura Women's University）, Itoh, Y. and Tsuchiya, Takashi, Ancient Population Dynamics 

Estimation from Archaeological data 'Nuzi personal names'，第 4回日独分類シンポジウム，京都，日本，2012.03.10 

 池上 敦子（成蹊大学），村田 裕介 *（東京大学），土谷 隆（政策研究大学院大学），上野 玄太，最適化による
人工衛星データの情報復元と知識発見，最適化：モデリングとアルゴリズム（統計数理研究所共同研究集会），
東京，日本，2012.03.15 

 荒川 俊也 *（総研大），高橋 阿貴（国立遺伝学研究所），田邉 彰（国立遺伝学研究所），柿原 聡（政策研究大学
院大学），木村 真吾（九州日本電気ソフトウェア），杉本 大樹（自治医科大学），城石 俊彦（国立遺伝学研究所），
富原 一哉（鹿児島大学），小出 剛（国立遺伝学研究所），土谷 隆，隠れマルコフモデルによるマウス状態の自
動推定とコンソーミックマウスの特徴付け，最適化：モデリングとアルゴリズム（統計数理研究所共同研究
集会），東京，日本，2012.03.16 
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津本 周作（客員） 
 主な研究課題 
 病院情報システムに蓄積されたデータを用いて，診療支援・サービスの創出を目指した（時系列）データ
マイニング手法の研究 
 診療情報の全電子化が急速に進み，病院情報システムに大量のデータが蓄積されるようになった。蓄積さ
れたデータを解析，病院経営・医療スタッフ・患者に対する新たなサービスを創出するための情報学的な基
盤となる手法の研究・開発を行っている。 

 学会誌等発表  

 津本 周作，平野 章二，阿部 秀尚，病院情報システムに基づく診療サービスの創出に向けて：データマイ
ニングによるアプローチ，人工知能学会誌，26（2），139-146，2011.03 

 Tsumoto, S. and Hirano, S., Detection of risk factors using trajectory mining, Journal of Intelligent Information 

Systems, 36（3）, 403-425, 2011.06 

 Tsumoto, S., Incremental Rule Induction Based on Rough Set Theory, Proceedings of ISMIS 2011, 70-79, 2011.07 

 Tsumoto, S., Hirano, S. and Tsumoto, Y., Information reuse in hospital information systems: A data mining approach, 
Proceedings of International Conference on Information Reuse 2011, 172-176, 2011.09 

 Abe, H. and Tsumoto, S., Comparing a Clustering Density Criteria of Temporal Patterns of Terms Obtained by 

Different Feature Sets, Proceedings of Rough Sets and Knowledge Technologies 2011, 248-257, 2011.10 

 Abe, H. and Tsumoto, S., Mining Classification Rules for Detecting Medication Order Changes by Using 

Characteristic CPOE Subsequences, ISMIS 2011, 80-89, 2011.10 

 Abe, H. and Tsumoto, S., Evaluating a Temporal Pattern Detection Method for Finding Research Keys in 

Bibliographical Data, Transactions on Rough Sets XIV, 1-17, 2011.11 

 Tsumoto, S. and Hirano, S., Information Reuse in Hospital Information Systems: A Similarity-Oriented Data Mining 

Approach, Proceedings of Rough Sets and Knowledge Technologies 2011, 382-387, 2011.11 

 Tsumoto, Y. and Tsumoto, S., Correlation and Regression Analysis for Characterizations of a University Hospital, The 

Review of Socionetwork Strategies, 5, 43-55, 2011.12 

 Tsumoto, S., Hirano, S. and Tsumoto, Y., Visualization of Hospital Services Using Data Mining Methods, Proceedings 

of ICDM Workshops 2011, 1183-1190, 2012.01 

 Hirano, S. and Tsumoto, S., A clustering method for asymmetric proximity data based on bi-links with ε
-indiscernibility, Proceedings of International Conference on Granular Computing 2011, 242-245, 2012.01 

 Tsumoto, S. and Hirano, S., Combinatorics of pearson residuals and degree of freedom in contingency tables, 
Proceedings of International Conference on Granular Computing 2011, 675-680, 2012.01 

 Tsumoto, S. and Hirano, S., Residual as Linear Sum of Matrix Determinants in Multiway Contingency Tables, 
International Journal of Computational Intelligence Systems, 4（5）, 1080-1089, 2012.03 

 

手良向 聡（客員） 
 主な研究課題 
 先端医療技術開発における臨床試験実施基盤の構築及び統計学的方法論の開発に関する研究 
 大学・研究機関においてトランスレーショナルリサーチ（橋渡し研究）を支援するための基盤整備を行う
とともに，先端医療技術開発に特有の統計学的方法論の確立を目指す。 

 学会等での口頭発表 
 Teramukai, S. *, Daimon, T.（Hyogo College of Medicine）and Zohar, S.（INSERM）, A Bayesian adaptive design with 
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two-priors approach and predictive probabilities in single-arm exploratory clinical trials, International Society of 

Clinical Biostatistics, Ottawa, Canada, 2011.08.23 

 手良向 聡 *，大学における医師主導型治験・臨床試験とその実施体制，日本癌治療学会，名古屋，日本，
2011.10.27 

 Teramukai, S. *, A Bayesian design in exploratory clinical trials, East Asia Regional Biometric Conference, Seoul, 
Korea, 2012.02.03 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 スーパー特区における臨床試験の基盤形成と完遂を促進する教育プログラムの開発研究―アカデミアにお
けるスポンサー機能の充実をめざして―（厚生労働省科学研究費），研究代表者：横出 正之（京都大学）（2009.04

～2012.03）（分担者） 

 学会・官庁等への協力 
 Clinical Cancer Research／Editorial Board Member 

 日本計量生物学会／理事，評議員 

 

照井 伸彦（客員） 
 主な研究課題 
 個別対応型マーケティングのためのベイズモデリング 
 サービスの受け手の異質性に対応できる個別対応の基盤技術としてベイズモデリングを中核に据え，マー
ケティングにおける大規模データのベイズ推論による「個」の情報抽出およびサービス受給者（顧客，生活
者）のための価値と供給者（企業，公共機関）の価値両立の追求を目指す研究を行う。 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 日本版顧客満足度指数をベースにしたサービス・マーケティングの理論開発と応用研究（科研費基盤研究（B）），
研究代表者：小川 孔輔（法政大学）（2009.04～2012.03）（分担者） 

 

遠田 晋次（客員） 
 主な研究課題 
 応力伝播モデルによる地震応答および内陸大地震発生確率評価 
 応力伝播モデルに断層摩擦構成則を導入して，過去の大地震における応力―地震応答を再現する。また，
定常時の応力蓄積過程や，前駆的変動，地震後の余効変動などによる地震活動応答まで含めて検討し，地震
統計と地震物理との関連性を明らかにする。 

 学会等での口頭発表 
 遠田 晋次 *，東北地方太平洋沖地震によって明らかとなった地殻応力・構造の不均質性，日本地震学会，
静岡，日本，2011.10.13 

 廣瀬 志保 *（京都大学），遠田 晋次，東北地方太平洋沖地震による逆断層への応力降下と地震活動の低下，
日本地震学会，静岡，日本，2011.10.14 

 Stein, R. S. *（USGS）, Toda, S., Sevilgen, V.（USGS）, Lin, J.（WHOI）and Barrientos, S. E.（University of Chile）, The  

hazard posed by large damaging aftershocks of megathrust megaquakes: Insights from Sumatra, Maule, and Tohoku, 
American Geophysical Union fall meeting 2011, San Francisco, U.S.A., 2011.12.05 

 Hirose, S. *（Kyoto University）, Toda, S. and Lin, J.（WHOI）, Effect of static stress shadow on seismicity associated with 

the 2011 M=9.0 great Tohoku, Japan, earthquake, American Geophysical Union fall meeting 2011, San Francisco, 
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U.S.A., 2011.12.05 

 Enescu, B. *（NIED）, Obara, K.（ERI, Tokyo University）, Chao, K.（Georgia Institute of Technology）, Peng, Z.（Georgia  

Institute of Technology）, Aoi, S.（NIED）, Toda, S. and Takeda, T.（NIED）, Dynamic Versus Static Triggering of Earthquake 

and Tremor in South-western Japan, Associated With the 2011 Tohoku Earthquake, American Geophysical Union fall 

meeting 2011, San Francisco, U.S.A., 2011.12.06 

 Lin, J. *（WHOI）, Toda, S. and Stein, R. S.（USGS）, Using the 2011 M=9.0 Tohoku earthquake to test the Coulomb  

stress triggering hypothesis and to calculate faults brought closer to failure, American Geophysical Union fall meeting 

2011, San Francisco, U.S.A., 2011.12.06 

 Toda, S. *, Stein, R. S.（USGS）and Lin, J.（WHOI）, Widespread seismicity excitation following the 2011 M=9.0 Tohoku, 
Japan, earthquake and its implications for seismic hazard, American Geophysical Union fall meeting 2011, San 

Francisco, U.S.A., 2011.12.08 

 学会誌等発表  

 Toda, S. and Bogdan, E., Rate/state Coulomb stress transfer model for the CSEP Japan seismicity forecast, Earth 

Planets Space, 63, 171-185, 2011.02 

 Toda, S., Stein, R. S. and Lin, J., Widespread seismicity excitation throughout central Japan following the 2011 M=9.0 

Tohoku earthquake and its interpretation by Coulomb stress transfer, Geophysical Research Letters, 38（L00G03）, 
doi:10.1029/2011GL047834, 2011.09 

 Toda, S., Lin, J. and Stein, R. S., Using the 2011 Mw9.0 off the Pacific coast of Tohoku Earthquake to test the 

Coulomb stress triggering hypothesis and to calculate faults brought closer to failure, Earth Planets Space, 63, 725-730, 
2011.10 

 

冨田 誠（客員） 
 主な研究課題 
 自殺データの様々な指標を用いた空間集積性に関する研究 
 日本における日本人の自殺者数データを日本の市区町村で 50年間ほど集計されたデータについて，空間・
時空間集積性を評価した。 

 学会等での口頭発表 
 冨田 誠 *，石岡 文生，久保田 貴文，藤田 利治，日本の自殺データにおける時空間解析で得られる最近
の傾向，研究集会，埼玉，日本，2011.02.25 

 学会誌等発表  

 Tomita, M., Hashimoto, N. and Tanaka, Y., Association Study for the Relationship Between a Haplotype or Haplotype 

Set and Multiple Quantitative Responses, Computational Statistics and Data Analysis, 55（6）, 2104-2113, doi:10.1016/ 

j.csda.2011.01.002, 2011.06 

 Tomita, M., Kurihara, K. and Moon, S. H., An Application to Select Tag Loci by Using Hierarchical Structures of 

DNA Markers, Journal of the Korean Data Analysis Society, 13（6）, 2749-2762, 2011.12 

 

Doucet Arnaud（外国人客員） 
 主な研究課題 
 Monte Carlo methods, Bayesian statistics 
 Development, study and applications of Monte Carlo inference. 



 
145 

 学会等での口頭発表 
 Doucet, A. *, Particle Markov chain Monte Carlo, Departmental Seminar, Kyoto, Japan, 2011.06.15 

 Doucet, A. *, Derivative Free Estimation of the Score Vector in State-Space Models, 3rd Statistical Machine Learning 

Seminar, Tokyo, Japan, 2011.06.17 

 学会誌等発表  

 Poyiadjis, G., Doucet, A. and Singh, S. S., Particle Approximations of the Score and Observed Information Matrix in 

State-Space Models with Application to Parameter Estimation, Biometrika, 98（1）, 65-80, 2011.03 

 Caron, F., Del Moral, P., Doucet, A. and Pace, M., On the Conditional Distributions of Spatial Point Processes, 
Advances in Applied Probability, 43（2）, 301-307, 2011.06 

 Andrieu, C., Jasra, A. and Doucet, A., Non-linear Markov chain Monte Carlo via Self Interacting Approximation, 
Bernoulli, 17（3）, 987-1014, 2011.08 

 Caron, F., Del Moral, P., Doucet, A. and Pace, M., Particle Approximations of a Class of Branching Distribution Flows 

arising in Multi-target Tracking, SIAM J. Control & Optimization, 49（4）, 1766-1792, 2011.08 

 著書 
 Doucet, A. and Johansen, A. M., A Tutorial on Particle Filtering and Smoothing: Fifteen years Later（（eds.）Crisan,  
D. and Rozovsky, B. ）, Oxford University Press, 2011.02 

 

滑志田 隆（客員） 
 主な研究課題 
 統計科学専攻各研究系の研究活動実績に関するアウトリーチ手法の企画開発研究 
 数理推論研究系・統計基礎数理グループ「確率過程の統計的推測のための無限次元研究」，予測発見戦略研
究センター「角度の観測を含むデータのための統計的手法」，データ同化研究開発センター「生体内分子ネッ
トワークの動作原理を読解する統計解析プラットホームの確立研究」などの広報企画記事作成の手法につい
て研究した。 

 学会誌等発表  

 滑志田 隆，カンボジアの森林劣化と「友好の森づくり」，国土緑化，47（4），2011.12 

 

二宮 嘉行（客員） 
 主な研究課題 
 空間統計学における集積性検出のための確率値評価 
 集積性検出のための検定方法は近年発展し続けているが，最大値型の統計量の裾確率で表される確率値の
理論評価は行われてこなかった。そこで，確率値のある上界を容易に与える方法を提案し，その妥当性を数
値実験を通じて確かめた。 

Negri Ilia（外国人客員） 
 主な研究課題 
 Change point problems for diffusion processes 
 A test procedure to detect a change in the value of the parameters in the drift and diffusion coefficients of a diffusion 

process has been studied. The procedure is based on a discrete time observation of the process. 
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 学会等での口頭発表 
 Negri, I. *, Asymptotical distribution free test for parameter change in a diffusion model，統計学関連学会連合大会，
Fukuoka，Japan，2011.09.05 

 

原 尚幸（客員） 
 主な研究課題 
 高次元統計モデルの推測アルゴリズムに関する研究 
 グラフィカルモデルを，交互作用にさらにモデルを入れた形で一般化した階層部分空間モデルを導入し，
このモデルにおける推測の局所化アルゴリズムを提案した。 

 学会等での口頭発表 
 小川 光紀 *（東京大学），原 尚幸，竹村 彰通（東京大学），無向グラフに対する Graver基底とそのランダム
グラフの検定への応用，応用統計学会，大阪，日本，2011.06.03 

 原 尚幸 *，青木 敏（東京大学），竹村 彰通（東京大学），Running Markov chain without Markov basis，科研費
研究集会，つくば，日本，2011.07.09 

 Hara, H. *, Bayes Admissible Estimation of the Means in Poisson Decomposable Graphical Models, JSM2011, Miami, 
U.S.A., 2011.08.01 

 原 尚幸 *，青木 敏（東京大学），竹村 彰通（東京大学），Running Markov chain without Markov basis，統計関
連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.05 

 原 尚幸 *，最近の計算代数統計学の展開，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.05 

 小川 光紀 *（東京大学），原 尚幸，竹村 彰通（東京大学），無向グラフに対するマルコフ基底の構造とその
応用，統計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.05 

 学会誌等発表  

 杉浦 大地，松本 章邦，原 尚幸，縄田 和満，電力会社・ガス会社における気温リスクスワップの評価，
日本保険・年金リスク学会誌，1，2011.04 

 Hara, H. and Takemura, A., A Markov basis for two-state toric homogeneous Markov chain model without initial 

parameters, Journal of the Japan Statistical Society, 41, 2011.08 

 Hara, H., Sei, T. and Takemura, A., Hierarchical subspace models for contingency tables, Journal of Multivariate 

Analysis, 103, 2012.01 

 

Jimenez Sobrino Juan Carlos（外国人客員） 
 主な研究課題 
 Integration and identification of dynamical systems 
 Integration and inference of continuous-time dynamical systems, qualitative study of deterministic and random 

dynamical systems, stochastic processes and numerical methods. Identification, prediction and control of dynamical 

systems from actual data. 

 学会等での口頭発表 
 Jimenez, S. J. C. *, Integration and identification of stochastic differential equations, ICIMAF-CIMAT BiAnual 

Meeting, Havana, Cuba, 2011.11.08 

 Jimenez, S. J. C. *, Estimation Issues in Stochastic Market Modeling, FORMATH 2011, Tokyo, Japan, 2011.11.22 

 Jimenez, S. J. C. *, Estimation Issues in Stochastic Market Modeling, Project Meeting, Furano, Japan, 2012.01.19 
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 Jimenez, S. J. C. *, Estimation Issues in Stochastic Market Modeling, Optimization-based Inference Project Meeting, 
Tokyo, Japan, 2012.01.19 

 Jimenez, S. J. C. *, Local Linearization Method and its Applications to Neurosciences, Time Series Modeling of 

Neuroscience Data, Okazaki, Japan, 2012.02.14 

 学会誌等発表  

 Carbonell, F., Biscay, R. J. and Jimenez, S. J. C., QR-based methods for computing Lyapunov exponents of stochastic 

differential equations, International Journal of Numerical Analysis & Modeling, Series B, 1（2010）, 147-171, 2011 

 Jimenez, S. J. C. and de la Cruz, H., Convergence rate of strong Local Linearization schemes for stochastic differential 

equations with additive noise, BIT Numerical Mathematics, doi:10.1007/s10543-011-0360-2, 2011.09 

 Yoshimoto, A. and Jimenez, S. J. C., Reverted Mean and Asymptotic Stationary Distribution for Timber Price Under 

Mean-Reverting Stochastic Model, Research Memorandum, 1150, 2012.01 

 Jimenez, S. J. C., Sotolongo, A. and Sanchez-Bornot, J. M., Locally Linearized Runge Kutta method of Dormand and 

Prince, Research Memorandum, 1152, 2012.02 

 Jimenez, S. J. C., Simplified formulas for the mean and variance of linear stochastic differential equations, Research 

Memorandum, 1153, 2012.02 

 Yoshimoto, A. and Jimenez, S. J. C., Reverted Mean and Asymptotic Stationary Distribution for Timber Price Using a 

Mean-Reverting Stochastic Model, Forest Resources Management and Mathematical Modeling, 11, 169-182, 2012.03 

 

福島 孝治（客員） 
 主な研究課題 
 充填問題の統計力学的研究 
 頂点被覆問題のように拘束条件のある粒子配置問題についてマルコフ連鎖モンテカルロ法を用いて統計力
学的に研究した。考えるグラフや拘束条件の違いから非自明な最密充填状態や充填に伴う配位秩序が現れる
ことを明かにした。 

 学会等での口頭発表 
 Hukushima, K. *, Entropy-driven transition in a simple hard-rod system, International Workshop on Recent 

Development of Studies on Phase Transition, Tokyo, Japan, 2011.06.09 

 福島 孝治 *，格子ガス表現を用いた STM画像解析，日本物理学会，富山，日本，2011.09.21 

 Hukushima, K. *, Entropy-driven transition in a simple rigid-rods system, French-Japanese meeting on Jamming, 
Glasses and Phase transitions, Paris, France, 2011.12.08 

 福島 孝治 *，格子上の充填問題の統計力学的研究，東京大学物性研究所研究会―計算科学の課題と展望―，
柏，日本，2012.02.20 

 

堀口 敏宏（客員） 
 主な研究課題 
 マコガレイ仔稚魚に貧酸素水塊が及ぼす影響評価 
 貧酸素水塊がマコガレイの初期生活史に及ぼす影響をモデルシミュレーションで調べ，その個体数／資源
量減少に対する貧酸素水塊の寄与率の定量評価を試みるための検討を進めた。東京湾のマコガレイがその初
期生活史段階で，冬季の水温と夏季の貧酸素水塊の影響でどの程度減耗（斃死）するかについて，2006年と
2007年を対象に試算する。本研究で得られたマコガレイ孵化仔魚の水温別斃死率実験データとマコガレイ当
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歳魚の DO 別斃死率実験データ，東京湾におけるマコガレイ仔魚の分布密度調査データ，並びに，千葉県水
産総合研究センターとの共同調査として実施しているマコガレイ稚魚の分布密度調査データを用いて，産卵
量（推定値）を初期値とした場合，孵化仔魚及び着底稚魚がどの程度減耗（斃死）するかの試算と，東京湾
におけるマコガレイ仔稚魚の分布データとの比較に向けて，検討した。 

 

本田 敏雄（客員） 
 主な研究課題 
 ノンパラメトリック回帰モデルおよびセミパラメトリックモデルを用いたリスク解析 
 時系列データおよび生存時間に関するノンパラメトリック密度推定，ノンパラメトリック回帰分析，セミ
パラメトリックモデルのリスク解析への応用を念頭においた理論的研究。 

 学会等での口頭発表 
 Honda, T. *, Nonparametric Quantile Regression with Heavy-Tailed and Strongly Dependent Errors, Graybill 

Conference 2011, The Department of Statistics, Colorado State University, Colorado, U.S.A., 2011.06 

 Honda, T. *, Nonparametric Quantile Regression with Heavy-Tailed and Strongly Dependent Errors, Joint Satistical 

Meetings 2011, Florida, U.S.A., 2011.08 

 Honda, T. *, Nonparametric LAD Cointegrating Regression, Recent Developments in Statistics, Empirical Finance 

and Econometrics, Kyoto, Japan, 2011.11 

 

松浦 正明（客員） 
 主な研究課題 
 ゲノムデータ・オミックスデータ解析のための統計方法の開発と検証 
 マイクロアレイの遺伝子発現データに基づき乳がんサブタイプ分類とサブタイプに関連する遺伝子抽出法
の研究と質量分析装置からのイメージングデータの分類に関する研究を行った。 

 学会等での口頭発表 
 Ushijima, M. *（Japanese Foundation for Cancer Research）, Kajihara, S.（Shimadzu Corporation）, Hosaka, K.（Kansai Medical 

University）, Hayasaka, T.（Hamamatsu University School of Medicine）, Goto-Inoue, N.（Hamamatsu University School of 

Medicine）, Yuba-Kubo, A.（Keio University）, Wakui, M.（Keio University）, Yao, I.（Kansai Medical University）, Setou, M.

（Hamamatsu University School of Medicine）and Matsuura, M., Software for peak picking using common peak method for 

imaging mass spectrometry data, American Society for Mass Spectrometry, Denver, U.S.A., 2011.06.07 

 牛嶋 大 *（がん研究会），瀬藤 光利（浜松医科大学），松浦 正明，イメージング質量分析データに対するソ
フトウェアの開発，日本癌学会学術総会，名古屋，日本，2011.10.03 

 学会誌等発表  

 松浦 正明，バイオインフォマティクスと統計学―個別化医療のためのオミックスデータ解析―，計量生物
学，32（Special Issue），S51-S64，2011.05 

 Seki, S., Fujiwara, M., Matsuura, M., Fujita, S., Ikeda, H., Asahina, I. and Ikeda, T., Prediction of outcome of patients 

with oral squamous cell carcinoma using vascular invasion and the strongly positive expression of vascular endothelial 

growth factors, Oral Oncology, 47（7）, 588-593, 2011.07 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 ゲノムデータからの予測・発見・推論の統合化のための統計学と機械学習の融合（科研費基盤研究（A）），研
究代表者：江口 真透（2008.04～2013.03）（分担者） 
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 学会・官庁等への協力 
 応用統計学会／学会誌編集委員 

 日本計量生物学会／学会誌編集委員 

 

南 美穂子（客員） 
 主な研究課題 
 周期的スプライン平滑法による周期的変動の解析 
 周期的スプライン平滑法の数理的性質の研究と大気中の汚染物質や南極昭和基地の気象・環境データの解
析。 

 学会等での口頭発表 
 南 美穂子 *，Smoothing Mechanism of Cyclic Cubic Regression Splines Smoothing，2011 Joint Statistical Meetings，
Miami Beach，U.S.A., 2011.08.02 

 学会・官庁等への協力 
 国際計量生物学会 IBC2012 実行委員会／委員 

 日本計量生物学会 学会誌「計量生物学」／編集委員 

 微小粒子状物質等疫学調査研究検討会 環境省 水・大気環境局／委員 

 

宮本 定明（客員） 
 主な研究課題 
 リスク情報システム科学の理念と体系化 
 科学研究費新学術領域申請中の「リスク情報システム科学」について，その理念を明らかにするための問
題設定と解決の方向性に関して考究し，あわせて，その体系化のための具体的実施方法について考察を行っ
た。 

 学会等での口頭発表 
 宮本 定明 *，リスク情報システム科学の理念と体系化，リスク研究 NOE主催研究会 科研費新学術領域「リ
スク情報システム科学の構想」，立川，日本，2012.02.18 

 

宮本 道子（客員） 
 主な研究課題 
 中小・零細企業の信用リスクに関する統計的アプローチ 
 金融機関におけるスモールローン融資の与信に際して，収集された財務データ・定性データ並びにデフォ
ルト情報をもとに，スモールローンにおけるデフォルト予測を統計的に検証するのみならず，銀行業界の経
営統合がもたらす小規模企業に対する融資の影響，融資における顧客情報の重要性なども検証する。 

 学会等での口頭発表 
 山下 智志 *，宮本 道子，安藤 雅和，逸見 昌之，赤司 健太郎，経済と匿名データ―中小企業データベー
スの標準化―，新領域融合プロジェクト 人間・社会システムデータ中心人間・社会科学の創生 社会のイノ
ベーションを誘発する情報システム国際ワークショップ，立川，日本，2011.02.28 

 宮本 道子 *，山下 智志，安藤 雅和（千葉工業大），逸見 昌之，高橋 淳一（総研大），中小企業大規模財務
データベースの欠測処理に対する問題点と対策について，2011年統計関連学会連合大会，福岡，日本，



 
150 

2011.09.05 

 科研費等（分担者・連携研究者等） 
 科学的政策決定のための統計数理基盤整備とその有効性実証（科研費基盤研究（A）），研究代表者：北川 源
四郎（情報・システム研究機構）（2010.04～2015.03）（連携研究者） 

 

Myrvoll Tor Andre（外国人客員） 
 主な研究課題 
 Collaborative filtering techniques applied to point-of-sale data 
 We investigated the use of a modified collaborative filtering technique for use with point-of-sale data. We showed that 

CF outperformed a naive baseline when used to predict how many items of a product a user would buy, based on the 

users similarity to other users. 

 学会誌等発表  

 Myrvoll, T. A. and Matsui, T., POS prediction using collaborative filtering, IEICE Technical Report, 111（275）, 143- 

146, 2011.11 

 

本村 陽一（客員） 
 主な研究課題 
 サービスサイエンス分野におけるデータ同化手法適用可能性の探索 
 サービス現場で生成される大規模データからのデータ同化手法によりサービス分野の問題解決をはかるた
め，具体的なフィールド，データ形式に対してベイジアンネットワークによるモデル化とシミュレーション
方法の検討を行った。 

 学会等での口頭発表 
 本村 陽一 *，竹中 毅（産業技術総合研究所サービス工学研究センター），小柴 等（産業技術総合研究所サービス
工学研究センター），店頭タブレット端末を用いた顧客フィードバックと ID-POSデータの統合による顧客分析，
日本行動軽量学会全国大会，岡山，日本，2011.09.12 

 本村 陽一 *，ベイジアンネットによる実生活・実社会コンピューティング，人工知能学会 人工知能基本
問題研究会，東京，日本，2011.11.27 

 学会誌等発表  

 小野 智弘，麻生 英樹，本村 陽一，情報・コンテンツのレコメンド技術と課題，電子情報通信学会誌，94

（4），310-315，2011.04 

 竹中 毅，蔵田 武志，本村 陽一，新村 猛，サービス工学の外食店舗への適用事例，日本機械学会誌，114

（1110），2011.05 

 本村 陽一，石垣 司，竹中 毅，大規模データモデリングによるサービス工学の実践～ID-POS データ活用
事例，日本機械学会誌，114（1110），376-379，2011.05 

 松本 吉央，西田 佳史，本村 陽一，大川 弥生，A Concept of Needs-Oriented Design and Evaluation of Assistive 

Robots Based on ICF，Proceedings of IEEE Conference on Rehabilitation Robotics，1-6，2011.06 

 西田 佳史，北村 光司，本村 陽一，山中 龍宏，多機関連携による子どもの傷害予防工学と知識循環，リ
ハビリテーション研究，147，23-29，2011.06 

 本村 陽一，サービス工学における大規模データモデリングアプローチ，知能と情報，23（3），281-286，2011.06 

 竹中 毅，石垣 司，本村 陽一，生活者行動に着目したサービス需要予測技術の検討，2011年度人工知能学
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会全国大会予稿，25，1-2，2011.06 

 石垣 司，竹中 毅，本村 陽一，日常購買行動に関する大規模データの融合による顧客行動予測システム（実
サービス支援のためのカテゴリマイニング技術），人工知能学会論文誌，26（6），670-681，2011.06 

 西田 佳史，本村 陽一，北村 光司，山中 龍宏，子どもの事故を予防する科学的アプローチ，玩具福祉学
会第 11回大会資料，36-41，2011.07 

 麻生 英樹，本村 陽一，小野 智弘，土生 由希子，An Acceptance Model of Recommender Systems Based on a 

Large-Scale Internet Survey，Adjunct Proceedings of the 19th International Conference on User Modeling，Adaptation，
and Personalization，4-6，2011.07 

 小林 奈美，西田 佳史，本村 陽一，高齢者の安全管理・傷害予防のために―高齢者の傷害予防工学に向け
て―，福祉介護機器テクノプラス，日本工業出版，4（7），5-9，2011.07 

 掛札 逸美，北村 光司，西田 佳史，山中 龍宏，本村 陽一，子どもの傷害のプロセス描写による保護者の
意識変化：動画を用いた効果検証，日本健康心理学会第 24回大会プログラム，117，2011.09 

 竹中 毅，小柴 等，本村 陽一，新村 猛，外食チェーンのオンラインデータからの消費者行動分析～需要
予測，メニュー開発への応用～，日本行動計量学会 第 39回大会予稿集，157-160，2011.09 

 櫻井 瑛一，本村 陽一，小柴 等，竹中 毅，動的モデル選択による消費者行動の構造変化点検知～外食の
注文傾向の分析～，日本行動計量学会 第 39回大会抄録集，161-164，2011.09 

 三輪 洋靖，福原 知宏，西村 拓一，本村 陽一，行動観察調査と状態遷移モデル化による介護業務プロセ
スの可視化，日本行動計量学会 第 39回大会抄録集，237-240，2011.09 

 本村 陽一，竹中 毅，小柴 等，店頭タブレット端末を用いた顧客フィードバックと ID-POSデータの統合
による顧客分析，日本行動計量学会 第 39回大会抄録集，24，117，2011.09 

 本村 陽一，ベイジアンネットワークを利用したユーザ適応システム，オペレーションズ・リサーチ，56（9），
518-523，2011.09 

 本村 陽一，サービス工学におけるユーザモデリング，電子情報通信学会誌，94（9），783-787，2011.09 

 竹中 毅，石垣 司，本村 陽一，Practical and interactive demand forecasting method for retail and restaurant services，
Proceeding Of APMS2011，2011.09 

 麻生 英樹，本村 陽一，小野 智弘，Model Adaptation with Bayesian Hierarchical Modeling for Context-Aware 

Recommendation，CEUR Workshop Proceedings，791，2011.10 

 本村 陽一，ベイジアンネットによる実生活・実社会コンピューティング，人工知能学会人工知能基本問題
研究会資料，B（102），83-88，2011.11 

 

山形 与志樹（客員） 
 主な研究課題 
 土地利用・交通・エネルギーを統合するスマートシティーシミュレーションモデルのデータ同化 
 土地利用・交通・エネルギーを統合するスマートシティーをシミュレーションするモデルを各サブシステ
ムの計測情報を用いてデータ同化する手法について検討を開始した。 

 学会誌等発表  

 山形 与志樹，瀬谷 創，中道 久美子，土地利用モデルを用いた東京都市圏の土地利用シナリオ分析，環境
科学会誌，24（3），169-179，2011.05 

 山形 与志樹，村上 大輔，瀬谷 創，堤 盛人，川口 有一郎，環境性能評価が不動産価格に与える影響の時
空間波及分析，不動産ファイナンス・不動産経済学研究，5，23-39，2011.12 
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山口 和範（客員） 
 主な研究課題 
 スポーツにおける統計科学の活用 
 本研究では，スポーツ，特にチームスポーツにおける戦略研究に対する統計科学の役割を，観察研究から
の因果分析の視点で検討する。また，ビデオ画像をもとにしたデータ取得法やその分析法についての検討も
併せて行う。 

 学会等での口頭発表 
 金澤 悠介（立教大学），田中 潮 *，山口 和範，立教大学における統計関連科目の e-learning 展開とその教
育成果について，連合大会，福岡，日本，2011.09.06 

 Johjima, M. *（Rikkyo University）and Yamaguchi, K., Statistical Analysis for Marketing on Facebook: Text Mining  

and Clustering Approaches，計算機統計学会シンポジウム，Busan，Korea，2011.11.11 

 学会誌等発表  

 山口 和範，バスケットボールにおけるチーム戦略評価：チームディフェンス力のリアルタイム評価の試み，
オペレーションズ・リサーチ，57（1），2012.01 

 

吉田 朋広（客員） 
 主な研究課題 
 高頻度金融データの解析 
 為替や株価の高頻度データにおいて，異なる銘柄間のリーダー／フォロワー関係の解析に有用な lead-lag 

index を導入した。実データに適用し，その時系列構造や，付随する U-過程の動きを調べ，その挙動を再現
する multi-lead-lagモデルを構築した。佐藤整尚准教授，加藤宏典氏との共同研究である。 

 学会等での口頭発表 
 加藤 宏典 *（総研大），佐藤 整尚，吉田 朋広，Lead-Lag 推定量を用いた為替データの分析，2011年度 統
計関連学会連合大会，福岡，日本，2011.09.06 

 吉田 朋広 *，Estimation of volatility: limit theorems and applications，経済の数理解析，京都，日本，2011.10.15 

 学会誌等発表  

 吉田 朋広，Polynomial type large deviation inequalities and quasi-likelihood analysis for stochastic differential 

equations，Annals of the Institute of Statistical Mathematics，63（3），431-479，2011.05 

 荻原 哲平，吉田 朋広，Quasi-likelihood analysis for diffusion processes with jumps，Research Memorandum，1142，
2011.07 

 吉田 朋広，拡散型確率過程の推定における極限定理，統計数理，59（1），125-140，2011.08 

 内田 雅之，吉田 朋広，Nondegeneracy of statistical random field and quasi likelihood analysis for diffusion，
Research Memorandum，1149，2011.12 

 学会・官庁等への協力 
 Bernoulli Society／Executive Committee 

 日本学術会議／連携会員 

 日本統計学会／評議員 

 日本アクチュアリー会／評議員 

 Statistical Inference for Stochastic Processes／Editorial Board 

 ESAIM: Probability and Statistics／Editorial Board 

 8th World Congress in Probability and Statistics／Program Committee 
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 59th ISI World Statistics Congress 2013 in Hong Kong／ISI Scientific Programme Committee 

 The 2012 Barcelona International Conference on Advances in Statistics／Scientific Committee 

 

吉羽 要直（客員） 
 主な研究課題 
 担保付貸出の解析的な損失分布のモーメント評価 
 デフォルト強度と担保価値との間に相関がある場合を想定して，担保付貸出の割引損失分布の期待値・分
散と高次モーメントを評価した。具体的には，デフォルト強度が非負性を保つようにモデル化したうえで，
担保価値と相関を持つようにモデル化し，評価した。 

 学会等での口頭発表 
 吉羽 要直 *，2次ガウス過程を用いた担保付貸出の解析的な割引損失モーメント評価，第 1回数理ファイ
ナンス合宿型セミナー，東京，日本，2011.11.05 

 学会誌等発表  

 山下 智志，吉羽 要直，2次ガウス過程を用いた担保付貸出の解析的な損失分布のモーメント評価，統計数
理，59（1），141-157，2011.08 

 

渡辺 美智子（客員） 
 主な研究課題 
 知識基盤社会におけるデータ可視化技術普及のための統計教育方法論に関する研究 
 本研究では，統計教育の在り方と普及を専門的に協議する国内外の学協会との連携の下に，知識基盤社会
におけるデータ可視化技術の意義と役割を 21世紀スキルの枠組みの中で明確化し，国際通用性のある人材育
成に向けた統計教育カリキュラムシステムの研究開発を行う。 

 学会等での口頭発表 
 渡辺 美智子 *，新単元「データの分析」で求められる力とその評価方法，2011 新課程数学セミナー in 水
戸，茨城，日本，2011.04.23 

 渡辺 美智子 *，新単元「データの分析」で求められる力とその評価方法，2011 新課程数学セミナー in 千
葉，幕張，日本，2011.04.25 

 今津 達也 *（ゼッタテクノロジーズ），高島 淳（ゼッタテクノロジーズ），角銅 浩平（ゼッタテクノロジーズ），
高橋 直人（ゼッタテクノロジーズ），中野 光（クロスマーケティング），深澤 弘美（東京医療保健大学），渡辺 美
智子，山口 和範（立教大学），制約付き潜在クラスモデルによるマーケットセグメンテーションとブランドス
イッチモデル，日本計算機統計学会 第 25回大会，函館，日本，2011.05.08 

 渡辺 美智子 *，科学的探究・問題解決の枠組みと統計的思考力―「データの分析」における相関分析の意
義―，第 35回 日本科学教育学会，横浜，日本，2011.08.24 

 渡辺 美智子 *，「データの分析」授業で育む分布に対する数理的視点と活用力，高校数学・新課程勉強会
2011，東京，日本，2011.08.26 

 竹内 光悦 *（実践女子大学），上村 尚史（鹿児島純心女子短期大学），末永 勝征（鹿児島純心女子短期大学），渡
辺 美智子，三浦 由己（駿河台大学），ISI対応・多言語統計用語対訳システムの構築，2011年度 統計関連学会
連合大会講演報告集，福岡，日本，2011.09.06 

 渡辺 美智子 *，統計学を通しての中学校における資料の活用の方法，府中市立小中学校教育研究会，府中，
日本，2011.10.12 
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 渡辺 美智子 *，現場の意思決定力を支える統計活用の基本的な考え方，品質月間特別講演会，富山，日本，
2011.11.17 

 渡辺 美智子 *，数学Ⅰ（新学習指導要領）「データの分析」の指導について，平成23年度 山形県高等学校
教育研究会数学部会，山形，日本，2012.02.09 

 学会誌等発表  

 今津 達也，高島 淳，角銅 浩平，高橋 直人，中野 光，深澤 弘美，渡辺 美智子，山口 和範，制約付き
潜在クラスモデルによるマーケットセグメンテーションとブランドスイッチモデル，日本計算機統計学会 第
25回大会論文集，25，135-136，2011.05 

 渡辺 美智子，科学的探究・問題解決・意思決定のプロセスを通して育成する統計的思考力，科学教育研究，
35（2），71-83，2011.06 

 著書 
 渡辺 美智子，シミュレーション辞典（日本シミュレーション学会（編）），コロナ社，東京，2012.02 

 熊原 啓作，渡辺 美智子，身近な統計，放送大学教育振興会，東京，2012.03 

 学会・官庁等への協力 
 応用統計学会／副会長 

 社会保険診療報酬支払基金 データマイニング手法に係る検討研究会／委員 

 社団法人 私立大学情報教育協会 eラーニングオープン教育振興委員会／委員 

 社団法人 私立大学情報教育協会 サイバー・キャンパス・コンソーシアム統計学グループグループ運営委
員会／委員 

 社団法人 私立大学情報教育協会 情報教育研究委員会／委員 

 第 59回統計グラフ全国コンクール 第 3次審査会／審査委員長 

 統計関連学会連合／理事 

 独立行政法人 統計センター／理事（研究担当） 

 日本行動計量学会／理事 

 日本統計学会／評議員，理事 

 日本品質管理学会／理事 

 

和田山 正（客員） 
 主な研究課題 
 半正定値計画法の通信工学への応用 
 線形計画法ならびに半正定値計画法を利用した復号・復調方式の研究を進めた。ひとつの成果として，線
形計画法に基づく置換符号の復号法を開発した。 
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【平成 23年度統計数理研究所共同研究】研究代表者は各研究課題の参加者の先頭に掲載． 

 

●平成 23年度共同利用公募実施状況 

実 施 件 数 
共同利用登録 一般研究１ 一般研究２ 若手短期集中型研究 重点型研究 共同研究集会 計 

23 26 69 1 39 14 172 

所外からの参加者 
延人数 実人数 

872人 777人 

 

【共同利用登録】 
 
a. 時空間モデリング分野 
3. 生物科学分野 
23-共研-0001 ３次元細胞モデル 

本多 久夫（兵庫大学） 

23-共研-0002 データ同化手法を用いた細胞質流動
の解析 

木村 暁（国立遺伝学研究所） 

 

d. 調査解析分野 
23-共研-0003 全ゲノムマイクロアレイデータの解
析法についての研究 

和田 康彦（佐賀大学） 

23-共研-0004 看護科学分野における家族のヘルス
プロモーションに関する縦断調査および横断調
査のデータ解析 

岸田 泰子（杏林大学） 

 

e. 多次元データ解析分野 
7. 社会科学分野 
23-共研-0005 中小・零細企業の信用リスクに関する
統計的アプローチ 

宮本 道子（秋田県立大学） 

 

g. 統計基礎数理分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-0006 逐次解析問題およびノンパラメトリ
ック関数推定問題 

磯貝 英一（新潟大学） 

23-共研-0007 離散確率モデル、極値理論 

渋谷 政昭（慶應義塾大学） 

 

6. 人文科学分野 
23-共研-0008 学校教育における統計教育について 

伊藤 一郎（東京学芸大学） 

 

h. 学習推論分野 
5. 工学分野 
23-共研-0009 極値理論の土木工学への応用 ～ “経
験度”の導入 

北野 利一（名古屋工業大学） 

 

i. 計算数理分野 
2. 情報科学分野 
23-共研-0010 １／ｆゆらぎによる計算万能セルオ
ートマトンの探索 

蜷川 繁（金沢工業大学） 

 

b. 知的情報モデリング分野 
23-共研-0011 機械学習への統計物理的アプローチ
に関する研究 

會川 悠佑（東京工業大学大学院） 

23-共研-0012 複雑ネットワークの制御に関するゲ
ーム理論的アプローチのための大規模シミュレ
ーションの実施と結果分析 

今井 哲郎（山形大学大学院） 

 

  

 7 共同研究 
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e. 多次元データ解析分野 
4. 物理科学分野 
23-共研-0013 経済物理に基づいた時系列データの
解析 

Zheng Zeyu（東京情報大学） 

 

7. 社会科学分野 
23-共研-0014 株価実現ボラティリティの時系列解析 

高石 哲弥（広島経済大学） 

 

f. 計算機統計分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-0015 確率微分方程式を用いた時系列パラ
メータ推定方法と計算アルゴリズム 

佐藤 彰洋（京都大学） 

 

7. 社会科学分野 
23-共研-0016 粒子フィルタによる経済時系列解析 

三崎 広海（東京大学） 

 

5. 工学分野 
23-共研-0017 計算統計学に基づく劣化故障の信頼
性予測解析 

貝瀬 徹（兵庫県立大学大学院） 

 

d. 調査解析分野 
7. 社会科学分野 
23-共研-0018 青年期双生児データの行動遺伝学的
解析 

山形 伸二（大学入試センター） 

 

i. 計算数理分野 
4. 物理科学分野 
23-共研-0019 航空・気象情報の見える化のための気
象データの解析に関する研究 

新井 直樹（独立行政法人 電子航法研究所） 

 

a. 時空間モデリング分野 
23-共研-0020 多変量状態空間モデリングのための
数値的方法 

北川 源四郎（情報・システム研究機構） 

i. 計算数理分野 
5. 工学分野 
23-共研-0021 回転円すいの外表面を上昇する液膜
流れの数値シミュレーション 

新井 晶大（秋田大学大学院工学資源学研究科機械工
学専攻） 

23-共研-0022 CLSVOF法とGF法による矩形横溝を
有する鉛直平板上を流下する凝縮液膜流の数値
シミュレーション 

太田 圭一（秋田大学大学院 工学資源学研究科） 

 

2. 情報科学分野 
23-共研-0023 modulo p における漸化式の周期性に
ついて 

丹菊 友紀（津田塾大学） 

 

【一般研究1】 
 
a. 時空間モデリング分野 
3. 生物科学分野 
23-共研-1001 状態空間モデリング手法を用いた害
虫被害拡大の解析 

山中 武彦（（独）農業環境技術研究所），上野 玄太（統
計数理研究所），伊庭 幸人（統計数理研究所） 

23-共研-1002 症候サーベイランスにおける統計解
析手法の研究 

高橋 邦彦（国立保健医療科学院），丹後 俊郎（医
学統計学研究センター），山岡 和枝（帝京大学大学
院） 

 

4. 物理科学分野 
23-共研-1003 海洋データ同化システムに用いる誤
差分散共分散行列の作成に関する研究（2） 

藤井 陽介（気象庁気象研究所），蒲地 政文（気象
庁気象研究所），碓氷 典久（気象研究所），土谷 隆
（政策研究大学院大学），上野 玄太（統計数理研究
所） 

23-共研-1004 混合ガウス分布モデルに基づく惑星
探査機高速中性粒子データの分類・解析 

中野 慎也（統計数理研究所），二穴 喜文（Swedish 

Institute of Space Physics） 

23-共研-1005 GPS-TEC を利用した地球プラズマ圏
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の電子密度分布のモデリングに関する研究 

上野 玄太（統計数理研究所），後藤 由貴（金沢大
学） 

 

8. その他 
23-共研-1006 生態系の環境応答機構の解明に向け
たデータ同化手法の応用 

横沢 正幸（独立行政法人農業環境技術研究所），櫻
井 玄（農業環境技術研究所），中河 嘉明（筑波大
学），飯泉 仁之直（（独）農業環境技術研究所），戸田 

求（北海道大学），中野 慎也（統計数理研究所） 

 

b. 知的情報モデリング分野 
2. 情報科学分野 
23-共研-1007 離散データ解析法の研究 

石黒 真木夫（統計数理研究所），清水 悟（東京女
子医科大学），坂元 慶行（統計数理研究所） 

23-共研-1008 電子化辞書における各語義への分野
名の自動付与 

福本 文代（山梨大学） 

 

8. その他 
23-共研-1009 超並列型遺伝的アルゴリズムの分子
実現とその応用 

染谷 博司（統計数理研究所），坂本 健作（理化学
研究所），山村 雅幸（東京工業大学） 

 

d. 調査解析分野 
6. 人文科学分野 
23-共研-1010 子ども期のメンタルヘルスに関する
発達行動遺伝学的研究 

菅原 ますみ（お茶の水女子大学），尾崎 幸謙（統
計数理研究所） 

 

7. 社会科学分野 
23-共研-1011 社会科学における縦断データ解析手
法の研究 

菅原 ますみ（お茶の水女子大学），尾崎 幸謙（統
計数理研究所） 

 

e. 多次元データ解析分野 
3. 生物科学分野 
23-共研-1012 データベースを用いた医薬品のリス
ク解析 

椿 広計（統計数理研究所），望月 眞弓（慶應義塾
大学），折井 孝男（NTT東日本関東病院） 

 

7. 社会科学分野 
23-共研-1013 裁判への市民参加の諸形態に関する
統計学を応用した法社会学・法心理学・法言語
学の学際的研究 

堀田 秀吾（明治大学），佐伯 昌彦（東京大学），
藤田 政博（関西大学） 

 

8. その他 
23-共研-1014 東京湾とその流域における水質の長
期変動に関する研究 

柏木 宣久（統計数理研究所），小林 弘明（川崎市
公害研究所），永山 恵（川崎市公害研究所），岩渕 美
香（川崎市公害研究所），二宮 勝幸（無し），東 博
紀（独立行政法人国立環境研究所），牧 秀明（国立
環境研究所），飯村 晃（千葉県環境研究センター），
安藤 晴夫（㈶東京都環境整備公社 東京都環境科学

研究所），水尾 寛己（社団法人 観音崎自然博物館），
岡 敬一（神奈川県環境科学センター） 

 

f. 計算機統計分野 
4. 物理科学分野 
23-共研-1015 複雑系のシミュレーションと統計理論 

加園 克己（東京慈恵会医科大学），小野 いく郎（東
京工業大学） 

 

g. 統計基礎数理分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-1016 グラフ上の離散確率分布論とその統
計的応用研究 

井上 潔司（成蹊大学），安芸 重雄（関西大学），
平野 勝臣（城西大学） 

 

h. 学習推論分野 
2. 情報科学分野 
23-共研-1017 神経スパイク発火の揺らぎを利用し
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た情報処理の原理と応用 

小山 慎介（統計数理研究所），篠本 滋（京都大学） 

 

3. 生物科学分野 
23-共研-1018 バイオ・ナノ分子電子状態の統計化学
に関する研究 

 佐藤 文俊（東京大学），下向 智美（東京大学）， 

 平野 敏行（東京大学），千葉 貢治（東京大学）， 

 恒川 直樹（東京大学），上村 典子（東京大学）， 

 阿部 敏彦（東京大学），松田 潤一（東京大学） 

 

i. 計算数理分野 
5. 工学分野 
23-共研-1019 回転円すい体の外表面を上昇する液
膜流の微粒化に関する非線形ダイナミクス 

足立 高弘（秋田大学），竜 優介（秋田大学） 

 

d. 調査解析分野 
6. 人文科学分野 
23-共研-1020 子どもの体力向上に関わる運動生活
習慣要因：縦断的データを用いた量反応関係の
解明 

鈴木 宏哉（東北学院大学），尾崎 幸謙（統計数理
研究所），前田 忠彦（統計数理研究所） 

 

g. 統計基礎数理分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-1021 M-decomposability and Elliptical  

Unimodal Densities 

中野 純司（統計数理研究所），Chia Nicholas（野村

證券株式会社） 

 

e. 多次元データ解析分野 
7. 社会科学分野 
23-共研-1022 古代社会の人口動態推定 

土谷 隆（政策研究大学院大学），牧野 久実（鎌倉
女子大学），伊藤 栄明（統計数理研究所），上田 澄
江（統計数理研究所） 

g. 統計基礎数理分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-1023 単純化した多次元ランダムパッキン

グにおける漸化式 

伊藤 栄明（統計数理研究所），Hwang Hsien-Kuei

（Academia Sinica, Taiwan），中野 純司（統計数理研
究所） 

 

b. 知的情報モデリング分野 
2. 情報科学分野 
23-共研-1024 統計的トピックモデルに関する研究 

松井 知子（統計数理研究所），真嶋 温佳（奈良先
端科学技術大学院大学），Rafael Torres（奈良先端科

学技術大学院大学） 

 

d. 調査解析分野 
6. 人文科学分野 
23-共研-1025 子どもの社会性に関する発達行動遺
伝学的研究 

酒井 厚（山梨大学），尾崎 幸謙（統計数理研究所） 

 

7. 社会科学分野 
23-共研-1026 変革プロジェクトにおける不適応モ
デルの研究 

木野 泰伸（筑波大学），野間口 隆郎（筑波大学大
学院），林 章浩（筑波大学大学院），椿 広計（統計
数理研究所），中井 誠司（筑波大学大学院） 

 

【一般研究2】 
 
a. 時空間モデリング分野 
3. 生物科学分野 
23-共研-2001 異なる時空間解像度を持つマルチモ
ダリティ計測データによる階層神経モデルの構
造推定 

越久 仁敬（兵庫医科大学），田村 義保（統計数理
研究所），三分一 史和（統計数理研究所），岡田 泰
昌（独立行政法人国立病院機構村山医療センター），
石黒 真木夫（統計数理研究所），Lal Amit（PDM 

college of engineering） 

23-共研-2002 バイオロギングデータに基づく猛禽
類行動モデリングの開発 

榎本 浩之（国立極地研究所），島谷 健一郎（統計
数理研究所），松本 経（北見工業大学） 

23-共研-2003 認知課題難易度の量的変化に伴う前
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頭前野脳活動の推移に関する研究 

菊地 千一郎（自治医科大学），三分一 史和（統計
数理研究所），松本 健二（自治医科大学），石黒 真
木夫（統計数理研究所），山内 芳樹（自治医科大学） 

23-共研-2004 標高適応遺伝子の時空間動態におけ
るジーンフローと自然選択の役割―シロイヌナ
ズナ属野生種を例に― 

田中 健太（筑波大学），島谷 健一郎（統計数理研
究所） 

23-共研-2005 生物多様性の統一中立理論と野外デ
ータを結ぶ統計モデリングの検討 

野田 隆史（北海道大学），島谷 健一郎（統計数理
研究所），清水 邦夫（慶應義塾大学），渡邉 謙二
（横浜国立大学），村上 正志（千葉大学），立木 佑
弥（九州大学），久保田 康裕（琉球大学），深谷 肇
一（北海道大学），別所 和博（九州大学），入谷 亮
介（九州大学大学院），阿部 俊弘（統計数理研究所），
角 友之（総合研究大学院大学），平尾 聡秀（東京
大学大学院） 

23-共研-2006 神経細胞の自発発火パターンの統計
的研究 

伊庭 幸人（統計数理研究所），伊藤 浩之（京都産
業大学），中江 健（京都大学） 

 

4. 物理科学分野 
23-共研-2007 地震検知能力の周期的な時間変動に
関する定量的解析 

岩田 貴樹（統計数理研究所），尾形 良彦（統計数
理研究所），松浦 律子（地震予知総合研究振興会） 

23-共研-2008 多種類の遠隔観測データを用いた電
離圏電子密度トモグラフィー（3） 

上野 玄太（統計数理研究所），五井 紫（京都大学），
齊藤 昭則（京都大学），秋谷 祐亮（京都大学） 

23-共研-2009 地球電離圏における時空間変動のモ
デリング・推定手法の開発 

中野 慎也（統計数理研究所），齊藤 昭則（京都大
学），Chen Chia-Hung（京都大学），津川 卓也（独
立行政法人 情報通信研究機構） 

23-共研-2010 データ同化にもとづく放射線帯の物
理過程の究明 

三好 由純（名古屋大学），上野 玄太（統計数理研
究所） 

23-共研-2011 磁力線振動周波数と GPS-TECの同時
インバージョンによるプラズマ圏密度全球分布
推定 

河野 英昭（九州大学大学院），上野 玄太（統計数
理研究所），樋口 知之（統計数理研究所），才田 聡
子（情報・システム研究機構），中野 慎也（統計数
理研究所） 

 

8. その他 
23-共研-2012 持続可能な森林資源管理のための森
林構造の解析 

吉田 俊也（北海道大学），島谷 健一郎（統計数理
研究所），井上 太樹（北海道大学大学院），竹内 史
郎（北海道大学大学院），阿部 俊弘（統計数理研究
所） 

 

b. 知的情報モデリング分野 
2. 情報科学分野 
23-共研-2013 モデル選択法による統計的推論への
データ前処理組み込みに関する研究 

石黒 真木夫（統計数理研究所），三分一 史和（統
計数理研究所），清水 悟（東京女子医科大学），種
村 正美（統計数理研究所） 

 

5. 工学分野 
23-共研-2014 パーティクルフィルタによるマルチ
メディア信号における逐次的情報抽出 

生駒 哲一（九州工業大学大学院），田村 義保（統
計数理研究所），宮田 太郎（九州工業大学大学院），
寺田 大介（独立行政法人水産総合研究センター水産
工学研究所），石黒 真木夫（統計数理研究所），外
丸 昭知（兵庫県立大学大学院），横道 大督（兵庫
県立大学大学院），Zhang Gefan（九州工業大学大学

院），伊藤 隆史（九州工業大学大学院），Osea Zebua

（九州工業大学大学院），折居 英章（九州工業大学
大学院），河野 英昭（九州工業大学大学院），西田 健
（九州工業大学大学院），小橋 昌司（兵庫県立大学），
延原 肇（筑波大学），水町 光徳（九州工業大学大
学院），樋口 知之（統計数理研究所），川本 一彦
（千葉大学大学院），三田 北斗（兵庫県立大学大学
院），橋岡  亜弥（兵庫県立大学大学院），Yao 

QiangXing（九州工業大学大学院） 
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d. 調査解析分野 
3. 生物科学分野 
23-共研-2015 予後因子探索と予測指標構築の方法
論に関する研究 

手良向 聡（京都大学），松井 茂之（統計数理研究
所） 

23-共研-2016 国民の健康に関わる生活習慣データ
のコウホート分析 

中村 隆（統計数理研究所），那須 郁夫（日本大学
松戸歯学部），新保 秀樹（日本大学松戸歯学部），
渡邉 寿子（日本大学松戸歯学部），生田 明敏（日
本大学松戸歯学部） 

23-共研-2017 体力運動能力・BMI のコウホート分
析 

中村 隆（統計数理研究所），菊池 秀夫（中京大学），
山本 達三（愛知学泉大学），山本 彩未（中部大学），
坂口 俊哉（鹿屋体育大学） 

23-共研-2018 疾病に対する集団戦略・高リスク戦略
のためのコミュニティ評価指標の実用化 

中村 隆（統計数理研究所），三輪 のり子（千里金
蘭大学） 

23-共研-2019 発達研究における縦断的データ解析
上の諸問題 

前田 忠彦（統計数理研究所），小枝 達也（鳥取大
学），川口 英夫（東洋大学），河合 優年（武庫川
女子大学），安梅 勅江（筑波大学），山川 紀子（国
立病院機構三重中央医療センター），山縣 然太朗
（山梨大学），定藤 規弘（自然科学研究機構生理学
研究所），佐倉 統（東京大学） 

 

6. 人文科学分野 
23-共研-2020 ESP コーパスに基づいた特徴表現の
教育的応用 

小山 由紀江（名古屋工業大学大学院），前田 忠彦
（統計数理研究所），藤枝 美穂（京都医療科学大学），
中野 智文（NTTレゾナント株式会社），宮崎 佳典
（静岡大学），田中 省作（立命館大学） 

23-共研-2021 統計手法を利用した言語データ分類 

石川 慎一郎（神戸大学），前田 忠彦（統計数理研
究所），紙西 達也（神戸大学），李 允昊（神戸大学），
井上 聡（神戸大学），中尾 桂子（大妻女子大学），
今道 晴彦（神戸大学），松下 英利香（神戸大学），

郭 奐君（神戸大学） 

23-共研-2022 日本人英語学習者の概念構造の解明
に向けた統計的研究 

長 加奈子（北九州市立大学），前田 忠彦（統計数
理研究所），冬野 美晴（西南学院大学大学院），川
瀬 義清（西南学院大学） 

23-共研-2023 テキスト特性を規定する言語要素の
計量的分析 

石川 有香（名古屋工業大学），前田 忠彦（統計数
理研究所），浅井 淳（大同大学） 

23-共研-2024 日米中国際比較にみるいじめ問題 

植木 武（共立女子短期大学），吉野 諒三（統計数
理研究所） 

23-共研-2025 小学生の英語学習に対する動機づけ
の国際比較調査―自己決定理論の観点から― 

カレイラ松崎 順子（東京未来大学），前田 忠彦（統
計数理研究所），尾崎 幸謙（統計数理研究所） 

23-共研-2026 イギリスの巨大コーパスにおける新
聞サブコーパスの統計学的言語比較研究 

高見 敏子（北海道大学），前田 忠彦（統計数理研
究所） 

23-共研-2027 マイニング技術を応用したテクスト
分析研究 

田畑 智司（大阪大学），前田 忠彦（統計数理研究
所），澁谷 竜昇（大阪大学），岩根 久（大阪大学），
後藤 一章（摂南大学），三宅 真紀（大阪大学），
木山 直毅（大阪大学），今尾 康裕（大阪大学），
小林 雄一郎（大阪大学） 

 

7. 社会科学分野 
23-共研-2028 調査データベース公有化における個
人データ保護と疑似個票データの作成 

佐井 至道（岡山商科大学），田村 義保（統計数理
研究所），小林 良行（一橋大学），大和 元（鹿児島
大学），竹村 彰通（東京大学），稲葉 由之（慶應
義塾大学），和合 肇（京都産業大学），星野 伸明（金
沢大学），大森 裕浩（東京大学），瀧 敦弘（広島大
学），丸山 祐造（東京大学），伊藤 伸介（明海大
学），渋谷 政昭（慶應義塾大学） 

23-共研-2029 家計消費構造の日米比較―ベイズ型
コウホート分析の適用― 

山下 貴子（流通科学大学），中村 隆（統計数理研
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究所） 

23-共研-2030 生態系サービス評価に関わる土地利
用管理最適化システムの構築 

吉本 敦（統計数理研究所），加茂 憲一（札幌医科
大学），栁原 宏和（広島大学），木島 真志（琉球
大学），二宮 嘉行（九州大学） 

23-共研-2031 現代日本人の政治意識・行動に関する
コウホート分析 

三船 毅（愛知学泉大学），中村 隆（統計数理研究
所） 

23-共研-2032 事業所・企業統計の匿名化ミクロデー
タの作成実験と社会経済変動過程の解析への応
用 

松田 芳郎（青森公立大学），土屋 隆裕（統計数理
研究所），栗山 規矩（石巻専修大学），周防 節雄
（兵庫県立大学），古隅 弘樹（兵庫県立大学），元
山 斉（新領域融合研究センター），松本 大吾（青
森公立大学大学院），山本 俊（青森公立大学大学院），
舟岡 史雄（信州大学），佐藤 整尚（統計数理研究
所），椿 広計（統計数理研究所），馬場 康維（統計
数理研究所），河野 秀孝（青森公立大学），今 喜典
（青森公立大学） 

23-共研-2033 離島における第一次産業振興と環境
維持を考慮した地域政策モデルの構築 

木島 真志（琉球大学），吉本 敦（統計数理研究所） 

 

8. その他 
23-共研-2034 管理栄養士の統計力を高める教材開
発と講習会開催 

井ノ口 美佐子（西南女学院大学），清水 信夫（統
計数理研究所） 

 

e. 多次元データ解析分野 
2. 情報科学分野 
23-共研-2035 社会物理学の展望 

小田垣 孝（東京電機大学），田村 義保（統計数理
研究所），田中 美栄子（鳥取大学），松下 貢（中
央大学），石川 温（金沢学院大学） 

23-共研-2036 ヒストグラムデータの解析法とその
応用 

水田 正弘（北海道大学），清水 信夫（統計数理研
究所），岸本 直樹（北海道大学大学院），小宮 由

里子（北海道大学），松井 佑介（北海道大学大学院） 

23-共研-2037 シンボリックデータの解析に関する
研究 

宿久 洋（同志社大学），田村 義保（統計数理研究
所），酒折 文武（中央大学），山下 陽司（同志社
大学大学院），髙木 育史（同志社大学），小池 啓
介（同志社大学大学院），阿部 寛康（同志社大学大
学院），松井 佑介（北海道大学大学院），北野 道
春（同志社大学），谷岡 健資（同志社大学），寺田 吉
壱（大阪大学），石井 涼（同志社大学大学院），水
田 正弘（北海道大学），南 弘征（北海道大学），波
多野 賢治（同志社大学），大森 崇（同志社大学） 

 

3. 生物科学分野 
23-共研-2038 イベントの空間及び時間集積性に対
する統計的手法の研究 

和泉 志津恵（大分大学），松井 茂之（統計数理研
究所），薮田 真哉（大分大学），伊藤 華菜（大分
大学），高橋 邦彦（国立保健医療科学院），丹後 俊
郎（医学統計学研究センター），大瀧 慈（広島大学），
江藤 大豪（地域科学研究所），辻 亮太（日本シス
テムウェア），満 淳一（大分大学） 

23-共研-2039 大規模な疫学系データの統計解析 

冨田 誠（東京医科歯科大学），椿 広計（統計数理
研究所），石岡 文生（岡山大学），Sungho Moon

（Pusan University of Foreign Studies），林 邦好（岡山
大学大学院） 

23-共研-2040 分子マーカーを用いたがん臨床試験
のデザインに関する研究 

吉村 健一（京都大学医学部附属病院），松井 茂之
（統計数理研究所），山中 竹春（国立病院機構九州
がんセンター） 

 

5. 工学分野 
23-共研-2041 微分方程式から導かれる複雑な非線
形回帰モデルのパラメータ推定法の研究 

中村 永友（札幌学院大学），上野 玄太（統計数理
研究所），小西 貞則（中央大学），土屋 高宏（城
西大学） 

 

7. 社会科学分野 
23-共研-2042 信用リスクに関する統計的アプローチ 



 
162 

山下 智志（統計数理研究所），逸見 昌之（統計数
理研究所），高橋 淳一（一般社団法人 CRD 協会），
赤司 健太郎（統計数理研究所），安藤 雅和（千葉
工業大学），佐藤 整尚（統計数理研究所），吉羽 要
直（日本銀行），大野 忠士（筑波大学），西山 陽
一（統計数理研究所），川崎 能典（統計数理研究所），
宮本 道子（秋田県立大学） 

23-共研-2043 ソフトウェア産業における国際技術
戦略設計のための動的構造モデリング 

角埜 恭央（東京工科大学），椿 広計（統計数理研
究所） 

23-共研-2044 「日本語観国際センサス」データの相
関分析 

米田 正人（国立国語研究所），吉野 諒三（統計数
理研究所），水野 義道（京都工芸繊維大学） 

 

8. その他 
23-共研-2045 化学物質の急性生態毒性データから
の慢性生態毒性の推定法の開発 

林 岳彦（国立環境研究所），柏木 宣久（統計数理
研究所） 

23-共研-2046 残留性有機化学物質データの組織化
と発生源解析 

橋本 俊次（国立環境研究所），柏木 宣久（統計数
理研究所），吉澤 正（千葉県環境研究センター），
清水 明（千葉県環境研究センター），植村 匡詞（千
葉県環境研究センター），大浦 健（名城大学），岩
切 良次（環境省 環境調査研修所），半野 勝正（千
葉県環境研究センター），櫻井 健郎（国立環境研究
所），村瀬 秀也（財団法人 岐阜県公衆衛生検査セン

ター），大高 広明（製品評価技術基盤機構），堀井 勇
一（埼玉県環境科学国際センター），今井 美江（東
京都環境科学研究所），菱沼 早樹子（宮城県保健環
境センター），酒井 美月（長野工業高等専門学校），
佐々木 裕子（明治薬科大学），大塚 宜寿（埼玉県
環境科学国際センター），小西 良昌（大阪府立公衆
衛生研究所），森 育子（財団法人東京都環境整備公
社 東京都環境科学研究所），中野 武（大阪大学），
上堀 美知子（大阪府環境農林水産総合研究所），清
家 伸康（独立行政法人農業環境技術研究所），浅川 

大地（大阪市立環境科学研究所），沖田 若菜（宮城
県保健環境センター），山本 敦史（大阪市立環境科

学研究所），先山 孝則（大阪市立環境科学研究所），
小澤 秋男（新潟県保健環境科学研究所），大原 俊
彦（広島県立総合技術研究所保健環境センター），中
村 朋之（宮城県），山口（勝）（地方独立行政法人
北海道立総合研究機構環境・地質研究本部環境科学研

究センター），飛石 和大（福岡県保健環境研究所），
永洞 真一郎（地方独立行政法人 北海道立総合研究

機構 環境・地質研究本部 環境科学研究センター），
宮脇 崇（福岡県保健環境研究所），中牟田 啓子（福
岡市環境局保健環境研究所），姉崎 克典（地方独立
行政法人北海道立総合研究機構環境・地質研究本部環

境科学研究センター），小原 浩史（福岡市環境局保
健環境研究所），岡本 拓（広島県立総合技術研究所
保健環境センター），四柳 宏基（新潟県保健環境科
学研究所），村山 等（新潟県保健環境科学研究所），
土屋 江理子（新潟県保健環境科学研究所），茨木 剛
（新潟県保健環境科学研究所），山崎 正夫（㈶東京
都環境整備公社東京都環境科学研究所），高橋 明宏
（財団法人東京都環境整備公社 東京都環境科学研究

所） 

 

f. 計算機統計分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-2047 統計情報資源ナビゲーション・システ
ムの現代化 

丸山 直昌（統計数理研究所），中村 永友（札幌学
院大学），森 裕一（岡山理科大学），大隅 昇（統計
数理研究所），清水 信夫（統計数理研究所），南 弘
征（北海道大学），水田 正弘（北海道大学），林 篤
裕（九州大学），垂水 共之（岡山大学） 

 

2. 情報科学分野 
23-共研-2048 ラフ集合を用いたシンボリックデー
タ解析法の展開 

南 弘征（北海道大学），清水 信夫（統計数理研究
所），妹尾 いづみ（北海道大学），馬場 朋哉（北
海道大学），近藤 和也（北海道大学） 

23-共研-2049 データベースを利用した大規模デー
タ視覚化ソフトウエアの開発 

山本 由和（徳島文理大学），中野 純司（統計数理
研究所），Chen Chun-houh（台湾中央研究院），礒本 

征希（徳島文理大学） 
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23-共研-2050 統計解析システムにおけるライブラ
リの共有化 

藤原 丈史（東京情報大学），中野 純司（統計数理
研究所），南 弘征（北海道大学），藤野 友和（福岡
女子大学） 

 

3. 生物科学分野 
23-共研-2051 疾患のCT値を利用した鑑別診断につ
いての研究 

池島 厚（日本大学松戸歯学部），田村 義保（統計
数理研究所） 

23-共研-2052 新生児の自発運動の解析 

中野 純司（統計数理研究所），小西 行郎（同志社
大学），中野 尚子（杏林大学），多賀 厳太郎（東
京大学），高谷 理恵子（福島大学），木原 秀樹（長
野県立こども病院） 

 

g. 統計基礎数理分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-2053 確率過程の統計推測と学習理論の綜
合的研究および計算法の研究 

吉田 朋広（東京大学），佐藤 整尚（統計数理研究
所），内田 雅之（大阪大学大学院），清水 泰隆（大
阪大学），増田 弘毅（九州大学），村田 昇（早稲田
大学），栗木 哲（統計数理研究所），深澤 正彰（大
阪大学），椿 広計（統計数理研究所），鎌谷 研吾（東
京大学） 

23-共研-2054 特異モデルに対するモデル選択法の
構築 

二宮 嘉行（九州大学），藤澤 洋徳（統計数理研究
所） 

23-共研-2055 エルゴード理論，情報理論，計算機科
学とその周辺 

高橋 勇人（統計数理研究所），田村 義保（統計数
理研究所），藤崎 礼志（金沢大学），川端 勉（電気
通信大学），土谷 隆（政策研究大学院大学），釜江 哲
朗（大阪市立大学） 

23-共研-2056 英語心内辞書データの統計的解析 

小林 景（統計数理研究所），折田 充（熊本大学） 

23-共研-2057 ウィシャート分布のモーメントの組
合せ論的構造と量子数理物理との接点 

栗木 哲（統計数理研究所），沼田 泰英（東京大学

大学院 / 独立行政法人科学技術振興機構），佐々木 

格（信州大学） 

 

2. 情報科学分野 
23-共研-2058 Eulerian分布と正規乱数フィルタの生成 

土屋 高宏（城西大学），川崎 能典（統計数理研究
所），中村 永友（札幌学院大学） 

 

3. 生物科学分野 
23-共研-2059 空間疫学における多重性調整のため
の数値計算法の開発 

栗木 哲（統計数理研究所），高橋 邦彦（国立保健
医療科学院），Hayter Anthony（University of Denver） 

 

h. 学習推論分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-2060 機械学習と統計学の共通基盤の強化 

江口 真透（統計数理研究所），竹之内 高志（奈良
先端科学技術大学院大学），金森 敬文（名古屋大学），
小森 理（統計数理研究所），村田 昇（早稲田大学） 

23-共研-2061 幾何学的アプローチによる推定関数
と Tsallis統計の研究 

逸見 昌之（統計数理研究所），松添 博（名古屋工
業大学） 

23-共研-2062 共分散構造モデルのロバスト統計 

江口 真透（統計数理研究所），栁原 宏和（広島大
学），若木 宏文（広島大学），小森 理（統計数理研
究所） 

 

3. 生物科学分野 
23-共研-2063 南極観測隊の健康診断データベース
の構築とその統計的解析 

小森 理（統計数理研究所），江口 真透（統計数理
研究所），奥田 将己（統計数理研究所），大野 義一
朗（1）東京勤労者医療会 東葛病院 2）国立極地研究所），
渡邉 研太郎（国立極地研究所），伊村 智（国立極
地研究所） 

23-共研-2064 セミパラメトリック推測理論に基づ
く不完全データ解析手法の開発と応用 

逸見 昌之（統計数理研究所），服部 聡（久留米大
学） 
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i. 計算数理分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-2065 確率測度の最適化と通信路容量 

池田 思朗（統計数理研究所），坪 泰宏（独立行政
法人理化学研究所），金森 敬文（名古屋大学），駒
木 文保（東京大学），田中 利幸（京都大学），伊
藤 聡（統計数理研究所），渡辺 一帆（奈良先端科
学技術大学院大学），竹内 純一（九州大学） 

23-共研-2066 グラフ上の推論アルゴリズムのホモ
ロジー代数的研究 

福水 健次（統計数理研究所），平岡 裕章（広島大
学） 

 

j. その他 
6. 人文科学分野 
23-共研-2067 国際的な生徒参加型データを用いた
統計学習サイトの拡充と教育利用の促進 

青山 和裕（愛知教育大学），田村 義保（統計数理
研究所），西仲 則博（奈良教育大学附属中学校），
塩澤 友樹（東京都立小石川中等教育学校） 

23-共研-2068 スポーツデータの統計解析に関する
研究 

酒折 文武（中央大学），田村 義保（統計数理研究
所），Hong Chong Sun（SungKyunKwan University），
Yadohisa Hiroshi（同志社大学），鳥越 規央（東海
大学），山口 和範（立教大学），笛田 薫（岡山大学
大学院），山本 裕二（名古屋大学），廣瀬 英雄（九
州工業大学），井内 貴志（岡山大学大学院） 

 

7. 社会科学分野 
23-共研-2069 外来種拡散リスクを考慮に入れた森
林管理評価モデルの構築 

木島 真志（琉球大学），吉本 敦（統計数理研究所） 

 

【若手短期集中型研究】 

a. 時空間モデリング分野 
3. 生物科学分野 
23-共研-3001 状態空間モデル・機械学習・時系列デ
ータマイニングを用いたバイオロギングデータ
の解析 

島谷 健一郎（統計数理研究所），野田 琢嗣（京都

大学大学院），野間野 史明（北海道大学） 

 

【重点型研究】 
 
a. 時空間モデリング分野 
3. 生物科学分野 
23-共研-4101 マルコフ連鎖モンテカルロ法による
生物集団の時空間動態の解明 

久保 拓弥（北海道大学），伊庭 幸人（統計数理研
究所） 

 

b. 知的情報モデリング分野 
4. 物理科学分野 
23-共研-4102 マルコフ連鎖モンテカルロ法を用い
たレアイベントサンプリング・数え上げ・仮想
データ生成 

伊庭 幸人（統計数理研究所），白井 伸宙（大阪大
学大学院），北島 顕正（大阪大学），福島 孝治（東
京大学），早川 隆（京都大学），斉藤 稔（東京大学
大学院） 

23-共研-4103 マルコフ連鎖モンテカルロ法による
機能的力学系の設計と統計力学的特性 

柳田 達雄（大阪電気通信大学），伊庭 幸人（統計
数理研究所），菊池 誠（大阪大学），北島 顕正（大
阪大学） 

23-共研-4104 レア・イベントシミュレーションとデ
ータマイニング 

鷲尾 隆（大阪大学），伊庭 幸人（統計数理研究所），
松田 衆治（大阪大学） 

 

a. 時空間モデリング分野 
3. 生物科学分野 
23-共研-4201 癌死亡リスクの視覚化に関する研究 

加茂 憲一（札幌医科大学），吉本 敦（統計数理研
究所），佐藤 健一（広島大学），冨田 哲治（広島
大学） 

 

i. 計算数理分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-4202 広島原爆被爆者におけるがん死亡リ
スク地図の推定 

冨田 哲治（広島大学），吉本 敦（統計数理研究所），
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大谷 敬子（広島大学），大瀧 慈（広島大学），佐
藤 健一（広島大学） 

 

a. 時空間モデリング分野 
3. 生物科学分野 
23-共研-4301 家系解析のための統計的方法 

小谷野 仁（京都大学），間野 修平（統計数理研究
所） 

23-共研-4302 ウイルス進化の予測と制御 

岩見 真吾（科学技術振興機構），間野 修平（統計
数理研究所），佐藤 佳（京都大学），守田 智（静岡
大学） 

 

c. グラフ構造モデリング分野 
23-共研-4303 マメ科植物ー根粒菌相互作用に関わ
る共生遺伝子のゲノム網羅的探索と実験的検証 

青木 誠志郎（東京大学大学院総合文化研究科），間
野 修平（統計数理研究所），岩崎 渉（東京大学大
気海洋研究所），伊藤 元己（東京大学大学院総合文
化研究科） 

23-共研-4304 アイスコア中に含まれる抗生物質耐
性遺伝子の網羅的解析および分子進化解析 

Cao Ying（統計数理研究所），間野 修平（統計数理
研究所），牛田 一成（京都府立大学），瀬川 高弘
（国立極地研究所） 

 

d. 調査解析分野 
23-共研-4305 Ｇタンパク質共役型受容体の多様化
メカニズム解明 

諏訪 牧子（独立行政法人 産業技術総合研究所），
間野 修平（統計数理研究所） 

23-共研-4306 日本人を対象とした集団ゲノム学 

山口 由美（独立行政法人理化学研究所），間野 修
平（統計数理研究所） 

e. 多次元データ解析分野 
23-共研-4307 ゲノム多様性データにおける多変量
解析の解釈について 

木村 亮介（琉球大学），間野 修平（統計数理研究
所），佐藤 丈寛（名城大学），山口 今日子（琉球
大学） 

 

g. 統計基礎数理分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-4308 分子進化学におけるマルチスケー
ル・ブートストラップ法 

下平 英寿（東京工業大学），間野 修平（統計数理
研究所），Ren Aizhen（東京工業大学），永田 晴久
（東京工業大学），Guo Xia（東京工業大学） 

 

3. 生物科学分野 
23-共研-4309 ゲノム多様性の確率モデルによる推測 

間野 修平（統計数理研究所），三浦 千明（東京大
学），鈴木 善幸（名古屋市立大学），米澤 隆弘（復
旦大学），岸野 洋久（東京大学），太田 朋子（国
立遺伝学研究所），西野 穣（国立遺伝学研究所），
佐々木 顕（総合研究大学院大学），山田 隆行（統
計数理研究所） 

23-共研-4310 ワクチン由来ウイルス感染制御のた
めの最適な接種戦略 

吉田 弘（国立感染症研究所），間野 修平（統計数
理研究所） 

23-共研-4311 インフルエンザウイルスの進化モデ
ルの構築と抗原変異予測への応用 

伊藤 公人（北海道大学），間野 修平（統計数理研
究所），五十嵐 学（北海道大学） 

23-共研-4312 自然選択が作用したアリルの選択強
度と年齢の推定手法の開発 

大橋 順（筑波大学），間野 修平（統計数理研究所） 

23-共研-4314 転移因子のゲノム進化に及ぼす影響 

中島 裕美子（琉球大学），間野 修平（統計数理研
究所），前川 秀彰（琉球大学），川西 祐一（琉球
大学） 

23-共研-4315 精神疾患関連遺伝子群における自然
選択の検出 

柴田 弘紀（九州大学），間野 修平（統計数理研究
所） 

23-共研-4316 ゲノム間相互作用の進化学的研究 

長田 直樹（国立遺伝学研究所），間野 修平（統計
数理研究所） 

23-共研-4317 人類の形態、生理・代謝、疾患の進化
に関するゲノム多様性研究 

太田 博樹（北里大学），間野 修平（統計数理研究
所），中込 滋樹（北里大学） 
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h. 学習推論分野 
23-共研-4318 タンパク質にかかる淘汰圧の時空間
分布推定 

渡部 輝明（高知大学），間野 修平（統計数理研究
所） 

23-共研-4319 ゲノム情報を用いた生物集団構造の
再構築に関する研究 

手島 康介（九州大学），間野 修平（統計数理研究
所），杉野 隆一（総合研究大学院大学） 

 

j. その他 
23-共研-4320 ゲノム情報と臨床情報を統合したデ
ータ集約型サイエンス／ヘルスケアに向けた統
計数理学的研究 

中岡 博史（国立遺伝学研究所），間野 修平（統計
数理研究所），井ノ上 逸朗（国立遺伝学研究所），
細道 一善（国立遺伝学研究所） 

23-共研-4321 タンパク質間相互作用の共進化解析 

藤 博幸（産業技術総合研究所），間野 修平（統計
数理研究所），佐藤 哲也（京都大学） 

23-共研-4322 配列アラインメント手法の評価と改
良のための分子系統樹の利用 

加藤 和貴（産業技術総合研究所），間野 修平（統
計数理研究所） 

23-共研-4323 全ゲノムシークエンスデータの解析
による人類集団遺伝学 

藤本 明洋（理化学研究所），間野 修平（統計数理
研究所） 

 

a. 時空間モデリング分野 
2. 情報科学分野 
23-共研-4401 サービス現場における課題解決のた
めの大規模データ活用手法に関する研究 

本村 陽一（独立行政法人 産業技術総合研究所），
椿 広計（統計数理研究所），竹中 毅（独立行政法
人 産業技術総合研究所），石垣 司（独立行政法人 産

業技術総合研究所），樋口 知之（統計数理研究所），
川崎 能典（統計数理研究所），佐藤 忠彦（筑波大
学），照井 伸彦（東北大学） 

 

b. 知的情報モデリング分野 
7. 社会科学分野 
23-共研-4402 シグナル性シンボルの循環とその生
成メカニズムの社会科学分野に対する応用 

椿 広計（統計数理研究所），大澤 幸生（東京大学） 

 

j. その他 
2. 情報科学分野 
23-共研-4403 サービス科学を用いた地域情報基盤
の検討 

林 隆史（会津大学），椿 広計（統計数理研究所），
甘泉 瑞応（会津大学），大野 ゆう子（大阪大学） 

 

d. 調査解析分野 
6. 人文科学分野 
23-共研-4501 言語調査データの解明のための社会
調査資源の利活用 

阿部 貴人（国立国語研究所），土屋 隆裕（統計数
理研究所） 

 

7. 社会科学分野 
23-共研-4502 階層帰属意識の社会的構成 

数土 直紀（学習院大学），前田 忠彦（統計数理研
究所），吉川 徹（大阪大学），小林 大祐（仁愛大学），
神林 博史（東北学院大学），内藤 準（首都大学東
京大学院），金澤 悠介（立教大学），前田 忠彦（統
計数理研究所） 

23-共研-4503 ライフスタイル・ジェンダーと教育 

中井 美樹（立命館大学），前田 忠彦（統計数理研
究所），吉川 徹（大阪大学），久山 健太（大阪大学
大学院人間科学研究科），三谷 はるよ（大阪大学），
菅野 剛（日本大学），吉岡 洋介（大阪大学），前
田 忠彦（統計数理研究所），いぬい じゅんこ（大
阪大学），岩瀬 晋（慶應義塾大学院） 

23-共研-4504 「2010年格差と社会意識についての
全国調査」に基づく政治・労働意識の分析 

川端 亮（大阪大学），前田 忠彦（統計数理研究所），
横井 桃子（大阪大学），伊藤 理史（大阪大学大学
院），佐藤 嘉倫（東北大学），永吉 希久子（東北
大学），赤枝 尚樹（大阪大学大学院），米田 幸弘
（和光大学），菅野 剛（日本大学），松谷 満（桐蔭
横浜大学），吉川 徹（大阪大学） 
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23-共研-4505 「2010年格差と社会意識についての
全国調査」の基礎分析 

吉川 徹（大阪大学），前田 忠彦（統計数理研究所），
尾崎 幸謙（統計数理研究所），川端 亮（大阪大学），
赤枝 尚樹（大阪大学大学院），山下 絢（中央学院
大学），中村 高康（大阪大学），平澤 和司（北海
道大学），芝井 清久（統計数理研究所），高田 洋（札
幌学院大学），藤原 翔（大阪大学），渡邊 勉（関西
学院大学） 

23-共研-4506 「2010年格差と社会意識についての
全国調査」の基礎分析 

轟 亮（金沢大学），前田 忠彦（統計数理研究所），
林 真広（大阪大学大学院），菅野 剛（日本大学），
村瀬 洋一（立教大学），吉川 徹（大阪大学），小
堀 真（日本大学文理学部），松橋 達矢（日本大学），
歸山 亜紀（金沢大学） 

23-共研-4507 階層意識・相対的剥奪の数理モデルと
実証 

浜田 宏（東北大学大学院），前田 忠彦（統計数理
研究所），吉川 徹（大阪大学），前田 豊（関西学院
大学大学院），石田 淳（関西学院大学），金澤 悠介
（立教大学） 

23-共研-4508 調査票の設計が回答に与える影響に
ついて ―マスコミ効果調査の個票データを用
いて― 

平井 洋子（首都大学東京），土屋 隆裕（統計数理
研究所）  

 

【共同研究集会】 
 
a. 時空間モデリング分野 
2. 情報科学分野 
23-共研-5001 医学・工学における逆問題とその周辺
（3） 

岩木 直（独立行政法人産業技術総合研究所），田村 

義保（統計数理研究所），伊良皆 啓治（九州大学），
杉浦 敏文（静岡大学），Ihor Lubashevsky（会津大

学），神作 憲司（国立障害者リハビリテーションセ
ンター），大藤 健太（会津大学），岡本 良夫（千
葉工業大学），鷲尾 隆（大阪大学），今村 孝（豊橋
技術科学大学），寺園 泰（東京大学），小林 亮太（立
命館大学），岡本 隆作（首都大学東京），北川 源

四郎（情報・システム研究機構），松本 拓也（首都
大学東京），栗城 眞也（東京電機大学），鎌田 恭
輔（旭川医科大学），堀川 順生（豊橋技術科学大学），
松井 知子（統計数理研究所），安川 博（愛知県立
大学），佐治 量哉（玉川大学），福水 健次（統計
数理研究所），羽田野 祐子（筑波大学），兼本 茂
（会津大学），金野 秀敏（筑波大学），岸田 邦治
（岐阜大学），石川 真澄（九州工業大学），堀畑 聡
（日本大学），章 宏（九州工業大学） 

 

3. 生物科学分野 
23-共研-5002 大型野生動物データと統計数理 

島谷 健一郎（統計数理研究所），古川 誠志郎（長
崎大学大学院），小林 由美（北海道大学），高野（竹
中）宏平（総合地球環境学研究所），熊谷 直喜（琉
球大学），久保 拓弥（北海道大学），風間 健太郎
（名城大学），松本 経（北見工業大学），堀本 高矩
（北海道大学大学院水産科学院），北原 祥（北海道
大学大学院水産科学院），井上 裕紀子（北海道大学
大学院水産科学院），高須 夫悟（奈良女子大学），
清水 邦夫（慶應義塾大学），野田 琢嗣（京都大学
大学院），杉浦 里奈（名城大学），平田 和彦（北
海道大学大学院 水産科学院），有本 勲（東京農工大
学），久保田 康裕（琉球大学），飯島 勇人（山梨
県森林総合研究所），依田 憲（名古屋大学），平岩 将
良（東邦大学），渡邉 謙二（横浜国立大学），奥山 隼
一（京都大学），伊勢 武史（兵庫県立大学），西沢 文
吾（北海道大学水産科学院），佐々木 裕子（北海道
大学大学院水産科学院），越智 大介（水産総合研究
センター 国際水産資源研究所），粕谷 英一（九州大
学） 

23-共研-5003 神経科学と統計科学の対話 2 

伊庭 幸人（統計数理研究所），山内 智（京都大学），
金 秀明（京都大学），中江 健（京都大学），青柳 富
誌生（京都大学），末谷 大道（鹿児島大学），坪 泰
宏（独立行政法人理化学研究所），小山 慎介（統計
数理研究所），篠本 滋（京都大学），太田 絵一郎
（京都大学），吉本 潤一郎（沖縄科学技術大学院大
学），圓山 由子（京都産業大学），伊藤 浩之（京
都産業大学） 
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d. 調査解析分野 
7. 社会科学分野 
23-共研-5004 公的統計のミクロデータの利用に関
する研究集会 

小林 良行（一橋大学），椿 広計（統計数理研究所），
宇南山 卓（神戸大学），Myungjin Na（岡山大学），
栗原 考次（岡山大学），Movshuk Oleksandr（富山

大学），和田 弘隆（独立行政法人 統計センター），
並木 剛（独立行政法人 統計センター），槙田 直木
（独立行政法人 統計センター），秋山 裕美（独立行
政法人 統計センター），森 省吾（総務省），久住 和
弘（厚生労働省），木村 和範（北海学園大学），佐
野 晋平（神戸大学），野田 龍也（浜松医科大学），
菊地 慶子（浜松医科大学），寺村 絵里子（国際短
期大学），中村 華津子（財団法人 統計情報研究開

発センター），村田 磨理子（財団法人 統計情報研

究開発センター），古市 耕一郎（㈶統計情報研究開
発センター），星野 伸明（金沢大学），吉田 建夫
（岡山大学），元山 斉（新領域融合研究センター），
岡本 基（新領域融合研究センター），川田 菜穂子
（神戸大学大学院），宮野 厚子（独立行政法人 統計

センター），岩永 琢磨（独立行政法人 統計センター），
山口 幸三（独立行政法人 統計センター），森 博美
（法政大学），谷下 雅義（中央大学），井原 智彦
（独立行政法人 産業技術総合研究所），小野寺 剛
（立教大学），伊藤 伸介（明海大学），油井 清吾
（独立行政法人 統計センター），平山 洋介（神戸大
学大学院），樋田 勉（群馬大学），長松 奈美江（関
西学院大学），坂部 裕美子（財団法人 統計情報研

究開発センター），上藤 一郎（静岡大学），坂田 幸
繁（中央大学），佐々木 昇一（神戸大学大学院），
山田 憲（Singapore Management University），山本 俊
行（名古屋大学），山村 英司（西南学院大学），岩
田 正美（日本女子大学），多治見 左近（大阪市立
大学），岡室 博之（一橋大学），安田 聖（一橋大学），
渡辺 美智子（東洋大学），三輪 哲（東北大学） 

e. 多次元データ解析分野 
2. 情報科学分野 
23-共研-5005 経済物理学とその周辺 

田中 美栄子（鳥取大学），田村 義保（統計数理研
究所），黒田 正明（明治学院大学），石崎 龍二（福

岡県立大学），高石 哲弥（広島経済大学），家富 洋
（新潟大学），佐藤 彰洋（京都大学），水野 貴之
（一橋大学），藤原 義久（国際電気通信基礎技術研
究所），高橋 大志（慶應義塾大学），大西 立顕（キ
ヤノングローバル戦略研究所），Yang Xin（鳥取大学），
下浦 一宏（NPO法人科学カフェ京都），山田 隆志
（東京工業大学），寺野 隆雄（東京工業大学），長
谷川 博（茨城大学），中村 泰之（名古屋大学），
山崎 和子（東京情報大学），石川 温（金沢学院大
学），田村 光太郎（東京工業大学），由良 嘉啓（東
京工業大学），飯野 隆史（新潟大学），Zheng Zeyu

（東京情報大学），村井 浄信（岡山大学），荻林 成
章（千葉工業大学），服部 彰（福岡大学） 

 

3. 生物科学分野 
23-共研-5006 Biostatisticsネットワーク 

服部 聡（久留米大学），松井 茂之（統計数理研究
所），山中 竹春（国立病院機構九州がんセンター），
青山 淑子（久留米大学），高守 史子（久留米大学），
姜 英（久留米大学），土屋 裕章（北里大学），張 鳴
雨（北里大学），高橋 政樹（北里大学），逸見 昌
之（統計数理研究所），荒木 由布子（久留米大学），
川口 淳（久留米大学），米本 孝二（久留米大学），
黒木 学（統計数理研究所），椿 広計（統計数理研
究所），浜田 知久馬（東京理科大学），角間 辰之
（久留米大学），井上 永介（北里大学），高橋 史
朗（北里大学），嘉田 晃子（国立循環器病研究セン
ター），大森 崇（同志社大学），大橋 靖雄（東京大
学大学院），長島 健悟（城西大学），松山 裕（東京
大学大学院），小林 史明（総合研究大学院大学），
坂巻 顕太郎（東京大学大学院），篠崎 智大（東京
大学大学院），鈴木 洋美（京都大学大学院），早川 貴
裕（京都大学大学院），金子 周平（東京理科大学），
影山 裕基（東京理科大学），森嶋 瑛一郎（東京理
科大学），伊藤 陽一（北海道大学大学院），佐藤 俊
哉（京都大学大学院），柳川 堯（久留米大学），寒
水 孝司（京都大学大学院），薮田 真哉（大分大学），
横田 勲（東京大学） 

 

f. 計算機統計分野 
2. 情報科学分野 
23-共研-5007 データ解析環境 Rの整備と利用 
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  中谷 朋昭（北海道大学），中野 純司（統計数理研
究所），樋口 千洋（大日本住友製薬株式会社），奥
村 晴彦（三重大学），牧山 文彦（データキューブ
株式会社），谷村 晋（兵庫医科大学），鈴木 了太（株
式会社ef-prime），Oldford Wayne（University of Waterloo），
中澤 港（群馬大学），石田 基広（徳島大学），合
崎 英男（農村工学研究所），岡本 博史（北海道大
学），鈴木 由美子（北里大学） 

 

g. 統計基礎数理分野 
1. 統計数学分野 
23-共研-5008 無限分解可能過程に関連する諸問題 

志村 隆彰（統計数理研究所），飛田 武幸（名古屋
大学），上田 陽平（慶應義塾大学），税所 康正（広
島大学），青山 崇洋（東京理科大学），千代延 大
造（関西学院大学），矢野 孝次（京都大学），藤田 岳
彦（中央大学），松本 裕行（山形大学），竹内 敦
司（大阪市立大学），藤原 司（兵庫教育大学），鍛
治 俊輔（九州産業大学），金川 秀也（東京都市大
学），矢野 裕子（京都大学），清水 昭信（名古屋
市立大学），西郷 達彦（山梨大学），森本 宏明（愛
媛大学），新井 拓児（慶應義塾大学），高橋 弘（慶
應義塾高等学校），宮原 孝夫（名古屋市立大学），
井上 和行（信州大学），安田 公美（慶應義塾大学），
古城 克也（新居浜工業高等専門学校），石川 保志
（愛媛大学），平場 誠示（東京理科大学），小杉 の
ぶ子（東京海洋大学），笠原 勇二（筑波大学大学院），
竹中 茂夫（岡山理科大学），高嶋 恵三（岡山理科
大学），佐藤 由身子（愛知工業大学），山室 考司
（岐阜大学），佐藤 健一（名古屋大学），増田 弘
毅（九州大学），半田 賢司（佐賀大学），渡部 俊
朗（会津大学），佐久間 紀佳（愛知教育大学），前
島 信（慶應義塾大学），山里 眞（琉球大学），道工 

勇（埼玉大学） 

5. 工学分野 
23-共研-5009 極値理論の工学への応用 

高橋 倫也（神戸大学），志村 隆彰（統計数理研究
所），塚原 英敦（成城大学），竹内 恵行（大阪大
学），牧本 直樹（筑波大学），Choi Hang（GS E&C 

Research Institute），華山 宣胤（尚美学園大学），北
野 利一（名古屋工業大学），間瀬 肇（京都大学），

飯田 孝久（慶應義塾大学），村上 敬宜（九州大学），
関 庸一（群馬大学），五家 建夫（東京都市大学），
西谷 章（早稲田大学），廣瀬 英雄（九州工業大学），
本城 勇介（岐阜大学），中島 博志（鹿島建設株式
会社），椿 広計（統計数理研究所），寶 馨（京都大
学），小向 茂（東京ガス株式会社），柴田 俊夫（大
阪大学），柳本 武美（中央大学），渋谷 政昭（慶
應義塾大学），沖本 竜義（一橋大学），国友 直人
（東京大学），神田 順（東京大学），田中 茂信（独
立行政法人土木研究所），西郷 達彦（山梨大学），
大森 裕浩（東京大学），小林 健一郎（京都大学），
篠田 昌弘（㈶鉄道総合技術研究所），川崎 能典（統
計数理研究所） 

 

i. 計算数理分野 
2. 情報科学分野 
23-共研-5010 最適化：モデリングとアルゴリズム 

土谷 隆（政策研究大学院大学），伊藤 聡（統計数
理研究所），池上 敦子（成蹊大学），田邊 國士（早
稲田大学），上田 澄江（統計数理研究所），田地 宏
一（名古屋大学），田村 慶信（山口大学大学院），
井上 真二（鳥取大学大学院），水野 眞治（東京工
業大学），山田 茂（鳥取大学大学院），吉瀬 章子（筑
波大学），小島 政和（東京工業大学），福島 雅夫
（京都大学），藤重 悟（京都大学），今野 浩（中央
大学），村松 正和（電気通信大学），岩田 覚（京都
大学），室田 一雄（東京大学），茨木 俊秀（京都
情報大学院大学），得能 貢一（鳥取大学大学院） 

 

5. 工学分野 
23-共研-5011 不完全情報下における制御系設計に
関する研究 

宮里 義彦（統計数理研究所），半場 滋（琉球大学），
津村 幸治（東京大学），瀬部 昇（九州工業大学），
池田 建司（徳島大学），北森 俊行（東京大学名誉
教授），延山 英沢（九州工業大学），足立 修一（慶
應義塾大学），新 誠一（電気通信大学），中野 和司
（電気通信大学），和田 清（九州大学），大久保 重
範（山形大学），伊藤 聡（統計数理研究所），小原 敦
美（福井大学） 
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j. その他 
6. 人文科学分野 
23-共研-5012 問題解決力育成を目指す統計教育の
方法論に関する研究集会 

竹内 光悦（実践女子大学），田村 義保（統計数理
研究所），深澤 弘美（東京医療保健大学），上村 尚
史（鹿児島純心女子短期大学），渡辺 美智子（東洋
大学），末永 勝征（鹿児島純心女子短期大学），小
口 祐一（茨城大学），櫻井 尚子（東京情報大学），
山口 和範（立教大学），青山 和裕（愛知教育大学），
宿久 洋（同志社大学），瀬尾 隆（東京理科大学），
村上 征勝（同志社大学），原田 高志（山形県立山
形北高等学校），松元 新一郎（静岡大学），橋本 三
嗣（広島大学附属中・高等学校），藤井 良宜（宮崎
大学），佐藤 寿仁（岩手大学教育学部附属中学校），
門間 麻紀（東洋大学） 

 

8. その他 
23-共研-5013 医用診断のための応用統計数理の新
展開 III 

清野 健（日本大学），田村 義保（統計数理研究所），
原田 礼朗（筑波大学），三分一 史和（統計数理研
究所），渡邉 英一（藤田保健衛生大学），鈴木 章
夫（産業技術総合研究所），岸田 邦治（岐阜大学），
原田 義文（福井大学），廣岡 秀明（北里大学），
池上 剛（株式会社国際電気通信基礎技術研究所・脳
情報通信総合研究所・脳情報解析研究所），武田 祐
輔（株式会社国際電気通信基礎技術研究所・脳情報通
信総合研究所・脳情報解析研究所），相原 孝次（株
式会社国際電気通信基礎技術研究所・脳情報通信総合

研究所・脳情報解析研究所），北原 和夫（東京理科
大学），加藤 英之（理化学研究所），清水 敏寛（国
士舘大学），戸次 直明（日本大学），金野 秀敏（筑
波大学），飛松 省三（九州大学），石川 康宏（石
川医院），永井 喜則（国士舘大学），中沢 一雄（国
立循環器病センター） 

23-共研-5014 統計サマーセミナー 

小泉 和之（東京理科大学），藤澤 洋徳（統計数理
研究所），山本 倫生（大阪大学），真銅 隆至（岡
山大学），野見山 修二（大阪大学），吉森 雅代（大
阪大学），首藤 信通（東京理科大学），田畑 耕治
（東京理科大学），増田 弘毅（九州大学），岩下 登

志也（東京理科大学），横山 暁（帝京大学），黒沢 健
（東京理科大学），佐藤 健一（広島大学），加茂 憲
一（札幌医科大学），二宮 嘉行（九州大学），西山 貴
弘（東京理科大学），冨田 哲治（広島大学），林 邦
好（岡山大学大学院），林 賢一（大阪大学），瀬尾 隆
（東京理科大学），永井 勇（広島大学），田中 冬彦
（独立行政法人 科学技術振興機構），栁原 宏和（広
島大学），薮田 真哉（大分大学），姫野 哲人（情
報・システム研究機構），清 智也（慶應義塾大学），
松本 智恵子（福井大学），兵頭 昌（東京理科大学），
保科 架風（中央大学），鎌谷 研吾（東京大学），
三森 絵美子（成蹊大学），渡邉 弘己（東京理科大
学），吉田 拓真（島根大学），野津 昭文（総合研
究大学院大学），松田 和己（中央大学），福本 裕
子（東京理科大学），奥山 愛美（東京理科大学），
小野沢 瑞季（東京理科大学），齋藤 めい（東京理
科大学），川崎 玉恵（東京理科大学），渡邊 翔太
（東京理科大学），澄川 琢磨（東京理科大学），玉
谷 充（島根大学），野口 航平（東京理科大学），
Xia Guo（東京工業大学），伊森 晋平（広島大学），
満 淳一（大分大学），山本 紘司（東京理科大学），
伊藤 華菜（大分大学），田中 研太郎（東京工業大
学） 

 
【被災地域研究者の研究継続支援のための「特
別共同利用研究」採択課題一覧】 
 

子どもの体力向上要因に関する縦断データに対する
潜在成長モデルの適用 

鈴木 宏哉（東北学院大学） 
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【情報・システム研究機構 新領域融合研究センターにおける研究活動】 

 

■新領域融合プロジェクト（傘テーマ） 
●地球環境変動の解析と地球生命システム学の構築 
 プロジェクトディレクター：本山 秀明（国立極地研究所） 

1．氷床，氷床コアから見た地球環境復元と微生物，ウイルス，生物起原物質の解明（代表者：本山 秀明
（国立極地研究所）） 

2．極限生物の多様性と進化メカニズム（代表者：曹 纓） 

統計数理研究所からの参加者：足立 淳 

3．海底堆積物中の微生物相の解明（代表者：仁木 宏典（国立遺伝学研究所）） 

4．南極沿岸氷雪圏と湖沼生態系から見た地球環境変動の変遷（代表者：伊村 智（国立極地研究所）） 

 

●超大容量ゲノム・多元軸表現型データの統計情報解析による遺伝機能システム学 
 プロジェクトディレクター：倉田 のり（国立遺伝学研究所） 

1．次世代シーケンサによるゲノム関連情報の大規模生産とその情報解析手法の開発（代表者：藤山 秋佐
夫（国立情報学研究所）） 

2．大量ゲノム関連データと多元的な生物表現型多様性データの統合による遺伝的相関構造描出のための統
計手法の開発と最適化（代表者：栗木 哲） 

統計数理研究所からの参加者：藤澤 洋徳，田村 義保，川崎 能典，Dou Xiaoling，田中 英希 

3．大量で多元的なデータの情報・統計手法を適用したゲノム機能と遺伝的ネットワーク抽出 

（代表者：倉田 のり（国立遺伝学研究所），城石 俊彦（国立遺伝学研究所），川上 浩一（国立遺伝学研究所），
上田 龍（国立遺伝学研究所），小出 剛（国立遺伝学研究所）） 

統計数理研究所からの参加者：田村 義保，栗木 哲，藤澤 洋徳，川崎 能典 

 

●データ同化による複雑システムの定量的理解と計測デザイン 
 プロジェクトディレクター：中野 純司 

統計数理研究所からの参加者：樋口 知之，佐藤 整尚，上野 玄太，吉田 亮，中野 慎也，長尾 大道，齋
藤 正也，井元 智子，才田 聡子，鈴木 香寿恵 

 

●異分野研究資源共有・協働基盤の構築 
 プロジェクトディレクター：新井 紀子（国立情報学研究所） 

1．研究資源に関する情報推薦基盤の構築（代表者：相澤 彰子（国立情報学研究所）） 

2．学術リソースのためのオープン・ソーシャル・セマンティックWeb基盤の構築（代表者：武田 英明（国
立情報学研究所）） 

3．多様な知的情報源を結合・融合・再構成する連想情報処理基盤の構築（代表者：高野 明彦（国立情報学
研究所）） 

4．融合研究を加速するための情報共有クラウドサービスの確立（代表者：新井 紀子（国立情報学研究所）） 

 

●データ中心人間・社会科学の創生 
 プロジェクトディレクター：曽根原 登（国立情報学研究所） 

1．モバイル通信技術を用いた人間・社会データ取得方法の研究（代表者：曽根原 登（国立情報学研究所）） 
統計数理研究所からの参加者：吉野 諒三，土屋 隆裕 
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2．Web 空間の法人情報の収集及び人流動態推定方法及びリスク推定方法の研究（代表者：曽根原 登（国
立情報学研究所）） 

3．ネット社会のテスト技法・情報分析力の学習方法の研究（代表者：曽根原 登（国立情報学研究所）） 

統計数理研究所からの参加者：尾崎 幸謙 

4．センシングネットワークとフィールド情報学（代表者：曽根原 登（国立情報学研究所）） 

5．政策決定科学確立のための時空間「人間・社会」データ融合とその高度利用支援（代表者：椿 広計） 

統計数理研究所からの参加者：藤田 利治，尾形 良彦，田村 義保，松井 茂之，中野 純司，松井 知子，
瀧澤 由美，金藤 浩司，佐藤 整尚，川崎 能典，山下 智志，庄 建倉，河村 敏彦，久保田 貴文，元山 

斉，岡本 基 

6．学術認証連携を用いた人間・社会データ提供方法の研究／データセンタ（代表者：曽根原 登（国立情報
学研究所）） 

7．個人情報の活用とプライバシー保護が両立する制度設計の研究（代表者：曽根原 登（国立情報学研究所）） 
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【国内交流】 

 

（1）国内学術機関との協定 

機   関 協定内容 期 間 

東京海洋大学 技術研究交流協定 2000.5.17～ 

理化学研究所次世代計算科学研究開発プログラム 基本協力協定 2007.2.19～2016.3.31 

筑波大学大学院システム情報工学研究科リスク工学専攻 基本協力協定 2008.7.2～2013.3.31 

東北大学流体科学研究所 基本協力協定 2010.7.13～2015.7.12 

大阪大学大学院人間科学研究科 基本協力協定 2010.7.22～2014.3.31 

名古屋大学太陽地球環境研究所 基本協力協定 2010.9.29～2015.9.28 

東北大学大学院生命科学研究科 基本協力協定 2011.3.17～2016.3.16 

国立国語研究所 基本協力協定 2011.10.5～2015.3.31 

 

（2）特任研究員 
西山  悠：ドイツ Max Planck Institute for Biological Cybernetics との統計的機械学習に関する国際共同
プロジェクトを行う 2011.4.1～2013.3.31 

齋藤 正也：生命体シミュレーションのためのデータ同化技術の開発を行う。特に、超高次元粒子フィル
タのペタスケール計算を目指した計算技術高度化のために、実問題への適用をとおした並列計算機で
の HPC計算実験を行う 2011.4.1～2012.3.31 

本郷 研太：乱数ポータルの整備および第一原理量子モンテカルロ計算における物理乱数の性能評価。乱
数ポータルの整備の詳細は（1）擬似乱数生成プログラムの作成・公開（2）乱数の統計的検定プログラ
ムの作成・公開（3）統計数理研究所のためのモンテカルロ法入門テキストの開発 

 2011.4.1～2011.5.31 

髙橋 勇人：アルゴリズム情報理論及び統計の研究 2011.4.1～2012.3.31 

陳   希：環境科学・サービス科学で必要なベイジアンネット並びに共分散構造モデリングの統合的モ
デリング研究 2011.4.1～2012.3.31 

赤石  亮：低層 DOの定期観測結果に基づいた DO目標の達成度または達成確率の推定手法の開発 

  2011.4.1～2012.3.31 

阿部 俊弘：方向データ解析のための統計モデルの開発 2011.4.1～2012.3.31 

中込 滋樹：研究課題「ランダムグラフによるゲノム進化の確率モデリング」において、考案されたモデ
ルと解析法の有効性をヒトの全ゲノムにおよぶ個体差データに適用、検証する 2011.4.1～2012.3.31 

小森  理：高性能予測モデル構築のためのデータ解析 2011.4.1～2012.3.31 

井元 智子：農業に係る気象リスクの低減を可能とする情報・経営管理について 2011.4.1～2011.10.31 

奥田 将己：低層 DOの定期観測結果に基づいた DO目標の達成度または達成確率の推定手法の開発 

  2011.4.1～2011.9.30 

渋谷 和彦：証拠に基づく政策科学に関する所内外の研究プロジェクトの支援 2011.4.1～2012.3.31 

渡辺 有祐：関数解析的統計推論グループの研究推進 2011.4.1～2011.9.30 

 8 研究交流・シンポジウム等の開催 



 
174 

氏家  豊：調査科学研究センターにおいて、国際比較データの収集および解析業務に従事する 

  2011.4.1～2012.3.31 

芝井 清久：郵送調査データの解析・研究 2011.4.1～2012.3.31 

二階堂晃祐：科学研究費補助金・基盤研究Ｓによる国際比較調査研究に関するデータ分析、調査票作成、
レポート執筆などの補助 2011.4.1～2012.3.31 

関  真美：厚生労働科研費研究における研究支援 2011.5.1～2012.3.31 

三浦 千明：平成 23年度機構長裁量経費による「染色体微細構造変異による放射線被曝量推定法の開発」
におけるベイズモデル開発と解析に従事 2011.6.1～2012.3.31 

高橋 久尚：サービス科学 NOEにおける研究連携の推進 2011.10.1～2012.3.31 

 

（3）融合プロジェクト特任研究員 
元山  斉：次期融合センターで、官庁統計データのリンケージを通じたデータベース構築プロジェクト
の実施、その情報に関する質評価研究を担当する 2010.4.1～2013.3.31 

岡本  基：データセンターにおけるデータ構築と実証支援研究、融合研究マネジメントとデータセンタ
ー事務支援 2010.8.1～2012.3.31 

才田 聡子：MHD シミュレーションの内部境界パラメーター（電離層電気伝導度）についてデータ同化
実験を行う。データ同化結果と観測結果を比較し、同化システムの検証と改良を行う 

  2011.4.1～2012.3.31 

田中 英希：生物器官形状の解析にふさわしい形の数値記述方法の開発、および、それを用いた統計解析 

  2011.4.1～2012.3.31 

Dou Xiaoling：QTL解析における影響分析 2011.4.1～2012.3.31 

鈴木香寿恵：南極大陸の氷床への大気による水蒸気輸送に関するシミュレーションのデータ同化実験を
行い、再解析データの他データとの整合性を向上させる 2011.11.1～2012.3.31 

 

（4）外来研究員 
酒井 弘憲（田辺三菱製薬㈱データサイエンス部データ標準化グループ・グループマネージャー）：医薬品のリス
ク評価のための安全性データベース構築とその活用 2011.4.1～2012.3.31 

渡橋  靖（第一三共株式会社データサイエンス部統計解析グループ長）：医薬品のリスク評価のための安全性
データベース構築とその活用 2011.4.1～2012.3.3 

東宮 秀夫（大日本住友製薬株式会社開発本部データサイエンス部長）：医薬品のリスク評価のための安全性デ
ータベース構築とその活用 2011.4.1～2012.3.31 

小宮山 靖（ファイザー株式会社臨床統計部統計コンサルティング・グループシニアマネージャー）：医薬品のリス
ク評価のための安全性データベース構築とその活用 2011.4.1～2012.3.31 

松浦 充宏（統計数理研究所・前特任教授）：島弧地殻の非弾性変形と内陸地震の発生 2011.4.1～2012.3.31 

高井  勉（株式会社ニコン精機カンパニー生産本部投影レンズ製造部部付技監補）：製品の品質保証と信頼性へ
のデータマイニング接近 2011.4.1～2012.3.31 

日高 徹司（株式会社博報堂研究開発局・上席研究員）：各種統計手法のマーケティングへの応用研究 

  2011.4.1～2012.3.31 

馬場 康維（統計数理研究所・名誉教授）：統計相談 2011.4.1～2012.3.31 

石黒真木夫（統計数理研究所・名誉教授）：統計相談 2011.4.1～2012.3.31 

田中  豊（岡山大学環境理工学部・名誉教授）：計算機統計学に関する国際連携の推進 

  2011.4.1～2012.3.31 
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板垣 雅夫（毎日新聞社・終身名誉職員）：統計数理研究所の広報活動の活性化 2011.4.1～2012.3.31 

内藤 貫太（島根大学総合理工学部・准教授）：バイオインフォマティクスのための統計的課題への挑戦 

  2011.4.1～2012.3.31 

竹之内高志（奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科論理生命学講座・助教）：機械学習によるパターン認識
の方法  2011.4.1～2012.3.31 

川喜田雅則（九州大学・助教）：機械学習と統計学の融合強化 2011.4.1～2012.3.31 

磯村  哲（株式会社モレキュエンス・グループリーダー）：バイオマーカー探索のためのインフォマティクス
技術の開発 2011.4.1～2012.3.31 

プリチャード真理（株式会社 CLCバイオジャパン・フィールドアプリケーションスペシャリスト）：バイオインフ
ォマティクスデータの解析、新規手法の探索 2011.4.1～2012.3.31 

川合 成治（総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻博士後期課程修了生）：神経活動における統計的モ
デリング手法の開発 2011.4.1～2012.3.31 

田野倉葉子（リスク解析戦略研究センター・前特任研究員）：インフレ率の変動メカニズムの統計的モデリング
と国家の信用リスク管理の研究 2011.4.1～2012.3.31 

佐野 夏樹（大阪大学サイバーメディアセンター・特任助教）：ＭＴシステムのカーネル化とその応用 

  2011.4.1～2012.3.31 

山内 貴史（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所・自殺予防総合対策センター研究員）：人口動態統計
を用いた自殺のリスク因子の分析 2011.4.1～2012.3.31 

岡   檀（慶應義塾大学健康マネジメント研究科・博士課程学生）：日本の自殺希少地域における自殺予防因
子の探索  2011.4.1～2012.3.31 

三浦 良造（一橋大学大学院国際企業戦略研究科金融戦略・経営財務コース・特任教授）：金融のリスク管理と統
計的計測の方法の研究 2011.4.1～2012.3.31 

影山 正幸（日本大学理工学部・非常勤講師）：CVaR最小化による適応型リスクモデル 

  2011.4.1～2012.3.31 

宮本 道子（秋田県立大学経営システム工学科・教授）：偏りのある不完全大規模データに基づく中小企業信
用リスクマイニング 2011.4.1～2012.3.31 

安藤 雅和（千葉工業大学社会システム科学部 金融・経営リスク科学科・准教授）：CRD データを用いた中小
企業の信用リスク解析 2011.4.1～2012.3.31 

長谷川政美（中国 復旦大学生命科学学院・教授）：「系統樹推定の統計的問題」に関する特別教育研究事業 

  2011.4.1～2012.3.31 

米澤  隆（中国 復旦大学生命科学学院・講師）：哺乳類の分子進化の統計的解析 2011.4.1～2012.3.31 

佐々木 剛（東京農業大学農学部バイオセラピー学科・准教授）：ゲノム統計解析による生物多様性の機構の解
明  2011.4.1～2012.3.31 

西原 秀典（東京工業大学大学院生命理工学研究科・助教）：大規模ゲノムデータの統計的解析 

  2011.4.1～2012.3.31 

迫田 宇広（財団法人統計情報研究開発センター・研究員）：測色学における色の数量化及び統計教育ポータル
開発  2011.4.1～2012.3.3 

田中  潮（立教大学社会情報教育研究センター・リサーチフェロー（学術調査員））：空間点過程論の最大尤度
解析  2011.4.1～2012.3.31 

蓮池  隆（大阪大学大学院情報科学研究科・助教）：多様な不確実性構造を含むデータの数理モデリングと
意思決定  2011.7.1～2011.12.31 
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徳永 旭将（明治大学 研究・知財戦略機構・先端数理科学インスティテュート研究員）：Pi2型地磁気脈動の伝搬
機構解明のための独立成分分析の応用 2011.9.15～2012.3.31 

真嶋 温佳（奈良先端科学技術大学院大学・大学院博士前期課程学生）：トピック分類のための統計的機械学習
法の研究調査 2011.9.5～2011.9.30 

松本 幸雄（一般社団法人国際環境研究協会・特別研究員）：化学物質の環境影響評価に関する統計的側面の検
討  2011.9.1～2012.3.31 

井上 雅史（山形大学大学院理工学研究科助教）：第二言語習得のための集団学習 2011.10.1～2012.3.31 

大和田 孝（コーネル大学オペレーションズリサーチ学部・PhD 課程学生）：裾が厚く長期記憶性がみられる無
限分解可能過程における極限定理 2011.12.26～2012.1.16 

真嶋 温佳（奈良先端科学技術大学院大学・大学院博士前期課程学生）：トピック分類のための統計的機械学習
法の研究調査 2012.3.5～2012.3.16 

藤澤 克樹（中央大学・准教授）：超大規模グラフ最適化問題に対する高速計算システムの構築と評価 

  2012.3.5～2012.3.31 

 

（5）特別共同利用研究員 
金川 元信（奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科メディア情報学領域専攻）：カーネル法によるベイズ推
論とその自然言語処理への応用 2011.10.1～2012.9.30 

 

 

【国際交流】 

 

（1）交流協定締結研究機関 

機   関 所 在 地 契 約 期 間 

アメリカ合衆国センサス局 アメリカ合衆国（ワシントン） 1988.7.27～ 

数学センター財団 オランダ王国（アムステルダム） 1989.5.10～ 

ソウル大学複雑系統計研究所 大韓民国（ソウル） 2002.10.17～ 

ベルリンフンボルト大学統計・計量経済学研究所 ドイツ（ベルリン） 2004.12.8～ 

中央研究院統計科学研究所 台湾（タイペイ） 2005.6.30～ 

ステクロフ数学研究所 ロシア（モスクワ） 2005.8.9～ 

中南大学 中国（長沙市） 2005.11.18～ 

Soongsil大学 大韓民国（ソウル） 2006.4.27～ 

Warwick大学 イギリス（コーベントリー） 2007.1.16～ 

インド統計研究所 インド（カルカッタ） 2007.10.11～ 

マックスプランク生物学サイバネティク研究所・
実証的推論研究系 ドイツ（チュービンゲン） 2010.8.11～ 

サンパウロ大学医学部 ブラジル（サンパウロ） 2011.4.15～2016.4.14

SINTEF（ノルウェー産業科学技術研究所） ノルウェー（トロンハイム） 2012.1.30～ 

Infocomm研究所 シンガポール（シンガポール） 2012.2.16～ 

ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン イギリス（ロンドン） 2012.2.16～ 
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（2）外来研究員（15名，10ヵ国） 
Frederick Hewitt Eaton（英国）（ケンブリッジ大学工学部・博士課程学生）：ベイズ推論における効率的近似計算
手法の研究 2011.5.10～2011.5.29 

Hai-Yen Siew（明治大学 研究・知財戦略機構・研究推進員）：地震活動の変調再帰過程モデル 

 2011.6.1～2012.3.31 

Chun-houh Chen（台湾）（中央研究院統計科学研究所・研究員（教授））：統計データの可視化 

 2011.7.17～2011.7.30 

Rafael Torres（奈良先端科学技術大学院大学・大学院博士課程学生）：教師付学習によるトピック分類法の研究 

 2011.9.5～2011.9.30 

Peter Surový（日本学術振興会外国人特別研究員）：日本森林樹種に対する最適材木施業のための構造型モデル
構築 2011.11.13～2012.3.31 

Kun Zhang（ドイツ）（マックス・プランク・知的システム研究所博士研究員）：ノンパラメトリックな条件付独
立性検定法の研究 2011.11.21～2011.11.27 

Francesco Dinuzzo（ドイツ）（マックス・プランク・知的システム研究所博士研究員）：力学系同定のためのカー
ネル法 2011.11.19～2011.11.27 

Konstantin Markov（会津大学情報システム学部門・上級准教授）：大規模データのための学習アルゴリズムに関
する研究 2012.1.30～2012.3.31 

David Shamus（ニュージーランド）（統計学研究協会取締役研究員）：統計地震学 2012.3.5～2012.3.28 

William T.M. Dunsmuir（オーストラリア）（ニューサウスウェールズ大学・教授）：離散観測時系列の統計解析と
モデリング 2012.1.16～2012.3.31 

Jeremy Douglas Zechar（スイス）（スイス連邦工科大学チューリッヒ校・助教（相当））：地震予測の性能を評価す
るためのギャンブリング方法のアプリケーション 2012.3.10～2012.3.30 

Mark Stephen Bebbington（ニュージーランド）（マッセイ大学基礎科学研究所・教授）：物理的構造を取り入れた
余震活動モデルの改良への試み 2012.3.10～2012.3.16 

Robert M. Nadeau（米国）（カリフォルニア大学バークレー校・地球物理学研究者（教授相当））：BPT更新課程の
時空間モデリングと「繰り返し」微小地震群への適用 2012.3.10～2012.3.18 

Mieczyslaw Pokorski（ポーランド）（ポーランド科学アカデミー医学研究センター呼吸器研究部門・教授）：摘出脳
幹脊髄標本に動的膜電位イメージング法を適用した解析 2012.3.11～2013.3.10 

Rafael Torres（奈良先端科学技術大学院大学・大学院博士課程学生）：半教師付学習によるトピック分類法の研究 

 2012.3.5～2012.3.16 

Zhao Lianwen（中国）（西南交通大学数学学院・教授）：オラクル不等式とモデル選択 2012.3.12～2012.3.16 

 

 

【本研究所主催・共催シンポジウム等の開催】 

 

（1）第 1回 データ同化ワークショップ 

  日時：2011年 4月 22日（金） 

  場所：気象研究所 

 

（2）圧縮センシングとその周辺 

  日時：2011年 5月 27日（金）～ 28日（土） 

  場所：統計数理研究所 大会議室（2階） 
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（3）調査科学研究センター設立記念シンポジウム 

  日時：2011年 6月 27日（月） 

  場所：統計数理研究所 セミナー室 1（D305） 

 

（4）The Second International Conference on FORCOM - Follow up and New Challenge for Coming Generations - 

FORCOM 2011 - 

  日時：2011年 9月 26日（月）～ 30日（金） 

  場所：Mie University 

 

（5）Forest Technologies for Mitigating Climate Change 

  日時：2011年 10月 4日（火）～ 6日（木） 

  場所：Seoul National University 

 

（6）Workshop on Symbolic Data Analysis 

  日時：2011年 11月 1日（火） 

  場所：Seminar room 2（D304），The Institute of Statistical Mathematics 

 

（7）International Year of Forests FORMATH International FORUM 

  日時：2011年 11月 21日（月）～ 22日（火） 

  場所：Lecture Room（Nov 21），Hall（Nov 22），National Graduate Institute for Policy Studies 

 

（8）International Seminar on Time Series Modeling of Neuroscience Data 

  日時：2012年 2月 14日（火） 

  場所：Okazaki Conference Center，National Institute for Physiological Sciences 

 

（9）第 2回 データ同化ワークショップ 

  日時：2012年 1月 13日（金） 

  場所：独）海洋研究開発機構 横浜研究所（YES）三好記念ホール 

 

（10）「食品の安全性科学と統計科学」に関するワークショップ 

  日時：2012年 1月 17日（火） 

  場所：筑波大学 東京キャンパス大塚校舎 1階 120教室 

 

（11）サービス科学研究センター 設立記念シンポジウム 

  日時：2012年 1月 30日（月） 

  場所：統計数理研究所 大会議室（2階） 

 

（12）ISM-ISI-ISSAS Joint Conference 2012 

  日時：2012年 2月 2日（木）～ 3日（金） 

  場所：Auditorium，The Institute of Statistical Mathematics 
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（13）ネットワーク型知識に関する機械学習的アプローチ 

  日時：2012年 2月 23日（木） 

  場所：統計数理研究所 大会議室（2階） 

 

（14）International symposium on statistical modeling and real-time probability forecasting for earthquakes 

  日時：2012年 3月 11日（日）～ 14日（水） 

  場所：Seminar room 1（D305），The Institute of Statistical Mathematics 

 

（15）医薬品開発における生物統計家の役割 

  日時：2012年 3月 12日（月） 

  場所：京都大学東京オフィス 

 

（16）リスク解析戦略研究センターシンポジウム「新しい金融データ分析とリスク管理手法」 

  日時：2012年 3月 15日（木） 

  場所：筑波大学東京キャンパス文京校舎 134号室 

 

（17）2012 International Workshop on Statistical Machine Learning for Speech Processing（IWSML）- Scalable 

Approach in the Era of Abundant Data - 

  日時：2012年 3月 31日（土） 

  場所：Seminar Room 3（D312A）The Institute of Statistical Mathematics  

 

（18）シンポジウム「コホート研究の現状と将来展望」 

  日時：2012年 3月 31日（土） 

  場所：JST 東京本部別館 １階ホール 
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尾形 良彦：前震の識別問題と確率予報と実際：最近 17年間の検証 

川崎 能典：2項モデルによる予測と閾値の選択 
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中野 慎也：火星探査機中性粒子データの分類とノイズ成分抽出 
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福水 健次：新しい推論と計算の科学へのチャレンジ 

伊庭 幸人：マルコフ連鎖モンテカルロ法がひらく確率の世界 

瀧澤 由美：神経系による信号処理の基礎および応用研究 

持橋 大地：階層ベイズ言語モデルと条件付確率場の統合による半教師あり形態素解析 

染谷 博司：実数値型進化計算の選択操作における二次統計量の解析 

足立  淳：分子進化のモデリングと分子系統樹の推定 

曹   纓：哺乳類進化と大陸移動の統計的解析 

データ科学研究系 
中村  隆：コウホート分析には何年くらいのデータ期間が必要か？ 

吉野 諒三：意識の国際比較調査に関する研究―文化多様体解析― 

前田 忠彦：「2010年格差と社会意識についての全国調査」の実施 

土屋 隆裕：マスコミの効果調査／東京定期調査のデータベース化 

尾崎 幸謙：多肢選択問題のための DINAモデル 

椿  広計：情報循環設計科学を通じたリスク NOE形成 
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山下 智志：デフォルト確率・LGD同時推計と規制・会計 

河村 敏彦：ロバストパラメータ設計における統計的方法論の開発 

田村 義保：物理乱数と安全・安心社会 

中野 純司：GridRPCを用いた Rによる並列計算環境 

金藤 浩司：底層の溶存酸素量に対する水質総量規制に関する統計的話題から 

丸山 直昌：一点符号（One-point Code）の復号 

佐藤 整尚：景気判断と平滑化問題：GDP公表値を巡って 

清水 信夫：区間値関数データの階層的クラスタリング 

 10 研究成果の発表 
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数理・推論研究系 
栗木  哲：空間疫学の p値計算のための逐次計算 

西山 陽一：変化点問題の研究 

間野 修平：確率モデルとゲノム多様性解析 

志村 隆彰：極値データへの丸め誤差の影響 

小林  景：計算機代数を用いた漸近的統計理論 

加藤 昇吾：ブラウン運動により生成される円周上の非対称確率分布 

江口 真透：モード探索型クラスタリング 

池田 思朗：X線自由レーザーによる単タンパク分子の回折と復元 

藤澤 洋徳：遺伝子発現差解析における P値推定 

逸見 昌之：メタアナリシスと出版バイアス 

伏木 忠義：クロス・ヴァリデーションに関連するいくつかの話題 

小山 慎介：神経情報の符号化と復号化の関係について 
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吉本  敦：激変する自然環境下の持続的森林資源管理に向けて 

伊藤  聡：Robust Optimization in League Sports 

研究センター等 
長尾 大道：気圧変動で地震を診る 
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Zapart Christopher Andrew：Econophysics: An Alternative to Econometrics 

本郷 研太：Quantum Monte Carlo Study of Molecular Crystals 

石黒真木夫：私/あなた/われわれ・の・合理的？・意思決定 

奥原 浩之：Cross Platform LCA System with Reliability, Simplicity and FOC for Standardization 

品野 勇治：UG Framework to Parallelize MIP, MINLP, and ExactIP Solvers 

阿部 貴人：定点経年調査による言語変化の解明 
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才田 聡子：数値シミュレーションと 3D 可視化システムによるオーロラの再現 
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Dou Xiaoling：Influence Analysis on LOD Score Curve ― Threshold Determination and Comparisons of  

 Diagnostics ― 

元山  斉：Note on a Simple Derivation of the Asymptotic Normality of a Sample Quantile from a Finite 

Population 

西山  悠：収束保証つき確率推論アルゴリズム 

齋藤 正也：新型インフルエンザ対策のための並列パンデミック・シミュレータ 

髙橋 勇人：Algorithmic Analogies to Kamae-Weiss Theorem on Normal Numbers 

陳   希：操作変数函数（Generalized Instrumental Variable Function） 

赤石  亮：資源管理シミュレーションソフトウェアの開発 

阿部 俊弘：角度の変換を用いた円周分布族の拡張 

小森  理：Density Estimation Based on U-divergence 

井元 智子：エージェントシミュレーションによる現実社会のモデル化アプローチ 

奥田 将己：水質評価に用いる DO濃度が指標生物の分布に及ぼす影響様式の特定 

渋谷 和彦：支援の輪はどのようにして形成されるのか? 
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関  真美：受動喫煙と家庭血圧 

渡辺 有祐：確率伝搬法の数理 

氏家  豊：調査方式の併用による世論調査 

芝井 清久：環太平洋地域における職業観の国際比較 

二階堂晃祐：宗教意識に見るインドの独自性 

中込 滋樹：日本人とヨーロッパ人における炎症性腸疾患の発症リスク 

総研大学生 
高橋 淳一：離散型生存解析を用いた住宅ローン債権のリスク分析 

野津 昭文：tコピュラについて 

小林 史明：Natural Causal Effect による複数の代替エンドポイントの評価 

堀越 保徳：国債の日中取引データを用いた金利の期間構造の実時間推定 

青木 義充：値幅制限を考慮した商品先物価格変動モデル 

加藤 宏典：J-Decomp（仮称）の紹介 

花塚 泰史：インテリジェントタイヤ開発における統計的機械学習手法の適用 ～路面の滑りやすさ推定～ 

本橋 永至：Dynamic Brand Choice Modeling Based on the State-space Approach 

井川 孝之：寿命伸長のベイズモデリングとその応用 

大野 忠士：与信判断が確率変動するときの倒産企業の信用リスク値分布のモデル化：Skew-normal分布
の応用 

野村 俊一：活断層のずれ速度を利用した BPT分布更新過程とベイズ推定論による長期地震予測 

山田 俊哉：行列因子分解によるWebページの評価値行列の補完 

荒川 俊也：隠れマルコフモデルを用いたマウスの社会的行動の自動判別と解析 

今村 武史：SVMによるピアノ演奏の音高推定 

加藤 直広：多項式回帰に対する正値性の検定 

小久保 亙：メタアナリシスによる消化管内物質移動速度の解析 

飯沼 邦彦：Approximate Dynamic Programmingによる多期間最適円金利投資戦略について 

楠本 英子：太陽発電データを用いた統計解析 

Alam Md. Ashad：Kernel and Feature Search in Kernel PCA 

庄子  聡：Bayesian Analysis of the Effects of Clinically Influential Covariates for Sparse PK Data: Use of Prior 

Distribution from Dense PK Data in Earlier Clinical Trials 

藤木 康久：膜電位イメージングデータにおいて異なるサンプルから空間情報を統合するための標準化
法とその性能比較 

熊澤 貴雄：Smoothing for Non-stationarity with the ETAS Clustering 

 

 

【統計数理セミナー】 

 

 原則毎週水曜日の午後4時から，所内教員および国内外からの研究者による一日2人40分ずつの講演を開催。 

 

西山 陽一：変化点問題，丸められたデータの問題，2011.4.13 

小森  理：機械学習の手法を用いた医療データの判別解析，2011.4.13 

江口 真透：最大局所尤度について，2011.4.20 

瀧澤 由美：神経系における時空間データの内的表現と処理，2011.4.20 
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前田 忠彦：統計数理研究所による最近の調査からいくつかの話題，2011.4.27 

宮里 義彦：最適化に基づく群生行動の制御，2011.4.27 

椿  広計：非正規母集団の集計や標本平均操作に関する注意，2011.5.11 

斎藤 正也：インフルエンザ・パンデミック・シミュレーションへのデータ同化の応用，2011.5.11 

中野 純司：集計的シンボリックデータの主成分分析，2011.5.18 

川崎 能典：二項予測における閾値の選択について，2011.5.18 

土屋 隆裕：Item Count法と国民性調査，2011.5.25 

染谷 博司：確率的最適化における多変量分布の理論解析，2011.5.25 

清水 信夫：シンボリックデータ解析における距離規準とその適用，2011.6.1 

伊庭 幸人：マルチカノニカル法によるサロゲートデータ生成，2011.6.1 

金藤 浩司：底層の溶存酸素量に対する水質総量規制に関する統計的話題から，2011.6.8 

陳   希：線形構造方程式モデルに基づく因果効果のグラフィカル識別可能条件，2011.6.8 

樋口 知之：フェイシャル・モーション・キャプチャーデータを利用した創意的 3D動画の生成法， 

2011.6.22 

中野 慎也：大規模並列計算機上での粒子フィルタ，2011.6.22 

曹   纓：分子データによる海生哺乳類の系統進化，2011.6.29 

加藤 昇吾：２変量角度データのための確率分布と関連した統計モデル，2011.6.29 

足立  淳：分子進化のモデリングと分子系統の推定，2011.7.6 

丸山 直昌：符号理論と計算代数統計，2011.7.6 

三分一史和：階層型ニューロンネットワークモデル，2011.7.13 

ザパート クリストファー：Econophysics: an alternative to econometrics，2011.7.13 

長尾 大道：様々な地球物理データからの地震情報の抽出，2011.7.20 

久保田貴文：自殺死亡データの時空間解析，2011.7.20 

高橋 勇人：乱数とベイズ統計，2011.9.14 

渡辺 有祐：確率伝搬法の数理，2011.9.14 

池田 思朗：単タンパク分子の回折画像と位相回復，2011.9.28 

丸山  宏：Research That Matters ― 世の中にインパクトを与える研究開発，2011.9.28 

吉野 諒三：アジア・太平洋価値観国際比較調査 ― 日米の「生きがい」や「死生観」比較など ―，2011.10.5 

伏木 忠義：正則化パラメータの選択について，2011.10.5 

上野 玄太：アンサンブルフィルタにおける観測誤差共分散行列の推定，2011.10.12 

山下 智志：規制や商習慣を考慮した信用リスク計量化，2011.10.12 

柏木 宣久：環境データの統計解析，2011.10.19 

間野 修平：ある粒子系の確率モデルにおける母集団と標本の双対性，2011.10.19 

尾崎 幸謙：多肢選択問題のための認知診断モデルの開発，2011.10.26 

志村 隆彰：丸め誤差の極限分布，2011.10.26 

田村 義保：東日本大震災後の福島原子力発電所の状況のデータ分析 ― 誰が風評を流しているか ―，
2011.11.9 

渋谷 和彦：遍在的なコラボレーションはどうして成立するのか？，2011.11.9 

福水 健次：勾配を用いたカーネル次元削減法，2011.11.16 

元山  斉：有限母集団における回帰分位点推定量の漸近正規性，2011.11.16 

松井 知子：協調フィルタリングによる販売予測，2011.11.30 

小山 慎介：点事象系列のベイズ的解釈について，2011.11.30 
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伊藤  聡：通信路容量 ― 測度空間における非線形凸最適化，2011.12.7 

本郷 研太：第一原理量子モンテカルロ法による電子状態計算，2011.12.7 

松井 茂之：ランダム化臨床試験における治療効果予測マーカーの開発と検証，2011.12.14 

持橋 大地：Selective MCMC，2011.12.14 

中込 滋樹：多因子疾患に関するゲノムデータ解析と進化学的考察，2011.12.21 

山田 隆行：全ゲノム交互作用解析により見つかった C 型肝炎のインターフェロン・リバビリン併用治
療における年齢とゲノム個人差の交互作用，2011.12.21 

逸見 昌之：平均的因果効果に対する層別二重頑健推定量について，2012.1.11 

Juan Carlos Jimenez：Inference methods for discretely observed continuous-time stochastic volatility models. A 

survey，2012.1.11 

黒木  学：誤分類データに基づく直接効果・間接効果の評価，2012.1.25 

岩田 貴樹：余震の空間分布から推定した大地震のすべり分布，2012.1.25 

藤澤 洋徳：ロバストなモデル選択規準，2012.2.1 

中村  隆：鶴岡言語調査データのコウホート分析，2012.2.1 

島谷健一郎：動物装着型ロガーの時系列データに対するモデリングの試み，2012.2.8 

黄  撫春：An introduction to two tools of optimization: FEFAR and UNSOS，2012.2.8 

吉田  亮：ロバストな生体回路の設計とベイズ統計学，2012.2.22 

小林  景：英語心内辞書の統計的データ解析，2012.2.22 

Xiaoling Dou：QTL解析における影響分析，2012.2.29 

庄  建倉：点過程モデルの残差分析，2012.2.29 

阿部 俊弘：二峰性を示す対称な円周分布の摂動，2012.3.7 

吉本  敦：空間的制約下での森林資源管理最適化モデリング，2012.3.7 

尾形 良彦：統計数理と地震と，2012.3.14 

 

 

【公開講演会】2011.11.2 統計数理研究所 大会議室 

 

「社会に生きる統計思考の力」 

― 統計思考院設立記念講演 ― 

武田 浩一（日本 IBM 東京基礎研究所 技術理事）：クイズ番組に挑戦したコンピュータの開発から学んだこと 

新井 紀子（国立情報学研究所 教授）：科学の言葉としての数学 

渡辺美智子（東洋大学 教授／統計数理研究所 客員教授）：21世紀型ソフトスキルとしての統計思考力の育成
― 科学的探究・問題解決・意思決定のための統計教育 ― 

 

 

【特別講演】統計数理研究所内で行われた講演 

 

Eaton, Frederik（University of Cambridge）：A conditional game for comparing approximations，2011.5.19 

塩田 さやか（名古屋工業大学）：複数のモデル構造を考慮した音響モデリング，2011.6.14 

Doucet, Arnaud（University of British Colombia／University of Oxford）：Derivative-Free Estimation of the Score Vector 

and Observed Information Matrix with Application to State-Space Models，2011.6.17 

Makino, Takaki（University of Tokyo）：Restricted Collapsed Draws from Hierarchical Chinese Restaurant Process，
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2011.6.17 

Josef, Galaskiewics（University of Arizona）：The Market for Youth Services in Phoenix，2011.6.29 

Josef, Galaskiewics（University of Arizona）：Dynamic Social Network Analysis of the Formation of International 

Environmental Regimes，2011.6.29 

Yamagata, Yoshiki（National Institute for Environmental Studies）：Hedonic analysis of environmental factors and 

disaster risk using a multi-level spatial econometric model，2011.6.29 

Bouchard-Cote，Alexandre（University of British Columbia）：Probabilistic Models of Language Change，2011.7.26 

Montúfar, Guido（Max Planck Institute for Mathematics in the Sciences）：Geometry and Approximation Errors of 

Restricted Boltzmann Machines，2011.9.2 

Zhang, Jun（University of Michigan）：Regularized Learning in Reproducing Kernel Banach Spaces，2011.9.2 

Kagan, Yan（UCLA）：Statistical properties of earthquake occurrence and their application for earthquake forecasting，
2011.9.2 

Harrison, Colin（IBM）：Resilient Society，2011.9.2 

川喜田雅則（九州大学大学院）：A class of semi-supervised learning with density ratio estimation，2011.9.13 

Rundle, John B.（University of California）：Forecasting Large Earthquakes: Problems, Pitfalls and Promise, 
2011.10.18 

Zhang, Kun（Max Planck Institute for Intelligent Systems）：Recent advances in causal discovery: Conditional 

independence, non-Gaussianity, and nonlinearity，2011.11.22 

Dinuzzo, Francesco（Max Planck Institute for Intelligent Systems）：Learning kernels for the output space, 2011.11.22 

藤本 悠（青山学院大学）：Bregman divergenceに基づく統計モデルの推定と拡張，2011.11.24 

渡辺 一帆（奈良先端大学）：混合分布のノンパラメトリック推定と最小ダイバージェンス法，2011.11.24 

Hirose, Yuichi（Victoria University of Wellington）：Information criteria for parametric and semi-parametric models，
2011.12.9 

Khmaladze, Estate V.（Victoria University of Wellington）：Infinitesimal analysis of set-valued functions and 

applications to spacial statistics and image analysis，2011.12.12 

Peters, Gareth（University of New South Wales）：Calibration and filtering for multi factor commodity models with 

seasonality:incorporating panel data from futures contracts，2011.12.26 

Owada, Takashi（Cornell University）：Functional Central Limit Theorem of Stochastic Integral Infinitely Divisible 

Processes Generated by Conservative Null Flows，2012.1.12 

Lakshmivarahan, S.（University of Oklahoma）：Information Theoeretic analysis of the impact of observations，
2012.1.10 

Ong, S. H.（University of Malaya）：Some Models for Dispersion in Count Data，2012.2.1 

安藤 之裕（TQMコンサルタント）：社会・企業における問題解決の実際，2012.2.27 

Zhao, L.（Southwest Jiaotong University）：Oracle inequalities and model selection，2012.3.15 
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【公開講座】 

 

 統計科学技術センターの活動の一環として，研究者・学生・一般社会人のための統計数理に関する公開の
講座を開催している。内容は年度によって異なるが，従来は年間 3～4 講座開催していたところ，17 年度か
ら大幅に講座数を増加し，年間 13講座ほど開催している。今年度は，3月 11日に発生した東日本大震災の影
響を受け，会場や開催日変更等の対応を余儀なくされたが，最終的に 10 講座開催することができた。（講座
アルファベットの順序と実際の開催日が前後しているのは，このためである。）また，統計数理研究所では公
開の講演会を年に 1，2回開催し，研究の一端を一般向けに紹介している。 

 平成 23年度に開催した講座は次のとおりである。 

 ※（ ）内の講師の所属は，開催当時のものとする。 

 

  A. 赤池情報量規準と統計モデリング（講義レベル：初級） 

    2011年 6月 9日（木）～10日（金）10時～16時（1日 5時間，計 10時間） 

    講師：島谷 健一郎（統計数理研究所） 

 

  B. サンプリング入門と調査データの分析法（講義レベル：初級） 

    2011年 5月 16日（月）～19日（木）10時～16時（1日 5時間，計 20時間） 

    講師：中村 隆・吉野 諒三・前田 忠彦・土屋 隆裕・尾崎 幸謙（統計数理研究所） 

 

  C. 統計学概論（講義レベル：初級） 

    2011年 10月 18日（火）～21日（金）10時～16時（1日 5時間，計 20時間） 

    講師：山下 智志・吉田 亮・伏木 忠義・染谷 博司（統計数理研究所） 

 

  D. マルチンゲール理論による統計解析の基礎（講義レベル：上級） 

    2011年 11月 10日（木）～11日（金）10時～16時（1日 5時間，計 10時間） 

    講師：西山 陽一（統計数理研究所） 

 

  E. 多変量解析法（講義レベル：初級）【社会調査士資格 E科目対応】 

    2011年 8月 29日（月）～9月 1日（木）10時～16時（1日 5時間，計 20時間） 

    講師：馬場 康維・清水 信夫・逸見 昌之（統計数理研究所），大森 拓哉（多摩大学） 

 

   F. モデルフリー制御器設計の新展開―FRIT（Fictitious Reference Iterative Tuning）法の基礎理論とその応用
―（講義レベル：上級）【協賛：公益社団法人計測自動制御学会】 

    2011年 9月 21日（水）～22日（木）9時 30分～16時 30分（1日 6時間，計 12時間） 

    講師：金子 修（金沢大学），増田 士朗（首都大学東京），水本 郁朗（熊本大学），大西 義浩（愛媛大学），
若佐 裕治（山口大学），加納 学（京都大学），宮里 義彦（統計数理研究所） 

  ※京都テルサにて開催 

 

 11 統計教育・指導援助等 
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  G. 統計的パターン認識の方法について総合的な理解を目指して（講義レベル：中級） 

   2011年 10月 25日（火）10時～16時（1日 5時間，計 5時間） 

   講師：江口 真透・小森 理（統計数理研究所） 

 

  H. 分子系統樹推定の理論と実践（講義レベル：中級） 

   2011年 11月 17日（木）～18日（金）10時～16時（1日 5時間，計 10時間） 

   講師：足立 淳・曹 纓（統計数理研究所），長谷川 政美・米澤 隆弘（復旦大学），岸野 洋久（東京大学） 

 

  J. アンサンブルカルマンフィルタの実装法（講義レベル：上級） 

   2011年 12月 13日（火）10時～16時（1日 5時間，計 5時間） 

   講師：上野 玄太（統計数理研究所） 

 

  K. バイオサイエンスのための時系列解析入門（講義レベル：初級） 

   2012年 3月 9日（金）10時～16時（1日 5時間，計 5時間） 

   講師：田村 義保・三分一 史和（統計数理研究所） 

 

 

【統計相談】（～2011.11. 1）［ ］内は相談相手を示す. 

 

統計科学の考え方や統計的方法の実際問題への適用に関する社会一般からの相談を受け付けている。平成
23年度に受理した統計相談は下記の通りである。統計よろず相談と記した案件は、オープンハウス開催時の
同名プログラムで受け付けたものである。（なお、平成 23 年 11 月に統計思考院が発足したのに伴い、「統計
相談」は「共同研究スタートアップ」プログラムに移行した。） 

 

石黒真木夫・川崎 能典：生産性伸び率指標数値に関する「パラドックス」の「説明」［矢島不二夫／経済企
画庁 OB］2011.4.12 

馬場 康維：環境汚染の統計的解析について［津谷裕子／NPO 法人 化学物質による大気汚染から健康を守
る会］2011.5.26 

佐藤 整尚：税制の累進性に関する研究について［木村弘之亮／日本大学］2011.5.30 

島谷健一郎：ロジスティック回帰モデルの最尤推定法［青島正和／大成建設㈱］2011.6.29 

石黒真木夫・馬場 康維：水質汚染データの時系列解析による要因分析［若宮純司／水俣市立明水園］2011.7.8 

馬場 康維：分娩に関わる要因分析［江頭智子／慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科］2011.7.14（統
計よろず相談） 

石黒真木夫：歴史地震解析手法について［栗屋純生／藤原定家研究］2011.7.14（統計よろず相談） 

馬場 康維：主観のモデル化［吉田学／NTT研究所］2011.7.14（統計よろず相談） 

石黒真木夫・宮里 義彦：装置パラメータの最適パラメータ設定の手法について［朝倉涼次／㈱日立製作所］
2011.7.14（統計よろず相談） 

馬場 康維・吉野 諒三：国際比較調査の方法について［間瀬陽子／べイン・アンド・カンパニー・ジャパ
ン］2011.8.12 

馬場 康維・島谷健一郎：生態解析についての図書の推薦［青島正和／大成建設㈱］2011.8.18 

石黒真木夫：多人数でのじゃんけんのあいこの確率の計算方法について［竹内健太／㈱クリエイティブネク
サス］2011.8.25 
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石黒真木夫・種村 正美：点配置のランダム度の指標について［青島正和／大成建設㈱］2011.9.13 

 

 

【共同研究スタートアップ】（2011.11.2～）［ ］内は依頼者を示す. 

 

統計思考院事業の一環として、研究課題の解決に当たってデータ解析・統計分析で悩みを抱えている研究
者を主な対象に、適切に問題を位置づけるためのアドバイスを行う場として本プログラムを用意している。
平成 23年度に受理した案件は下記の通りである。 

 

松井 知子：ソフト品質予測への統計分析手法について［斉藤成一郎／コニカミノルタソフトウェア研究所］
2012.2.22 

馬場 康維・伏木 忠義：人員配置のための予測精度の向上［岩松一郎／ミレア・モンディアル㈱］2012.3.16 

石黒真木夫：じゃんけんソフト「スタッツ」について［稲本祐子／㈱フジクリエイティブコーポレーション］
2012.3.28 

 

 

【オープンハウス】 

 

 テーマ「人・学問をつなぐ統計数」 

 日時：2011年 7月 14日（木） 

 会場：統計数理研究所 

 対象：共同利用・共同研究に関心のある研究者・企業， 

総研大／統数研への進学を考えている学生・大学院生・社会人 等 

 内容：ポスター展示（研究成果の紹介）  

        統計よろず相談室 

        デモンストレーション（シミュレーション映像） 

        総合研究大学院大学 複合科学研究科 統計科学専攻説明会 

        研究設備（スーパーコンピュータなど）の紹介 

        特別講演  

北野 宏明（株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所 取締役所長）：「越境し、行動する研究所」 

        総研大教授最終講義 

     北川 源四郎（総合研究大学院大学名誉教授／情報・システム研究機構長／前 統計数理研究所長）：「統計
的モデリング―共同研究を振り返って―」 

 参加：120名 
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【グループ見学】 

 

 日時：2011年 8月 8日（月） 

 会場：統計数理研究所 3階セミナー室 

 対象：兵庫県立兵庫高校 教諭 4名，生徒 20名 

 プログラム：挨拶 樋口 知之 

       講義 「統計と言語の話」           持橋 大地 

       講義 「空気の頂」              江尻 省（国立極地研究所） 

       講義 「モノとカタチの文学史」        入口 敦志（国文学研究資料館） 

       講義 「ある漢字研究者の研究活動」      高田 智和（国立国語研究所） 

       「統計科学とスーパーコンピュータ」，施設見学  中野 純司 

 

 

【広報活動】 

 

 欧文機関誌『Annals of the Institute of Statistical Mathematics（AISM）』及び和文機関誌『統計数理』による研
究成果の刊行に加えて，本研究所を紹介するいくつかの刊行物を発行している。それらには本年報，『統計数
理研究所要覧』，『統計数理研究所英文要覧』，『統計数理研究所概要』，『統計数理研究所英文概要』，『Activity 

Report』，『統計数理研究所ニュース』（年 4回）が含まれる。さらに平成 23年度は，一般向けに統計数理研究
所の取り組みを広く紹介する単行本『データを未来に活かす ― データ中心科学の最先端［統計数理研究所］
の挑戦 ―』（ダイヤモンド社、ISBN978-4-478-01634-3）を発刊し，好評を得た。 

 ホームページ（http://www.ism.ac.jp/）では，本研究所の組織や主要刊行物の目録，研究集会の案内等を掲載
するとともに，職員個人による情報発信の体制を整えている。また，Twitter などソーシャル・ネットワーク
も積極的に活用している。さらに毎年オープンハウスや子ども見学デー，公開講演会等を開催して，一般市
民に対しても研究成果の公表を推進している。 
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【コンピュータ】 

 

1．統計科学スーパーコンピュータシステム 
 統計数理研究所におけるモデル開発，データ解析の中心となっているのは統計科学スーパーコンピュータ
システムである。平成 22 年 1 月のリプレースにおいて，旧統計科学スーパーコンピュータシステム（SGI 

Altix3700，NEC SX6，Hitachi SR11000），計算統計学支援コンピュータシステム（HP XC4000，SGI Prism）は，
新統計科学スーパーコンピュータシステムとして統合された。新統計科学スーパーコンピュータシステムは
共有メモリ型システム，分散メモリ型システム，物理乱数発生システム，可視化システム，大規模共有スト
レージシステムで構成される（図 1）。各システムは，Infiniband, 10Gbps イーサーネットで接続され，大規模
なデータを高速に転送することが可能になっている。また，統合に伴い，ユーザー環境の統一化が図られて
いる。共通のジョブの実行環境として，共有メモリ型システム，分散メモリ型システムにおいて，Parallelnavi 

Base Package が導入され，同一の操作でジョブの実行が可能になった。加えて，ユーザー認証機構が統一さ
れ，各システムに同一のアカウント及びパスワードでログイン可能となっている。 

 

・共有メモリ型システム 

 共有メモリ型システムは Fujitsu SPARC Enterprise M9000 2ノードで構成され，大規模共有ストレージシステ
ムと Infiniband DDR で接続されている。ノード内並列で最大 256コア，2TB のメモリが使用可能となってお
り，並列計算のためには主として，コンパイラによる自動並列化，OpenMP が使用されている。開発環境と
して，Parallelnavi Language Package，Sun Studio が導入され，商用ライブラリとして IMSL が利用可能となっ
ている。 

 

・分散メモリ型システム 

 分散メモリ型システムは Fujitsu PRIMERGY RX200S5 360ノードで構成され，各ノード間，大規模共有スト
レージ間は Infiniband QDR で接続されている。ノードには，コア数 16・主記憶量 24GB，コア数 16・主記憶
量 48GB の 2種があり，MPI を用いて最大 2880コア，12.1TB のメモリが使用可能である。開発環境として，
Parallelnavi Language Package，Intel Cluster Toolkit が導入され，商用ライブラリとして NAG が利用可能とな
っている。 

 

・物理乱数発生システム 

 物理乱数発生システムには，400MB/s の速度で物理乱数が生成可能な物理乱数発生ボード 2枚が搭載され，
API を用いて物理乱数を取得することが可能である。物理乱数取得 API には，TCP/IP ネットワークを介し
て物理乱数を取得するためのライブラリが含まれ，Fortran，C言語から呼び出しが可能となっている。 

 

・大規模共有ストレージシステム 

 大規模共有ストレージシステムは RAID6 で構成され，1.37PB の記憶容量を持つ。共有メモリ型システム，
分散メモリ型システム間は Parallelnavi SRFS で接続され，物理乱数発生システムとは NFS で接続されている。 
ストレージシステムを構成する ETERNUS DX80 ではコントローラ，電源などの主要コンポーネントが二重
化されており，障害発生時にシステムを停止することなく，コンポーネント交換が可能となっている。 

 12 コンピュータ・図書 
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・可視化システム 

 可視化システムとして，横 4096，縦 2160の解像度を出力可能な SXRDプロジェクタと 200インチスクリ
ーン，開発用・表示用ワークステーションが導入されている。開発用ワークステーションには，AVS/Express 

Developerが導入され，データの可視化に用いられている。表示用ワークステーションには，NVIDIA Quadro 

Plex 2000 D2 が接続され，4つの外部出力端子を用いて横 4096，縦 2160 の高解像度で出力可能にしている。 

・ソフトウェア 

 所内で利用できる商用ソフトウェアとして，Mathematica，MATLAB, SAS, S-PLUS, SPSS が導入されてい
る。これらのソフトウェアは，個人の端末で実行できるほか，各階入出力室に設置されている高性能端末装
置，リモートから利用可能なアプリケーションサーバーで利用可能になっている。また，フリーソフトウェ
アである Rも統計科学スーパーコンピュータシステムで利用できる。 

 

 

 

 

  

図 1 統計科学スーパーコンピューターシステム（2010 年 1月導入） 
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・システム構成など 

（a）共有メモリ型システム 

Fujitsu SPARC Enterprise M9000（SPARC64（4コア） 64CPU 2.9 TFLOPS，主記憶 2TB） 

Fujitsu SPARC Enterprise M9000（SPARC64（4コア） 24CPU 1.1 TFLOPS，主記憶 1TB） 

（b）分散メモリ型システム 

Fujitsu PRIMERGY RX200S5（Xeon X5570（4コア） 2CPU 93.76GFLOPS，主記憶 24GB） 200ノード 

Fujitsu PRIMERGY RX200S5（Xeon X5570（4コア） 2CPU 93.76GFLOPS，主記憶 48GB） 160ノード 

（c）大規模共有ストレージシステム 

Fujitsu ETERNUS DX80（1.37PB RAID6:9D+2P） 

（d）物理乱数発生システム 

HP ProLiant DL785 G5（Opteron 8384（4コア） 4CPU 172GFLOPS，主記憶 48GB） 

東京エレクトロン 物理乱数発生ボード 400MB/s 

（e）可視化システム 

Sony SRX-T110 

KIC 200 インチ透過型スクリーン 

HP Z800（Xeon E5504（4コア） 2CPU 64GFLOPS，主記憶 32GB） 

HP Z800（Xeon W5580（4コア） 2CPU 102GFLOPS，主記憶 32GB），NVIDIA Quadro Plex 2000 D2 

（Quadoro FX5800 2組） 

（f）アプリケーションサーバー 

Fujitsu PRIMERGY RX300S5（Xeon X5540（4コア） 2CPU 80.96GFLOPS，主記憶 32GB） 2ノード 

HP ProLiant DL380 G4（Xeon Irwindale 3.2GHz，2CPU 25.6GFLOPS，主記憶 4GB） 

（g）高性能端末装置 

Dell T3500（Xeon W3540 46.88GFLOPS 主記憶 4GB） 10 台 

２．その他のスーパーコンピュータ関連システム 
 統計数理研究所には、統計科学スーパーコンピュータシステムの他に、関連する小規模なシステムが導入
されており、それぞれの特徴を生かして統計科学計算に利用されている。 

2-1．物理乱数発生システム（平成 22 年 2 月導入） 

・日立 EP8000 520（POWER6（2コア）1CPU 主記憶 8GB）1ノード 

・200MB/s の日立製物理乱数発生ボードを 1枚設置 

2-2．物理乱数サーバーシステム（平成 22 年 6 月導入） 

・SGI Altix UV100（Xeon（6コア）16CPU 主記憶 512GB）2ノード 

・各ノード（1.02TFLOPS）を共有メモリ型システムとして使用 

・400MB/s の東芝製物理乱数発生ボード「ランダムマスターRMHe」を 2枚設置 

2-3．計算統計学支援システム（平成 22 年 6 月導入） 
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・Cray XT6m（Opteron（12コア）2CPU 主記憶 32GB）44ノード 

・分散メモリ型システムとして使用し、合計で 1056コア、8TFLOPS, 主記憶 1.37TB 

3．ネットワーク 
 所内情報網については，研究所の移転に合わせ平成 21 年 3 月より立川新研究棟において新規に認証ネッ
トワークの構築を開始し，移転完了の平成 21 年 10 月より本格運用が始まっている（図 2）。各研究室に複数
配置された 1000BASE-T の情報コンセントは，10GBASE-SR の幹線を持つ各階あたり数台のフロアスイッチ
に分散接続され障害に配慮した設計となっている。これらの有線 LAN は IEEE 802.11a,b,g,n をサポートした
無線 LAN とともに認証ネットワークを通して提供されている。 

 所内情報網は SINET を経由して国内外のインターネットと接続されている。SINET に関しては，平成 14 

年 7 月に接続速度を 1.5Mbps から 100Mbps へと増強し，平成 15 年 10 月にはスーパーSINET 統計数理研
究所ノードが設置され 1Gbps での接続となった。平成 19 年 4 月からは SINET3 ノードに更新されたが，こ
れは平成 21年 3 月に研究所の移転に先立ち移設され，新研究棟での SINET 接続に利用されている。 

 

 

 

 

  

図２ 統計数理研究所ネットワーク概要図
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4． サーバー関係 
 研究・教育のための情報インフラストラクチャとして，セキュリティを考慮しながら，電子メール，WWW 

などのサービスを提供している。 

・ハードウェア 

Sun Blade 6000 シャーシ 3 台 

Sun Blade T6300 サーバーモジュール 1.0GHz UltraSPARC T1（6コア）主記憶 4GB 11台 

Sun Blade X6250 サーバーモジュール 2.66GHz Xeon L5430（4コア）2個 主記憶 4GB 3台 

HP DL360G5 2.50GHz Xeon L5420（4コア）主記憶 2GB 3台 

IBM x3655-7985PBR 2.4GHz Opteron 2216（4コア）2個 主記憶 4GB 1台 

HP DL360G5 2.5GHz Xeon L5420（4コア）2個 主記憶 10GB 2台 

・提供サービス 

電子メール関係 

メールサーバー（ハブ，スプール） 

ウィルスチェック（IMSS：Trend Micro InterScan Messaging Security Suite）サーバー 

スパムフィルタ（TransWARE Active!hunter）サーバー 

ウェブメール（TransWARE Active!mail）サーバー 

メーリングリスト（Mailman）サーバー 

ウェブウィルスチェック（IWSS：Trend Micro InterScan Web Security Suite）サーバー 

DNS サーバー（公開用，所内専用） 

ウェブサーバー（公開用，所内専用） 

TV 会議システムサーバー 

サーバー仮想化（VMware ESX & ESXi） 

5．所内開発ソフトウェアの公開 
 統計数理研究所では最新の統計科学の理論的成果を実用化するための新しいプログラムの開発を行ってお
り，それらは所外でもいろいろな手段で利用可能である（表 1）。例えば，図 3はデータ科学研究系の佐藤整
尚准教授が公開しているWebDECOMP 使用時の画面のハードコピーである。季節調整や時系列解析をWWW

上で行うことができる。Decomp は Excel にアドイン可能になっているし，R のパッケージにもなっている。 

 また人気の高い TIMSAC に関しては FORTRAN77 に完全準拠するように改編されており，Windows 上の
Quick Win アプリケーション用，Linux 用を配布しているし，R のパッケージにもしている。WebCATDAP や
CATDAP for Windows も配布している。なお，プログラム提供については統計科学技術センター
（e-mail:kks@ism.ac.jp）にお問い合わせいただきたい。 
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【表 1 統計数理研究所が開発した主なプログラム】 

プログラム名 説明など アクセス 

■TIMSAC 時系列データの解析、予測、制御のため

の総合的プログラムパッケージ 

＜応用例＞ 

・脳波分析 

・経済変動の分析 

・工業プロセスの最適制御 

・船舶のオートパイロットへの適用 

・地震データの解析 

kks@ism.ac.jp にメール 

■TIMSAC for Windows TIMSAC72 の一変量 AR モデル、多変量

AR モデルを Windows 上で動作するよう

にしたプログラム 

kks@ism.ac.jp にメール 

■TIMSAC for R package TIMSAC の一部を統計解析システム R の

パッケージにしたもの 

http://jasp.ism.ac.jp/ism/timsac/ 

■Web Decomp Web 上で時系列解析ができるようにした

もの 

http://ssnt.ism.ac.jp/inets/inets.ht

ml 

■Ardock TIMSAC によるシステム解析を対話的に

行えるようにしたプログラム 

＜応用例＞ 

・プラント解析 

・システム解析 

http://www.ism.ac.jp/ismlib/jpn/i

smlib/  

■TIMSAC84: Statistical 

Analysis of Series of Events 

(TIMSAC84-SASE) Version 2 

点過程解析のプログラム http://www.ism.ac.jp/~ogata/Ssg

/ssg_softwares.html 

■BAYSEA 季節変動・週変動・日変動等の周期的変

動を含むデータを解析するためのプログ

ラム 

＜応用例＞ 

・経済時系列データの季節調整 

kks@ism.ac.jp にメール 

■CATDAP カテゴリカルな目的変数に対する最適な

説明変数を自動的に選択するためのプロ

グラム 

＜応用例＞ 

・多次元クロス表の分析 

・データマイニング 

kks@ism.ac.jp にメール 

■CATDAP for Windows CATDAPをWindows上で動作するように

したプログラム 

kks@ism.ac.jp にメール 

■CATDAP for R package CATDAP を R のパッケージにしたもの http://jasp.ism.ac.jp/ism/catdap/ 

■QUANT 数量化理論のプログラム。質的データの

多変量解析予測・判別・分類・要因分析

を行う 

＜応用例＞ 

・青少年の行動調査分析 

・臨床医学データの分析 

・選挙予測 

・広告効果分析 

・教育心理等のデータ解析 

kks@ism.ac.jp にメール 
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プログラム名 説明など アクセス 

■DALL 最尤法によるモデルあてはめのための

Davindon 法による対数尤度最大化のプ

ログラム 

＜応用例＞ 

・医学データ解析 

・非定常多次元時系列データ解析 

・最尤法が必要な全分野 

http://www.ism.ac.jp/ismlib/jpn/i

smlib/  

 

■Jasp Java 言語で書かれた（実験的）統計解析

システム 

＜応用例＞ 

・探索的データ解析 

・データマイニング 

・新手法の開発 

http://jasp.ism.ac.jp/ 

■Jasplot 対話的統計グラフィックスの Javaライブ

ラリ 

＜応用例＞ 

・新しい統計グラフィックスの開発 

http://jasp.ism.ac.jp/jasplot/ 

■Statistical Analysis of 

Seismicity - updated version 

(SASeis2006) 

地震活動解析のプログラム http://www.ism.ac.jp/~ogata/Ssg

/ssg_softwares.html 

■SAPP 地震活動などの統計的解析とモデリング

のためのプログラムを R のパッケージに

したもの 

http://jasp.ism.ac.jp/ism/sapp/ 

■NScluster ネイマン・スコット型空間クラスターモ

デルのシミュレーションとパラメータ推

定のためのプログラムを R のパッケージ

にしたもの 

http://jasp.ism.ac.jp/ism/NSclust

er/ 

■CloCK-TiME Web 上で多変量時系列データを粒子フィ

ルタ法によって分析するシステム 

http://sheep.ism.ac.jp/CloCK-Ti

ME/index.html 
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図３ WebDECOMP 画面例 
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【図書】平成 24.3現在 

 

広範な分野に関する統計科学研究者の需要にこたえるため，統計数理研究所図書室が所蔵する図書・資料
は，統計学はもとより，自然科学から人文・社会科学にわたっている｡ 図書，逐次刊行物，データベースの
収集に加え，国内外から数多くのテクニカルリポートの寄贈も受け入れている｡ 図書の利用状況は，統計数
理学の図書が貸出総数の約 60％を占め，次いで数学，自然科学の順となっている。 

外部の利用者に対しては，文献資料の問い合わせ・複写依頼に応ずる体制が整えられており，学術研究・調
査研究を目的とする者で利用者カードの発行を受けた者には，貸出も認めている。 

また最近の電子ジャーナルの普及に伴って，出来るだけ多くの電子ジャーナルが利用できるように努めてい
る。図書の利用・検索等については，統計数理研究所ホームページ（URL:http://www.ism.ac.jp/ ）の「図書室」
に詳しい説明がある。 

 

 

 

１．図書    蔵書数は和書 16,540冊，洋書 44,856冊，計 61,396冊であり，その分野別内訳は下表に示す
通りである（統計学及び数学に関しては，当研究所の独自分類による）。 

 

 

 和 書 洋 書 総 数 

統計数理学 3,070 19,774 22,844 

総記 186 83 269 

心理学・哲学 214 1,004 1,218 

歴史・地理 59 17 76 

社会科学（経済学等） 5,920 3,810 9,730 

自然科学（除数学） 2,498 6,608 9,106 

数学 2,412 9,905 12,317 

工業・工学 1,310 3,384 4,694 

産業・通信 314 126 440 

芸術 28 4 32 

語学 510 141 651 

文学 19 0 19 

 16,540 44,856 61,396 
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２．逐次刊行物 国内発行は 1,210種，国外発行は 981種，計 2,191種の逐次刊行物を収集している。 国外
発行の逐次刊行物は，下記のように 50ヶ国を数える。 

 

カナダ 16 サウジアラビア 2 スペイン 10 

アメリカ合衆国 347 トルコ 3 スウェーデン 15 

アルゼンチン 9 オーストリア 2 スイス 8 

ウルグアイ 1 ベルギー 2 旧ソ連 31 

ブラジル 12 フィンランド 10 ユーゴスラビア 9 

キューバ 2 ブルガリア 6 デンマーク 4 

エクアドル 7 チェコ共和国 4 ギリシャ 1 

ジャマイカ 1 イギリス 133 スコットランド 2 

バングラデシュ 2 フランス 55 オーストラリア 9 

モザンビーク 1 ドイツ 60 ニュージーランド 7 

サウスアフリカ 4 ハンガリー 7 パキスタン 2 

中華人民共和国 24 イタリア 13 クロアチア 2 

インド 20 アイルランド 1 エストニア 3 

イスラエル 6 オランダ 61 リトアニア 3 

クウェート 1 ノルウェー 7 ベトナム 2 

大韓民国 5 ポーランド 10 イラン 1 

シンガポール 5 ポルトガル 3   

マレーシア 1 ルーマニア 38   
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【総合研究大学院大学統計科学専攻の概要】 

 

統計数理研究所は，総合研究大学院大学の創設時から，同大学の数物科学研究科統計科学専攻の基盤研究
機関として，研究，教育の一翼を担ってきた。総合研究大学院大学は博士課程の後期 3年のいわゆる「独立
大学院」で，大学共同利用機関の優れた研究機能を活用し，高度の，かつ国際的にも開かれた大学院教育を
行い，学術研究の新しい流れに先導的に対応し，幅広い視野を持つ創造豊かな研究者の養成を目的として昭
和 63 年 10 月に開学したものであり，現在 17の大学共同利用機関等が基盤研究機関として参加している。 
平成 16年 4月の国立大学等の独立行政法人化に伴い，数物科学研究科が再編されて，国立情報学研究所，

国立極地研究所，統計数理研究所を基盤研究機関とする複合科学研究科が発足し，統計科学専攻はその中の
一専攻として新たなスタートを切った。また，平成 18 年度より，5 年一貫制に移行し，修業年限を 5 年と
する「5年の課程」と修業年限を 3年とし 3年次に編入学する「後期 3年の課程」となった。 

 

教育研究の特色 
統計科学専攻では，データからの予測と知識発見，そのためのモデリング，推論機構，データ設計・取得
手法，計算アルゴリズムなどについて，方法論と実践の両面に目配りした教育と研究を進めてきた。統計数
理研究所で進められつつある世界をリードする統計数理の最先端の研究成果を視野に入れながら，必要に応
じて地球惑星科学，脳科学，生命情報科学，ファイナンス，マーケティング，社会調査などの分野との共同
研究を行い，諸分野に寄与する研究を進めることができるのが，当専攻の特色である。これまで執筆されて
きた博士論文のテーマは，高次元積分法とその応用，機械学習，情報幾何，マーケティングのための知識発
見，地震データ解析，非ガウス型状態空間モデル，計量文献学，経済データ解析，DNA データ解析，脳科
学データ解析，医学データ解析，時系列解析，多変量解析，分布論，ファイナンス，統計ソフトウェア，線
路形状データの解析，最適化法，制御理論，変化点問題，コルモゴロフ複雑度，複雑系，モデル選択，点過
程と生態系解析への応用，非線形モデルによる火力発電所の制御，ランダム被覆，確率微分方程式など真に
多岐に渡っている。修了後の進路については，大学や研究所に就職するものが相当数を占めており，これも
統計科学専攻の大きな特色の一つである。 

 

授業科目 
平成 23年度に開講された主な専攻授業科目は次のとおりである。 

教育研究指導分野 授業科目名 授業内容 

モデリング 情報機能論 「情報」をその機能の側面から考察する。統計科学
的アプローチの採用によって、定量的かつ定性的な
扱いが可能になる。 

統計的言語処理 自然言語を統計的に取り扱うための基本的な確率
的な枠組、およびその諸問題について論じる。 

 13 統計科学専攻の現況 
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教育研究指導分野 授業科目名 授業内容 

データ科学 医療統計学Ⅰ 人を対象とした健康科学の研究は、大きく観察的研
究と実験的研究に分けられる。本コースでは、実験
的研究、とりわけ、臨床試験に焦点をあて、データ
収集とデータ解析に関する固有の方法論とその背
後にある統計的理論について指導研究を行う。 

ファイナンス統計学Ⅱ 金融マーケットのリスク評価と投資戦略について、
具体的な事例を示し、問題解決の方法論について、
研究指導を行う。 

数理・推論 情報幾何学 幾何的な観点から不確実性のより深い理解を目指
して、情報空間の上の幾何学を概説する 

推測理論Ⅱ 

 

確率過程の離散観測問題に関する新たなアプロー
チを論究する。離散観測に基づく推論が連続観測の
場合と比べて同等になる場合・ならない場合の詳細
な研究を行う。 

 

また、平成 23年度に開講された主な研究科共通専門基礎科目は次のとおりである。 

授業科目名 授業内容 

複合モデリング科学概論 自然現象あるいは人間と自然や社会が関わるさまざま
な現象を統計情報や計算機・数理的な方法を用い，分析，
予測，シミュレーション等の横断科学的アプローチを総
合的かつ体系的に教育し，複合科学に取り組むための広
い視野と柔軟な思考力を教育する。特に複雑な対象を記
述するのに有効な確率現象の時間的または空間的変化
を記述する基礎的な時系列モデルの紹介とその推定法
や予測法についての基礎を中心に教育する。 

データ科学概論Ⅰ データ科学の基礎となる標本抽出法、実験計画法、社会
調査法、多変量解析法（回帰分析、判断分析、主成分・
因子分析）、林の数量化法といったトピックを中心に講
義を行う。 

推測数理概論Ⅱ 統計的推測理論の基本的な考え方についての講義を行
う。具体的には、確率論入門、統計的推測理論、漸近理
論、線形モデル、ベイズ統計、などを扱う。 

 

修了要件 
統計科学専攻の修了要件は，以下の通りである。 

後期 3年の課程にあっては，大学院に 3年以上在学し，10単位以上を修得すること。5年の過程にあって
は，大学院に 5年以上在学し，40単位以上を修得すること。そして，必要な研究指導を受けた上，博士論文
の審査及び最終試験に合格することである。 

修了者には，博士（統計科学）の学位が授与される。あるいは，統計科学に係る学際的分野を主な内容と
する博士論文については，博士（学術）の学位が授与される。 

なお，優れた研究業績を上げた者の在学年限については，弾力的な取扱いがなされる。 

 

入学定員  
後期 3年の課程 3名 

5年の課程 2名  
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在学生の状況 
（1）入学年度別（平成 24 年 4月 1日現在） 

入学年度 

教育研究 
指導分野 

平成
24年度 

平成 
23年度 

平成
22年度

平成
21年度

平成
20年度

平成
19年度

平成
18年度

平成 
17年度 

平成 
16年度 

計 

モデリング 1 3 5 2 3 － － － 1 15 
データ科学 3 3 2 1 1 2 － － － 12 
数理・推論 － 2 － 1（1） 1 － － － － 4（1）

計 4 8 7 4（1） 5 2 － － 1 31（1）
（ ）は外国人留学生で内数 
※外国人留学生の国籍（平成 24年 4月 1日現在） 
 バングラデシュ     １名 

 

学位取得状況 
（1）修了年度別 

年度 学位 取得者数 備考 

平成 3年度 博士（学術） 2名  

平成 4年度 博士（学術） 1名  

平成 5年度 博士（学術） 2名  

平成 6年度 博士（学術） 7名  

平成 7年度 博士（学術） 6名 論文博士 1名含む 

平成 8年度 博士（学術） 3名 論文博士 1名含む 

平成 9年度 博士（学術） 1名  

平成 10年度 博士（学術） 4名 論文博士 1名含む 

平成 11年度 博士（学術） 6名  

平成 12年度 博士（学術） 5名  

平成 13年度 博士（学術） 5名  

平成 14年度 博士（学術） 4名  

平成 15年度 博士（学術） 8名 論文博士 3名含む 

平成 16年度 
博士（学術） 2名  

博士（統計科学） 2名  

平成 17年度 
博士（学術） 2名  

博士（統計科学） 2名  

平成 18年度 
博士（学術） 4名 論文博士 1名含む 

博士（統計科学） 4名  

平成 19年度 
博士（学術） 4名 論文博士 1名含む 

博士（統計科学） 3名  

平成 20年度 
博士（学術） 1名  

博士（統計科学） 3名 論文博士 1名含む 

平成 21年度 
博士（学術） 3名 論文博士 1名含む 

博士（統計科学） 2名  

平成 22年度 
博士（学術） 2名 論文博士 1名含む 

博士（統計科学） 5名  

平成 23年度 
博士（学術） 2名  

博士（統計科学） 2名  
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（2）平成 23年度における学位取得者 

【課程博士】 

氏名 取得年月日 学位 学位論文題目 

熊澤 貴雄 平成 24年 3月 23日 博士（学術） Detecting misfits of the ETAS for seismicity 
anomalies 

加藤 直広 平成 24年 3月 23日 博士（統計科学） 多項式回帰モデルにおける正値性の検定に関
する研究 

野村 俊一 平成 24年 3月 23日 博士（統計科学） Stochastic Models and Forecast for Recurrent 
Earthquake 

山田 俊哉 平成 24年 3月 23日 博士（学術） Webユーザビリティの統計的評価における研究

 

（3）平成 23年度における学位取得者の進路先（課程博士のみ） 

  統計数理研究所特任研究員      1名 

  株式会社 損害保険ジャパン    1名 

  NTTアイティ 株式会社       1名 

 

（4）平成 23年度における総研大学生の活動 

 学会等での口頭発表  

 熊澤 貴雄 *（総研大），尾形 良彦，Smoothing for the nonstationarity with ETAS clustering, 7th International 

Workshop on Statistical Seismology，statsei7，Santorini，Greece，2011.05.25～2011.05.27 

 小林 史明 *（総研大），黒木 学，傾向スコアを用いたNatural Direct and Indirect Effectsの統計的評価とMEGA 

Studyへの応用，日本計量生物学会年会，大阪，日本，2011.06.02 

 飯沼 邦彦 *（総研大），多期間最適円金利投資戦略について～Approximate Dynamic Programmingの適用，
応用経済時系列研究会，東京，日本，2011.06.25 

 熊澤 貴雄 *（総研大），尾形 良彦，Smoothing for non-stationarity with the ETAS clustering，東京大学地震研
究所 研究集会「地震活動の評価に基づく地震発生予測システム：標準予測モデルの構築へ向けて（2）」，筑
波，日本，2011.07.12 

 山田 俊哉 *（総研大），中道 上（南山大学），松井 知子，Extraction of User Interaction Patterns for Low-usability 

Web Pages，HCI International 2011，Orlando，U.S.A.，2011.07.13 

 髙橋 淳一 *（総研大），離散型生存解析を用いた住宅ローン債権のリスク分析，統計数理研究所 学生研究
発表会，東京，日本，2011.07.14 

 小林 史明 *（総研大），黒木 学，因果効果の分解を用いた サロゲートマーカーによる治療効果説明の尺
度，Biostatisticsネットワーク，久留米，日本，2011.08.04 

 小林 史明 *（総研大），黒木 学，New Measures of the Proportion of Treatment Effect Explained by Surrogate 

Markers Using the Effect Decomposition，32nd Annual Conference of the International Society for Clinical 

Biostatistics，Ottawa，Canada，2011.08.19 

 青木 義充 *（総研大），川崎 能典，打ち切りを考慮した株価変動の時系列モデル，統計関連学会連合大会，
福岡，日本，2011.09.07 

 Fujiki, Y. *（The Graduate University for Advanced Studies）, Okada, Y.（Keio University）, Oku, Y.（Hyogo College of 

Medicine）, Yokota, S.（Shimane University）, Tamura, Y., Ishiguro, M. and Miwakeich, F.，A comparison of standardization 

methods of voltage-imaging data that enable to integrate the spatial information from different samples，日本神経科学
大会，Yokohama，Japan，2011.09.16 
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 田邉 彰 *（国立遺伝学研究所），高橋 阿貴（国立遺伝学研究所），荒川 俊也（総研大），柿原 聡（東京大学大
学院），木村 真吾（鹿児島大学），杉本 大樹（国立遺伝学研究所），城石 俊彦（国立遺伝学研究所），富原 一哉（鹿
児島大学），土谷 隆（政策研究大学院大学），小出 剛（国立遺伝学研究所），隠れマルコフモデルを用いたマウス
社会行動解析ソフトウェアの開発，第34回 日本神経科学大会，東京，日本，2011.09.17 

 青木 義充（総研大），川崎 能典 *，打ち切りを考慮した時系列モデリング：リスク管理への応用，科研費
研究集会，東京，日本，2011.09.29 

 野村 俊一 *（総研大），尾形 良彦，Robert, M. N.（University of California），Parkfieldにおける繰り返し微小地
震の時空間構造について，日本地震学会 2011年秋季大会，静岡，日本，2011.10.13 

 熊澤 貴雄 *（総研大），尾形 良彦，ETASモデルからの逸脱関数による地震活動異常の推定，日本地震学
会 2011年秋季大会，静岡，日本，2011.10.13 

 横内 大介 *（一橋大学大学院），青木 義充 *（総研大），三浦 良造（一橋大学大学院），ヘッジファンドの収
益率の統計モデリング，JAFEE2011 夏季大会，東京，日本，2011.10.15 

 小林 史明 *（総研大），黒木 学，Natural Direct and Indirect Effectsを用いた代替エンドポイントの評価，久
留米大学バイオ統計セミナー，久留米，日本，2011.12.21 

 髙橋 淳一 *（総研大），CRDデータを用いたK-nn法による欠損値補完，統計数理研究所 学生研究発表会，
東京，日本，2012.01.27 

 Arakawa, T. *（The Graduate University for Advanced Studies）, Kakihara, S.（Graduate School of Information Science and 

Technology, The University of Tokyo）, Kimura, S.（Kagoshima University）, Koide, T.（National Institute of Genetics）, Shiroishi 

T.（National Institute of Genetics）, Sugimoto, H.（National Institute of Genetics）, Takahashi, A.（National Institute of Genetics）, 
Tanave, A.（National Institute of Genetics）, Tomihara, K.（Kagoshima University）and Tsuchiya, Takashi（National Graduate 

Institute for Policy Studies）, An automated Markov analysis of social interaction behavior of mouse and its applications  

to genetic mapping, ISM-ISI-ISSAS Joint Conference, Tokyo, Japan, 2012.02.02 

 青木 義充（総研大），川崎 能典 *，商品先物市場のリスク計測：制度変更の影響分析，国際ワークショッ
プ：社会のイノベーションを誘発する情報システム クライシスに強い社会基盤，東京，日本，2012.02.14 

 熊澤 貴雄 *（総研大），尾形 良彦，ETASの逸脱度から見る地震活動異常の推定，融合プロジェクト国際
ワークショップ，東京，日本，2012.02.15 

 熊澤 貴雄 *（総研大），尾形 良彦，Detecting ETAS model misfits for seismicity anomalies，International 

Symposium on Statistical Modeling and Real-time Probability Forecasting for Earthquakes，立川，日本，2012.03.13 
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